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恥そ
ね
は
国
杞
梨
の
で
き
る
と
き

明
和
の
里
は
早
朝
力
ら

梨
を
洞
積
し
だ
ト
ラ
ワ
タ
ー
ガ

甘
わ
し
く
い
き
力
う

合
年
は
思
い
屯
よ
ら
ぬ
完
夏
で

ま
だ
ま
だ
肝
年
よ
り
少
量
だ

真
の
笑
顔
ガ
作
れ
な
い

夕
万
四
時
頃
に
な
る
と

I
I

国
和
梨
I
Iと
書
方
れ
だ
箱
ガ

ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
る

太
田
や
足
利
の
市
場
へ

出
荷
弓
る
の
だ

あ
あ
明
日
は
セ
リ
だ

い
く
ら
に
芯
る
力
心
配
だ
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日
田
島
一

~
の
出
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所
力
ら
明
和
梨
ガ
八
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ラ
ッ
ワ
で
出
荷
さ
れ
ま
可
。
~

ー
山
と
な
っ
て
い
る
箱
ガ
、
ロ
・
一

｛
ン
ベ
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を
使
っ
て
素
早
く
積
み
｛

｛
込
ま
れ
て
行
き
ま
可
。
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~
明
和
梨
ガ
世
に
出
る
第
＿
歩
i

~
の
場
所
。
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梨の出荷に

大忙し

心



昭和55年 10 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第229号

•
教
育
委
員
会
委
員
の

一疇9—-●.叫
-9---

瀬石と九さ
下塚な月ん教
芳正っ＝‘育任
夫さた干鈴委命
さんの日木員ぢ
ん＾でに好のぃ
＾川‘任男根て
新俣新期さ岸
里ーた満ん麒
ーとに了が一

決
算
の
報
告
に
つ
い
て

〔
主
な
議
案
・
報
告
の
内
容
〕

•
土
地
開
発
公
社
の

l̀  : 1 /] 用に百切 全進 売七‘校
地三十稚な部めこ却千最増
を千ー園お終てれし四後築
取四万用‘了いでま百に用
得百円地公した五し六残地
し二でと社ま用力た十り四
ま十新しでし地年°円の千
し八里てはた取計 で八二
た対地三中°得画 村百百
゜の内千央 はで へ四一
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昭
和
五
十
五
年
度
明
和
村
定
例
議
会
が
九
月
二
十
日
に
招
集
さ

れ
、
四
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
①
明
和
村
土
地
開
発
公
社
事
業
及
び
決
算
の

報
告
に
つ
い
て
②
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
③
村

営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
④
村
道
路
線
の
廃
止

に
つ
い
て
⑤
昭
和
五
十
四
年
度
各
種
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
な

ど
九
議
案
、
報
告
＿
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
終
日
に
は
一
般
質
問
四
件
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
村
長
や
各
担
当
課
長
が
答
弁
に
あ
た
り
ま
し
た
。

計
を認定

す
る

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

(2) 

を
選
任
す
る
こ
と
で
議
会
の
同
意
を

求
め
た
と
こ
ろ
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

石
塚
さ
ん
は
三
十
九
年
八
ヵ
月
と

い
う
長
い
間
学
校
教
育
に
専
念
さ
れ

五
十
一
年
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
が
、

教
員
と
し
て
の
長
い
経
験
と
実
行
カ

を
認
め
ら
れ
、
引
き
続
き
千
代
田
村

社
会
教
育
指
導
員
と
し
て
三
年
間
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
川
俣
区
長
と
し
て
自
治
行

政
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
正
四
年
六
月
二
日
生
ま
れ
、
六

十
五
歳
。

▼
瀬
下
芳
夫
さ
ん

瀬
下
さ
ん
は
東
京
の
旧
制
商
業
学

校
か
ら
中
央
大
学
に
学
び
昭
和
三
十

年
六
月
に
東
京
日
野
自
動
車
昧
に
勤

務
さ
れ
、
明
和
か
ら
東
京
ま
で
遠
い

通
勤
の
苦
労
の
中
で
勉
学
と
仕
事
に

精
励
さ
れ
、
現
在
は
東
京
日
野
自
動

車
昧
の
常
務
取
締
役
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

大
正
十
三
年
四
月
二
十
日
生
ま
れ

五
十
六
歳
。

•
村
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

主
な
改
正
は
入
居
資
格
で
、
今
ま

で
は
、
同
居
親
族
の
い
な
い
単
身
者

に
つ
い
て
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
改
正
に
よ
り
六
十
歳
以

上
の
男
子
、
五
十
歳
以
上
の
女
子
、

身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
、
原
爆
被

爆
者
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護

者
並
び
に
海
外
引
揚
者
に
対
し
て
は
、

同
居
の
親
族
が
い
な
い
場
合
で
も
入

ー
両
名
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
ー

▼
石
塚
正
さ
ん

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
五
十
四
年
度
の
各
種
会
計
の

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
三
面
•
四
面
に
掲
載
し

ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

中
央
幼
稚
園
、
園
舎
改
築
工
事
に

つ
い
て
指
名
業
者
五
社
に
よ
っ
て
指

•
昭
和
5
4年
度
各
種
会
計

つ
い
て

西
小
学
校
の
増
築
に
伴
な
い
今
ま

で
の
敷
地
に
隣
接
し
て
あ
っ
た
東
西

に
あ
る
村
道
（
延
長
百
内
十
九
m
.

巾
員
二

m
)
と
増
築
敷
地
に
関
連
す

る
部
分
の
南
北
の
村
道
（
延
長
五
十

八
m

．
巾
員
二

m
)
を
廃
止
す
る
こ

と
で
議
会
の
同
意
を
求
め
ま
し
た
。

1
1

可
決
I
I

つ
い
て

五
十
五
年
度
の
予
算
に
歳
入
歳
出

と
も
四
千
三
百
九
十
万
円
を
追
加
し

ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
主
な
も
の
を
説
明

し
ま
す
と
、
村
誌
編
さ
ん
の
専
門
委

員
や
臨
時
職
員
の
調
査
等
の
費
用
百

万
円
、
農
業
用
水
路
危
険
防
止
対
策

と
し
て
下
江
黒
地
区
に
フ
ェ
ン
ス
の

設
置
が
七
十
三
万
円
、
矢
島
大
輪
工

場
適
地
内
の
用
地
買
収
費
そ
の
他
で

二
千
三
百
八
十
三
万
円
、
中
学
校
総

合
体
育
大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
代
四
十
三
万
円
な
ど
を
補

正
し
ま
し
た
。

•
一
般
会
計
補
正
予
算
に

•
村
道
の
路
線
廃
止
に

居
資
格
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

名
競
争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
四
千

八
百
万
円
で
荒
井
建
設
卸
が
落
札
者

と
決
定
し
た
の
で
同
社
と
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議
会
の
同
意

を
求
め
ま
し
た
。

1
1
可
決
I
I

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
貸
出
し

規
定
の
制
定
に
つ
い
て

村
で
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
購
入
し

現
在
各
方
面
に
利
用
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
貸
出
し
の
要
項
に
つ
い
て

は
全
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
安
全

対
策
な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
答
〕
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
貸
し
出
し

規
定
は
設
け
て
な
い
の
で
、
当
面
は

内
規
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

制
度
化
す
る
事
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
内
規
で
や
っ
て
い
く
か
検
討
中

な
の
で
、
も
う
少
し
待
っ
て
ほ
し
い
。

な
お
、
安
全
面
に
つ
い
て
は
運
転

手
は
役
場
職
員
を
当
て
、
十
分
休
憩

を
取
る
よ
う
運
行
さ
せ
る
し
、
一
億

円
の
保
険
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

心
身
障
害
児
（
全
盲
）
の

小
学
校
入
学
に
つ
い
て

本
村
在
住
の
全
盲
児
童
及
び
父
兄

が
五
十
六
年
に
普
通
小
学
校
入
学
を

希
望
し
て
い
る
が
、
教
育
長
の
所
信

を
う
か
が
い
た
い
。

〔
答
〕
で
き
れ
ば
そ
の
よ
う
な
専
門

学
校
に
入
学
さ
せ
、
専
門
の
指
導
者

や
設
備
の
整
っ
て
い
る
学
校
に
入
学

さ
せ
た
方
が
よ
い
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
児
の
欠
陥
を
補
い

特
性
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
、
将
来

プ
ラ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

般
質
問

青
少
年
の
非
行

商
題
に
つ
い
て

本
村
の
青
少
年
の
非
行
の
実
態
は

ど
の
よ
う
な
現
状
で
あ
る
の
か
、
ま

た
、
非
行
防
止
に
つ
い
て
の
対
応
策

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

〔
答
〕
万
引
き
が
あ
っ
た
。
遊
び
方

の
非
行
で
ス
リ
ル
を
求
め
て
、
そ
れ

ら
を
自
慢
し
て
い
る
。
ま
た
個
人
で

は
や
ら
ず
集
団
化
し
、
年
令
も
中
学

か
ら
小
学
生
と
低
年
齢
化
し
て
い
る
。

対
策
と
し
て
は
、
先
生
、P
T
A

、

地
域
ぐ
る
み
の
指
導
、
家
庭
の
強
化
、

及
び
児
童
や
生
徒
に
目
標
を
持
っ
て

生
活
す
る
よ
う
指
導
し
た
い
。

野
積
さ
れ
た
廃
タ
イ
ヤ
も
危
険
性

の
あ
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
、
本
村
の

野
積
廃
タ
イ
ヤ
の
周
辺
住
民
か
ら
非

難
の
声
が
起
き
て
い
ま
す
。
五
十
―
―
­

年
の
一
般
質
問
以
来
そ
の
後
の
経
過

が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
住
民
は

早
く
片
付
け
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま

す
。
村
の
指
導
方
針
は
ど
の
よ
う
な

の
か
。

〔
答
〕
処
理
計
画
書
を
提
出
す
る
よ

う
協
議
を
重
ね
て
き
て
、
五
十
四
年

一
月
に
計
画
書
が
で
き
、
最
近
に
な

っ
て
足
利
市
の
会
社
や
分
福
ヘ
ル
ス

セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
処
理
の
売
買
契

約
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
で
い
く

と
三
年
間
で
全
部
撒
去
さ
れ
そ
う
だ
。

し
か
し
そ
の
三
年
間
の
う
ち
に
な

ん
ら
か
の
事
故
が
あ
る
と
大
変
な
の

で
当
事
者
も
防
護
柵
を
設
置
し
た
。

村
と
し
て
も
責
任
を
も
っ
て
指
導

い
た
し
ま
す
。

野
積
さ
れ
た

廃
タ
イ
ヤ
に
つ
い
て
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6 億

5 億

4 億

3 億

2 億

1 億

五
億
七
三
0
六
万
円
（
三
八
・
八
六
％

＿
億
九
0
七
九
万
円
（
二
六
・
五
％
）

昭和54年度決算
（一般会計）

14 億7453万円
13億2857万円
残額 1 億4596万円

入
出

歳
歳

（
国
力
ら
の
交
付
金
）

地
方
交
付
税

（
み
な
さ
ん
力
ら
の
税
金
）

村
税

（
八
・
七
四
％
）

一
億
二
八
八
五
万
円

菱
・
ス
ふ
羽
括
活
唸
・
祠
・
祠
・
i

将
翠
詞
的
活
祢
翠
認
翠
寮

籟
力
ら
の
補
助
金
な
ど
）

＿
票
支
出
金

（
七
・
七
六
％
）

一
億
一
四
四
0
万
円

（
村
の
惜
金
）

寸
責
木

1

歳入：：：．．．．．：.. :.: .. ・・・·. . . .. •:. •. .• • : • • •. .•• : . : . •. •..•• :ｷｷ. • • •. •. • •. •. ..: • • 

食

5泊
蒻
弱

翌
蒻
弱
褻
店

（
国
力
ら
の
補
助
金
な
ど
）

＿
国
庫
支
出
金

地
方
譲
与
税

\.:— 

（
四
・
九0
%
)

七
千
ニ
ニ
ニ
万
円

越
金

自
動
車
取
得
税

の
他

議 会 費 l 公
か
象.
.

 
◎40,229千円
• 3.03% 
* 4,108円
定刺会や臨時会を30回開佳
しましだ。主な歳出は議羹の
報酬、運営費、活動詈などで
可。

務 費 l
◎262,802千円
• 19.78% 
* 26.835円
王な歳出は識員の結料、広

報紙の発行 (3月に合併25周
年特巣） ►危険な箇所にカー
フミラー44基設置►屋外放送
を 5 カ所増設► 1日公民館を解
j本► 合併25周年事業►防災馴
練の実施►庁内の塗装►庁内
電話の充実► 交適の巡回広報
指導、交遅教室など 165回実
施しだ。

［民 生 費 l ［衛 生 費 l
◎ 160,630千円
• 12.09% 
* 16,402 円

◎49,298千円
• 3.71% 
* 5,034 円

1 農林水産業費 I
◎210,817千円
• 15.87% 
* 21,527 円

3保育園こ食詞肖尋呆管養 明和診療所の内那改装を行 稲作の防除や震業生産団地
を設置して結食衛生の充実を う ►年間 5521---ンの廃棄物をの育成芍どを積極的に行う►

図つだ ►｝虫居老人にインタ一処理►各種検診を実施して、 胃夏塁謁夏門翌：｀｀｀｀易
ホン 3台設置►高令者慰商や 異常者の早期発見こ努めだ ► 駆除を15日間行う ► 改良舗装
金婚者顕彰を行う►国際児童狂犬病予防対策として野犬をを 3,592m排水路改修29 カP斤

年記念事業の実施►歳末助け 136 頭捕獲しだ ► し尿処理を贔悶塁悶［］工：雙蒙胃喜警胃
合い運動で患まれない人に慰 2130励行つだ。 っ ► 施設園芸中核団地整備と
問品を賭つだ ►第 1 回老人ス して下江黒、江□ 1こハウス 5
ポーツ大会を行つだ。 棟の建設を行う ► 農業振興対

策事業として、包島、大佐貫
地区にあいてトフワター、コ
ンバインの導入を行っだ。

般会計各項目決算額

1 商工費 1| □□木］ぃ I □肖防
◎総額 ▲割合

費 l
◎9,645千円
• 0.72% 
* 984 円
本村の商業、工業の振輿の

だめに商工会へ 300万円助成
しだ ►各種融資の利用者は 6
人で融資額は2470万円

◎283,470千円
• 21.34% 
* 28,946円
主な歳出は舗装新設工事を

36カ所延長 11324 m実施► 道
路改良工事を16カ所延長3970
m実施►｛則溝新設工事を 2 ヵ
所延長 490m実施►路肩改良
工事を3ヵ所117 m実施►公営
住宅2階建てを 3戸建設►渡
船運営に使用（バイワ2915台、
自転車5113台、徒歩6,512人）

◎55,557千円
• 4.18% 
*. 5,673 円

＊村民一人当たり

l 教 育 費 l
◎ 186,143千円
• 14.01 % 
* 19,007 円

債公,.
 

費 l
◎62,863千円
• 4.73% 
* 6,419 円

婦人消防隊や村内防災関係 瞑民教養大学を開佳► 文化 村ガ事業を可るだめに国な
機関と協力して第 1 回防災訓財調査員を 3名委嘱して調査どtJら｛昔りだ資金を返斉 (22
練を実施しだ ► 防火水槽を 4 にあだっだ ►公民館に5719冊事業ガ対象）可るだめの費用
基増設しだ► 防犯灯を15基増の図書を揃えだ►各小中学校で芍。
設しだ►婦人消防隊のだ可きに野外廂明を増設しだ►ポー
帽子を購入 ）レなどガ民家に飛ばなく可る

だめに両小学校に防球ネット
工事をしだ►東小の校舎塗装
►西小の校庭整偏をしだ。
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村

”] 94, 186m' 
(^｢  

パ‘グ̀
19, 345m' 19 台

ロコ
3,995千円

的ふ
現金388 I 194千円

土地 7,312m' 

前年度 92,895m' 前年度 19,446m' 前年度 15 台 前年度 3,462千円
前年度現金245,568千円

土地 7,42Sm' 

負担

169,395円

し た額（村税） とサ

◎
決
算
の
推
移

年 度 一般会計決算額 前年度との比較
昭和44年度 231,868千円 14.1 ％増
45 274,655 18.5 
46 325,550 18.5 
47 366,902 12.7 
48 512,964 39.8 
49 745,475 45.3 
50 837,797 12.4 
51 1,007,051 20.2 
52 1,115,049 10.7 
53 1,614,240 44.8 
54 1,474,538 8.7減

ビ ス された額

~ 
135,665 円

~~~~~- 総 額 閲闘一人力ゞ 一負担世し常たが額した額

村 民 税 177,592,590円 18,135円 76,980円
村
固定資産税 145,314,880 14,839 62,989 

税
軽自動車税 7,706,100 787 3,340 

の

村たばこ消費税 27,843,850 2,843 12,069 
内

苧弔 気 税 19,807,198 2,022 8,585 
訳
特別土地保有税 12,531,740 1,279 5,432 

昭
和
五
十
四
年
度
の
水
道
会
計
の

決
算
は
収
益
的
収
支
に
お
い
て
、
五

千
七
百
十
五
万
円
（
水
道
料
金
）
の

収
入
に
対
し
て
四
千
百
二
十
四
万
円

（
第
三
水
源
ポ
ン
プ
修
理
、
第
二
水

源
タ
ン
ク
塗
装
な
ど
）
の
支
出
で
、

差
引
き
利
益
が
一
千
五
百
九
十
万
円

あ
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
に
お
い
て
は
機
械
な

ど
の
売
却
は
な
い
の
で
収
入
は
ゼ
ロ
。

こ
れ
に
対
し
て
、
新
里
、
中
谷
地
区

三
ヵ
所
八
百
十
八

M

の
配
水
管
の
敷

設
、
三
ヵ
所
の
水
源
地
に
故
障
通
報

装
置
な
ど
を
取
り
付
け
た
の
で
支
出

は
九
百
四
十
四
万
円
で
、
こ
の
不
足

分
は
各
種
積
立
金
な
ど
で
補
て
ん
し

ま
し
た
。

な
お
、
給
水
量
は
八
十
四
万
八
千

百
八
十
二
面
で
前
年
度
よ
り
四
・
八

％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

一
人
当
た
り
医
療
費
五
万
円

昭
和
五
十
四
年
度
の
国
民
健
康
保

険
会
計
の
決
算
は
総
収
入
三
億
三
千

十
万
円
で
、
総
支
出
二
億
九
千
四
百

三
十
三
万
円
で
差
引
き
三
千
五
百
七

十
六
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
そ
の
う
ち
八
百
万
円
を

基
金
に
編
入
し
国
保
財
政
の
健
全
化

に
努
め
ま
し
た
。

給
水
量
四
・
八
％
の
増
加

昭
和
五
十
四
年
度
の
農
業
共
済
会

計
の
各
作
目
別
に
つ
い
て
み
る
と
：
·

▼
農
作
物
共
済
の
加
入
戸
数
は
一
千

百
四
十
九
戸
で
掛
金
総
額
は
一
千
四

百
十
九
万
円
で
三
割
以
上
の
被
害
農

家
に
一
千
九
百
四
万
円
支
払
い
ま
し

こ
。f
 こ

の
よ
う
に
共
済
金
の
支
払
い
か

多
か
っ
た
の
は
、
九
月
下
旬
の
長
雨

台
風
に
よ
る
支
払
い
増
額

収
入
の
主
な
も
の
は
、
み
な
さ
ん

か
ら
の
保
険
税
の
一
億
一
千
八
百
七

十
三
万
円
で
、
全
体
の
三
六
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
か
ら
の
補

助
一
億
七
千
八
百
十
二
万
円
で
全
体

の
五
四
％
。
こ
の
合
計
か
全
体
の
収

入
の
八
九
・
九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

支
出
に
つ
い
て
み
る
と
、
保
険
事

業
の
対
象
者
は
四
千
三
百
六
十
八
人
、

世
帯
で
は
一
干
三
百
六
十
五
戸
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
病
気
な
ど
で
、
医
者

に
か
か
っ
た
各
医
院
か
ら
の
請
求
額

は
二
億
四
千
八
百
四
十
五
万
円
で
、

一
人
当
た
り
五
万
六
千
八
百
八
十
一

円
、
一
世
帯
当
た
り
十
八
万
二
千
十

九
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
高
額
療
養
費
補
助
は
四
百

十
五
件
二
千
百
六
十
九
万
円
の
支
払

い
。
助
産
補
助
三
十
七
件
で
二
百
四

十
六
万
円
。
葬
祭
費
の
補
助
五
十
八

件
で
五
十
八
万
円
な
ど
を
支
払
い
ま

し
た
。

------本年度決算額 前年度決算額 比 較

収入 330,104千円 291,142干円 38,962千円
国民健康保険

支出 294,334 269,460 24,874 

水
収入 57,155 53,670 3,485 

収益的
道 支出 41,248 37,896 3,352 

事 収入

゜ ゜ ゜業 資本的
支出 9,447 2,693 6,754 

収入 59,931 56,307 3,624 
農業共済

支出 54,813 53,993 820 

と
二
度
に
わ
た
る
台
風
に
よ
る
影
響

に
よ
る
も
の
で
、
シ
マ
ハ
ガ
レ
病
の

発
生
、
陸
稲
で
収
穫
の
遅
い
と
こ
ろ

で
は
発
芽
し
て
し
ま
う
な
ど
、
予
想

外
の
減
収
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

▼
家
畜
共
済
の
加
入
戸
数
は
四
十
一

戸
で
引
受
頭
数
は
百
八
十
八
戸
で
掛

金
総
額
は
百
十
万
円
で
し
た
。

損
害
に
対
す
る
支
払
い
金
額
は
二

百
六
十
万
円
で
死
亡
の
十
九
頭
、
病

気
の
百
三
十
七
頭
に
対
す
る
支
払
い

で
し
た
。

▼
果
樹
共
済
の
加
入
戸
数
は
五
十
四

戸
で
掛
金
総
額
は
三
十
五
万
円
で
、

三
割
以
上
の
被
害
農
家
に
三
十
三
万

円
支
払
い
ま
し
た
。

▼
園
芸
共
済
の
加
入
戸
数
は
七
十
戸

で
掛
金
総
額
は
百
二
十
九
万
円
で
台

風
な
ど
に
よ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

倒
壊
や
被
害
な
ど
三
十
七
戸
、
七
十

九
棟
に
五
百
四
十
二
万
円
を
支
払
い

ま
し
た
。
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最も事故違反者が：店、
――—行政区別無事故無違反

コンクール終わる

原
賀
梅
須

地域ぐるみ、村ぐるみで、交通安全思想の普及徹底を図
るために昨年 9 月より始められた行政区別無事故無違反コ
ンクールが終了しました。その結果村内においては梅原が

一番悪く、須賀が最もよい成績でした。この一年間の期間

中交通事故72件、交通違反49件があり、合わせて 121件の
事故及び違反がありました。

持 I. l、, 、 事故違反内容
ワ
| 

行政区 （世幣数 減，］［数合計 事故率 ス

X 5 点） 事故 浬'·が 以・ 贔
中合田 410 "占" 170‘点 0 4146 人 2 且 1 7 物 3

下江黒 400 80 0 2000 
人 1 J塁•a[ 1 

15 
物

上江黒 605 320 0 5289 
人 2 退i煎酉！~: 1 1 1 3 
物 3

干津井 660 340 0.5152 
人 1 j紐iヽll{酉•Eヽヽ 2 1 1 4 物 3

江口 690 270 0.3913 
人 1 速無酒 1 1 1 10 
物 2

田島 660 270 0.4091 物人 1 J典i出酉t 2 1 , 
南大島 1,435 980 0 6829 

人 6 Ji摂束酉~ 3 3 3 2 
物 10

新里 1,155 360 0. 3117 
人 5 ji:k : 3 13 
物 3

中谷 855 410 0.4795 
人 3 jt熊fil酉［ 3 6 
物 1

梅原 990 720 0 7273 
人 3

j1~:dj 酉!\, 4 2 1 1 
物 3

川俣 510 190 0.3725 
人 3 塁j:!(11 11 
物

頃賀 570 80 0.1404 
人 2 巳 16 
物 1

大輪 970 400 0 4124 
人 1

ji1 出酉照 2 1 1 8 
物 5

入ヶ谷 145 70 0.4828 
人 巳 1 5 物 1

矢烏 770 230 0.2987 
人 2 j塁出 2 1 14 
物 1

大佐貫 680 220 0.3235 
人 1 迪無酒 1 1 12 
物 2

人 33 日
17 

合計 11,505 5,110 0 4442 17 
物 39 15 

※人＝人身事故 物＝物損事故 速＝速度違反
酒＝酒酔い酒気帯び運転 無＝無免許運転

県
交
通
安
全
協
会
主
催
に
よ
る
交

通
安
全
教
育
部
門
別
コ
ン
ク
ー
ル
で

千
津
井
の
薗
部
き
よ
子
さ
ん
は
腹
話

術
の
部
門
で
見
事
優
勝
し
県
一
位
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
教
育
部
門
別
コ
ン
ク
ー
ル
は

、

交
通
腹
話
術
コ
ン
ク
—
ル
で
優
勝

ー
千
津
井
の
薗
部
き
よ
子
さ
ん
ー

一
般
の
方
が
腹
話
術
、
手
品
、
紙
芝

居
、
講
話
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
通
し
て

い
つ
も
交
通
安
全
教
育
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る
人
達
の
日
頃
の
腕
を
競
う

も
の
で
、
薗
部
さ
ん
は
腹
話
術
を
通

し
て
事
故
に
よ
る
尊
い
命
を
少
し
で

も
滅
ら
そ
う
と
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ

ー
を
購
入
す
る
な
ど
し
て
一
生
懸
命

勉
強
し
、
そ
の
か
い
あ
っ
て
か
初
出

場
な
が
ら
優
勝
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
審
査
さ
れ
た

方
は
、
初
出
場
、
そ
し
て
一
年
で
こ

れ
ほ
ど
う
ま
く
出
来
る
も
の
か
と
お

ど
ろ
く
と
同
時
に
、
特
に
人
形
の
動

き
と
台
本
が
よ
か
っ
た
と
評
価
。

薗
部
さ
ん
は
「
ま
さ
か
優
勝
す
る

と
は
思
っ
て
み
な
か
っ
た
。
腹
話
術

で
少
し
で
も
事
故
が
減
れ
ば
と
い
う

信
念
で
や
っ
た
の
が
よ
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
]
と
笑
み
を
こ
ぼ
し
な
が
ら

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

c

:

:

 

孤
独
な
老
人
を
お
世
話
す
る
家
庭

奉
仕
員
に
須
賀
の
加
藤
洋
子
さ
ん
、

(
2
9
)
が
十
月
一
日
付
で
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

き
っ
と
加
藤
さ
ん
の
は
つ
ら
っ
と

し
た
明
る
い
性
格
が
疎
外
感
に
落
ち

入
り
や
す
い
老
人
達
に
明
る
い
光
を

与
え
る
事
で
し
ょ
う
。

な
お
、
今
ま
で
奉
仕
員
で
あ
っ
た

中
村
ひ
ろ
子
さ
ん
は
中
学
校
給
食
室

ヘ
勤
務
さ
れ
ま
す
。

家
庭
奉
仕
員
に

須
賀
の
加
藤
さ
ん

「
キ
キ
キ
ー
」
「
ド
ス
ン
」
「
キ

ャ
ア
」
「
ピ
ー
ポ
ー
。
ヒ
ー
ポ
ー
」

み
な
さ
ん
は
、
こ
う
い
う
音
を

聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

大
通
り
な
ど
を
歩
い
て
い
る
人
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
音
が
し
た
時
、
も
し
か
す

る
と
、
と
う
と
い
「
命
」
が
、
な
く

な
っ
た
時
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今

は
、
幼
児
の
飛
び
出
し
が
、
一
番

多
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
お
母
さ

ん
の
不
注
意
か
ら
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。
い
や
み
な
さ
ん
が
そ
う
思

っ
て
い
る
の
で
す
。
運
転
す
る
人

も
気
を
付
け
て
、
お
母
さ
ん
も
気

を
付
け
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
と
思

い
ま
す
。
で
も
こ
れ
か
ら
は
、
家

族
じ
ゅ
う
で
子
供
達
に
わ
か
ら
せ

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

お
年
寄
り
も
危
な
い
で
す
。
耳

が
不
自
由
、
目
が
不
自
由
で
す
か

ら
、
運
転
す
る
人
は
、
よ
く
目
を

光
ら
せ
て
い
ま
し
ょ
う
。
お
年
寄

り
が
大
き
い
に
も
つ
を
持
っ
て
い

た
な
ら
、
持
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

お
年
寄
り
が
横
断
歩
道
や
、
か

い
だ
ん
な
ど
を
歩
い
て
い
た
な
ら

手
を
と
っ
て
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て 東小 6 年

須藤真理子

▼
:
·
:
·
こ
の
作
文
は
、
小
学
六
年
生
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
た
·
:

.

.
 

^
 

▼
•
…
•
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
者
の
も
の
で
す
。
：
…
…
…
…
．
＾

や
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
]
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

]
と
、
や
さ
し
く
声
を
か
け
て
、

や
り
ま
し
ょ
う
。

小
学
生
や
中
学
生
が
よ
く
す
る

自
転
車
の
き
ょ
く
乗
り
も
大
き
な

事
故
の
元
で
す
。
二
人
や
三
人
で

乗
っ
た
り
、
手
ば
な
し
を
し
た
り

し
ま
す
。
そ
れ
は
と
っ
て
も
危
な

い
こ
と
で
す
。
よ
く
見
か
け
る
光

景
で
す
。
運
転
す
る
人
は
み
ん
な

そ
ん
な
人
た
ち
を
見
て
、
お
こ
り

た
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
人
た
ち
は
、
二
、
三
度
よ
く
注

意
し
て
あ
げ
れ
ば
な
お
る
と
思
い

ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
に
、
運
転
す
る

み
な
さ
ん
、
自
転
車
に
乗
る
み
な

さ
ん
、
お
年
寄
り
、
お
母
さ
ん
、

小
さ
い
子
達
み
ん
な
が
、
気
を
付

け
れ
ば
、
日
本
い
や
世
界
が
、
平

和
で
楽
し
く
な
り
ま
す
ね
。
今
は

車
が
多
い
の
で
す
。
事
故
の
な
い

世
界
、
そ
ん
な
平
和
な
世
界
に
な

れ
ば
い
い
で
す
ね
。

あ
ん
な
お
そ
ろ
し
い
光
景
だ
れ

も
見
た
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど

ん
ど
ん
み
ん
な
で
、
注
意
し
て
、

事
故
の
な
い
世
界
に
な
っ
て
い
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
が
協
力
す
れ
ば
き
っ
と

よ
い
世
界
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

[
子
供
の
目
か
ら
見
た
交
通
対
策
一
〗
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I 
この調査は、最近めまぐるしく変る諸情勢のなかで、みんなで明和村の農業を考え、明和村農業の振

興計画をつくるための資料とするものです。このアンケート調査は、水陸稲ないし麦類について 10アー

ル以上耕作している世帯 (1265世帯）について調査したものです。アンケート回収率は 86.5% (1 094世

帯）でした。なお、この調査の結果をふまえて 10人の方に「私の家では」と題して取材してみました。
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一t 
Kc 一

約
五
軒
に
一
軒
の
割
合
で
委
託
[

し
‘
逆
に
農
作
業
を
請
負
っ
て
い
｛

{ 

る
の
は
二
十
五
軒
に
一
軒
の
割
合
｛

で
あ
る
。

5

l

:

i
 
.. 

) 

大
部
分
委
託
し
て
ま
す
[

{ 

原
口
正
江
i

（
大
輪
）
i

夫
は
亡
く
な
り
、
私
は
女
一
人
[

で
農
業
を
や
っ
て
い
ま
す
か
、
ど
，
―

一少

う
し
て
も
機
械
を
操
作
す
る
の
か
i

恐
く
、
他
の
人
に
一

h
a委
託
を
お
i

願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
残
〖

っ
た
畑
に
女
で
も
栽
培
で
き
る
ブ
一

9
 

ド
ウ
を
植
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
t

な
方
法
が
私
の
農
業
で
す
。

5

請負している
3.9% 

農
業
の
請
負
・

委
託
状
況
に
つ
い
て

本
村
は
土
地
が
低
い
た
め
、
用
｀
．

排
水
整
備
を
望
む
の
か
約
半
数
近
[

く
あ
り
、
水
田
再
編
対
策
か
ら
も
、
[

用
排
水
整
備
事
業
が
必
要
と
考
え
i

ら
れ
る
。

農
道
と
用
排
水
整
備
を
[

酒
井
孝
｛
（
千
津
井
）
｛

農
業
の
再
編
対
策
を
進
め
る
た
·

め
に
は
、
ど
う
し
て
も
用
排
水
と
｛

農
道
の
基
本
的
整
備
を
最
重
点
に
一

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

5

す
。
｛
田
に
工
場
や
家
庭
か
ら
の
汚
水

5
{ 

か
流
入
す
る
よ
う
で
は
困
る
し
、
i

水
を
必
要
と
す
る
時
に
は
す
ぐ
引
｝

け
‘
逆
に
出
す
時
に
は
す
ぐ
出
る
[

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
〖

思
う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
大
事
な
i

事
は
、
今
後
よ
り
大
型
機
械
か
利
i

用
さ
れ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
の
｛

} 

で
、
田
や
畑
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
け
i

る
よ
う
に
農
道
を
整
備
し
な
け
れ
g

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
i

今
後
村
に
と
ん
な

事
業
を
望
み
ま
す
か



(7) 第229号 広 報 め し＼ わ

回
答
な
し
が
半
数
以
上
を
占
め

て
い
る
か
、
こ
れ
は
必
要
な
し
、

あ
る
い
は
既
に
共
同
で
行
っ
て
い

る
た
め
で
あ
ろ
う
。
米
生
産
機
械

関
係
が
多
い
が
、
現
在
米
が
過
剰

な
の
で
あ
ま
り
良
い
と
は
い
い
か

こ
、
。

f
し

共
同
作
業
所
も
あ
り
ま
す

奈
良
巌

（
田
島
）

現
在
私
は
ト
ラ
ク
タ
ー
コ
ン

バ
イ
ン
を
共
同
で
購
入
。
そ
し
て

農
作
業
小
屋
（
十
二
坪
）
も
共
同

で
建
て
ま
し
た
。

そ
の
作
業
小
屋
で
乾
燥
か
ら
籾

す
り
ま
で
一
括
し
て
や
っ
て
し
ま

う
の
で
、
自
分
の
庭
先
や
納
屋
な

ど
の
ち
ら
か
り
方
が
少
な
い
よ
う

で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
共
同
で
や
る
事

は
意
外
と
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

他
の
人
も
多
い
に
や
っ
た
ら
よ
い

と
思
い
ま
す
。

昭和55年 10 月 10 日

今
後
共
同
利
用
し
だ
い

施
設
機
械
に
つ
い
て

庫納

％
格
％

8

具
6

4

棧
4

日
農

コ
，

回
答
な
し
が
大
変
多
い
の
で
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
は
不
明

で
あ
る
が
、
今
後
は
よ
い
土
づ
く

り
を
行
う
た
め
に
堆
肥
セ
ン
タ
ー

な
ど
は
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

農
業
は
土
が
命

坂
登
清
松（

中
谷
）

私
は
今
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
に
力
を

入
れ
て
や
っ
て
い
ま
す
か
、
毎
年

同
じ
所
に
同
じ
よ
う
に
キ
ュ
ウ
リ

を
作
っ
て
い
る
の
で
、
土
地
の
や

せ
る
の
か
わ
か
り
ま
す
。

土
を
肥
や
す
た
め
に
は
な
ん
と

い
っ
て
も
有
機
質
を
与
え
る
こ
と

な
の
で
、
私
も
買
っ
て
与
え
て
い

ま
す
が
、
土
が
肥
え
る
と
、
病
気

の
発
生
が
少
な
い
よ
う
で
す
ね
。

私
の
要
望
と
し
て
は
、
農
業
は

土
が
命
、
そ
の
土
を
よ
く
す
る
た

め
に
も
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
作
り
、

大
量
に
、
そ
し
て
安
く
て
質
の
よ

い
堆
肥
が
い
た
だ
け
る
と
、
あ
り

か
た
い
で
す
ね
。

育苗施設
7.6% 

ライスセンター 3.8%

堆肥センター
3.9% 

集荷施設

2.1% 
その他
3.4% 

地
域
施
設
の

要
望
に
つ
い
て

.””t& 
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 ]

農
薬
の
空
ビ
ン

名
¢
匂

k

・
処
理
に
つ
い
て
[

す出
％

場

96
 

役

入
％

記
ー
無
凶

~ 

て堀
る
％
]

を
め
3

穴
埋
旧

他
l
o

の
9
0

そ

0
5

役
場
に
出
す
、
及
び
穴
を
掘
っ
＂

て
埋
め
る
が
大
部
分
を
占
め
て
い
i

る
か
、
農
薬
は
ど
の
家
で
も
使
用
｝

し
て
い
る
の
で
、
無
記
入
者
の
世
i

帯
か
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
｛
一{ 

心
配
だ
。

ま
た
、
そ
の
場
に
放
置
し
た
り
～

i
 

る
、
ど
こ
か
に
捨
て
る
な
ど
も
あ
i

り
、
農
薬
に
対
す
る
認
識
か
薄
い
｛

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

5

せ
ん

必
ず
栓
を
し
て

5

山
田
隆
夫
i

（
新
里
）
一

私
は
農
薬
の
空
袋
、
空
の
ポ
リ
一

容
器
な
ど
燃
え
る
も
の
は
、
出
米
一

る
だ
け
そ
の
日
の
う
ち
に
家
庭
ゴ
・
]
 

ミ
と
一
緒
に
燃
や
す
よ
う
に
し
て
．
i

い
ま
す
。

i
 

ま
た
‘
燃
や
す
こ
と
の
で
き
な
[

i
 

い
ビ
ン
頷
は
、
少
し
で
も
残
っ
て
｛

い
る
と
危
険
な
の
で
、
家
で
口
皮
｛

{ 

洗
っ
て
必
す
栓
を
し
ま
す
。
そ
の
i

後
肥
料
袋
に
入
れ
て
、
役
場
か
ら
｛

の
図
収
の
時
に
出
す
よ
う
に
し
て
[

い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル

処
理
に
つ
い
て場理処

＜
を
い

ル
て
％

ー
つ
6

で
二
持
い

家
ヒ
に
め

の
す
％
埋

分
や
7

て

自
燃
屹
こ

喉
掘
]
を

5

穴
『

5
 

也
い
・

ヽ
ー

％
の
さ

無
記
入

2

そ

9
^

位
％
｛

8.-ｷ 

0
,
 

{ 

自
分
の
家
で
焼
却
す
る
の
か
約
i

( 

半
数
あ
る
が
都
市
化
に
移
行
し
て
一
8
 

い
る
本
村
と
し
て
は
公
害
の
心
配
[
} 

も
あ
る
の
で
あ
ま
り
好
ま
し
く
な

53 

、
。_
 

何
人
か
か
行
っ
て
い
る
よ
う
に
‘
{

処
理
場
で
処
理
（
無
料
）
す
る
よ
[

う
に
し
た
ら
ど
う
か
と
思
う
。
i

{ 

お
ぜ

廃
ビ
ニ
ー
ル
を
畦
に
利
用
[

新
井
好
江
i

（
梅
屎
）
[

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
栽
培
農
家
i

で
は
、
ど
う
し
て
も
毎
年
あ
る
い

5互

は
一
年
置
き
に
ビ
ニ
ー
ル
を
張
り
一

f
 

替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
｝

「
1

廃
ビ
ニ
ー
ル
か
で
ま
す
。

b

燃
や
し
て
処
理
す
る
人
も
あ
る
〖
5
 

よ
う
で
す
か
、
私
の
家
で
は
近
所
j

の
人
か
畦
に
水
か
漏
ら
な
い
よ
う
[8 

に
だ
と
か
、
草
が
生
え
な
い
よ
う
p

に
、
さ
ら
に
ち
ょ
っ
と
し
た
ビ
ニ
]

ー
ル
ハ
ウ
ス
に
利
用
し
た
い
と
‘
{

も
ら
い
に
く
る
の
で
本
当
に
あ
り
｛

> 

が
た
い
で
す
よ
。

困
っ
て
い
る
環
境
の
四
分
の
三

か
田
畑
に
空
き
缶
が
捨
て
ら
れ
る

と
い
う
事
で
、
道
徳
の
悪
さ
。
そ

の
次
か
工
場
雑
排
水
か
田
に
流
入

す
る
と
い
う
事
な
の
で
、
早
急
に

対
策
を
た
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

境農いう はい今農 まリよ行は
で業ま事夫進ちの業私す組うつ‘男 刊し
すをすもと歩ゃ農その゜んなてよ性 J虫
゜と゜な農かん業し場 でど‘〈の
りこく業なかでて合 いと今先若 な
まのつのいら精育夫 る夫度進い 禾ム
くよい事 Lo 7 —児は の婦は地農 奈
困う孤でとま杯に会 がでこな業
つな立十言つ°ふ社 見意うど後 良
て事し分わたょり員 受欲やに継日久
いかて話れ＜〈回な け的つ視蓋島
る私ししまぉぉさの らにて察な一子
環のま合す。前じオしで れ取みにど
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困
つ
て
い
る

猥
境
に
つ
い
て

な
ん
ら
か
の
生
産
組
合
に
加
入

し
て
い
る
と
、
加
入
し
て
い
な
い

と
か
約
半
数
で
あ
る
。

今
後
は
、
出
来
る
だ
け
生
産
組

合
に
加
入
し
て
情
報
交
換
等
に
努

め
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

メ
リ
ッ
ト
が
大

島
田
繁
正

（
南
大
島
）

生
産
組
合
に
加
入
し
て
い
る
と

色
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、

加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
出
来
る

だ
け
加
入
し
た
方
か
よ
い
と
私
は

8

思
い
ま
す
。
~
·

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
[

ま
す
よ
。

▼
各
機
関
か
ら
の
指
導
が
個
人
指

導
か
ら
集
団
指
導
と
な
っ
て
い
る

の
で
加
入
し
て
な
い
と
新
し
い
技

術
な
ど
か
わ
か
ら
な
い
。

▼
同
じ
よ
う
な
人
達
ば
か
り
な
の

で
、
自
然
と
競
争
意
識
か
起
き
る
。

▼
種
の
購
入
か
ら
出
荷
ま
で
、
や

る
の
で
安
心
し
て
熱
中
で
き
る
。

生
産
組
合
に
つ
い
て



昭和55年 10 月 10 日 広報めいわ 第229号 (8)

なかからの要望 ・意見 I
農業の整備・公園・

憩いの場を望む声が I
【空カン、空ビンを捨てない P·R を】

農業用水路のなかヘドライバーなどが、空カン、空ビ

ン、ゴミなどを投げ入れ、それが、田に流入して、農作

業がとってもやりづらい。モラルの向上の PR をしても
らしヽたし）。

【用・排水路の分離を】

生活用排水路と農業用水路が同一のところもあるので、

田へ生活用排水が流入しています。これをどうにか完全

分離するような整備をお願いします。

その他「堆肥センターや育苗施設の設憤を」だとか、

「補助金をあてにする農業経営はやめて、自ら考えて自

分でやりぬく経営を」あるいは「農地のスプロール化を

防ぎ農地を守ってほしい」というような要望などがあり

ました。

明和村をよくするために

【公園や憩いの場を】

子ども達が安心して遊べる公園や、老人達が気楽に語

り合える憩いの場が、あまりありません。そのような場

所を作ってはどうか。

【生活道路の充実を】

自分達が日常生活する生活圏内の道路の拡幅及び舗装

をお願いします。

【隣近所の交流を】

兼業農家が多いせいか、毎日多忙な日を過している人

が多く、ともすると隣近所とのつきあい、村とのつきあ

いを失いつつある。村民または地区民が全員参加できる

ようなものを企画して人と人とが交流する場をもうけれ

ば明和村はもっと住みよくなると思います。

【利根川河川敷に運動場を】

運動をする広場となると、小・中学校の校庭に限られ

てしまいます。校庭は学校や村の行事があると使えませ

ん。また運動チームが多すぎて、使えるまでになかなか

順番が回ってきません。もっと十分に運動できるよう利

根川河川敷に運動場を作ってもらえないだろうか。

【邑楽用水の安全対策を】

邑楽用水路は流れが早く、そして深く大人にとっても

大変危険。現在防護柵がありますが、まだ安全性が薄い

ようなので、もう少し安全性を重視した対策をお願いし
ます。

【ゴミ箱の設置を】

道端に誰れからともなく捨てた空カンが実に多くあり、

とっても見苦しい。500m 位の間隔でゴミ箱を設置すれば
捨てる人も少なくなると思います。また農家の人も田や

畑にあった空カンをただ道端に拾い集めるだけでなくそ

こへ持って行く事が出来ます。ぜひゴミ箱の設置を

農業を振興するために

【農道の整備を】

最近の農業は大型機械化しているので、農道が悪いと

畑や田に行くまでが大変。特に雨の降った後などは困難

を生じているので早急に農道の整備、特に舗装をしてく

ださい。

【下水道の促進を】

新築の家では、ほとんど水洗便所にして、その多くが

道路側溝及び農業用排水路に放流しているので農作業上

及び衛生面についてもたいへん悪く、一日も早く下水道

の完備を進めてもらいたい。

【第 2 次土地改良を】

第 2 次土地改良をして一筆の面積を大きく区切り、大

型機械で耕作できるようにしてはどうだろうか。

【土地の交換分合を】

より能率的な経営を行うために土地の交換分合を出来

るよう推進してください。

【農業指導員の設置を】
村及び農協と共同で技術面、経営面について、私たち

にきめ細かに指導してもらいたい。できれば、専門の農

業指導員をもつけて、相談相手になってもらいたい。

【共同で機械を】

農業の近代経営のため、どうしても機械化にしていか

なければならない。しかし機械の高騰により個人で購入

するのは大変なので、今後は共同で購入するような考え

を持つ必要がある。また購入する場合、低金利の融資制

度を作ってもらえないだろうか。

【農業後継者育成対策を】

わが村では将来の農業の担い手である農業後継者は、

都市化に伴い他産業への移行が急速に進んでいる。

新卒者の農業就業は年々減少しているが、後継者は安

心して農業をやっていけるよう、早急に魅力ある農業及

び後継者育成をはかってもらいたい。

【大型機械の有効利用を】

専業農家は大型機械を購入してやっているが、自分の

農地だけだと機械が有効に使われていない。有効に利用

するためにも兼業農家の田・畑を請負耕作したいので、

請負耕作制度の確立、また土地の賃貸が簡単に出来るよ

うにしてもらいたい。そうすれば、専業農家は農業に専

念できるし、兼業農家は農業以外に専念できると思うが。

【石油対策を】

石油が急激に高騰してビニールハウスを利用して野菜

や花などを栽培している農家にとって限りのない石油高

騰についていけない。これから石油需要に向かうので早

急になんらかの対策を考えてもらいたい。
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「
ボ
ラ
ン
テ
ア
グ
ル
ー
。
フ
に
入

ら
な
い
か
」
と
近
所
の
方
に
誘
わ

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ア
な
ら
ば
と
喜
ん

で
入
っ
た
私
゜

最
初
の
仕
事
は
中
央
公
民
館
で

の
図
書
の
貸
し
出
し
の
仕
事
で
し

た
。
初
め
て
の
事
だ
け
に
少
々
戸

惑
い
ま
し
た
が
、
仲
良
し
の
友
達

と
一
緒
で
し
た
の
で
楽
し
く
お
手

伝
い
出
来
ま
し
た
。

ん

』
ロ
ロ□
書
：
t
l
ろ

寸
入

•( 
中

ーニご

1— 

fi·ニ
l j 

（第50回）

み
ん
な
行
儀
よ
く
、
本
を
読
ん
だ

り
、
捜
し
た
り
す
る
の
に
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。
た
だ
、
困
っ
た
事
は
、
本

を
貸
り
て
も
予
定
の
日
ま
で
に
返
さ

な
い
人
が
実
に
多
い
の
で
す
。
も
う

は
子
供
達
。
立
派
な
図
書
が
多
数

あ
り
ま
す
の
で
、
も
っ
と
大
人
の

方
も
利
用
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
か

ら
、
公
民
館
近
く
の
人
達
の
利
用

は
と
っ
て
も
多
い
が
、
遠
く
の
人

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
中
村
さ
ん
で
す
）

少
し
責
任
を
持
っ
て
返
す
よ
う
心
掛
は
少
な
い
。
遠
く
の
人
も
利
用
で

け
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
き
る
方
法
も
考
え
て
ほ
し
い
。

と
思
い
ま
す
。
本
に
親
し
む
機
会
の
な
い
私
に

夏
休
み
中
だ
か
ら
よ
け
い
だ
っ
た
と
っ
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
利
用
す
る
の
一
日
で
し
た
。

家庭菜園コンクール
本沢口•野本さんが優秀賞に

報

専
業
農
家
の
人

た
ち
の
貧
血
が
多

く
、
そ
の
原
因
は

緑
黄
野
菜
の
不
足

が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
自
給
野
菜
の

作
付
増
加
を
は
か

め し＼ わ 廿召禾D55q:10 月 10 日

ァ ン ヶ一
卜の

り
、
貧
血
を
追
放
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
九
月
二
十
六
日
明
和
村
家

庭
菜
園
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し

こ
。t
 この

日
、
農
協
、
普
及
所
、
役
場

職
員
に
よ
っ
て
出
品
さ
れ
た
七
ヵ
所

の
菜
園
を
作
付
数
、
生
育
、
利
用
、

工
夫
状
況
、
栽
培
計
画
な
ど
審
査
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
南
大
島
の
本

沢
幸
子
さ
ん
、
大
輪
の
野
本
み
ね
子

さ
ん
の
菜
園
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

な
お
、
優
秀
賞
に
な
っ
た
菜
園
は

邑
楽
・
館
林
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
に
明

和
村
代
表
と
し
て
出
品
さ
れ
ま
す
。

参
加
し
て
は... 

国
民
年
金
生
き
が
い
講
座

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
草
津

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」
で
は
、
国
民
年

金
生
き
が
い
講
座
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
の
被
保
険
者
、
受
給
者

と
そ
の
家
族
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
場
所` ・マ、一 : 

9 .I.ーア、
江 r.. 

ヽ· /...,...·“ ク｀ 9•. •ン.'..ぺで:‘占
`‘ •. 9``  

ど｀／・ん、｀疇•f‘ ” 竺
f.---....‘‘ 

,, 9 ・ ・ぶ ，、、 たー， ｀・` ?^ ・ヽ ' • • -- • --- .-....... --..'~-=--- ·:さ

【各地区に意見箱を］

村などに自分の意見が十分伝えられません。そのため

に各地区に意見箱を設置して村民の声が聞こえるように

したらどうでしょうか。

【村長との話し合いを】

少しでも私たちの意見を聞いてもらうために村長との

話し合いを定期的に開催してください。

1 人

【市街化区域内の推進を］

都市計画区域の線引きが決定されて、もう 3 卯になり

ますが、もっと市街化区域内の推進（区圃整浬）をすれ

ば、村や商業はより一層活発になると思いますので旱急

にお即いします。

【合併の推進を】

今後は広域的に何事も処理していかなければならない

と思います。そこで、農協及び村の合併をする仕『期にき

ているのではないでしょうか。

【道端に花を】

道路のはじは、空カン、空ビンなどでとってもきたな

い。これは捨てるような環境も影響していると思います。

そこで、環境を美しくするために道の両側にミ村の花ミ

などを植えれば投げ捨てる人も少なくなり明和村のイメ

ージアップにつながると思いますが。

【収集回数を増やして】

不燃性の危険物収集の回数が年に 3 回では少なすぎま

す。色々の事情もあるでしょうが、もっと回数を増やし

てください。そうする事により少しでも環境美化につな

がると思います。

その他「幼稚園に給食を」だとか「屋外放送の充実を」

あるいは「河川の定期的な検査発表を」などという要望

がありました。

草
津
町
国
民
年
金
保

養
セ
ン
タ
ー
「
草
津
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
」

▼
開
催
日
時
①
十
二
月
ニ
・
三
日

②
十
二
月
三
•
四
日

マ
講
座
内
容
教
養
・
年
金
講
座

趣
味
の
教
室
。
年
金
、
健
康
相
談

▼
費
用
五
千
円
（
宿
泊
食
事
代
）

▼
申
込
方
法
十
一
月
十
五
日
ま
で

に
役
場
住
民
課
へ
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
て
決
定
し
ま

す
。話

も
要
領
よ
く
全
部
終
わ
っ

た
し
、
相
手
も
よ
く
わ
か
っ
て

く
れ
た
の
で
「
ヤ
レ
ヤ
レ
…
」

と
思
っ
て
受
話
器
を
お
き
ま
す
。

そ
の
時
に
受
話
器
を
「
ガ
チ

ャ
ン
／
．
」
と
ら
ん
ぼ
う
に
切
る

と
反
動
で
受
話
器
が
は
ず
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
”
受

話
器
ハ
ズ
レ
”
に
な
る
と
話
し

中
と
同
じ
こ
と
に
な
り
、
ほ
か

か
ら
の
電
話
が
つ
な
が
り
ま
せ

ん
し
、
故
障
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。又

、
場
合
に
よ
っ
て
は
度
数

計
が
回
っ
て
料
金
が
か
さ
む
時

も
あ
り
ま
す
の
で
受
話
器
は
て

い
ね
い
に
お
き
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
フ
ォ
ン
メ
モ
叫

受
話
器
ハ
ズ
レ
は

料
金
が
か
か
る
？
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老
い
も
忘
れ
る
ほ
ど
に

九
月
二
十
五
日
、
第
七
回
老
人
福

祉
大
会
か
村
と
社
会
福
祉
協
議
会
の

主
催
に
よ
り
分
福
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
村
内
の
六
十
五
歳
以
上

の
老
人
干
百
六
十
二
人
を
招
待
（
出

席
者
七
百
二
十
上
人
）
し
て
盛
大
に

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
多
年
に
わ
た
リ
、
社
会
に

つ
く
し
た
老
人
を
敬
愛
し
、
そ
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
長
寿
を
お
祝
い
し
よ
う

と
一
年
お
き
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で

す
。大

会
は
‘
は
じ
め
に
奈
良
村
長
か

「
経
済
大
国
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

老
人
を
取
り
ま
く
環
境
は
ま
だ
ま
だ

き
び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
か
、
今

後
は
時
代
に
適
応
す
る
知
識
を
身
に

つ
け
、
地
域
の
人
か
ら
愛
さ
れ
る
老

人
‘
必
要
と
さ
れ
る
老
人
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

▼
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

大
佐
貫
薗
田
邦
松

長
年
ご
苦
労
さ
ま

老
人
扶
養
模
範
家
庭

し
た
。

次
に
結
婚
な
さ
っ
て
五
十
年
。
夫

婦
そ
ろ
っ
て
い
る
金
婚
者
十
三
組
を

顕
彰
し
、
ま
た
‘
寝
た
き
り
老
人
な

ど
を
長
年
世
話
し
て
い
る
扶
養
模
範

家
庭
を
四
人
、
さ
ら
に
老
人
ク
ラ
プ

の
育
成
に
功
労
の
あ
っ
た
三
名
を
表

彰
し
ま
し
た
。

最
後
に
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の

福
田
峯
次
さ
ん
か
老
人
福
祉
大
会
宣

言
を
読
み
あ
げ
第
一
部
を
終
了
し
、

第
一
部
か
ら
歌
や
お
ど
り
の
余
興
に

入
り
弄
し
を
食
べ
た
り
‘
ジ
ュ
ー
ス

や
お
酒
を
飲
ん
だ
り
し
て
終
始
笑
い

に
包
ま
れ
た
福
祉
大
会
を
終
え
ま
し

こ
。f
 

▽
辿
見
栄
次
郎
・
秀
子
（
斗
合
田
）

▽
多
田
佐
衛
•
あ
さ
（
上
江
黒
）

▽
須
藤
菊
松
・
き
よ
の
（
江
口
）

▽
高
瀬
米
造
・
き
み
（
田
島
）

▽
連
見
一
雄
・
な
か
（
南
大
息
）

▽
堀
口
六
半
・
き
く
（
新
里
）

▽
鈴
木
一
郎
・
ぎ
ん
（
新
里
）

▽
吉
永
義
治
·
コ
ト
（
梅
原
）

▽
池
浦
ー
ニ
男
三
郎
・
き
み
（
川
俣
）

▽
落
合
栄
蔵
・
ち
う
（
須
賀
）

▽
金
子
伊
勢
次
・
ま
さ
(
,
大
島
）

▽
渡
辺
善
吉
・
登
美
（

I大
島
）

▽
金
子
廣
蔵
•
そ
う
（
入
ヶ
谷
）

苦
楽
を
と
も
に
5
0年

顕
彰
さ
れ
た
金
婚
者

村
で
は
九
月
十
九
日
‘
初
め
て
の

老
人
ク
ラ
ブ
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
明
中
校
庭
で
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
大
会
な
の
で
、
ぜ
ひ
優

勝
し
よ
う
と
朝
早
く
か
ら
＂
コ
チ
ン
・

コ
チ
ン
＂
と
澄
ん
だ
音
を
た
て
練
習

し
て
い
る
さ
わ
や
か
な
老
人
達
が
各

地
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
回
の
ゲ
ー
ト
ボ

4
 

ー
ル
大
会
の
結
果
は
次

B
3

立
口

の
と
お
リ
で
す
。
な
お
‘
の

男
子
の
部
は
三
位
決
定
子
男

戦
は
行
い
ま
せ
ん
で
し

こ
。t
 

江
口
老
人
ク
ラ
プ

千
津
井
老
人
ク
ラ
プ

矢
島
入
ヶ
谷
万
寿
会

田
島
高
砂
会

女
子
は
江
日

男
子
は
川
俣

第
一
回
ゲ
ー
ト
ボ
—
ル
大
会

が‘

優

上
江
黒
宝
寿
ク
ラ
ブ

大
佐
貫
老
人
ク
ラ
プ

勝

35 

▽
下
江
黒
痔
ク
ラ
ブ
柿
沼
朝
太
郎

▽
南
大
島
上
老
人
ク
ラ
ブ森

尻
重
作

落
合
勝
次
郎

▽
川
俣
白
痔
会

川
俣
白
寿
会

新
里
老
人
ク
ラ
プ

下
江
黒
寿
ク
ラ
プ

南
大
島
上
老
人
ク
ラ
プ

：老人福祉大会宣言を饒みあげる福田さん--------------------------------------------------

女子の部

L
~

い□
ロ

三
位
決
定
戦

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

▼
ね
た
き
り
老
人
介
護

大
輪
村
田
た
っ

下
江
黒
紫
崎
ツ
ネ

矢
島
富
塚
松
江

梅
原
老
人
ク
ラ
プ

千
津
井
老
人
ク
ラ
プ

新
里
老
人
ク
ラ
プ

田
島
高
砂
会

江
口
老
人
ク
ラ
プ
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座
イ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜
び

肩もみをする千津井友の会員 : 
------------------------------------------------------

婦
人
グ
ル
ー
プ
の
干
津
井
友
の
会

（
会
長
奈
良
原
宜
子
）
＋
六
名
は
、

千
津
井
集
落
セ
ン
タ
ー
に
老
人
七
十

；
名
を
呼
ん
で
、
手
作
り
料
理
を
食

べ
て
も
ら
っ
た
り
‘
肩
た
た
き
を
し

た
り
、
紅
白
の
モ
チ
な
ど
を
。
フ
レ
ゼ

南
大
島
新
田
地

区
の
婦
人
グ
ル
ー

プ
の
新
和
会
（
会

長
島
田
信
子
）
ニ

十
一
名
は
新
田
地

区
の
七
十
歳
以
上

の
老
人
十
七
名
の

家
を
一
軒
一
軒
訪

ず
れ
て
座
イ
ス
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

こ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
は
会
員
達
が
六

月
と
八
月
の
二
回

廃
品
回
収
と
し
て

資
金
を
集
め
た
も

の
。

手
づ
く
り
敬
老
に

思
わ
ず
に
つ

こ
り

ン
ト
し
ま
し
た
。

千
津
井
の
老
人
達
は
敬
老
の
日
に

は
、
今
ま
で
独
自
に
老
人
達
が
集
ま

っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
か
、
今
年

は
友
の
会
の
素
適
な
。
フ
レ
ゼ
ン
ト
か

あ
る
と
聞
い
て
今
ま
で
の
最
高
の
出

席
率
。

会
員
達
は
老
人
達
に
コ
ロ
ッ
ケ
や

サ
ラ
ダ
を
。
フ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
‘

前
日
か
ら
材
料
を
そ
ろ
え
た
り
し
て
、

真
心
の
こ
も
っ
た
料
理
を
た
べ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
休
む
ま
も
な

く
、
一
人
ひ
と
り
話
し
合
い
な
か
ら

肩
た
た
き
や
肩
も
み
を
し
て
、
老
人

達
と
融
和
を
図
り
、
老
人
は
歌
や
踊

り
で
お
礼
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
干
津
井
つ
く
し
会
も
同
時

に
タ
オ
ル
を
一
本
づ
つ
。
フ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

老
人
達
は
突
然
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

「
こ
ん
な
高
価
な
も
の
を
た
だ
で
い

た
だ
い
て
い
い
の
で
す
か
」
と
、
び

っ
く
り
す
る
や
ら
喜
ぶ
や
ら
。

訪
問
を
終
え
た
会
員
達
は
「
こ
ん

な
す
か
す
が
し
い
気
持
ち
始
め
て
」

だ
と
か
「
私
た
ち
も
老
人
に
な
っ
て

こ
ん
な
。
フ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
と
き
っ

と
う
れ
し
い
わ
ね
」
な
ど
と
話
し
合

い
な
が
ら
こ
の
日
の
敬
老
。
フ
レ
ゼ
ン

ト
を
終
え
ま
し
た
。

後
日
、
あ
る
老
人
か
ら
会
員
一
人

ひ
と
り
に
お
礼
の
短
冊
か
届
け
ら
れ

会
員
達
も
感
激
に
ひ
た
っ
て
い
ま
し

こ
。t
 

【
訂
正
】

村
長
な
ど
、

あ
あ
「
た
っ
ち
ゃ
ん
」
が
胸
を
う
つ

高
齢
者
を
慰
問

「
偉
い
で
す
ね
」
と
云
わ
れ
て
も

「
何
で
も
な
い
で
す
こ
の
く
ら
い

お
ば
あ
さ
ん
こ
そ
か
わ
い
そ
う
」

語
る
や
さ
し
い
孫
嫁
さ
ん

あ
あ
「
た
っ
ち
ゃ
ん
」
が
胸
を
う
つ

「
し
ゅ
う
と
」
の
世
話
を
し
た
か
ら

ぬ
そ
の
嫁
多
き
世
に
あ
り
て

つ
ね
に
か
わ
ら
ず
ひ
と
す
じ
に

そ
の
身
さ
さ
げ
る
孫
嫁
さ
ん

あ
あ
「
た
っ
ち
ゃ
ん
」
が
胸
を
う
つ

村
で
は
九
月
十
三
日
、
村
長
、
助

役
ら
が
二
班
に
分
か
れ
て
八
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
七
十
二
人
を
慰
問
し
、

敬
老
年
金
や
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

本
村
の
最
高
齢
者
で
あ
る
村
田
か

ん
さ
ん
宅
で
は
村
長
や
県
の
課
長
ら

が
同
時
に
訪
れ
て
「
体
を
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
励
ま
し
の
言

葉
を
盛
ん
に
か
け
ま
し
た
。

な
お
、
村
田
か
ん
さ
ん
は
も
う
九

年
間
も
寝
た
き
り
。
そ
の
世
話
を
し

て
い
る
の
は
孫
嫁
の
た
つ
さ
ん
。
そ

の
た
つ
さ
ん
の
立
派
な
世
話
に
対
し

て
松
井
田
町
の
定
形
ひ
ろ
史
さ
ん
（

県
作
詩
作
曲
家
協
会
）
か
ら
、
次
の
先
月
号
の
ニ
ペ
ー
ジ
『
明
治

2
5年

よ
う
な
詩
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
生
ま
れ
ま
で
の
お
年
寄
リ
は

3
3人
い

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ま
す
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
斗
合
田

「
た
っ
ち
ゃ
ん
賛
歌
」
の
小
暮
く
に
さ
ん

8
9歳
が
落
ち
て
し

雨
の
降
る
日
も
風
の
日
も
ま
い
ま
し
た
。
な
お
小
暮
さ
ん
は
順

百
一
歳
の
寝
た
き
り
の
位
は

2
2番
目
に
入
り
以
下
順
次
繰
り

老
姿
世
話
さ
れ
九
年
間
下
げ
と
な
り
ま
す
。
深
く
お
詫
び
し

労
苦
い
と
わ
ぬ
孫
嫁
さ
ん
て
訂
正
し
ま
す
。

9

9

ｷ

 

~
村
の
最
高
齢
者
の
村
田
か
ん
さ
ん
を
慰
問
す
る
村
長
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無
リ
ン
洗
剤
で
か
ゆ
み
が
止
ま
る

有リン洗剤を追放しょう
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

人
間
の
活
動
に
伴
う
多
種
多
様
な

富
栄
養
化
と
は

リ
ン
を
含
む
家
庭
用
合
成
洗
剤
の
使
用
に
つ
い
て
昨
年
十
＿
月
滋
賀
嗅
で
琵
琶
湖
の
富
栄
養
化
を

防
止
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し
た
と
い
う
事
は
ま
だ
皆
さ
ん
の
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
関
東
地
方
一
都
六
県
で
束
京
湾
の
富
栄
養
化
に
伴
う
赤
潮
な
ど
の
第
二
次
汚
染
を
防

止
す
る
た
め
に
、
広
域
的
に
取
リ
組
む
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
、
こ
れ
を
も
と
に
千
葉
県
が
今
年
ニ

月
二
十
五
巳
、
神
奈
川
嗅
が
翌
二
十
六
日
、
埼
玉
県
が
二
十
八
巳
、
東
京
都
が
三
月
十
三
日
に
そ
れ

ぞ
れ
の
公
共
施
設
及
び
職
員
の
家
庭
に
お
け
る
リ
ン
を
含
む
合
成
洗
剤
の
使
用
自
粛
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
本
県
で
も
四
月
＿
巳
に
利
根
川
水
系
に
お
け
る
上
流
嗅
の
立
場
を
ふ
ま
え
、

合
成
洗
剤
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
だ
合
成
洗
剤
と
石
け
ん
の
違
い
な
ど
と
い
っ
た
事
を
、
ま
だ
ご
存
知
な
い
方
の
た
め

に
、
今
月
は
洗
剤
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

我
が
家
の
台
所
か
ら
リ
ン
を
含
ん

だ
合
成
洗
剤
が
消
え
て
も
う
七
ヵ
月
。

今
ま
で
は
、
た
だ
汚
れ
が
落
ち
る

か
ら
合
成
洗
剤
は
環
境
汚
染
が
ど
う

の
こ
う
の
と
騒
が
れ
て
い
て
も
、
気

がき にに
‘つ私使も
いかが用止

一‘·,.._.  -- ...  ―つけ植しめ

i 村田秋子さん親子 、 ‘性いくもは物てな

---------------------------------―ーマニ無まな

てがにでどズないマ歳リしり
食しわ聞す夢バどとかにンたふ
ベまかい゜中レ自叫ゆな洗°り
もいらて色でに分びいる剤 か
のまずも々かなで‘‘我を ま
がし一困原なくるミ背かが使 わ
原t芯つ因人のほミ中ゆ子う ず

J 11 . 

排
出
物
が
湖
沼
ま
た
は
内
湾
に
流
れ

込
む
と
、
こ
れ
が
栄
養
源
と
な
っ
て

そ
こ
に
生
息
す
る
藻
類
や
水
生
植
物

が
異
常
に
増
殖
繁
茂
す
る
こ
と
を
富

因
だ
ろ
う
と
片
付
け
て
い
ま
し
た

が
、
い
つ
に
な
っ
て
も
直
ら
ず
弱

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
し
く
洗
濯

し
た
も
の
を
着
せ
て
や
る
と
、
か

ゆ
み
が
ひ
ど
く
な
る
事
に
気
付
き

近
所
の
人
で
無
リ
ン
洗
剤
を
使
っ

て
い
る
人
に
分
け
て
も
ら
い
、
た

め
し
た
と
こ
ろ
、
不
思
議
に
か
ゆ

い
と
一
言
も
言
わ
な
く
な
り
、
皮

膚
も
つ
や
が
で
て
き
た
よ
う
で
す
。

早
く
気
付
き
、
無
リ
ン
洗
剤
に

替
え
て
や
れ
ば
と
我
が
子
に
あ
や

ま
っ
た
も
の
で
す
。

幼
児
を
か
か
え
て
い
る
人
は
、

で
き
る
だ
け
無
リ
ン
洗
剤
を
お
勧

め
し
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
が
し
い

て
は
、
環
境
汚
染
防
止
に
つ
な
が

る
の
で
す
か
ら
。

洒
そ
し
て
健
康
を

守
る
だ
め
に
も

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

合
成
洗
剤有

リ
ン
洗
剤
と

無
リ
ン
洗
剤
の
違
い

合
成
洗
剤
の
う
ち
、
リ
ン
を
含
ん

で
い
る
洗
剤
は
、
衣
料
の
洗
濯
に
用

い
る
粉
末
洗
剤
だ
け
で
あ
り
、
台
所

用
や
住
宅
・
家
具
用
の
よ
う
な
液
体

石
油
等
の

鉱
物
資
源

石
け
ん
一
天
然
油
脂

原
材
料

リ
ン
酸
塩

ボ
ウ
硝

炭
酸
ソ
ー
ダ

成
分

栄
養
化
と
い
い
ま
す
。

こ
の
顕
著
な
例
が
長
野
県
の
諏
訪

ア
オ
コ

湖
や
茨
城
県
霞
ヶ
浦
で
の
青
粉
の
発

生
及
び
瀬
戸
内
海
や
東
京
湾
で
の
赤

潮
の
発
生
で
す
。

県
内
で
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
富

栄
養
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

県
内
の
赤
城
大
沼
、
榛
名
湖
、
神

流
湖
で
の
リ
ン
濃
度
は
お
よ
そ
0

、

O

0
7
P
P
M

前
後
で
、
湖
沼
で
の
富

栄
養
化
の
目
安
と
さ
れ
る
0

、

0
2

p

P
M

を
下
回
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

石
け
ん
と

合
成
洗
剤
の
違
い

今
、
私
た
ち
が
家
庭
な
ど
で
使
用

し
て
い
る
粉
末
状
の
洗
剤
の
大
部
分

は
「
粉
石
け
ん
」
で
な
く
「
合
成
洗

剤
」
で
す
。

野
菜
や
食
器
洗
い
な
ど
に
使
う
液

状
の
洗
剤
が
「
合
成
洗
剤
」
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
が
洗
濯
の
粉
末
な
ど

も
合
成
洗
剤
で
す
。

家庭用品品質表示法に基づく表示

品名 洗たく用合成洗剤
界面活性剤（24%)
アルファオレフィン系

成分
直鎖アルキルベンゼン系

I りん酸塩 (P2伍として 8 %)| 
琉酸塩、けい酸塩
酵素配合、けい光剤配合

液性 弱アルカリ性

用途 麻・木綿・化学繊維用

正味量 1, 300g 

標準 水30£ に対して40g

使用量 (200m€ のコップで約 7 分目）

使用上の注意
●幼児のシャホン玉遊びやいたすらに注意し、
手の届くところに躍かないでください。
•荒れ性の方や長時間お使いになる場合、ま
た洗剤をブラシにつけて洗う時は、炊事用
手袋をご使用ください。
●使用後は手をよく水で洗い、クリームなど
でのお手入れをおすすめします。
•万ー飲みこんだ場合は水を飲ませる。
「成分」の中のリン酸塩＝これか有リン合成洗
剤を示す。

洗
剤
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
リ
ン
削
減
と
い
う
社

会
的
要
請
に
応
え
、
石
け
ん
洗
剤
製

造
業
者
数
社
か
ら
無
リ
ン
の
粉
末
洗

剤
や
液
体
洗
剤
が
開
発
さ
れ
、
市
場

に
出
回
り
始
め
ま
し
た
。

な
お
、
粉
石
け
ん
に
は
、
通
常
リ

ン
を
添
加
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
か

ら
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

有
リ
ン
洗
剤
と

無
リ
ン
洗
剤
の
見
分
け
方

「
有
リ
ン
洗
剤
」
と
「
無
リ
ン
洗

剤
」
の
見
分
け
を
す
る
に
は
、
表
示

の
成
分
欄
を
み
て
く
だ
さ
い
。

有
リ
ン
洗
剤
の
場
合
に
は
『
リ
ン

酸
塩
(
P
z
o
z

と
し
て

0
0
%
)
』
の
表

示
が
あ
り
ま
す
。
無
リ
ン
洗
剤
の
場

合
に
は
、
こ
の
表
示
が
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
実
際
に
は
、
最
近
市
販
さ

れ
始
め
た
無
リ
ン
の
合
成
洗
剤
の
全

部
に
「
無
リ
ン
」
と
い
う
こ
と
が
、

箱
等
の
容
器
に
目
立
つ
色
で
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
。

ん
ん
剤
ん
剤
剤
剤
剤
剤
剤

名
け
E
i
t

v

け
洗
疇
：
洗
洗
洗

た
成

石
合
合
洗
成
成
成

洗
石
合
合

用
複
系
合
合
合

用
系
用
用
複
ー

v

ん

v
用
斉
用
用
用

品
た
：
け
所
た
い
所
宅
具

洗
洗
石
台
洗
洗
合
台
ニ

下
口□

 

ん
剤

類
洗
種
け
成
石
合
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あかぎ国体の音頭

歌詞募集中．”

昭和58年に国民体育大会が開催されま

す。そこであかぎ国体を盛り上げるとと

もに、長く県民に親しまれる音頭の歌詞

を県国体事務局で募集しています。

►歌詞の内容 群馬県の特色を盛りこみ

あかぎ国体のムードを盛りあげ、終了

後も長く県民に親しまれるもの

►応募方法 （ 1）応募作品は 400字詰原稿

用紙に縦書きとし、はじめに題名を記

入

(2)作品の末尾に住所、氏名、年令、性

別、電話、職業を記入

►送り先 〒371 前橋市大手町1~1~

1 群馬県庁内国体事務局

► ほう賞 最優秀作 1 点賞状と賞金

10万円

佳作 3 点賞状と賞金 3 万円

►応募締切 昭和55年10月 31 日まで

（当日消印有効）

藝詞量量目冒言
—白と黒のコントラストあざやかに—~

派
手
な
服
装
で
身
を

飾
る
よ
り
、
簡
素
な
服

装
で
心
を
飾
ろ
う
と
昭

和
三
十
三
年
か
ら
生
活

改
善
に
よ
る
成
人
式
（

上
は
白
、
下
は
黒
の
服

装
）
に
改
め
ら
れ
、
こ

と
し
も
九
月
二
十
三
日

の
秋
分
の
日
に
第
二
十

六
回
目
の
成
人
式
が
行

◎
吉
田
治
喜
く
ん
の

答
辞
要
旨

今
後
、
私
達
は
来
賓
の
方
々
等
か

第 3 回村民ソフトボール大会

ー

わ
れ
、
百
九
人
（
出
席
者
九
十
八
人
）

が
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。

式
は
奈
良
村
長
が
「
皆
さ
ん
は
、

今
や
心
身
と
も
に
一
人
前
の
国
民
に

な
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
選
挙
権

を
は
じ
め
総
て
の
公
民
権
が
与
え
ら

れ
た
こ
と
を
深
く
自
覚
し
、
あ
ら
ゆ

る
行
動
に
責
任
を
持
つ
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

今
や
社
会
の
一
員
と
し
て
立
派
に

成
人
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら

こ
れ
か
ら
は
時
代
の
推
移
と
社
会
情

勢
の
変
化
に
眼
を
注
笞
今
ま
で
以
上

に
努
力
を
重
ね
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
に
な
っ
て
項
き
た
い
]
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
成
人
者
男
子
代

表
の
吉
田
治
喜
君
と
女
子
代
表
の
鈴

木
澄
江
さ
ん
の
答
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

1-

ら
項
き
ま
し
た
意
義
深
い
数
々
の
教

訓
を
し
っ
か
り
と
胸
に
お
さ
め
、
自

ら
入
格
の
完
成
に
努
力
す
る
と
共
に
、

家
妃
、
社
会
、
国
家
、
そ
し
て
世
界

平
和
の
進
歩
発
展
に
協
力
し
、
真
の

民
王
的
な
日
本
に
な
る
様
ベ
ス
ト
を

つ
く
す
事
を
堅
く
誓
い
ま
す
。

◎
鈴
木
澄
江
さ
ん
の

答
辞
要
旨

本
日
よ
り
成
人
と
な
っ
た
以
上
、

心
を
新
た
に
知
性
を
み
が
き
情
緒
性

を
高
め
、
判
断
力
と
実
行
力
を
身
に

つ
け
、
今
後
の
社
会
を
背
お
っ
て
い

る
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
自
分
だ
け

の
幸
福
を
求
め
る
事
な
く
社
会
全
体

の
幸
福
を
祈
り
繁
栄
と
向
上
に
最
善

の
努
力
を
つ
く
す
事
を
誓
い
ま
す
。

江
口
S

チ
ー
ム

明
和
村
役
場

橋
本
産
業
チ
ー
ム

フ
ラ
イ
ヤ
ー
ズ

斗
合
田
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
A

田
島
S
B
C

干
津
井

大
輪
ソ
フ
ト
愛
好
会

新
里
ウ
イ
ン
グ
ス

二
昭
友
の
会

明
和
分
署

侍や
ま
う
の
漬
物
工
業

東
亜
化
学
⑪

上
江
黒
s

明
和
イ
ー
グ
ル
ス

江
口
愛
好
会
A

梅
原

新
里
ラ
ー
ク
ス

須
賀
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

リ
カ
ー
ズ

矢
島
ソ
フ
ト

明
和
食
品
工
業
卸

千
津
井
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ズ

須
賀
団
地

本
哭
巌
工
業
叩
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

斗
合
田
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブB

上
江
黒
k

下
昭
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

亨尋心唸？
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そ
の
I

熱
が
出
た
と
き

①
ま
ず
静
か
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。

②
湯
ざ
ま
し
、
番
茶
な
ど
水
分
を

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
（
子
供
の
体
は

水
分
が
蒸
発
し
や
す
い
。
）

③
水
枕
や
氷
枕
は
熱
三
十
八
℃
を

目
安
と
し
ま
す
。
（
氷
は
水
に

浮
か
す
程
度
と
し
ま
す
。
）

※
観
察
の
ポ
イ
ン
ト

食
欲
は
あ
る
か
・
き
げ
ん
は
い

い
か
・
ヒ
フ
に
ブ
ッ
ブ
ツ
が
な
い

か
・
下
痢
は
な
い
か
・
け
い
れ
ん

は
な
い
か
。

そ
の
I
I

吐
い
た
時

①
顔
を
横
に
し
ま
し
ょ
う
（
吐
い

た
物
を
気
管
に
入
れ
な
い
た
め
）

②
吐
い
た
後
は
口
を
ゆ
す
が
せ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
吐
い
た
物
は
病

人
の
目
の
前
か
ら
は
や
く
片
づ
け

ま
し
ょ
う
。

③
吐
く
回
数
が
多
く
、
ダ
ッ
ク
リ

し
て
下
痢
、
熱
の
あ
る
時
は
、
す

ぐ
医
師
に
み
せ
ま
し
ょ
う
。

※
観
察
の
ポ
イ
ン
ト

吐
い
た
物
の
量
・
色
・
形
・
臭

い
・
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
た
後

に
吐
く
の
か
・
頭
を
痛
が
ら
な
い

゜

ヵそ
の
I
I
I
や
け
ど
を
し
た
時

①
や
け
ど
を
し
た
部
分
を
十
分
冷

や
し
ま
し
ょ
う
。

Ill 

〈
冷
や
し
方
〉

腕
、
足
、
指
、
背
、
胸
は
衣
服

を
つ
け
た
ま
ま
水
道
の
水
を
か
け

ま
し
ょ
う
。
頭
、
顔
は
タ
オ
ル
を

水
に
浸
し
て
当
て
、
あ
た
た
ま
ら

な
い
う
ち
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

②
や
け
ど
を
し
た
部
分
の
衣
服
は

無
理
に
は
が
さ
ず
、
ハ
サ
ミ
で
切

り
ま
し
ょ
う
。

③
水
ぶ
く
れ
は
破
ら
な
い
よ
う
に

皮
膚
科
や
外
科
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
N

ひ
き
つ
け
た
時

①
衣
服
を
ゆ
る
め
静
か
に
寝
か
せ

ま
し
ょ
う
。

②
部
屋
は
暗
く
し
ま
し
ょ
う
。

③
唾
液
が
多
い
時
は
顔
を
横
に
向

け
、
気
管
に
は
い
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

④
医
師
に
見
せ
ま
し
ょ
う
。

※
観
察
の
ポ
イ
ン
ト

体
の
ど
こ
か
ら
始
ま
っ
た
か
、

ど
の
よ
う
な
け
い
れ
ん
か
（
こ
き

ざ
み
に
ふ
る
え
る
の
か
、
つ
っ
ぱ

る
か
）
ど
の
よ
う
な
時
に
起
こ
っ

た
か
。
発
熱
は
な
い
か
。

似
健
仰
高
瀬
記

応
急
手
当
の
心
得

第 4 回
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斗
合
田
の
迎
見
久
治
さ
ん
宅
の
サ

ト
イ
モ
畑
に
珍
ら
し
い
サ
ト
イ
モ
の

花
か
咲
き
ま
し
た
。

辿
見
さ
ん
は
十
上
メ
ー
ト
ル
は
ど

サ
ト
イ
モ
の
花
が
三
十
個
も

中
央
幼
稚
園
の
起
工

式
か
九
月
三
十
日
工
事

施
工
主
の
荒
井
建
設
閥

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

れ
に
よ
り
人
口
芝

の
あ
る
庭
や
ス
テ
ー
ジ

を
備
え
た
遊
戯
室
の
あ

る
幼
稚
園
が
出
来
あ
か

る
の
も
間
近
で
す
。

請
負
金
額
は
四
干
八

虹
万
円
で
完
成
は
来
年

二
月
二
十
八
日
の
予
定

で
す
。

南
と
北
二
列
に

九
十
株
サ
ト
イ

モ
を
植
え
ま
し

た
か
、
三
十
パ
ノ

の
薄
黄
色
の
水

ば
し
ょ
う
に
似

た
花
か
三
十
個

も
、
そ
し
て
北

側
の
作
だ
け
に

咲
き
二
度
び
っ

く
り
。
こ
れ
も
、

冷
夏
の
い
た
ず

ら
だ
ろ
う
と
言

い
な
か
ら
‘
め

ず
ら
し
い
花
を

見
て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
見

て
い
ま
し
た
。 カ

メ
―
つ

I~ 

一

狩
猟
の
解
禁
を
前
に
し
た
九

月
一
十
四
日
東
部
林
業
半
務
所

の
協
力
を
得
て
キ
ジ
の
放
鳥
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
放
鳥
は
四
年
に
一
回
行

わ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
日
鳥
獣

俣
般
指
井
員
の
鯉
沼
利

.. 

一
郎
さ

ん
と
猟
友
会
の
江
森
松
雄
さ
ん

の
手
に
よ
っ
て
十
羽
村
内
．
一
ヵ

所
に
放
烏
し
ま
し
た
。

．
一
人
は
こ
の
辺
は
エ
サ
か
十

分
あ
る
の
で
大
丈
夫
。
今
度
は

メ
ス
も
放
鳥
し
て
、
繁
地
さ
せ

よ
う
な
ど
と
話
し
な
か
ら
、
狩

猟
家
に
と
っ
て
う
れ
し
い
キ
ジ

の
放
鳥
で
し
た
。

十
羽
の
キ
ジ
を
放
鳥

千
津
井
の
立
岡
正
夫

さ
ん
宅
の
庭
先
に
は
リ

ン
ゴ
か
今
年
も
た
わ
わ

に
実
り
近
所
の
評
判
に

な
っ
て
い
ま
す
。

立
岡
さ
ん
は
十
八
年

前
結
婚
記
念
に
と
三
本

の
リ
ン
ゴ
の
木
を
植
え
、

そ
れ
か
今
で
は
記
念
樹

ら
し
く
夫
婦
円
満
を
象

徴
す
る
か
の
よ
う
に
リ

っ
ぱ
な
リ
ン
ゴ
を
つ
け
‘

毎
年
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か

バ
ケ
ツ
で
近
所
に
配
っ

て
あ
る
＜
ほ
ど
と
か
。

第
一
回
明
和
村
総
合
福
祉
ス
ポ
ー

ツ
大
会
か
九
月
二
十
八
日
中
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
日

頃
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
少
な

い
老
人
、
身
体
障
害
者
、
母
子
家
庭

の
人
か
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
て
も
ら
い
、
相
互

の
親
睦
を
は
か
っ
て
も
ら
お
う
と
‘

行
わ
れ
た
も
の
で
．
、
珍
。
フ
レ
ー
も
続

出
会
場
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
に
約
二
十
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ヤ
の
手
助
け
が
あ
り
、

大
会
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
福
祉
ス
ポ
ー
ツ

大
会
行
わ
れ
る ` --』疇ヽ

中
央
幼
稚
園
の

起
工
式
行
わ
れ
る

リ
ン
ゴ
が
今
年
も
た
わ
わ
に

—•·——— 
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ク＠韮
ハレーボール大会
1 1 月 16 日
中学校校庭

館で十参
事にーカD
務中月チ
局央五 I
ヘ公日ム
民まは

ママさん

バレーボール大会
1 1 月 2 日
中学校校庭

館で十参
事に月加
務中ニチ
局央十 I
ヘ公巳ム
民まは

魚つり大会
1 1 月 3 日
谷田川

’ ヘ公日は参9 民ま十力0
館で月申
事に二し
務中＋込
局央三み

明
和
村
任
意
共
済
推
進
協
議
会
（

役
場
農
業
共
済
課
内
）
で
は
、
建
物

共
済
の
申
し
込
み
受
付
け
を
し
て
お

り
ま
す
。

掛
金
は
、
著
通
木
造
住
宅
で
百
万

円
の
補
償
で
一
年
間
千
五
百
円
の
掛

け
捨
て
の
制
度
で
す
。

現
在
の
建
築
価
格
は
、
坪
当
り
三

十
五
万
円
か
ら
四
十
万
円
も
す
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
万
一
災
害
に
あ
っ

ー

1
0

言
葉
の
あ
と
さ
き
が
大
切

あ
い
ま
い
な
言
い
方
を
し
た
た
す
が
、
た
い
へ
ん
丈
夫
で
す
」
と

め
に
、
こ
ち
ら
の
真
意
が
相
手
に
い
う
ほ
う
が
、
上
手
な
す
す
め
方

通
じ
ず
、
誤
解
を
招
く
と
い
う
こ
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
は
日
常
よ
く
あ
り
ま
す
。
先
に
短
所
（
マ
イ
ナ
ス
）
を
述

「
A

さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
ず
ぼ
ら
べ
て
、
後
で
長
所
（
。
フ
ラ
ス
）
を

な
と
こ
ろ
が
あ
る
け
れ
ど
、
親
切
説
明
す
れ
ば
、
長
所
が
倍
に
な
っ

な
人
よ
」
て
生
き
て
く
る
わ
け
で
す
。

と
好
意
的
に
言
う
つ
も
り
で
、
た
だ
し
、
し
っ
か
り
注
意
を
与

つ
い
「
A

さ
ん
は
親
切
な
人
よ
。
え
た
り
す
る
場
合
は
、
ま
ず
長
所

だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
ず
ぼ
ら
な
と
を
ほ
め
て
お
い
て
か
ら
し
か
る
と

こ
ろ
も
あ
る
わ
ね
」
な
ど
と
言
っ
い
う
方
法
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
わ
誤
解
を
招
く
と
い
え
ば

こ
の
話
が
ま
わ
り
ま
わ
っ
て
、
こ
ん
な
例
も
あ
り
ま
す
。
「
こ
ん

当
人
の
A

さ
ん
の
耳
に
入
る
と
き
ど
の
金
曜
日
に
伺
わ
せ
て
い
た
だ

に
は
、
「
あ
の
人
は
、
あ
な
た
の
き
ま
す
]
と
月
曜
日
に
会
っ
た
と

こ
と
を
ず
ぼ
ら
な
人
だ
と
言
っ
て
き
に
相
手
が
言
う
の
で
、
そ
の
週

い
た
わ
よ
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
の
金
躍
日
に
心
待
ち
に
し
て
い
る

り
か
ね
ま
せ
ん
。
と
、
や
っ
て
こ
な
い
。
後
で
聞
い

言
葉
の
あ
と
さ
き
（
順
序
）
を
て
み
る
と
「
来
週
の
金
曜
日
」
の

考
え
て
、
話
を
す
る
こ
と
が
大
切
つ
も
り
で
言
っ
た
、
な
ど
と
い
う

と
い
え
ま
す
。
場
合
で
す
。
単
純
な
”
誤
解
”
の

セ
ー
ル
ス
の
会
話
で
も
、
「
こ
例
で
す
が
、
話
の
前
後
の
い
き
さ

れ
は
た
い
へ
ん
丈
夫
で
す
が
、
お
つ
か
ら
こ
i
つ
い
う
こ
と
も
起
こ
り

値
段
が
張
り
ま
す
」
と
い
う
よ
り
が
ち
で
す
。
気
を
つ
け
た
い
も
の

は
、
「
こ
れ
は
お
値
段
が
張
り
ま
で
す
ね
。

建
物
共
済
申
込
受
付
中

掛
金
は
一
年
間
千
五
百
円

た
場
合
は
、
再
建
築
の
資
金
捻
出
に

苦
労
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
の
最
高
限
度
額
は
、
家
具
等

を
含
め
て
一
棟
当
り
二
千
五
百
万
円

ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

ま
た
、
加
入
に
つ
い
て
は
現
在
の

建
物
価
格
で
な
く
、
同
じ
型
式
で
同

じ
面
積
を
再
建
築
し
た
場
合
の
価
格

が
加
入
で
き
る
わ
け
で
す
。

万
一
に
備
え
て
、
掛
け
て
安
心
、

建
物
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
詳
し
い
事
は
役
場
農
業
共

済
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
中
谷
の
内
山
利
子
さ
ん
は
公
民
館

に
備
え
て
く
だ
さ
い
と
、
み
つ
豆
鉢

三
十
個
（
七
千
円
相
当
）
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

▼
上
江
黒
の
関
根
英
成
さ
ん
は
、
東

小
学
校
に
テ
ン
ト
一
張
（
三
万
円
相

当
）
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
千
津
井
の
奈
良
原
光
子
さ
ん
は
生

前
の
亡
夫
に
対
す
る
ご
厚
情
に
対
し

て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
奉
仕
銀
行

ヘ
十
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
大
佐
貫
の
荒
木
ち
よ
さ
ん
は
、
寝

た
き
り
老
人
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
と

紙
お
む
つ
九
袋
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

笹
茸
の
味
噌
汁
熱
う
し
て
う
ま
し

薄
化
粧
合
せ
鏡
の
涼
し
き
目岡安

福
一

生
き
甲
斐
を
趣
味
に
求
め
て
菊
作
り

か
り

終
バ
ス
を
待
つ
星
空
や
雁
の
声

総合文化祭の開催

ーご来場を

お待ちしています一

期日

会場

11 月 1 日～ 3 日

中央公民館

し
尿
く
み
取
り
料
金
改
定

灯
を
低
く
下
げ
て
夜
長
の
手
内
職

北
島
若
水

孫
と
見
る
地
蔵
の
肩
の
赤
と
ん
ぼ

安
見
あ
つ
子

赤
ト
ン
ボ
児
等
の
後
追
う
田
舎
道

駅
呼
ぶ
る
高
原
そ
ば
の
花
白
し

坂
村
芳
明

い
に
し
へ
の
祭
り
の
音
に
さ
へ
思
ひ

積
む
我
言
ひ
知
ら
ず
望
郷
の
心

篠
木
と
よ

今
ま
で
し
尿
く
み
取
り
料
金
が
、

十
八
£
七
十
五
円
で
あ
り
ま
し
た
が
、

十
一
月
一
日
よ
り
九
十
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
労
働
賃
金
の
引
き
上
げ
や

経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
や
む
を

得
ず
改
定
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
す
で
に
購
入
ず
み
の
く
み

取
り
券
が
十
一
月
一
日
以
降
に
も
ち

越
さ
れ
た
場
合
は
、
改
定
料
金
と
の

差
額
を
現
金
で
支
払
っ
て
い
た
だ
＜

こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
明
な
点
は
館
林
衛
生
施
設
組
合

(
~
o二
七
六
七
ー
ニ
ー
一
六
二
四
）

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

各文化協会の展示の発表。 2 日

は小学生による器楽の演奏、ママ

さんによるコーラスなどの発表が

あります。

なお期間中、特別出品として石

川俊夫さん（明和村）と塚田裕次

さん（館林市）の写真展が行われ

ます。

ぞ
よ
｀

.

.
 9
9
ｷ
,
.
 

(
』
、
衣
く
れ
升

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

大
久
保
晶
美
三
郎
長
女
江
口

8

月

2
0日

泉
田
友
碑
恵
司
二
男
矢
島

8

月

2
6日

田
端
陵
子
義
晴
二
女
田
馬

8

月

3
1日

立
川
凌
之
忠
二
男
千
津
井

9

月
3

日

宮
崎
淳
子
守
正
長
女
南
大
烏

9

月
4

日

渡
辺
貴
子
博
幸
長
女
須
賀

9

月
7

日

関
本
卓
隅
忠
二
男
南
大
島

9

月

1
2日

江
森
野
歩
崇
夫
長
男
梅
原

9

月

1
4日

泉
田
秀
樹
金
冶
二
男
矢
島

9

月

1
4日

青
木
耕
作
腎
一
長
男
須
賀

9

月

1
4日

香
山
典
子
勉
―
―
―
女
南
大
烏

9

月

1
5日

新
井
美
穂
邦
夫
長
女
江
口

9

月

1
7日

ー
死
亡
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
年
令
汀
戸
地
区
死
亡
月
日

佐
藤
賢
平

8
7
（
京
子
）
新
里

9

月
2

日

古
橋
あ
き
6
4
正
一
矢
島

9

月
4

日

奈
良
原
芳
勝

6
5
（
勝
冶
）
千
津
井
9

月
8

日

荒
木
清
造

6
6

（
博
）
大
佐
貫
9

月

1
1日

須
藤
芳
―
-
7
8

親
司
江
口

9

月

1
6日

島
田
勇
市
8
1
親
司
南
大
島

9

月

2
4日

阿
部
浪
一
r
5
6

竹
次
郎
十
合
田

9

月

2
4日
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の
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6

月
肋
泊

, 

一責ク
救急車出動回数
●交通事故 3 件
●急病 6 件

●その他 2 件

計 11 件

日ここ：
館林邑楽地区 館林地区 明和

産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区

10月 19 日 根岸医院後藤康生医院石井歯科 後藤（愛）医院合 (2)0134 永寿堂医院 館林地区が

曜
ff 02767 (2) 3262 て't 02767 (2) 3975 ff 02767 (3) 7951 上野医院口（2)3330 ff 02767(2)4464 担当します

10月 26 日 古屋（恒）医院小倉医院鈴木歯科 清河堂医院ff (2)3070 海宝医院 館林地区が

当 ff 0276 (63) 6161 ff 02767 (2) 0606 ff 02767 (2) 3901 ft 02767 (2) 31 55 担当します

番 11 月 2 日
佐々木医院原 医院岩崎歯科 安良岡医院ft(2) 0572 津久井医院 竹越医院
ff 0272 (62) 2623 ff 02767 (2) 1936 云 02767(4) 7511 大島診療所〇（7)1503 ft 02767 (2) 3316 ft 027684-3137 

医 11 月 9 日
真中医院川田医院岩崎歯科 岡田医院ff(2) 3163 岡田医院 江口医院
ff 02767(2)1630 云 02767(2) 0754 ff 02767 (2) 0489 大石医院ft(4) 2362 ft 02767 (2) 3163 云 027686-3201

11 月 16 日
横田医院大神医院宇治川歯科 堀越医院ft(3) 4151 館林医院 館林地区が
ft 02767 (2) 0255 ft 0276 (62) 2200 ft 02767 (2) 1493 川生医院ft(2) 3030 ft 02767 (4) 2112 担当します 峙

身体障害者個別
相談会の開催

午
前
十

身
体
障
害
者
の

個
別
相
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

身
体
障
害
者
で

ま
だ
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
な
い
方
。

あ
る
い
は
、
手
帳

の
交
付
を
受
け
た

後
障
害
の
程
度
が

重
く
な
っ
た
方
。

ま
た
は
補
聴
器
、

松
葉
杖
な
ど
の
交

付
、
及
び
修
理
を

希
望
さ
れ
る
方
。

そ
の
他
身
体
障
害

者
に
関
す
る
事
な

ら
ど
ん
な
事
で
も
結
構
で
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
十
月
二
十
七
日

こ
の
養
成
所
は
、
太
田
市
に
あ
る

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
東
毛
病
院
構
内

に
設
置
さ
れ
て
あ
る
県
内
唯
一
の
県

立
准
看
護
婦
養
成
所
で
あ
り
ま
す
。

▽
入
学
資
格
中
学
校
を
卒
業
し
た

者
（
卒
業
見
込
含
む
）

▽
募
集
人
員
二
十
名

▽
願
書
受
付
来
年
一
月
十
二
日
か

ら
二
月
十
二
日
ま
で

▽
試
験
期
日
来
年
二
月
二
十
五
日

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
准
看
護
婦

養
成
所

(
~
o
二
七
六
ー
三
八
I
O

七
七
一
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

票
立
准
看
護
婦

養
成
所
生
徒
募
集

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
中
央
公
民
館

N
H
K

で
は
毎
年
、
放
送
を
通
じ

て
若
者
の
立
場
か
ら
現
代
社
会
に
意

見
を
訴
え
る
試
み
と
し
て

N
H
K

青

年
の
主
張
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
今
学

校
‘
職
場
、
地
域

杜
会
の
中
で
、
日

頃
感
じ
て
い
る
こ

と
、
考
え
て
い
る

こ
と
、
あ
る
い
は

こ
れ
か
ら
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
作
文

に
ま
と
め
て
く
だ

、
。

さ
し

▼
課
題

0

い
ま
学
園
（
職

NHK青年の主張
全国コンクールの実施

：ー まし一誓f\ ；；摩； 畠冗g g場
；累且（：こり［．誓 ：際十とたー

り ：いと ；化年つしか

: 1 戸 喜塁靡只狐: ~ID ゞ(): • ’ ：と生合戦え。 竺言］：いる
] o o e ]割に
: ~二と 子=一- -
'-------------------------------------------------------: 

共
同
募
金
運
動
に

ご
協
力
を

十
月
二
十
四
日

▼
応
募
資
格

昭
和
三
十
年
一
月
十
六
日
か
ら
昭

和
四
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
。

▼
応
募
方
法

五
つ
の
課
題
の
う
ち
―
つ
を
選
ん

で
五
分
以
内
で
発
表
で
き
る
よ
う
ま

と
め
た
原
稿
（
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

四
枚
程
度
）
を
〒
三
七
一
前
橋
市

几
総
社
町
一
八
九
番
地
N
H
K

前
橋

放
送
局
「
青
年
の
主
張
」
係
へ
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切

月
一
日
か
ら
十
二
月
一
二
十
一
日
ま
で

の
三
ヵ
月
間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

運
動
期
間
中
は
区
長
さ
ん
、
民
生
委

員
さ
ん
な
ど
が
、
各
家
底
や
事
業
所

（
会
社
）
等
に
お
伺
い
し
た
り
し
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
温
か
い
善
意
を
お
寄
せ
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
と
し
も
I
f
赤
い
羽
根
I
f
で
親
し

ま
れ
て
い
る
共
同
募
金
運
動
か
、
十

心
と
§
屯
愈
屯
と
§
心
§
§
§
§
愈
一
鼠
＇
§
§
と
と
と
心
§
§
愈
§
愈
心
心
愈

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,ロ

ニ
自

□く
二

~
自
分
に
合
わ
せ
て
｀
―
―

無
理
を
せ
す
々
/
-

冒
一

•999999999999999999,‘ 

＿
職
業
訓
練
生
募
集
一

館
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
‘
来

年
の
訓
練
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

献
血
車
が
来
ま
す

愛
の
献
血
卓
か
次
の
日
時
に
や
っ

て
来
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
温
か
い
愛

の
血
液
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日
十
一
月
五
日

▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
時
間
午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で

▼
訓
練
種
目
機
械
製
図
科
・
機
械

科
・
板
金
科
・
自
動
車
整
備
科

▼
募
集
人
員
各
科
と
も
三
十
名

▼
応
募
資
格
機
械
製
図
科
は
高
校

卒
業
以
上
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の

男
女
。
そ
の
他
の
三
科
は
中
学
卒

業
以
上
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
男

女
▼
願
書
受
付
九
月
二
十
二
日
か
ら

十
月
三
十
一
日
ま
で

な
お
詳
し
く
は
職
業
訓
練
校
（

6

0
二
七
六
七
ー
ニ
—
四
三
六
五
）
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

全
国
防
犯
運
動
の
実
施

1
0月
1
1日
ー

2
0日
ま
で

『
し
め
だ
は
す

し
ま
っ
だ
は
す
で
も

も
う
一
度
』

” }し [ 99 [ ; 道使水利期‘ 三期‘ 今月 今ト
日日 日 用根国の月

料加i 納明中斗東入で用 め互和央合部日す水 はの
館腐雇第館貸落閲塁館 ゜讐費税険闊納
ー和＾セ 及第— ; め
至ー／ びニ

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
‘
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
十
分
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

• • 

胃 日 Xブ＝

時 通
館林時＼ 10月 事

腐所 よげ 故
a~ ] 相
ま談
で 1

に : • • ▼巡i
相 ii 10 10 10 回談 3 月月月
し時 15 14 13 g 
てま 日日日

だく でで午は 旦 明: 館 、人-―、
さす前 ; 権̀--ご‘しヽ ゜ 10

゜気ご時カ~ 第 閂
軽ら一
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1
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発
編
印

行
集

第230号

明和村役場
総務課
広報係

せ

フレーン刷

第
二
十
五
回
運
動
会
が
十
月
十
二

日
、
中
学
校
校
庭
で
開
か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多

く
の
人
が
参
加
し
、
楽
し
い
一
日
を

過
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
得
点
競
技
と
も
な
る

と
、
地
区
の
名
誉
を
か
け
て
、
選
手

は
も
ち
ろ
ん
応
援
団
も
興
奮
気
味
。

優
勝
は
、
最
後
の
最
後
、
カ
ク
テ

ル
リ
レ
ー
で
決
ま
る
ほ
ど
の
大
接
戦
。

な
お
、
三
位
ま
で
の
成
績
は
次
の

を
超
り
で
す
。

｀
勝
梅
原
▼
準
慢
勝

三
位
田
島

で
‘

梅
原
は
四
年
連
続
優
勝
）

新
里
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明
和
村

館
林
市

板
倉
町

再
び
地
区
別
無
事
故
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

5
5年
1
1月
1

日
ー

5
6年
1
0
月3
1日
ま
で

こ
れ
が
ぽ
く
ら
の
合
言
葉

須
賀
の
田
口
重
夫
さ
ん
（
七
十
三
）

は
、
十
一
月
二
日
県
の
教
育
委
員
会

よ
り
、
社
会
体
育
功
労
者
と
し
て
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

田
口
さ
ん
は
昭
和
二
十
八
年
か
ら

今
日
ま
で
剣
道
一
筋
に
歩
ま
れ
、
そ

の
間
‘
館
林
邑
楽
剣
道
連
盟
を
設
立

大
輪
の
松
本
政
雄
さ
ん
は
農
林
統

計
清
報
業
務
に
十
年
間
協
力
さ
れ
た

の
で
、
十
月
二
十
1

牒
林
水
産
大
臣

の
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

語上一夜 一示

及の環連館 と
び児行絡林
ポ童事協警 ひ‘
ス・と議察 tご
タ生し会署

I 徒てがと す
コを‘全館 な
ン＇対小国林 、
ク象学防地

1 に四犯区
ルし年運学
をた生動校
実標以の笞

し
た
リ
、
少
年
少
女
に
自
主
的
に
剣

道
を
指
酋
勺
さ
ら
に
各
種
大
会
の
運

営
を
は
じ
め
‘
審
判
並
び
に
剣
道
模

範
型
を
披
露
す
る
な
ど
、
剣
道
の
許

及
振
興
に
力
を
注
い
だ
も
の
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

松
本
政
雄
さ
ん

こ
れ
は
毎
日
の
お
金
の
出
し
入
れ

を
記
帳
し
て
毎
月
報
告
す
る
も
の
で

長
年
協
力
し
て
い
る
の
か
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

（
明
中
三
年
）

施
し
た
と
こ
ろ
、
本
村
か
ら
次
の
方

が
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

〔
標
語
の
部
〕

二
十
里
清
寿

〔
ポ
ス
タ
ー
の
部
〕

統
計
一
筋
に
十
年

社
会
体
育
功
労
賞
に
田
日
厘
夫
さ
ん

多
く
の
方
が
表
彰
を
受
け
る

太
田
正
徳

ギ
石
和
美

柿
沼
友
紀

田
部
井
隆
行

（
明
中
一
年
）

（
東
小
二
年
）

（
東
小
二
年
）

（
東
小
―
―
ー
年
）

•· 

松
本
努
（
東
小
四
年
）

な
お
、
タ
イ
ト
ル
の
『
と
び
出
す

な
、
こ
れ
か
ぱ
く
ら
の
合
言
葉
』
は

ー
一
十
屯
清
卑
く
ん
の
標
語
で
す
。

一
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

□鯰
]
入
賞

県
選
挙
管
理
委
員
会
、
県
教
委
な

ど
の
主
催
で
行
わ
れ
た
選
挙
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
応
募
点
数
八

H
­

点
、
そ
の
う
ち
入
賞
J
L
ト
四
点
で
し

た
が
明
和
村
か
ら
次
の
十
名
か
・
人
賞

い
た
し
ま
し
た
。

▼
入
選
太
田
善
子
（
西
小
一
年
）

▼
入
選
香
山
か
お
り
（
東
小
二
年
）

▼
入
選
梁
瀬
雅
子
（
東
小
二
年
）

▼
入
選
砂
賀
綾
（
東
小
三
年
）

▼
二
等
山
田
友
世
（
東
小
三
年
）

▼
入
選
須
賀
裕
子
（
西
小
二
年
）

▼
入
選
新
井
宏
美
（
東
小
五
年
）

▼
入
選
藤
野
房
映
（
西
小
六
年
）

▼
佳
作
横
塚
智
美
（
東
小
六
年
）

▼
一
一
等
酒
井
宏
（
明
中
一
年
）

な
お
、
二
等
の
山
田
さ
ん
と
‘
三

等
の
酒
井
く
ん
の
作
品
は
全
国
審
査

に
送
ら
れ
ま
し
た
。

＿
県
共
連
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

□5〖
人
賞

県
共
連
主
催
で
行
わ
れ
た
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
応
募
点

数
八
百
二
十
九
点
、
そ
の
う
ち
本
村

か
ら
は
次
の
二
名
か
入
賞
し
ま
し
た
。

▼
銅
賞
桜
井
正
美
（
西
小
三
年
）

▼
佳
作
本
沢
尼
美
（
東
小
二
年
）

r ー、の一
西ブ、六東方本 例：
小年年小か年
ー ー表度康
横久彰の｛憂
塚保 を健
田受康良

智 け優 I日
美敏 ま良Jし

し児と
たと し
゜し
てて
次表

彰
六
年
丑
井
紳
司

六
年
吉
永
佳
奈
子

〔
明
中
〕

三
年

三
年

二
十
里
清
弄

赤
坂
光
世

わ
た
し
た
ち
は
‘
よ
う
ち
園
、
一

年
生
の
こ
ろ
か
ら
、
交
通
半
故
に
注

店
し
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
日
ご

ろ
生
活
し
て
い
る
。
わ
た
し
た
ち
か

生
き
て
い
く
う
え
で
「
交
通
安
全
」

と
い
う
も
の
は
‘
と
て
も
大
切
な
も

の
な
の
だ
。
交
通
と
い
う
も
の
は
‘

と
て
も
便
利
だ
か
、
そ
の
反
対
に
‘

時
に
は
お
そ
ろ
し
い
も
の
な
の
だ
。

そ
れ
は
「
交
通
北
故
」
と
い
う
面

か
あ
る
か
ら
だ
。
今
ま
で
に
わ
た
し

は
‘
．
回
も
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

が
‘
こ
れ
か
ら
先
‘
あ
う
か
も
し
れ

な
い
。
だ
か
‘
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ

て
い
れ
ば
‘
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
ろ
う
。

わ
た
し
は
‘
そ
う
思
っ
て
い
る
。
人

間
に
と
っ
て
「
死
」
と
い
う
も
の
は
‘

と
て
も
お
そ
ろ
し
い
。
そ
の
「
叱
」

に
出
会
う
の
は
‘
病
気
以
外
で
、
交

通
ポ
故
が
多
い
の
た
。
わ
た
し
は
‘

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
交
通
事
故
に
‘

し
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
き
た
。
か
、

い
つ
ド
故
に
あ
う
か
‘
わ
か
ら
な
い
。

H

ご
ろ
か
ら
‘
辺
リ
に
目
を
く
は
リ
‘

し
ゅ
う
ぶ
ん
‘
注
忍
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
。

わ
た
し
の
学
校
て
は
‘
ヘ
ル
メ
ゾ

ト
を
着
用
し
て
い
る
。
口
収
初
は
「
い

や
た
な
あ
。
」
「
は
す
か
し
い
な
あ
。
」

と
思
っ
た
こ
と
か
‘
何
度
も
あ
っ
た
。

東小 6 年

横塚智美

子
供
の
目
か
ら
見
た
交
通
対
策

け
れ
ど
、
い
く
日
も
た
つ
と
‘
ヘ
ル

メ
ゾ
ト
の
大
切
さ
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

そ
れ
は
‘
交
通
事
故
で
頭
を
う
ち
、

叱
ん
だ
人
な
ど
を
、
新
聞
な
ど
で
、

よ
く
見
る
。
事
故
に
あ
っ
た
と
き
‘

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
た
ら
ど

う
だ
ろ
う
。
そ
の
人
は
‘
助
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を

名
え
る
と
‘
ヘ
ル
メ
ソ
ト
は
‘
と
て

も
、
大
切
な
の
だ
。
今
で
は
‘
ヘ
ル

メ
ゾ
ト
を
つ
け
て
な
い
人
か
、
か
わ

い
そ
う
に
思
え
る
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
‘
そ
の
人
た
ち
は
、
自
分
の
身
を

守
る
も
の
か
な
い
か
ら
だ
。
ヘ
ル
メ

ゾ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
‘

自
分
の
身
を
守
れ
る
の
だ
。

「
，
父
通
ル
ー
ル
」
と
い
う
も
の
は
、

自
分
＿
人
が
守
っ
て
い
て
も
‘
だ
め

な
の
だ
。
世
の
中
の
人
‘
み
ん
な
か

守
ら
な
け
れ
ば
‘
い
つ
に
な
っ
て
も
、

こ
の
世
か
ら
「
交
通
事
故
」
は
‘
き

え
な
い
。
学
校
で
も
‘
規
則
を
み
ん

な
が
守
ら
な
い
と
‘
―
つ
に
ま
と
ま

ら
な
い
よ
う
に
‘
交
通
ル
ー
ル
も
‘

一
人
i
人
か
‘
守
ら
な
け
れ
ば
‘
交

通
安
全
は
成
り
立
た
な
い
。
交
通
事

故
を
な
く
す
に
は
‘
世
の
中
全
部
の

人
の
協
力
か
必
要
な
の
だ
。

交
通
芥
故
を
な
く
す
た
め
‘
わ
た

し
た
ち
は
‘
こ
れ
か
ら
も
す
っ
と
‘

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
人
人
か
協
力
し
‘
交
通
事
故
の

よ
う
な
こ
わ
い
も
の
を
、
こ
の
世
か

ら
‘
な
く
さ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
‘

わ
た
し
は
‘
そ
う
顔
っ
て
‘
こ
れ
か

ら
の
父
辿
安
全
に
協
力
し
た
い
。 No. 4 
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火事を出すのも
防ぐのも

火
災
に
よ
る
損
害
額

火
災
の
種
類
別

昭
和
五
十
五
年
上
半
期
に
お
け
る
館
林
地
区
消
防

組
合
の
火
災
概
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
、
み
な
さ
ま
の
防
火
意
識
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。

火
災
発
生
状
況

六
月
三
十
日
ま
で
に
発
生
し
た
火

災
は
七
十
八
件
で
前
年
同
期
に
比
べ

て
三
十
八
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
一
日
に

0
•
四
三
件
、
九
十
六
時

間
に
i
件
の
割
合
で
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

火
災
の
種
穎
別
を
み
る
と
、
建
物

火
災
が
四
十
一
件
と
多
く
、
前
年
よ

り
五
件
滅
少
し
た
が
、
全
火
災
の
五

ニ
・
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
損
害
額
は
約
一
億
八

千
万
円
で
前
年
と
比
較
し
て
約
二
億

四
千
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

火
災
一
件
当
た
り
の
損
害
額
は
二

百
三
十
万
円
で
、
一
日
に
九
十
八
万

九
千
円
が
灰
に
な
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
前
年
と
比
べ
て
一
件

当
た
り
約
百
三
十
万
円
、
一
日
当
た

り
百
三
十
一
万
円
減
少
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
建
物
火
災
に
よ
る
損
害
額

が
一
億
七
千
万
円
と
最
も
多
く
、
全

体
の
九
七
・
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
軽
微
な
も
の
と
し
て
、
休

耕
地
の
枯
草
、
ワ
ラ
、
河
川
敷
の
枯

草
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

焼
損
棟
数
は
全
・
半
、
部
分
焼
合
わ

せ
て
、
六
十
六
棟
で
前
年
に
比
べ
て

若
干
減
少
し
て
い
ま
す
。
建
物
火
災

一
件
当
た
り
一
・
六
棟
が
焼
損
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
リ
災

世
帯
数
を
み
る
と
、
三
十
五
世
帯
が

焼
け
出
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
住
宅
火
災

一
件
当
た
り
一
・
五
世
帯
が
リ
災
し

て
い
ま
す
。

焼
損
棟
数

リ
災
世
帯
数

全
国
火
災
予
防
運
動

1
1月
2
6
Bー
1
2
月2
日
ま
で

出
火
件
数
は
館
林
市
四
十
一
件

出
火
率

市
町
村
別
火
災
概
況

出
火
原
因
ワ
ー
ス
ト
5

フ
ァ
イ
プ

出
火
原
因
の
ワ
ー
ス
ト
五
は
例
年

と
変
わ
り
は
な
い
が
、
タ
バ
コ
十
四

件
、
た
き
火
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
レ
ン

ジ
十
二
件
、
火
の
粉
（
た
き
火
に
よ

る
も
の
）
八
件
、
火
遊
び
七
件
、
放

火
・
放
火
の
疑
い
三
件
、
そ
の
他
二

十
二
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に

家
庭
の
主
婦
が
毎
日
使
用
す
る
ガ
ス

コ
ン
ロ
、
レ
ン
ジ
の
火
災
が
前
年
度

全
体
で
十
三
件
で
あ
っ
た
が
、
本
年

度
は
す
で
に
十
件
と
非
常
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

火
災
一
件
当
た
り
の
損
害
額
は
、

邑
楽
町
の
三
百
五
十
八
万
円
を
最
高

に
館
林
市
二
百
三
十
六
万
円
、
明
和

村
二
百
十
万
円
、
板
倉
町
百
七
十
一

万
円
、
千
代
田
村
三
十
六
万
円
と
な

`
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
i
i
i
i
i
i
il
l
l
i
l
l
l
*
 

l

l

 一
肖
防
t
f-
B
で
わ
万
る
一

i

l
 

-
I
I消
防
の
集
い
ん
に
参
田
し
て
は
一

—— 
l
館
林
地
区
消
防
組
合
で
は
、
消
名
以
内
の
団
体
（
婦
人
グ
ル
ー
。
フ
一

何
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
・
老
人
会
な
と
あ
ら
ゆ
る
ク
ル
一

一．
て
、
消
防
施
設
の
見
学
を
通
し
防
ー
プ
）
一

l
 l火

思
想
の
苦
及
と
管
内
住
民
と
の
▼
見
学
場
所
明
和
分
署
、
館
林
一

l
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
事
消
防
署
を
見
学
し
た
後
、
署
会

l

l

l

 

．
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
”
消
防
議
室
に
お
い
て
懇
談
会
及
び
記

I

l
 i

の
簗
い
り
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
念
撮
影
を
行
い
ま
す
。
一

lぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加
さ
れ
て
は
▼
申
込
方
法
参
加
者
（
団
体
）

l

l

ｭ．
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
代
表
者
は
申
込
書
に
住
所
・
氏
i

l
 l

▼
日
時
年
間
を
通
し
て
実
施
名
・
参
加
人
員
・
実
施
日
・
送
一

l
し
、
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
迎
場
所
の
指
定
等
を
明
記
の
上

l

一
、
一

．
ま
て
明
和
分
署
に
実
施
予
定
日
の
十
・

l

ｭ一
送
迎
は
署
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
五
日
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
i

一
行
い
ま
す
。
い
。
申
込
書
は
分
署
に
用
意
し

l一

一
▼
対
象
者
十
五
名
以
上
二
十
四
て
あ
り
ま
す
。

l

ｭ

&.lllllllllllllllllllllllll

• 

火
災
一
件
当
た
り
の

l
コ
額

損

｛
苦

板
倉
町
＋
件
、
明
和
村
八
刊
‘
千
代

田
村
八
件
、
邑
楽
町
十
三
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
人
ロ
一
万
人
当
た
り
の

出
火
率
を
み
る
と
千
代
田
村
の
七
・

四
件
を
最
高
に
板
倉
町
、
明
和
村
の

六
·
一
件
、
邑
楽
町
の
五
・
九
件
、
館
林

市
の
五
・
八
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

ぉ
組
合
平
均
の
出
火
率
は
六
．
0
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
十
件
の
建
物
火
災
に
よ
っ
て
焼

失
し
た
一
件
当
た
り
C
J
面
利
は
、
市

町
村
別
に
み
る
と
板
倉
町
互
二
十
六

,
m
を
最
高
に
館
林
市
五
十
六
，
m
‘
邑

楽
町
四
十
，
m
、
明
和
村
三
十
七
，
m
‘

千
代
田
村
二
十
三
，
m
と
な
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
組
合
平
均
は
五
十
二
，
m
で
、

こ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

館
林
市
と
板
倉
町
で
す
。

建
物
＿
件
当
た
り
の

焼
損
面
積

っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
組
合
平
均
は
二
百
二
十
六

万
円
で
す
。
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ス
イ
ス
イ
と
ん
で
い
た
赤
と
ん

ぱ
か
、
お
地
蔵
さ
ん
の
り
に
止
ま

る
。
大
き
な
銀
杏
の
木
は
今
年
も

い
っ
ぱ
い
黄
色
い
実
を
つ
け
て
立

っ
て
い
ま
す
。
風
か
吹
く
と
た
ま

に
は
ポ
ト
リ
と
落
ち
て
く
る
。

近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
か
お
叩
の

段
に
係
と
柏
ん
で
牒
か
け
て
い
ま

す
。
本
当
に
ぃ
げ
か
な
日
和
て
す
。

青
い
空
か
本
韮
の
屋
根
の
向
こ

館
林
虚
報
虚
店
局
で
は
‘
仙
利
に

虚
話
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
‘

う
に
仏
か
っ
て
い
ま
す
。
私
は
草
収

り
の
手
を
休
め
て
大
き
く
口
心
を
吸
っ

て
み
ま
し
た
。

私
か
こ
こ
に
米
て
か
ら
＿
—
+
余
年

衣
食
住
す
べ
て
か
き
び
し
い
あ
の
項

て
し
た
。
そ
し
て

.. 

人
の
娘
も
成
に

し
幸
せ
な
結
婚
を
し
ま
し
た
。

嫁
が
せ
た
秋
の
夕
怜
‘
似
の
眼
て

こ
の
高
い
銀
杏
の
木
を
あ
お
い
で
は
‘

大
き
な
声
で
f
供
の
名
前
を
呼
ん
で

米
年
二
月
煩
を
目
安
に
‘
館
林
霊
報

這
活
局
営
北
区
域
内
（
館
林
・
明
和
・

み
た
あ
の
時
・

今
‘
ふ
っ
と
孫
の
顔
か
浮
ん
で

き
ま
す
。
米
月
に
は
‘
ま
た
‘
ち

び
達
か
や
っ
て
米
て
‘
こ
の
境
内

で
は
し
ゃ
き
ま
わ
る
中
で
し
ょ
う
。

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
安
見
さ
ん
で
す
）

ガ
ラ

7
、
ウ
リ

オ
ヤ
、
，
昌
瓜
か
い
つ
の
間
に
か

応
し
い
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
わ
っ
て

い
ま
す
。

も
う
と
っ
く
に
秋
か
き
て
い
た

の
で
す
。

；
わ
誓
閃
令
芹l
[

(4) 

56年 2 月頃から
かけ方が変わります

現 在 56年 2 月頃から

交換局 巾外 l, J番
市内

/JU 入行番号 市外/,.j番
I h 内

加へ者番り·
屈番 局番

川俣｝，，j 027684 0000  0276 84 0000  

2 0000  72 0000  

3 0000  73 0000  

節林局 02767 4 0000  0276 74 0000  

5 0000  75 0000  

7 0000  77 0000  

板行）i,J 02768 2 0000  0276 82 0000  

邑楽局 02768 8 0000  0276 88 0000  

亦岩｝，J 027686 0000  0276 86 0000  

板
倉
・
千
代
田
・
邑
楽
）
の
市
外
局

番
を
0
:
1七
六
、
市
内
局
番
を
·
一
桁

に
統
＿
し
‘
営
業
区
域
内
相
冗
の
通

話
が
局
番
と
加
入
者
番
号
だ
け
で
つ

な
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
明
和
村
の
川
俣
局
は

局
番
が
八
四
か
新
設
さ
れ
ま
す
。
東

部
地
区
の
館
林
局
は
市
外
局
番
の
最

後
の
七
か
局
番
に
な
り
今
ま
で
二
局

だ
っ
た
も
の
か
七
＾
一
局
、
二
局
だ
っ

た
も
の
か
七
：
ー
局
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
近
く
配
布
さ
れ
る
電
話
帳

に
は
、
現
在
の
電
話
番
号
と
五
十
六

年
頃
か
ら
仙
わ
れ
る
市
内
局
番
の
つ

い
た
電
話
番
号
が
掲
載
さ
れ
て
あ
り

ま
す
。テ

ニ
ス
大
会
結
果

九
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
村
民

テ
ニ
ス
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

〇
一
般
男
子
の
部

ほ
勝
森
尻
・
岩
崎
組

準
優
勝
石
崎
・
野
木
村
組

三
位
荻
野
・
森
尻
組

〇
一
般
女
子
の
部

優
勝
浦
野
・
小
暮
組

準
優
勝
町
田
・
奥
沢
組

二
位
横
塚
・
江
森
組

〇
中
学
男
子
の
部

俊
勝
黒
沢
•
松
本
組

準
優
勝
新
井
•
藤
倉
組

三
位
高
木
・
塩
谷
組

三
位
浅
見
・
村
田
組

®
中
学
女
子
の
部

優
勝
薗
田
・
川
村
組

準
優
勝
渡
辺
•
松
本
組

三
位
本
沢
•
福
島
組

一
一
位
奈
良
•
藤
野
組

I 交通安全クイズの正解及び当選者の発表 I 

I. 秋の全国交通安全運動はいつからいつまでですか。

（答） 9 月 21 日から 9 月 30 日まで
2. 信号機のある交差点で自転車に乗って右へまがるときの正

しい方法はどれですか。

（答）イ

8. 歩行者の通行方法で正しいのはどれですか。

（答）イ、道路の横断はできる限り横断歩道を渡りましょう。
9. 交通事故が多く発生している所は次のうちどれですか。

（答）ア、交差点
10. 次のうち正しいものはどれですか。

（答）イ、バイクを押して歩道を通行する。

3. 自転車の乗り方で正しいのはどれですか。
（答）イ、からだに合った自転車に乗る。

4. つぎのうち正しいものはどれですか。

（答）イ、車からタバコの吸いがら、紙くず、あきかんなどを
投げすてるのはやめましょう。

かわいいこどもさんの交通事故を防止する正しい方法はど

れですか。

（答）ア、 「安全は家庭の中からしつけから」の交通安全標語
にもあるようにお茶の間でみんなそろって交通安全
について話し合う。

6. 高速道路での心構えで正しいのはどれですか。

（答）ア、十分な車間距離をとる。
7. 二輪車の交通事故をなくすために正しいのはどれですか。

（答）ア、速度を出し過ぎない。

5
 

【
高
級
ラ
ジ
オ
付
デ
ジ
タ
ル
時
計
当
選
者
】

▼
田
島
北
島
シ
ズ
子

【
安
全
ヤ
ッ
ケ
当
選
者
】

▼
祈
屯
五
十
嵐
吉
一
▼
南
大
島
岡
安
モ
ト

【
親
子
バ
ッ
ク
当
選
者
】

▼
江
口
佐
莉
則
子
▼
南
大
島
小
林
英
子

▼
（
同
）
蓮
見
環
吉
▼
（
同
）
島
田
和
恵
▼

（
同
）
岡
安
栄
▼
祈
里
小
原
昌
次
▼
頃
賀

林
佳
子
▼
大
輪
新
井
美
千
子
▼
大
佐
貫

大
沢
久
男
▼
（
同
）
石
村
吉
久

【
安
全
手
さ
げ
袋
、
自
転
車
用
反
射
テ
ー
プ
当
選
者
】

▼
田
島
村
田
君
雄
▼
（
同
）
奈
良
徳
男
▼

南
大
島
矢
沢
栄
二
▼
（
同
）
田
中
栄
蔵
▼

（
同
）
柿
沼
町
子
▼
（
同
）
森
尻
幸
子
▼
（
同
）

小
久
保
博
史
▼
（
同
）
森
尻
ト
キ
子
▼
（
同
）

小
磯
永
子
▼
（
同
）
森
尻
富
雄
▼
（
同
）
石

井
菜
穂
子
▼
（
同
）
青
木
恵
美
子
▼
新
屯

小
林
隆
▼
（
同
）
大
野
正
文
▼
（
同
）
栗
原

克
明
▼
梅
康
吉
永
英
男
▼
（
同
）
内
田
喜

作
▼
（
同
）
片
岡
延
子
▼
中
谷
伊
藤
一
彦

▼
大
佐
貰
菌
田
和
子
（
牧
称
略
）
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明
中
の
生
徒
、
三
百
四
十
六
人
中

三
百
三
人
（
八
七
・
六
％
）
む
し
歯
の

あ
る
人
が
お
り
、
そ
し
て
昨
年
治
療

し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
年
は

も
う
治
療
し
た
人
の
九

0
％
の
生
徒

に
む
し
歯
が
あ
る
の
に
お
ど
ろ
い
た

二
年
生
の
保
健
委
員
会
は
、
む
し
歯

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
治
療
を
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
歯
み
が
き
の
徹
底
に

努
め
よ
う
と
し
た
の
が
こ
の
研
究
作

品
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。 研究作品「むし歯の予防」が第 1 位

明中 2年生の保健委員会

i 
邑楽館林学校保健会主催で行われた保健研究作品において、明中

二年生の保健委員会が研究した「むし歯の予防」が見事第一位とな

りましたので、その研究の概要をご紹介いたします。 I 
作
品
は
写
真

の
よ
う
に
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
な

ど
で
大
き
な
模

型
を
作
り
ど
ん

な
も
の
が
む
し

歯
の
原
因
か
、

ど
ん
な
も
の
が

歯
に
よ
い
か
な

ど
を
全
生
徒
の

前
で
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
た

り
、
歯
み
が
き

を
一
日
三
回
、

食
後
三
分
以
内
、

三
分
間
み
が
く
、

三
・
三
・
三
方

式
を
常
日
頃
指

導
し
た
と
こ
ろ
、

一
旦
一
回
だ
っ

た
生
徒
も
昼
休

み
に
歯
を
み
が

い
て
い
る
生
徒

が
多
く
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で

す
。こ

れ
か
ら
も

一
旦
二
回
の
歯

み
が
き
運
動
を

訴
え
続
け
、
む

し
歯
を
持
っ
て

い
る
生
徒
を
な

く
し
た
い
と
、

今
後
も
努
力
を

惜
し
ま
な
い
と

結
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
家
庭

で
も
一
ー
一
・
ニ
・
三

方
式
を
取
り
入

れ
ま
し
ょ
う
。

模型 W （第 4 度）
ぬかなくてはなおらないは

ぐきにうみがたまり、他の

病気になることがある。

模型 III （第 3 度）
冶すのに 7 日～ 10 日かかる

食事のたびに痛む

模型 II （第 2 度）
冶すのに 3 日～ 4 日かかる

冷たいものや甘いものがし

みる

模型 I （第 1 度）
冶すのに 2 日～ 3 日かかる

痛みはない

思
い
が
け
な
い
幸
運
に
恵
ま
れ

中
国
に
行
く
事
が
出
来
、
感
動
と

驚
き
の
連
続
で
し
た
。
そ
の
中
の

ご
く
一
部
で
す
が
見
た
ま
ま
、
感

じ
た
ま
ま
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
人
の
多
い
事
に
び
っ
く
り
、

上
海
の
南
京
路
で
は
、
歩
道
か
ら

人
が
あ
ふ
れ
、
歩
行
者
天
国
の
中

を
車
が
走
る
よ
う
。
そ
の
中
を
三

つ
編
を
結
っ
た
女
性
が
器
用
に
バ

ス
を
運
転
し
て
い
る
さ
ま
は
、
さ

す
が
中
国
だ
と
思
い
ま
し
た
。

備こそ主のががれ安 え意
はまの婦よ目らまい中る識―
万らか業うにかす家国もが蕃
全なわににと‘°賃での私目
だいり専結まいまではで達は
しよ‘念婚りたな国‘あの‘
‘う子とすまる か結る常福

天津の勝利路小学校にて l 冒尺讐＼‘;す。塁塁孔雙喜讐慧
道的のの常老支き十た定く導達課小ま時二の間託生習家女女平居るうは平
路に他生は人給る分老年れにが後学す間回他の児ま慣庭性性等がと事る等
の公‘活‘達さ恩生人退ま当生は生ま°がの‘昼所れはには労の与驚でかと
掃園積指子のれ給活に職すつ活老のtあ授一休のて無入日働おえくすにい
除や極導供日‘がではし゜て指人放ミり乳日み設もくり本者国ら程°越う

驚
き
の
中
国
訪
問

奥
沢
郎
（
江
ロ

を
し
た
り
、
町
内
の
ま
と
め
役
、

相
談
役
を
買
っ
て
出
た
り
し
、
散

歩
を
楽
し
ん
だ
り
、
地
区
に
よ
っ

て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
義
務

づ
け
て
い
る
所
も
あ
り
ま
し
た
が

私
は
中
国
各
地
を
訪
問
し
て
い
る

間
ふ
し
ぎ
と
腰
の
曲
が
っ
た
老
人

を
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

ば
か
り
か
堂
々
と
胸
を
張
っ
て
歩

く
姿
は
、
女
性
で
あ
る
と
い
う
甘

え
も
、
老
人
と
い
う
ひ
け
め
も
な

く
平
等
、
団
結
と
い
う
事
が
中
国

人
の
思
想
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い

る
事
を
目
の
あ
た
り
に
感
じ
ま
し

こ
。t
 第三

に
中
国
の
人
の
心
の
広
さ

と
純
朴
さ
に
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

私
は
戦
争
を
知
ら
な
い
時
代
に

育
っ
た
若
者
で
す
が
、
過
去
日
本

が
中
国
に
侵
略
し
損
害
を
与
え
た

事
を
考
え
れ
ば
、
中
国
の
若
者
は

別
と
し
て
も
老
人
達
に
後
ろ
め
た

い
感
情
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
最
初
の
訪
問
地
上
海
の
歩

道
を
歩
く
お
ば
さ
ん
と
目
が
会
い

軽
く
会
釈
を
し
た
時
、
実
に
う
れ

し
そ
う
な
会
釈
が
返
っ
て
来
ま
し

た
。
ま
た
、
青
島
の
エ
人
宮
に
行

っ
た
時
、
ま
る
で
十
年
来
の
友
人

が
来
た
か
の
よ
う
に
私
の
顔
を
見

つ
め
、
し
か
も
両
手
で
何
度
も
握

手
を
し
て
く
れ
た
老
人
達
に
は
、

本
当
に
胸
が
つ
ま
る
思
い
で
し
た
。

最
後
に
私
は
こ
の
よ
う
な
中
国

の
人
々
か
ら
平
和
と
い
う
も
の
は

国
と
国
と
の
間
に
あ
る
も
の
で
は

な
く
、
人
と
人
と
の
間
に
あ
る
も

の
で
は
な
い
か
と
教
え
ら
れ
た
気

が
し
ま
し
た
。
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昭和55年 11 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第230号 (8) 

国勢調査人口まとまる
明和村の人日は9815 人

I 
10 月 l 日に全国一斉に行われた国勢調査で明和村の人口

は9815人でした。

なお、各地区の人口概数は次のとおりです。

: 昭和 55年 10 月 1 H 国勢調在人日 昭相 50 年 10 月 1 日目勢調介人口
人口

世僻数 世、［げ人員 舟巾． 世僻人員
世数 比蚊

総数男 女 総数男 女
F 9、 l、 9、 に I、 I、 1、· I 

斗合田 84 394 200 194 83 404 200 204 -10 

下江黒 85 350 187 163 80 349 177 172 1 

ヒ江黒 131 524 251 273 117 498 246 252 26 

千津井 133 602 305 297 121 567 273 294 35 

江 ロ 136 620 307 313 131 606 297 309 14 

田 島 130 557 291 266 113 487 259 228 70 

南大島 285 1,263 626 637 270 1,177 578 599 86 

新里 256 918 455 463 185 686 333 353 232 

中 クI ミI 167 607 305 302 148 563 268 295 44 

梅原 201 835 400 435 181 793 379 414 42 

川俣 102 406 209 197 95 404 199 205 2 

須賀 114 481 240 241 95 409 203 206 72 

大輪 204 888 441 447 193 908 438 470 -20 

入ヶ谷 28 123 61 62 28 131 66 65 - 8 

矢島 157 664 339 325 156 667 332 335 - 3 

大佐貰 143 583 290 293 125 533 262 271 50 

合計 2,356 9,815 4,907 4,908 2,121 9,182 4,510 4,672 633 

製
造
業
の
皆
さ
ん
、
通
商
産
業
省

で
は
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三
十
一

日
現
在
で
昭
和
五
十
五
年
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す

べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
製

造
品
の
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
、

有
形
固
定
資
産
額
な
ど
を
調
査
し
、

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

工
業
統
計
は
、
国
や
地
方
公
共
団

I 

体
の
産
業
構
造
政
策
、
立
地
、
水
資

源
対
策
、
中
小
企
業
施
策
な
ど
の
立

案
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い

ら
れ
る
ほ
か
、
一
般
企
業
の
需
要
予

測
・
設
備
投
資
計
画
な
ど
広
範
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
新
た
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
貨
構
造
統
計
調
査
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
調

査
は
、
製
造
業
を
営
む
従
業
者
三
十

人
以
上
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、

L
J
に
ご
協
力
を

業
統
計
調
査

田
畔
重
統
計
調
査

新
潟
市
で
行
わ
れ
た
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

P
T
A

研
究
大
会
の
広
報
活
動
の
部

研
究
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る

西
小
学
校
の
広
報
紙
「
ぽ
ぷ
ら
」

が
九
月
二
十
七
・
ニ
十
八
日
新
潟
県

西
小
広
報
紙

の
提
案
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
し

こ
。
t
 こ

の
大
会
は
関
東
の
各
P
T
A

が

一
同
に
会
し
、
色
々
な
事
に
つ
い
て

研
究
す
る
も
の
で
、
西
小
の
広
報
部

長
の
安
原
八
平
さ
ん
ら
三
名
は
、
会

「
ぼ
ぷ
ら
」

燃
料
の
受
入
鼠
、
用
途
別
消
費
量
、

在
庫
試
な
ど
を
調
査
し
、
製
造
業
に

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
質
の
実
態
を

掌
握
す
る
こ
と
を
1
1
的
と
し
て
お
り

工
業
統
計
調
査
と
同
時
に
実
施
さ
れ

ま
す
。エ

ネ
ル
ギ
ー
消
骰
構
造
統
計
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
石
油
の
安

定
的
供
給
の
確
保
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
開
発
、
導
入
の
促
進
な
ど
各
種

ヵゞ

の
施
策
の
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
を
お
顧
い
す
る
製
造
事
業
所

に
は
、
年
末
年
始
に
か
け
て
調
査
員

が
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
載
さ
れ
た
内

容
は
、
外
部
に
は
絶
対
に
も
ら
し
ま

せ
ん
の
で
安
心
し
て
、
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

年
賀
状
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
受

年
賀
状
は
お
早
く

成
人
女
性
の
三
人
に
一
人
は
貧

血
傾
向
／
．
思
い
あ
た
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

顔
色
が
す
ぐ
れ
な
い
、
め
ま
い
、

動
悸
が
す
る
、
疲
れ
や
す
い
、
爪

や
結
膜
の
色
が
白
っ
ぽ
い
。

貧
血
と
は
、
血
液
中
の
成
分
（
赤

血
球
や
血
色
素
）
が
少
な
い
。
つ

ま
り
血
が
う
す
く
な
っ
た
状
態
を

い
い
、
長
い
年
月
に
わ
た
る
偏
食
、

誤
ま
っ
た
食
習
慣
か
ら
お
こ
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

貧
血
か
ど
う
か
は
、
血
液
検
査

を
受
け
れ
ば
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。

も
し
、
貧
血
と
い
わ
れ
た
ら
…

一
、
卵
・
魚
・
肉
・
大
豆
等
、
蛋

白
質
に
富
ん
だ
食
品
を
毎
食
欠

か
さ
ず
と
り
ま
し
ょ
う
。

二
、
新
鮮
な
野
菜
、
特
に
色
の
こ

い
も
の
は
た
っ
ぷ
り
食
べ
ま
し

ょ
う
ノ
〇

場
で
、
昭
和
四
十
九
年
の
創
刊
号
か

ら
現
在
ま
で
の
広
鞍
の
歴
史
を
紹
介

し
た
と
こ
ろ
「
西
小
ぽ
ぷ
ら
」
は
先

進
的
な
広
報
紙
だ
と
し
て
大
い
に
評

価
さ
れ
、
三
人
と
も
胸
が
熟
く
な
る

感
激
を
覚
え
た
そ
う
で
す
。

付
け
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
差
し
出

し
が
遅
く
な
り
ま
す
と
元
旦
配
達
に

間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
遅
く
と
も
十
二
月
二
十
日
頃
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
番
号

は
も
ち
ろ
ん
、
子
供
さ
ん
に
出
す
場

合
は
0
0
方
と
世
帯
主
の
氏
名
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
に
ん
じ
ん
、
ピ
ー
マ
ン
、
に

ら
、
か
ぱ
ち
ゃ
、
ほ
う
れ
ん
草
）

三
、
鉄
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
食

品
は
多
め
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

（
レ
バ
ー
、
卵
の
き
み
、
の
り
、

チ
ー
ズ
、
ひ
じ
き
、
鯨
赤
身
…
）

四
、
一
食
一
食
を
大
切
に
／
．

レ
バ
ー
料
理
は
週
一
回
食
べ
ま

し
ょ
う
。
レ
バ
ー
を
し
ょ
う
が

汁
、
に
ん
に
く
、
牛
乳
等
に
ひ
た

し
、
く
さ
み
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

新
鮮
な
も
の
を
選
び
十
分
血
ぬ

き
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
婦

高
瀬
記

心
心
，
／
恐
0
、
心
む
、
｀
‘
f
‘
^
’
、
i
心
心
心
＇
む
＇
も
心
心

：
冗
店
ゞ
た
よ
ゲ

心
ダ
〉
ソ
ー
ダ
マ
心
ぐ
ゞ
心
：
）
区
、
も
さ
心
己
‘

あ
な
だ
は
健
康
に

自
信
が
あ
り
ま
す
か

第 5 回
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専
用
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

A

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

「
O
O
検
察
審
査
会
が
x
x

事
件
に

つ
い
て
不
起
訴
不
当
の
議
決
を
し
た
」

と
い
う
よ
う
な
報
道
を
よ
く
見
か
け

ま
す
が
、
検
察
審
査
会
と
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
か
。

B

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た
十
一
人
の
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、

検
察
官
が
し
た
不
起
訴
処
分
が
正
し

く
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
の
を
主
な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

A

そ
の
検
察
官
が
し
た
不
起
訴
処

分
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で

す
か
。

B

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど

の
刑
事
事
件
の
裁
判
は
、
検
察
官
が

事
件
を
起
訴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始

ま
る
の
で
す
が
、
あ
る
事
件
を
起
訴

す
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
検
察
官

に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
検
察
官
が
事

件
を
起
訴
し
な
い
こ
と
に
す
る
こ
と

を
不
起
訴
処
分
と
い
っ
て
い
ま
す
。

A

ど
の
よ
う
な
場
合
に
起
訴
し
な

救急車の事なら

027&7 

（コ）

SOヨヨヘ

検

昼
夜
を
と
わ
ず
、
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー

ポ
ー
と
近
所
へ
救
急
車
が
来
る
と
、

”
だ
れ
だ
ろ
う
り
”
ど
う
し
た
の
だ

ろ
う
＂
と
心
配
に
な
り
誰
し
も
早
く

知
り
た
い
も
の
。

時
と
し
て
サ
イ
レ
ン
の
音
を
聞
く

と
一
般
に
は
使
用
し
て
は
い
け
な
い

救
急
専
用
の
一
―
九
番
を
ダ
イ
ヤ
ル

い
の
で
す
か
。

B

起
訴
し
て
も
有
罪
に
な
る
だ
け

の
証
拠
が
十
分
で
な
い
場
合
に
は
、

も
ち
ろ
ん
起
訴
し
ま
せ
ん
し
、
証
拠

は
あ
っ
て
も
、
犯
罪
の
軽
重
や
情
状
、

犯
罪
後
の
状
況
、
犯
人
の
性
格
や
年

齢
、
境
遇
な
ど
か
ら
犯
人
を
処
罰
す

る
必
要
が
な
い
場
合
に
も
、
起
訴
し

な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

A

な
る
ほ
ど
。
し
か
し
、
そ
れ
で

は
、
事
件
の
被
害
者
な
ど
の
場
合
、

納
得
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
は

な
い
で
す
か
。

B

そ
う
で
す
ね
。
検
察
官
の
仕
事

は
大
変
重
要
な
も
の
で
、
検
察
官
は

常
に
厳
正
公
平
に
仕
事
を
す
る
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
が
、
沢
山
の
事
件

の
中
に
は
、
調
べ
が
足
り
な
か
っ
た

救
急
車
情
報
す
く
わ
か
り
ま
す

審
査
会

ー
該
当
す
れ
ば
自
分
で
申
請
を
—

し
て
来
る
人
が
あ
り
、
消
防
署
で
は

大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

館
林
消
防
本
部
通
信
指
令
室
で
は
、

み
な
さ
ま
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消

す
る
た
め
に
次
の
と
お
り
救
急
車
情

毎
年
、
優
良
自
動
車
運
転
者
の
表

彰
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
次

の
基
準
に
該
当
す
る
人
は
群
馬
県
警

察
本
部
長
と
群
馬
県
交
通
安
全
協
会

り
、
判
断
を
誤
っ
て
、
起
訴
す
べ
き

事
件
を
小
起
訴
に
す
る
と
い
う
こ
と

も
絶
対
に
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
場
合
の
た
め
に
、
検
察
審

査
会
が
設
け
ら
れ
、
検
察
官
が
し
た

不
起
訴
処
分
が
正
し
く
行
わ
れ
た
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

A

先
ほ
ど
の
お
話
し
で
す
と
、
審

査
員
は
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば

璽

定
/]  れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
よ

う
な
人
た
ち
に
、
法
律
の
専
門
家
で

あ
る
検
察
官
の
判
断
の
よ
し
あ
し
が

審
査
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

B

も
と
も
と
、
こ
の
制
度
は
、
検

察
官
が
し
た
不
起
訴
処
分
に
つ
い
て
、

一
般
市
民
の
健
全
な
常
識
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
な
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
審
査
員
と
し
て

報
に
関
す
る
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

救
急
の
問
合
せ
及
び
病
医
院
等
の

問
合
せ
に
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

~
0
1―
七
窄
ー
三
ー
五
六
九
九

優
畏
自
動
車
蓬
転
者
を
表
彰

連
合
会
長
連
名
の
表
彰
を
受
け
る
候

補
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
受
賞
を
希

望
す
る
方
は
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
の
発
行
す
る
無
事
故
・
無
違
反

は
、
そ
の
良
識
に
従
っ
て
判
断
を
さ

れ
れ
ば
足
り
る
わ
け
で
、
法
律
の
知

識
な
ど
は
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
件
に
よ
っ
て
は
、
法
律
ば
か
り
で

な
く
、
医
学
や
工
学
な
ど
の
知
識
を

必
要
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
学
者
、
弁

護
士
、
医
師
な
ど
の
専
門
家
の
助
言

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
心
配
は
い
ら
な

い
の
で
す
。

A

実
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
審
査
す
る
の
で
す
か
。

B

会
議
を
開
い
て
、
検
察
庁
か
ら

不
起
訴
と
な
っ
た
事
件
の
捜
査
記
録

を
取
り
寄
せ
て
調
べ
る
ほ
か
、
必
要

が
あ
れ
ば
、
被
害
者
や
目
撃
者
を
呼

ん
で
尋
問
す
る
な
ど
し
て
審
査
を
す

る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど
説
明

し
た
と
お
り
、
専
門
家
を
招
い
て
助

言
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

A

そ
れ
で
、
審
査
の
結
果
、
不
起

訴
処
分
が
間
違
い
で
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

証
明
書
を
添
え
て
申
告
し
て
く
だ
さ

‘`o ' 
▼
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
以
降
交

通
事
故
・
交
通
違
反
の
な
い
こ
と
。

マ
父
通
安
全
協
会
員
で
、
過
去
に
優
良

運
転
者
と
し
て
館
林
菩
察
署
長
・
館

林
交
通
安
全
協
会
長
の
表
彰
を
受
け

て
い
る
こ
と
。

▼
過
去
に
こ
の
表
彰
を
受
け
て
い
る

人
は
、
そ
の
日
か
ら
十
年
経
過
し
て

い
る
こ
と
。

▼
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
人

は
、
そ
の
日
か
ら
十
年
以
上
経
過
し

て
い
る
こ
と
。

〇
締
切
日
十
一
月
三
十
日

〇
受
付
場
所
館
林
警
察
署
交
通
課

B

捜
査
が
不
十
分
で
、
も
っ
と
捜

査
し
な
け
れ
ば
起
訴
か
不
起
訴
か
の

結
論
は
出
せ
な
い
は
ず
だ
と
い
う
よ

う
な
場
合
に
は
「
不
起
訴
不
当
」
と

い
う
議
決
を
し
ま
す
。
更
に
進
ん
で
、

起
訴
に
ふ
み
切
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
結
論
に
達
し
た
場
合
に
は
「
起
訴

相
当
」
と
い
う
議
決
を
し
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
を
不
起
訴
処
分
を
し
た

検
察
官
を
指
揮
監
督
す
る
検
事
正
に

通
知
し
ま
す
。

A

検
察
審
査
会
が
「
不
起
訴
不
当
」

や
「
起
訴
相
当
」
の
議
決
を
し
た
均

合
は
、
検
察
官
は
、
起
訴
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

B

検
察
審
査
会
の
議
決
に
は
、
裁

判
所
の
判
決
の
よ
う
な
拘
束
力
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
検
事
正
は
、
議
決
を

尊
重
し
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
再
検

討
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
起
訴
す
る

の
が
相
当
だ
と
い
う
結
論
に
達
す
れ

ば
、
起
訴
の
手
続
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

A

今
ま
で
、
検
察
審
査
会
が
審
査

館
林
交
通
安
全
協
会

交
通
セ
ン
タ
ー

※
無
違
反
証
明
書
の
手
続
き
は
警
察

や
駐
在
所
で
申
請
書
を
い
た
だ
き
、

記
入
後
郵
便
局
で
六
百
円
を
添
え
て

前
橋
の
セ
ン
タ
ー
に
振
込
ん
で
く
だ

さ
い
。水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
係
員
が

う
か
が
う
と
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

が
土
中
に
埋
も
れ
て
い
る
所
も
あ
り

ま
す
。

能
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
き
れ
い
に
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

ど
の
く
ら
い
あ
る
の

し
た
事
件
は
、

で
す
か
。

B

検
察
審
査
会
が
で
き
て
か
ら
今

年
で
一
二
十
二
年
に
な
る
の
で
す
が
、

こ
の
間
に
審
査
し
た
事
件
は
六
万
件

近
く
あ
り
、
検
察
審
査
会
の
議
決
の

結
果
、
検
察
官
が
起
訴
し
た
事
件
も

八
百
件
近
く
に
上
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
判
決
で
懲
役
八
年
と
い

う
重
い
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
例
も
あ

り
ま
す
。

A

な
る
ほ
ど
、
検
察
審
査
会
が
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
も
し
、
犯
罪

の
被
害
者
に
な
り
、
検
察
官
の
不
起

訴
処
分
に
納
借
で
き
な
い
場
合
に
は
、

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
よ
い
の
で

す
ね
。
し
か
し
、
申
立
て
を
す
る
に

は
、
費
用
が
掛
か
る
の
で
は
な
．
い
で

す
か
。

B

い
い
え
‘
申
立
て
に
は
一
切
費

用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
点

も
心
配
要
り
ま
せ
ん
。

水
道
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
き
れ
い
に
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十
月
五
日
明
中
校
庭
に

お
い
て
、
第
二
回
明
和
村

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
村
民
に
防
災
、

特
に
火
災
に
対
す
る
意
識

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
日

婦
人
消
防
隊
が
テ
ン
プ
ラ

ナ
ベ
に
火
が
入
っ
た
と
い

う
想
定
で
消
火
し
た
り
、

自
動
車
火
災
の
消
火
訓
練

な
ど
に
つ
い
て
行
い
ま
し

こ
。t
 

『
火
事
を
出
す
の
も
防
ぐ

の
も
あ
な
た
で
す
』
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

第
二
回
防
災

訓
練
の
実
施

ミ
ニ
・
シ
ク
ラ
メ
ン
？

「
オ
ヤ
、
こ
れ
は
ミ
ニ
の
シ
ク
ラ

メ
ン
」
「
い
い
え
、
ち
が
う
の
で
す

ょ
」
「
こ
れ
は
、
今
あ
る
シ
ク
ラ
メ

ン
の
原
種
で
す
」
と
、
必
ず
と
い
っ

チ
ガ
イ
マ
ス

て
い
い
ほ
ど
、
こ
の
よ
う
な
決
ま
っ

た
会
話
が
行
わ
れ
る
と
い
う
千
津
井

の
野
本
伊
勢
松
さ
ん
宅
の
シ
ク
ラ
メ

ン
ハ
ウ
ス
。

こ
の
原
種
の
シ
ク
ラ

メ
ン
の
特
徴
は
球
根
か

ら
花
ま
で
が
約
十

C
mと

短
く
、
花
の
色
も
ピ
ン

ク
系
が
主
で
色
も
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

最
初
の
年
だ
け
花
と
葉

が
同
時
に
出
る
が
そ
の

後
は
、
花
が
咲
き
終
え

る
と
、
今
度
は
如
杢
が
出

る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
原
野
の

小
さ
な
シ
ク
ラ
メ
ン
を
、

長
年
の
改
良
に
よ
っ
て

今
の
よ
う
に
大
型
に
、

そ
し
て
色
も
多
く
咲
く

よ
う
に
し
た
の
で
す
ね
。

消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
購
入

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て

火
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
、
火
災
の
発
生
が
予
想

さ
れ
る
の
で
消
防
他
設
の

整
備
、
充
実
を
図
る
た
め

に
、
村
で
は
消
防
第
一
分

団
（
東
部
）
に
消
防
ポ
ン

。
フ
自
動
車
（
購
入
価
格
六

百
五
万
円
）
を
購
入
し
ま

し
た
。

十
月
二
十
五
日
、
真
新

し
い
自
動
車
の
前
で
村
長

が
車
の
カ
ギ
を
斉
藤
支
団

長
に
正
式
に
渡
し
、
そ
の

場
で
放
水
実
験
、
そ
し
て

次
の
日
に
は
配
置
さ
れ
る

第
一
分
団
の
消
防
団
員
全

員
が
操
作
の
方
法
を
勉
強

し
ま
し
た
。

イ
イ
エ
、

この感知機で車が来たのがわかります。

東小 6 年西組の児童が

6,503円寄付

半
感
応
式
信
号
機
を
設
置

東
小
学
校
前
の
県
道
を
西
に
行
っ

た
交
差
点
に
、
こ
の
ほ
ど
半
感
応
式

信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
信
号
機
は
写
真
説
明
の
よ
う

に
、
車
が
来
る
と
自
動
的
に
感
知
し

て
、
進
行
方
向
の
信
号
が
赤
か
ら
青

に
な
る
も
の
で
す
。
（
南
北
の
進
行

は
通
常
信
号
は
青
で
す
）

き
ち
ん
と
停
止
線
で
止
ま

ら
な
い
と
感
知
し
な
い
の

で
、
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
赤
で
進
む
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で

正
し
い
位
置
に

停
止
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
停
止

線
付
近
に
は

絶
対
に
駐

車
を
し
な
い

で
く
だ
さ

、
。
し

東
小
六
年
西
組

の
児
童
二
十
三
人
は

赤
い
羽
根
の
共
同
募
金

に
六
千
五
百
三
円
の
浄
財

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
児
童
の
一
人
で
あ
る
新

井
美
樹
ち
ゃ
ん
が
中
心
に
な
っ
て

：
恵
ま
れ
な
い
人
に
募
全
を
し
よ
う
』

と
数
人
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
あ

っ
と
い
う
間
に
ク
ラ
ス
全
員
に
広
が

り
そ
れ
で
は
募
金
箱
を
置
く
事
に
決

定
し
、
ビ
ン
の
上
に
は
『
愛
の
募
金
、

ぱ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で
、

め
ぐ
ま
れ
な
い
人
た
ち
を
救
お
う
』

と
書
い
て
教
室
の
隅
に
置
い
た
と
こ

ろ
、
児
童
達
か
自
分
の
こ
す
か
い
の

中
か
ら
、
自
主
的
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
知
っ
た
担
任
の
須
藤
先

生
も
「
い
い
事
は
積
極
的
に
ど
し
ど

し
し
な
さ
い
」
と
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ソ
。
フ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
六
千

五
百
三
円
の
心
の
こ
も
っ
た
浄
財
が

集
ま
っ
た
も
の
で
す
。
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ダ
イ
ヤ
ル
の
途
中
や
回
し
終
わ
血

っ
た
時
に
プ
ー
。
フ
ー
と
い
う
短
い
皿

断
続
音
が
聞
こ
え
た
ら
途
中
の
線
皿

が
ふ
さ
が
っ
て
い
る
と
い
う
知
ら
皿

せ
で
す
。

ま
た
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
終
え
血

て
も
、
し
ば
ら
く
呼
出
音
や
話
中
皿

音
が
出
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
、
血

こ
れ
は
故
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
血

ら
、
そ
の
ま
ま
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
ル
は
タ
ダ
回
す
の
で
は
叫

な
く
、
耳
で
い
ろ
い
ろ
な
状
況
を
皿

た
し
か
め
な
か
ら
回
す
と
い
っ
た
血

方
か
正
し
い
ダ
イ
ヤ
ル
マ
ナ
ー
で
血

し
ょ
う
。

赤
い
羽
根
の
共
同
募
金
皿

ゞ

あ
り
力
と
う
皿

ヽ
赤
い
叫
根
共
同
募
金
運
動
は
‘
叩

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
八
血

十
七
万
七
干
五
百
九
卜
四
円
の
浄
皿

財
か
集
ま
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
皿

の
ご
協
力
あ
り
か
と
う
ご
さ
い
ま
血

し
た
。

々号話器

ー
タ
イ
や
ル
中
は

受
話

O
D子を
目
に
1

3
 

＿
プ
ロ
ラ
オ
ン
メ
干L
:
0
1
z
 

遠
い
将
来
の
こ
と
で
も

口と~I:民年金
と団'j,'·たを）Ju き国
にJ'ー故と｀滞人は民
な年にき納のす年
i)全あにし手み全
まなつ‘て続まの
すど↑どし‘きし加
゜が：齢まをた人
受き年すしかの
けに全と、な゜手 令

が
大
切
で
す

「
あ
の
と
き
加
入
の
手
続
き
を
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
、
あ
と
て

く
や
む
こ
と
の
な
い
よ
う
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
全
に
は
‘
必
す
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
当
然
加
入
」
と
‘

希
望
す
れ
ば
加
人
で
き
る
「
希
望
加

人
」
と
か
あ
り
ま
す
。

＂
闘
駐
〗

I

病
気
見
舞
い
は

思
い
や
り
の
言
葉
で
力
づ
け
を

病
気
見
舞
い
に
は
‘
心
の
こ
も
本
人
か
退
屈
し
て
話
し
相
手
を
欲

っ
た
思
い
や
り
の
あ
る
言
葉
遣
し
か
っ
て
い
る
よ
う
な
時
に
は
、

い
で
相
手
を
力
づ
け
る
こ
と
か
大
面
白
い
世
間
品
や
知
人
の
消
息
な

切
で
す
。
よ
く
仙
わ
れ
る
言
い
方
ど
か
い
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
病

に
は
、
「
お
か
げ
ん
は
い
か
か
て
人
の
神
経
に
さ
わ
る
よ
う
な
活
題
、

す
か
」
「
日
ご
ろ
の
お
疲
れ
か
出
人
か
叱
ん
だ
話
な
ど
は
避
け
る
よ

た
の
で
し
ょ
う
」
「
何
と
い
っ
て
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
体
か
第
i
で
す
か
ら
、
十
分
ご
病
状
に
つ
い
て
は
、
柄
人
の
方

養
生
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
」
「
こ
で
聞
い
て
も
ら
い
た
か
っ
て
い
る

病
気
と
伺
っ
て
案
じ
て
お
り
ま
し
場
合
は
別
と
し
て
、
こ
ち
ら
か
ら

た
か
、
お
顔
色
も
よ
く
、
奥
さ
ま
余
り
立
ち
入
っ
て
尋
ね
る
の
は
遠

の
話
で
は
経
過
も
お
よ
ろ
し
い
と
咆
し
た
い
も
の
で
す
。
本
人
に
会

の
こ
と
で
何
よ
り
で
す
」
「
も
と
わ
ず
に
‘
付
き
添
い
の
家
族
の
人

も
と
お
丈
夫
な
の
で
す
か
ら
、
お
に
見
舞
い
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る

医
者
さ
ん
の
言
う
と
お
り
に
し
て
と
き
に
も
「
本
当
に
ご
心
配
で
い

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
す
ぐ
な
お
り
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
ょ
う
」
「
お
疲

ま
す
よ
」
・
・
・
・
・
・
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
れ
の
こ
と
で
し
ょ
う
」
な
ど
‘
看

安
静
が
必
要
な
病
人
に
長
話
は
病
に
疲
れ
て
い
る
相
手
を
い
た
わ

禁
物
で
、
見
舞
い
の
時
間
は
短
い
る
言
葉
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

方
が
無
難
で
す
。
病
気
か
軽
く
‘
し
ょ
う
。

当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

日
本
国
民
で
‘
厚
生
年
命
や
共
済
組

合
な
ど
の
被
用
者
年
金
制
度
に
加
入

し
て
い
な
い
農
業
や
商
業
な
ど
の
自

営
薬
者
で
す
。

ま
た
、
希
望
加
入
の
対
象
者
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や
昼
間
部

の
学
生
な
ど
で
す
。

国
民
年
令
の
加
入
の
届
け
は
、
本

人
か
自
主
的
に
届
け
出
て
い
た
だ
＜

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
な

た
か
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
対
象
者
で
あ
り
な
か
ら
、
ま
だ
加

入
の
手
続
き
を
し
て
い
な
け
れ
ば
今

す
ぐ
役
場
住
民
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
中
谷
の
坂
上
い
そ
さ
ん
は
恵
ま
れ

な
い
人
の
為
に
仙
っ
て
く
だ
さ
い
と

社
会
椙
祉
協
議
会
へ
千
六
付
．
―
-
十
円

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
小
ギ
バ
ン
ド
（
代
表
小
平
健
一
）

は
公
民
館
に
備
え
て
く
だ
さ
い
と
‘

ス
チ
ー
ル
陳
列
ロ
ッ
カ
ー
（
九
万
円

相
当
）
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
大
輪
の
早
川
水
門
さ
ん
は
米
弄
記

念
と
し
て
社
会
幅
祉
協
議
会
の
奉
仕

銀
行
へ
十
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
1
1
1の
や
ろ
う
会
（
会
長
山
田
隆

夫
）
は
社
会
伽
祉
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
、
社
会
椙
祉
協
議
会
ヘ
一
万

円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
公
民
館
で
不
用
の
オ
モ
チ
ャ
か
あ

っ
た
ら
譲
っ
て
く
だ
さ
い
と
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
み
な
さ
ま
方
か
ら
多

数
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠

に
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
び
た
だ
し
松
の
花
粉
は
風
に
乗
り

何
処
へ
行
く
か
已
も
知
ら
す石

崎
い
く
子

隣
り
田
の
穂
ば
ら
み
映
し
て
お
も
だ

か
の
花
咲
き
て
を
り
減
反
の
田
は

石
村
艶
子

夏
の
陽
に
透
け
る
か
ご
と
の
黒
揚
げ

羽
夕
闇
に
舞
ふ
蛾
の
悲
し
さ江

森
征
子

ま
ろ
や
か
に
紅
葉
な
し
た
る
道
南
の

真
線
道
路
は
海
と
並
べ
り始

沢
良
子

寺
庭
の
木
蔭
に
遊
び
し
大
い
て
ふ
歴

史
は
絶
え
ず
愛
の
鐘
な
る

篠
木
よ
し

秋
霜
に
這
ひ
し
端
草
の
節
ぶ
し
に
生

き
残
る
す
べ
か
白
き
根
の
生
ふ

砂
賀
久
美
子

世
さ
り
し
母
か
残
せ
し
バ
ラ
一
輪
垣

に
た
わ
む
れ
今
日
も
勝
れ
て薗

部
き
よ
子

州
国
の
た
め
花
咲
く
青
春
を
知
ら
ず

し
て
棒
げ
し
乙
女
よ
姫
百
合
の
塔

立
川
ツ
ヤ
子

山
茶
花
の
音
な
く
散
り
て
友
逝
き
ぬ

幼
な
に
如
何
に
心
残
せ
し

立
川
ふ
さ

炭
し
か
り
し
義
兄
逝
き
ま
せ
る
今
に

し
て
報
は
ざ
る
ま
ま
を
思
ひ
て
ゐ
た

｀
ー
，

立
川
文
子

嵐
過
ぎ
て
茎
乱
れ
咲
く
コ
ス
モ
ス
の

芯
の
強
き
に
亡
祖
母
の
性
恋
ふ

橋
本
洸
子

歯
に
あ
て
て
雪
の
香
深
き
り
ん
ご
に

て
遠
き
妙
高
の
想
い
出
た
ど
る

・
奈
良
原
宣
子

蜻
追
ふ
手
の
重
な
り
て
母
と
子
の
笑

ひ
流
る
る
む
ら
草
の
道

野
ロ
タ
カ

ば
ら
色
の
空
を
自
由
に
秋
あ
か
ね
足

萎
え
の
叔
母
見
舞
ふ
帰
り
路野

村
初
枝

子
と
走
り
足
跡
の
こ
る
利
根
の
川
原

に
ポ
ン
ポ
ン
船
の
激
し
そ
の
音

横
塚
純
江

た
ま
さ
か
に
女
な
り
し
と
化
粧
せ
ど

紅
落
ち
つ
か
ぬ
顔
つ
く
づ
く
と
見
つ

議
川
千
秋

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
巡
者
続
柄
地
区
誕
生
日

該
木
絵
理
香
汲
彦
長
女
中
谷

9

月

2
7日

栗
椋
窄
J
英
冶
長
女
大

M

貰

9

月

3
0日

森
旧
純
．
良
，
千
長
男
上
江
黒

1
0月
7

日

柴
崎
裕
．
夫
艮
男
下
江
黒

1
0月
9

日

柿
沼
健
文
雄
長
男
上
江
黒

1
0月
9

日

籾
山
幸
f
章
夫
ー
女
了
津
井

1
0月
9

日

木
村
理
心
布
司
長
女
江
口

1
0月
1
1日

出
見
竣
J
功
長
女
＋
合
田

1
0月
1
7日

柴
崎
男
ー
一
男
長
男
下
江
黒

1
0月
1
8日

関市今柴石立消 I 
口川成崎川川水氏

兼死
したし、・か 次名亡
いかと男祢可郎 1 

81 92 84 0 82 65 83 芯

昭 義雌栢福：：：：：：：世
弘府 は帯

ー ー ニ丸司新主

（
敬
称
略
）

地
区
死
亡
月
日

矢
島

9

月

3
0日

梅
原

1
0月
6

日

ヽ

江
口

1
0月
1
1日

下
江
黒
1
0月
罪
日

江
口

1
0月
2
1日

新
里

1
0月
2
9日

下
江
黒

1
0月
3
1
1
1

あ
め
t
よ
｀

：
｀
衣
<
f
升
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10月の

一責ク
救急車出動回数
●交通事故 4 件
●急病 11 件

●その他 2 件

計 17 件

謬
館林邑楽地区 館林地区 明和

産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区
日

浜野医院小倉医院大島歯科 増田医 塁〇 (2) 1387 寺内医院 館林地目が11 月 23 日

曜
ft 02768 (8) 5678 ft 02767 (2) 0606 ft 02767 (2) 4720 阿久津医 ft (2) 3315 ft 02767 (2) 3031 担します

11 月 30 日
白沢医院原 医 院がりテーンタ）； 田内医院a(2)3855 礫川堂医院 小西医院

当 ff 02767 (2) 1600 ff 02767 (2) 1936 ft 02768(8髭066 須田医院ff(2) 0862 合 02767(4)0184 ft 027686-2261 

12 月 7 日
落合医院大神医院大川歯科 多々良診療所ff(2)3060 永寿堂医院 竹越医院

番 ff 02767 (2) 0160 ff 0276 (62) 2200 ff 02768 (8) 0650 大塚医院ft(2) 0176 ft 02767 (2) 4464 ft 027684-3137 

12 月 14 日
根岸医院小倉医院兼原歯科 後藤（愛）医院云（2)0134 海宝医院 江口医院

医 ff 02767 (2) 3262 ff 02767 (2) 0606 ff 02767 (2) 1700 ゆたか医院ft(3) 7308 云 02767(2)3155 ff 027686-3201 

12 月 21 日
古ff屋027（6恒(6）3 医院後藤康生医院神永歯科 上野晶院!!(2)3330 津 0久276井7(2医)33 院 館林地誓が

) 6161 ft 02767 (2) 3975 ft 02767 (2) 2053 後藤康 院云（2)3975 云 16 担します 時

昭
和
五
十
六
年

産
麦
の
種
ま
き
時

期
に
入
り
ま
し
た

が
、
有
利
な
転
作

品
目
と
し
て
本
年

も
相
当
量
の
作
付

け
か
行
わ
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

麦
は
十
ア
ー
ル

以
上
の
作
付
け
か

あ
り
ま
す
と
、
当

然
共
済
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
年

々
被
害
検
見
に
な

り
ま
す
と
、
申
告
さ
れ
て
い
な
い
も

の
が
出
て
来
て
お
り
ま
す
の
で
‘
忘

れ
ず
に
申
告
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

I I 月 30 日までに

麦の共済申告を
ポリオ（小児マヒ）
生ワクチン投与

ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ

ン
投
与
か
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
。

該
当
者
に
は
通

知
を
差
し
上
げ
ま

す
か
、
も
し
届
か

な
か
っ
た
り
、
す

で
に
他
の
市
町
村

で
実
施
さ
れ
た
方

は
役
場
保
健
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ

、
。

し▼
日
時
十
一

月
二
十
六
日
、

午
後
一
時
三
十
分

か
ら
二
時
ま
で

▼
会
場
中
央

公
民
館

▼
該
当
者

卓
球
大
会
の

参
加
者
募
集

ル
ス
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、
三

セ
ッ
ト
ニ
十
一
本
勝
負

▼
申
し
込
み
公
民
館
事
務
局
へ
十

一
月
二
十
五
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

、

―
み
ん
な
で
協
カ
・
歳
末
助
け
合
い
運
動
~

'
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今

月
の
納
め

• ▼月

胃 日例
時,行-

役 門 H 政
場砂弟 月 ....--
三 午後 1日7 権人
会 3'-""

塁口で篇10 相談

五
十
四
年
八
月
一

五
年
七
月
三
十
一

た
者

▼
そ
の
他

日
か
ら
昭
和
五
十

日
ま
で
に
生
ま
れ

未
実
施
者
は
満
四
＂
戌
未

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

.
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A心

両
も
な
く
正
月

哀
札
・
郵
便
受

＾
ト

げ
は
必
ず
つ
け
て
卜

R

ぷ
芯
U
ま
し
ょ
う
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こ
の
た
び
‘
館
林
調
停
協
会
主
催

の
「
調
停
相
談
会
」
か
開
催
さ
れ
ま

交
通
事
故
‘
t
地
、
家
屋
の
こ
と
‘

家
庭
内
（
夫
婦
、
親
子
、
相
続
）
の

こ
と
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

無
料
で
弁
渥
士
と
調
停
委
員
が
相

談
に
応
し
、
秘
密
は
か
た
＜
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

▼
日
時
十
一
月
二
十
七
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
館
林
酒
販
会
館

（
館
林
文
化
会
館
南
）

…
t
t
§
:
…
屯
屯
屯
…
…
…
…
一
鼠
璽
＇
屯
…
屯
屯
；
屯
屯
…
…
…
…
；

彙
立
震
業
大
学
校
生
徒
婁
集
一

昭
和

な
お
‘
昭
和
五
十
六
年
産
の
キ
ロ

当
た
り
の
共
済
価
格
は
百
七
十
六
円

と
な
り
ま
す
。

共
済
の
申
告
を
し
ま
せ
ん
と
、
水

田
裏
作
麦
作
付
け
奨
励
金
及
び
転
作

の
対
象
に
原
則
と
し
て
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
は
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
用
紙
は
農

事
組
合
長
さ
ん
が
配
付
い
た
し
ま
す
。

▼
期
日
十
二
月
七
日

▼
会
場
明
和
中
学
校
体
育
館

▼
時
間
午
前
九
時
試
合
開
始

▼
対
象
中
学
生
以
上

▼
試
合
方
法
シ
ン
グ
ル
及
び
ダ
ブ

農
業
大
学
校
は
地
域
の
農
村
・
農

業
に
密
着
し
た
中
堅
指
導
者
の
養
成

を
目
指
し
て
‘
高
等
学
校
の
卒
業
生

を
対
象
に
二
年
間
の
教
育
を
行
っ
て

い
る
学
校
で
す
。

米
年
度
も
次
の
と
お
り
入
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
農
学
科
三
十
人
‘
蚕

業
学
科
二
十
人
、
農
業
協
同
組
合

経
営
学
科
二
十
人

▼
願
書
受
付
来
年
一
月
十
六
日
か

ら
一
月
三
十
一
日
ま
で

▼
そ
の
他
出
願
書
顆
な
ど
の
請
求

や
詳
し
い
こ
と
は
農
業
大
学
校
（

c
o
二
七
ニ
ー
六
九
ー
九
―
二
四

）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
十
分
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め
は
固
定
資
産
税

第
四
期
、
個
人
事
業
税
第
二
期
、

国
民
年
金
第
三
期
及
び
水
道
使

用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
五
日
東
部
児
童
館

I
I

斗
合
田
集
落
（
セ
）

二
十
六
日
中
央
公
民
館
和
室

二
十
七
日
明
和
農
協
第
一

I
I

矢
島
公
民
館

満
に
限
り
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
看
護
学
生
募
集
一

館
林
高
等
石
追
学
院
で
は
‘
来
年

の
看
晶
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

▼
募
集
人
員
．
二
十
名

▼
応
募
資
格
高
等
学
校
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
女
子
、
矯
正
視

ヵ
0
・
八
以
上
、
身
長
百
四
十
五
e
m

以
上
、
体
重
四

0
k
g
以
上

▼
願
書
受
付
来
年
一
月
五
日
か
ら

一
月
二
十
三
日
ま
で

▼
受
験
料
二
千
円

▼
修
業
年
限
三
ヵ
年

詳
し
く
は
館
林
高
等
看
護
学
院
（

€
JO
二
七
六
七
ー
三
ー
七
一
七
五
）

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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戦没者追悼式にて

十
一
月
に
入
り
ま
す
と
急
に
寒
さ

を
感
じ
そ
ろ
／
＼
外
に
は
木
枯
し
が

吹
き
始
め
可
愛
い
山
茶
花
の
花
び
ら

を
揺
さ
振
り
ま
す
。

こ
の
頃
に
な
る
と
炉
開
き
で
す
。

茶
事
で
は
四
季
の
う
ち
夏
か
ら
秋
迄

は
風
炉
（
ふ
ろ
）
を
使
い
冬
か
ら
春

迄
炉
を
用
い
ま
す
。

夏
季
は
客
か
ら
火
を
遠
ざ
け
涼
し

さ
を
…
…
。
冬
季
は
客
に
火
を
近
づ

け
暖
か
さ
を
…
…
。
と
云
う
意
味
で

す
。冬

季
に
入
っ
て
初
め
て
炉
を
用
い

る
こ
と
を
炉
開
き
と
い
い
ま
す
。
風

炉
の
点
前
（
て
ま
え
）
か
ら
炉
の
点

前
に
移
り
道
具
の
配
置
も
変
り
と
ま

ど
う
も
の
で
す
。

昔
は
夏
を
越
し
て
貯
え
ら
れ
た
茶

壺
の
封
を
切
る
こ
と
を
「
口
切
」
と

い
っ
て
茶
家
の
重
要
行
事
と
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
「
立
冬
」

の
前
後
が
炉
開
き
で
す
。
開
炉
か
ら

炉
の
終
る
ま
で
の
間
は
冬
と
春
と
の

期
間
。
こ
の
頃
が
お
茶
の
味
が
よ
ろ

し
く
芳
香
で
す
。

低
い
し
ず
か
な
釜
の
煮
え
た
ぎ
る

音
を
き
き
な
が
ら
の
茶
会
は
炉
な
ら

で
は
の
暖
か
み
と
優
雅
さ
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
す
。

※
こ
の
文
は
上
江
黒
、
牛
久
保
美
江

さ
ん
の
寄
稿
文
で
す
。

ろ

炉開き
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安全速唐を

十
二
月
は
、
忘
年
会
な
ど
何
か
と
故
か
ふ
え
ま
す
。

酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
、
酒
酔
い
運
「
あ
ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ

転
や
酒
気
帯
び
運
転
に
よ
る
交
通
湛
た
の
で
」

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
‘
-

「
少
し
し
か
飲
ん
で

ーー

誓
口
]
]
]
]

「
口
[
]
と
」
了
]
j
x
]
<
t

□L 道
路
交
通
法
は
「
何
人
も
、
酒
気

を
帯
び
て
自
動
卓
、
原
動
機
付
自
転

卓
等
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

定
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
の
程
度
に

か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
泊
飲
酒
運
転

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

酒
気
帯
び
運
転

血
液
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
、

0
•
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
、
呼
気
の
場
合

は
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
い
て

O
·

二
五

運
転
免

ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
い
い
ま
す
。

ど
の
程
度
の
飲
酒
量
で
、
こ
の
血

中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
に
な
る
か
と
い

い
ま
す
と
、
一
般
的
に
は
、
日
本
酒

（
一
級
）
な
ら
―
1
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
（
約
一
・
一
合
）
ビ
ー
ル
な
ら
七
六

0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
（
約
一
・
ー
一
本
）
ウ

イ
ス
キ
ー
（
四
十
度
）
な
ら
八

0
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
の
量
を
二
十
分

1
-
i
-
+

分
間
で
飲
ん
だ
場
合
表
わ
れ
ま
す
。

〈
罰
則
〉
ニ
ヵ
月
以
下
の
徴
役
ま

た
は
二
万
円
以
下
の
罰
金

〈
違
反
点
数
〉
六
点
で
、

許
は
停
止
さ
れ
ま
す
。

飲
酒
の
影
響
で
正
常
な
運
転
が
で

き
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
血
中
ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
に
関
係
な
く
‘
つ
ま
リ

飲
酒
量
に
関
係
な
く
酒
酔
い
運
転
と

な
り
ま
す
。

〈
罰
則
〉
二
年
以
下
の
徴
役
ま
た

酒
酔
い
運
転

す
べ
て
の
飲
酒

運
転
を
禁
止
”
~

い
よ
3
C

、
fr

f
i
、
“
，
心
〖
〉
＇
、
（
が
合
、
さ
‘
吠
こ
ふ
‘
吋
：
｀
咲
、
姦
さ
唸
恣
．
心
豆
．
姦
◇

9

〉
｛
芯

□

酒
を
飲
ん
た
ら
竺
口
言
[
:
只
三
三

c

□

ロ
ロ
ロ
ー
ロ
／
運
転
は
ナ
シ
ョ
”
し

（
｀
＇
：
各
令
{
]
}
.
9

り
今
ぃ

‘
r
f
ヽ
／
ゞ
＇
・
[
r
9
‘
ヽ
｀
；
＇
、
4
x
,
}
/
`
‘
[
:
“
、
、
ご

7

心
心
℃5
9

最近甚本的な）し—ルを守らないため
死亡事故が激増しています。
安全運転5則＂を実行し、
悲I参お頃墓故となくしましょう。

は
五
万
円
以
下
の
罰
金
。

ヘ
違
反
点
数
〉
十
五
点
で
、
こ
の
違

反
だ
け
で
運
転
免
許
は
取
り
消
さ
れ

ま
す
。卓

に
乗
っ
た
ら
、
ま
ず
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な

さ
ん
‘
忘
れ
ず
に
い
つ
も
着
用
し

て
い
ま
す
か
°
·

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
車

に
乗
る
人
の
だ
れ
一
人
と
し
て
、

交
通
事
故
の
危
険
か
ら
免
れ
て
い

る
人
は
お
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の

も
、
あ
な
た
が
、
い
く
ら
安
全
運

転
の
ル
ー
ル
を
守
る
優
秀
な
運
転

な
が
ら
酒
類
を
提
供
し
、
ま
た
は
飲

酒
を
す
す
め
ま
す
と
、
そ
の
人
も
罪

に
問
わ
れ
ま
す
。

「
乗
る
な
ら
飲
ま
す
な
」
を
ぜ
ひ

守
り
ま
し
ょ
う
。

車
で
あ
っ
て
も
事
故
に
遭
う
こ
と

が
あ
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
‘
酒

酔
い
運
転
や
信
号
無
視
を
す
る
。

い
わ
ゆ
る
“
無
謀
運
転
者
“
に
衝

突
さ
れ
て
は
防
ぎ
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。

卓
に
乗
る
人
は
だ
れ
で
も
‘
常

に
死
傷
の
危
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
こ
う
し
た
事
故
か

ら
わ
か
身
を
守
っ
て
く
れ
る
の
も
、

そ
れ
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
す
。

あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
調
査

に
よ
る
と
‘
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し

て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
死
亡
事
故

は
、
時
速
九
十
六
キ
ロ
を
超
え
て

初
め
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
死
亡
事
故
は

十
九
・
ニ
キ
ロ
と
い
う
自
転
車
な

み
の
速
度
で
も
起
き
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
デ
ー
タ
は
衝
突
し
た
と

き
の
衝
撃
が
い
か
に
大
き
い
か
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

車
に
乗
っ
た
ら
す
ぐ
に
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
し
ま
し
ょ
う
。

垂
つ
だ
ら
弓
ぐ
口

シ
ー
ト
ベ
ル
ド
を

時
速
2
0
キ
ロ
で
も
死
亡
事
故

•• 

な
お
、
運
転
す
る
こ
と
を
承
知
し
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第
三
位
と
大
健
闘

日
頃
運
動
不
足
が
ち
な
壮
年
層
に

運
動
の
必
要
性
と
体
力
の
向
上
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
た
第
四
回
県
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
明
和
チ
ー
ム

が
C

プ
ロ
ッ
ク
で
第
三
位
と
な
り
ま

し
た
。こ

の
大
会
に
各
市
町
村
の
代
表
七

十
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

市
村
正
男
さ
ん
を
監
督
と
す
る
明
和

チ
ー
ム
は
、
一
回
戦
で
二
十
一
対
ニ

と
い
う
大
差
で
笠
懸
ク
ラ
プ
（
笠
懸

村
）
を
、
二
回
戦
で
は
、
十
対
九
と

一
点
差
で
長
良
会
（
館
林
市
）
を
敗

り
、
準
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
が
新

井
団
地
（
高
崎
市
）
に
惜
し
く

も
四
対
八
で
敗
退
し
ま
し
た
。

敗
退
し
た
と
は
い
え
、
強
豪

ひ
し
め

<
C

ブ
ロ
ッ
ク
（
十
九

チ
ー
ム
）
で
第
三
位
と
い
う
輝

か
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

須
賀
と
中
谷
チ
ー
ム
で
し
た
。

マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
十
一
月
二
日
、
明
和
中
学

校
庭
で
十
五
チ
ー
ム
の
参
加
を

得
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
十
一
月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
第
二

そ
の
結
果
、
優
勝
は
矢
島
・
十
四
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

入
ヶ
谷
、
二
位
大
佐
貫
、
三
位
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

l==========-============-=====-============================-=======-======-===========-============================ 

に
酒
井
く
ん

矢稲新斗下中梅田須千大江上南大

島 島は呂
入荷 合江 愛 津輪生ポ大佐
ヶ好； • 
谷山里田黒谷原会賀井下プ C 島貫

ー
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
ー

先
月
号
の
広
報
紙
で
、
県
の
選
挙

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
酒
井
宏
＜

ん
が
三
等
に
入
賞
し
全
国
審
査
に
送

ら
れ
た
と
、
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

全
国
審
査
の
結
果
、
酒
井
君
の
作
品

が
中
学
校
の
部
で
『
特
選
』
と
な
り

ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
応
募
作
品
は
全
国
の

小
・
中
学
校
・
高
校
を
合
わ
せ
て
、

六
千
十
三
校
か
ら
二
十
四
万
四
千
七

百
五
十
五
点
あ
り
ま
し
た
。

今
全
国

一
般

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ママさんバレーボール大会結果

I 

0 0 

ー
県
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ー

体
育
協
会
主
催
の
魚
つ
り
大
会
が

十
一
月
三
日
、
谷
田
川
の
斗
合
田
橋

か
ら
飯
野
排
水
機
場
の
間
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
風
が
強
く
身
を
縮
め
な

が
ら
の
釣
り
大
会
で
し
た
が
、
百
十

六
人
の
釣
り
天
狗
が
集
ま
り
、
フ
ナ

を
中
心
に
釣
り
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

魚
つ
り
大
会
の
成
績
（
十
位
ま
で
）

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。
（
敬
称
略
）

▼
優
勝
田
口
忠
雄
（
卜
江
黒
）

マ
一
位
落
合
清
（
須
賀
）

マ
ニ
位
柿
沼
一
郎
（
下
江
黒
）

▼
四
位
大
牧
清
人
（
大
輪
）

▼
五
位
山
岸
金
重
（
矢
島
）

▼
六
位
矢
島
希
一
（
田
島
）

▼
七
位
石
村
藤
一
（
大
佐
貫
）

▼
八
位
池
田
尋
亮
（
大
輪
）

▼
九
位
田
部
井
喜
雄
（
梅
原
）

▼
十
位
鯉
沼
実
（
川
俣
）

※
二
位
の
落
合
さ
ん
は
千
九
百
二
十

弩
の
鯉
を
釣
り
あ
げ
大
物
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。

魚
つ
り
大
会
結
果

女子の部

' ゜

村民バレーボール大会
男子の部
2 

愛
好
会

江
口
新
生
ク
ラ
ブ

明
和
中

西
幼
稚
園

役
易

•~ 

明
和
ク
ラ
プ

ボ
ル
シ
ア

M
G

．
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・

緑
親
会

役
場
ヤ
ン
グ
タ
ウ
ン
七
ミ
ナ
ー

ー
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

B

上
江
黒

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

A

も
う
―
つ
の
効
果

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
効
果
は
、
か
な
り
疲
労
が
た
ま
る
こ
と
が
わ

事
故
に
あ
っ
た
と
き
の
「
身
体
の
か
り
ま
す
。

安
全
保
護
」
に
あ
る
こ
と
は
い
う
〔
呼
吸
数
〕

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
同
時
に
、
平
常
時
の
呼
吸
数
は
、
一
分
間

ド
ラ
イ
バ
ー
の
「
疲
労
軽
減
効
果
」
に
十
五
ー
ニ
十
回
が
ふ
つ
う
で
す
。

も
あ
る
と
い
う
の
は
、
シ
ー
ト
ベ
と
こ
ろ
が
、
車
を
運
転
す
る
と

ル
ト
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
と
い
え
呼
吸
数
が
増
え
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ま
し
ょ
う
。
卜
を
締
め
て
い
て
も
二
十
ニ
ー
ニ

日
本
大
学
生
産
工
学
部
の
調
査
十
六
回
に
な
り
ま
す
。

に
よ
り
ま
す
と
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
こ
れ
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締

を
締
め
て
い
る
場
合
は
、
締
め
て
め
て
い
な
い
と
、
二
十
四
ー
ニ
十

い
な
い
と
き
に
比
べ
て
、
ド
ラ
イ
九
回
と
平
常
時
の
約
五
割
増
に
も

バ
ー
の
疲
労
が
二

0
％
も
軽
滅
さ
な
り
、
よ
り
疲
れ
る
こ
と
を
表
し

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
て
い
ま
す
。
ー
こ
の
よ
う
に
「
脈

疲
労
と
関
係
の
深
い
「
脈
拍
」
と
拍
数
」
と
「
呼
吸
数
」
の
増
加
が
、

「
呼
吸
数
」
に
つ
い
て
、
調
査
デ
ド
ラ
イ
バ
l
I

の
み
な
さ
ん
の
「
疲

ー
タ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
労
度
」
を
は
っ
き
り
物
語
っ
て
い

〔
脈
拍
数
〕
ま
す
。
運
転
中
の
疲
れ
は
、
注
意

平
常
時
の
脈
拍
数
は
、
ふ
つ
う
力
や
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
鈍
く
し
、

一
分
間
に
六
十
ー
八
十
回
で
す
が
、
ひ
い
て
は
交
通
事
故
に
結
び
つ
く

車
を
運
転
す
る
と
、
緊
張
感
を
伴
と
い
う
悲
劇
の
も
と
に
な
り

う
動
作
の
連
続
か
ら
、
当
然
、
脈
か
ね
ま
せ
ん
。

拍
数
は
増
え
ま
す
が
、
問
題
は
そ
そ
の
点
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締

の
増
え
方
で
す
。
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
し
い
運

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
た
場
転
姿
勢
が
保
た
れ
、
視
界
も
広
が

合
は
一
分
間
に
九
十
五
ー
百
十
回
る
う
え
、
疲
労
が
軽
滅
さ
れ
る
の

な
の
に
対
し
、
未
着
用
時
は
百
十
で
す
か
ら
、
交
通
事
故
の
防
止
に

三
ー
百
三
十
回
と
、
約
二
割
増
の
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

脈
拍
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
脈
拍
数
が
一
分
間
八
月
は
、
帰
省
や
レ
ジ
ャ
ー
で

に
百
十
回
を
超
え
ま
す
と
、
動
悸
．
車
を
使
う
機
会
が
増
え
ま
す
。
身

息
ぎ
れ
が
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
の
安
全
と
疲
労
軽
減
に
シ
ー
ト
ベ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
な
い
と
、
ル
ト
を
お
忘
れ
な
く
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
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国
民
金
融
公
庫
と
沖
縄
振
興
開
発

金
融
公
庫
で
は
「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」

と
し
て
、
進
学
に
必
要
な
資
金
の
融

資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
利
用
で
き
る
方
△

次
の
よ
う
な
教
育
施
設
に
進
学
さ

れ
る
方
の
父
母
、
ま
た
は
進
学
さ
れ

る
本
人
（
勤
労
学
生
な
ど
に
限
る
）

で
年
収
が
五
百
三
十
万
円
（
事
業
所

得
者
は
三
百
八
十
万
円
）
以
内
の
方

①
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短

大
、
大
学
、
大
学
院

坂
上
長
吉
さ
ん
表
彰

中
谷
の
坂
上
長
吉
さ
ん
は
昭
和

四
十
七
年
四
月
に
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
に
就
任
以
来
、
常
に
明
る

い
選
挙
の
推
進
と
投
票
総
参
加
運

動
の
推
進
に
積
極
的
に
努
力
し
て

投
票
成
績
が
常
に
上
位
と
な
り
、

坂
上
さ
ん
の
努
力
が
実
っ
た
も
の

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

川
俣
地
区
が
表
彰

川
俣
地
区
は
、
先
の
衆
参
議
院

選
挙
功
労
と
し
て

も
う
ろ
う

②
盲
学
校
、
料
学
校
、
養
護
学
校
の

高
等
部

③
寸
修
学
校
（
修
了
年
限
が
高
奔
諜

程
で
三
年
以
上
、
専
門
課
程
で
二
年

以
L
)

④
農
業
者
大
学
校
、
水
産
大
学
校
、

海
技
大
学
校
、
航
空
大
学
校
、
職
業

訓
練
（
短
期
）
大
学
校

▽
融
資
額
△

一
世
帯
当
た
り
れ
十
万
円
以
内

▽
融
資
対
象
△

入
学
金
、
授
業
料
、
施
設
設
備
賢

な
ど
の
学
校
納
付
金
、
受
験
料
、
交

通
贄
、
宿
泊
料
な
ど
の
受
験
費
用
、

そ
の
他
教
科
書
代
な
ど

▽
融
資
期
間
△

議
員
選
挙
に
お
い
て
投
票
総
参
加
に

努
力
し
た
結
果
、
前
回
第
九
位
だ
っ

た
成
納
が
一
挙
に
第
一
位
（
九
仕
•
五

％
）
と
い
う
み
ご
と
な
糾
進
が
認
め

ら
れ
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

野
本
伊
勢
松
さ
ん

統
計
一
筋
に
3
1年
間

千
津
井
の
野
本
伊
勢
松
さ
ん
は
、

こ
の
ほ
ど
農
林
水
産
大
臣
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

野
本
さ
ん
は
明
和
村
統
計
調
査
員

に
任
命
さ
れ
て
以
来
三
十
一
年
間
も

長
く
に
わ
た
り
統
計
調
査
に
た
ず
さ

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

般
貸
付

申
し
込
み
は
米
年
一
月
か
ら

進
学
は
国
の
進
学
□
ー
ン
を

進
学
す
る
学
校
の
在
学
期
間
中
、

た
だ
し
四
年
以
内

▽
利
率
△

国
民
金
融
公
庫
の
某
準
金
利
と
同

率▽
返
済
方
法
△

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ
ス

時
増
額
返
済
の
併
用
も
で
き
ま
す
）
。

▽
取
扱
期
間
△

来
年
一
月
四

H

＼
四
月
『
干
日

▽
申
込
窓
口
△

銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
農
協
な
ど

進
学
積
立
郵
便
貯
金

預
金
者
貸
付

▽
利
用
で
き
る
方
△

進
学
積
立
郵
便
貯
金
の
預
金
者
で

高
等
・
大
学
な
ど
の
教
育
施
設
（
「
一

般
貸
付
」
の
場
合
と
同
じ
）
に
進
学

わ
り
調
査
も
正
確
で
記
入
誤
り
な

ど
な
く
、
迅
速
r

心
芋
で
あ
る
事
が

認
め
ら
れ
表
彰
を
受
け
た
も
の
で

す
。

優
良
組
合
員
と
し
て

2

名
が
表
彰

食
品
衛
生
優
良
組
合
員
と
し
て

清
水
義
雄
さ
ん
（
矢
島
）
と
桜
井

武
さ
ん
（
梅
原
）
が
館
林
保
健
所

及
び
館
林
食
品
衛
生
協
会
よ
り
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

.. 
名
と
も
食
品
衛
生
の
指
導
員

と
し
て
、
ま
た
長
年
衛
生
協
会
に

積
極
的
に
協
力
す
る
な
ど
の
活
踪

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

さ
れ
る
方
の
父
母
、
ま
た
は
進
学
さ

れ
る
本
人

▽
融
資
額
△

進
学
積
立
郵
便
貯
金
の
積
立
額
の

範
囲
（
た
だ
し
最
高
九
十
四
万
円
）

▽
取
扱
期
間
△

来
年
一
月
四
日

1

四
月
十
五
日

▽
申
込
窓
口
△

郵
便
局

新
民
生
委
員
決
ま
る

任
期
満
了
と
な
っ
た
民
生
委
員
に

つ
い
て
、
十
二
月
i
日
付
を
も
っ
て
、

次
の
方
々
が
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
の
方
々
に
は
、
今
後
三
年
間

村
の
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
ご

尽
力
い
た
だ
く
わ
け
で
す
。

な
お
、
今
回
委
嘱
さ
れ
た
民
生
委

員
は
、
明
和
村
民
生
委
員
推
薦
会
に

お
い
て
、
適
格
者
を
県
に
推
薩
し
、

県
の
審
査
を
経
て
、
大
臣
に
委
嘱
さ

れ
た
も
の
で
す
。

氏
名
再
新
任
の
別
担
当
地
区

▼
砂
賀
孝
三
新
任
斗
合
田

▼
小
林
政
介
再
任
下
江
黒

▼
木
村
ト
ヨ
新
任
上
江
黒

▼
江
原
蓋
再
任
千
津
井

▼
荒
井
澄
子
再
任
江
口

▼
小
菅
美
津
再
任
田
島

了
関
本
宗
市
新
任
南
大
島

m

▼
岡
安
宏
子
再
任
南
大
島
山

▼
久
保
庭
ヨ
シ
ミ
再
任
新
里

▼
折
原
房
江
新
任
中
谷

▼
川
島
銀
次
再
任
梅
原

▼
鯉
沼
清
再
任
川
俣

▼
堀
口
三
四
再
任
須
賀

▼
早
川
リ
ッ
再
任
大
輪

▼
大
野
幸
雄
再
任
入
ヶ
谷
・
矢
島

▼
石
村
よ
つ
再
任
大
佐
貫

（
敬
称
略
）

お
正
月
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
洋

ダ
コ
や
ユ
ー
コ
ン
飛
行
機
を
飛
ば
し

東
京
電
力
か
ら
お
願
い

／
促
店
、
た
よ
り
が
．

... 9
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酒
タ
ハ
コ
の
害

忘
年
会
や
新
年
会
の
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
飲
み
過
ぎ
、
吸
い
す

ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

言
の
害
】

▼
酒
は
カ
ロ
リ
ー
が
多
く
肥
る
も

と
で
す
。

▼
酒
の
つ
ま
み
に
は
、
塩
辛
い
も

の
が
多
く
塩
分
の
と
り
す
ぎ
に

な
り
や
す
い
。

▼
多
量
の
飲
酒
を
続
け
る
と
、
将

来
、
肝
硬
変
症
や
慢
性
ア
ル
コ

ー
ル
中
毒
を
お
こ
す
危
険
が
あ

り
ま
す
。

▼
脳
卒
中
や
心
臓
発
作
の
誘
因
に

な
り
や
す
い
。

【
酒
の
上
手
な
飲
み
方
】

▼
一
日
の
適
量
は
清
酒
な
ら
二
合
、

ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
一
杯
、

ビ
ー
ル
な
ら
中
び
ん
一
本
位
ま

で
で
す
。

▼
何
か
つ
ま
み
な
が
ら
飲
み
ま
し

ょ
う
。つ

ま
み
は
、
蛋
白
質
を
多
く

含
む
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。
蛋

白
質
が
多
い
ほ
ど
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
分
解
速
度
が
は
や
く
な
り
、

. 

肝
臓
の
負
担
も
軽
く
す
み
ま
す
。

（
チ
ー
ズ
、
レ
バ
ー
、
豆
腐
、

や
き
と
り

e
t

C
)

▼
焼
酎
や
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
強
い

酒
は
水
で
わ
っ
て
飲
み
ま
し
ょ

゜

二
つ

▼
一
週
二
日
は
休
肝
日
を
も
う
け

ま
し
ょ
う
。
（
お
酒
を
飲
ま
な

い
日
）

【
た
ば
こ
の
害
】

た
ば
こ
は
「
百
害
あ
っ
て
、
一

利
な
し
」

た
ば
こ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

病
気
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ

て
死
亡
率
を
高
め
る
病
気
は
肺

が
ん
、
気
管
支
炎
、
肺
気
腫
な

ど
の
肺
の
障
害
、
狭
心
症
や
心

筋
硬
塞
等
の
心
臓
障
害
で
す
。

以
上
の
病
気
を
有
す
る
時
は

特
に
ひ
か
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

※
た
ば
こ
の
ニ
コ
チ
ン
は
血
圧

を
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
唾
液
と

い
っ
し
ょ
に
飲
み
こ
ま
れ
、
胃

を
悪
く
し
ま
す
。保

健
婦

て
遊
ぶ
の
が
流
行
し
ま
す
が
、
こ
れ

が
電
線
に
か
ら
む
と
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
か
ら
ん
だ
物
を
取
ろ
う
と

し
て
電
柱
に
登
る
人
が
お
り
ま
す
が
、

大
変
危
険
で
す
の
で
や
め
て
く
だ
さ

ヽ
4
0

し

高
瀬
記

第 6 回
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私
は
農
家
に
生
ま
れ
育
ち
現
在

も
農
業
を
し
て
い
ま
す
。
農
作
業

に
”
く
た
び
れ
た
＂
の
愚
痴
の
一

つ
も
出
ま
す
が
、
嫌
い
だ
と
思
っ

た
事
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

農
家
だ
け
の
世
界
し
か
知
ら
な

い
狭
さ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
植

え
る
喜
び
、
繁
る
美
し
さ
、
実
る

楽
し
さ
、
刈
る
う
れ
し
さ
、
ま
た
、

折
々
に
変
る
畔
道
の
草
の
色
、
そ 石村艶子さん

（大佐貫）

（第52回）

れ
ら
が
私
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
畔
道
に
は
皆
さ
ん
の
や
さ

し
い
心
が
あ
り
ま
す
。
田
ん
ぱ
で
機

械
の
故
障
な
ど
に
困
っ
て
い
れ
ば
、

声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
通
り
す
が

『
明
和
村
戦
没
者

の
霊
』
と
書
か
れ
た

墓
標
を
中
心
と
し
て

約
八
百
二
十
本
の
菊

が
整
然
と
飾
ら
れ
た

会
場
で
、
第
三
回
合

同
戦
没
者
追
悼
式
が

十
一
月
十
日
中
央
公

民
館
で
、
し
め
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
に
お
い
て
も
、

若
き
命
を
捧
げ
た
人

は
三
百
二
柱
あ
り
、

こ
の
人
達
の
霊
を
慰

め
、
し
の
ぶ
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
、
式
は
戦
没
者
の

霊
に
一
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
た
の

ち
村
長
の
式
辞
、
県
知
事
・
議
長
・

遺
族
会
長
の
追
悼
の
こ
と
ば
が
、
お

ご
そ
か
に
朗
読
さ
れ
、
遺
族
の
方
の

涙
を
さ
そ
っ
て
い
ま
し
た
。

村
長
は
式
辞
の
中
で
『
想
え
ば
、

祖
国
の
危
急
に
際
し
、
勇
躍
故
郷
を

あ
と
に
し
て
、
厳
寒
酷
暑
の
戦
野
に

あ
る
い
は
海
に
、
空
に
、
あ
ら
ゆ
る

苦
難
と
戦
い
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
祖

国
の
繁
栄
と
同
胞
の
安
泰
を
念
じ
つ

つ
、
若
き
命
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
私
達
に
と
っ
て
永
遠
に
忘
れ

る
こ
と
の
出
来
な
い
悲
し
み
で
あ
り
、

体
が
は
ず
ん
で
き
ま
す
。
で
も
、

機
械
と
共
に
作
業
を
す
る
事
は
大

変
な
心
労
で
す
。
で
す
か
ら
『
今

の
百
姓
は
機
械
だ
か
ら
遊
ん
で
い

る
よ
う
な
も
ん
だ
』
等
と
耳
に
し

辞
這
を
詩
る
多
ヤ
行

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
石
村
さ
ん
で
す
）

り
に
稲
の
成
育
の
話
な
ど
の
暖
か
い
ま
す
と
腹
立
た
し
ぐ
さ
え
な
り
ま

心
が
あ
り
ま
す
。
す
。
減
反
な
ど
淋
し
い
事
が
あ
り

な
ぜ
か
、
私
は
コ
ン
バ
イ
ン
や
テ
ま
す
が
、
土
の
あ
る
限
り
＿
生
懸

ー
ラ
ー
に
乗
り
ま
す
と
、
外
車
を
運
命
は
げ
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

転
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
っ
て
す
。

0
2柱
の
英
霊
よ

安
ら
か
に

3
 

（
川
俣
郵
便
局
）

痛
恨
の
窮
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
愛
の
肉
親
を
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
ご
遺
族
の
皆
様
方
の
ご
心
情

を
拝
察
い
た
し
ま
す
と
き
、
お
慰
め

の
言
葉
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
、
一
家
の
柱
を
失
い
、

深
い
悲
し
み
と
困
窮
に
耐
え
な
が
ら

立
派
に
子
弟
を
養
育
し
、
家
庭
を
守

り
、
ま
た
お
仕
事
に
精
励
し
て
来
ら

れ
た
方
々
の
努
力
に
対
し
ま
し
て
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
』
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
遺
族
の
方
や
来
賓
の
方
四

百
人
が
一
本
／
＼
菊
の
献
花
を
霊
前

に
捧
げ
、
追
悼
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

生
命
保
険
料
の

控
除
申
告
を

十
二
月
は
「
年
末
調
整
」
の
月
で

す
。
払
い
込
ま
れ
た
生
命
保
険
料
は

年
額
十
万
円
ま
で
所
得
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
郵
便
局
の
簡
易
保
険
に

加
入
の
方
は
「
給
与
所
得
者
の
保
険

料
控
除
申
告
書
」
を
提
出
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

―
つ
の
保
険
契
約
で
、
一
年
間
に

払
い
込
ん
だ
保
険
料
が
九
千
円
を
超

え
る
場
合
は
払
込
証
明
書
の
添
付
が

必
要
で
す
。

簡
易
保
険
の
払
込
証
明
書
は
、
ご

使
用
中
の
領
収
帳
を
示
し
て
、
各
郵

便
局
の
窓
口
か
、
保
険
外
務
員
に
申

し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
発

行
い
た
し
ま
す
。

’’! 
西小 6 年

喬沢幸江
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｛
こ
の
作
文
は
、
小
学
六
年
生
を
対
象
に
し
て
行
わ
一

；
れ
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品
で
す
。
｛
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私
は
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
、

よ
く
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
う
思
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
、
ほ
ん
と
う
の
お

そ
ろ
し
さ
は
、
家
族
の
人
や
、
親

せ
き
の
人
な
ど
、
だ
れ
か
実
際
に
、

事
故
に
、
あ
っ
た
人
で
な
い
と
わ

か
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
事
故
に
あ
っ
て
か
ら
で

は
ま
に
あ
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
人
か
ら
注
意
さ
れ
た
り

事
故
を
見
た
り
し
た
と
き
に
「
事

故
は
、
こ
わ
い
」
と
思
い
、
だ
か

ら
ち
ゃ
ん
と
ル
ー
ル
を
守
っ
て
気

を
付
け
な
き
ゃ
、
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
時
間
が
た
っ
て
い
く
に

つ
れ
て
、
注
意
を
守
ら
な
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。

「
少
し
く
ら
い
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
]

「
こ
こ
は
あ
ま
り
車
は
通
ら
な
い

か
ら
」
「
こ
の
自
転
車
は
、
小
さ

く
て
足
が
地
面
に
つ
く
か
ら
」
こ

ん
な
油
断
が
、
事
故
を
呼
ぶ
の
だ

と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
「
交
通
安
全
」
の
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
が
、
大
切
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。

今
、
私
達
は
、
登
下
校
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
上
級
生
を
先

頭
、
下
級
生
を
、
ま
ん
中
と
し
て

一
列
に
な
ら
ん
で
歩
い
て
行
き
ま

す
。で

も
、
時
々
、
ふ
ざ
け
た
り
し

て
、
横
に
で
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

小
さ
い
子
が
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
、
注
意
し
て
あ
げ
る
こ
と

が
、
今
の
私
達
の
つ
と
め
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
注
意
さ
れ
た
人
は
、
今

ま
で
わ
る
か
っ
た
と
こ
ろ
を
、
な

お
す
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。一

人
に
一
っ
し
か
な
い
命
、
一

人
、
一
人
の
心
の
中
に
い
つ
も
「
交

通
安
全
」
「
交
通
安
全
」
と
、
き

ざ
ん
で
お
き
、
ち
ょ
っ
と
す
る
と

忘
れ
が
ち
な
交
通
ル
ー
ル
は
、
心

の
中
で
と
な
え
て
い
る
こ
と
が
、

交
通
事
故
を
、
な
く
す
第
一
の
道

だ
と
思
い
ま
す
。

子
供
の
目
か
ら
見
た
交
通
対
策

No.5 
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゜

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
小
野
清
子
さ
ん

叫
和
分
釈
に
最
新
式
の
『
水

槽
付
消
防
ホ
ン
フ
日
動
車
』
が

備
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
の
ホ
ン
フ
日
動
車
は

明
和
分
料
聞
設
以
来
配
備
さ
れ

て
あ
っ
た
も
の
で
、
何
百
回
と

な
く
泊
火
活
動
に
当
た
り
ま
し

た
が
、
型
も
古
く
な
っ
た
の
で

放
水
銑
な
ど
直
接
備
え
付
け
ら

れ
た
敲
新
式
の
ボ
ン
プ
J
I
I動
車

を
ト
一
月
十
七
日
、
千
六
十
万

円
を
か
け
て
睛
入
し
ま
し
た
。

火
事
は
な
い
の
に
こ
し
た
こ

と
は
な
い
が
、
い
ざ
出
火
と
な

っ
た
場
合
こ
の
ポ
ン
フ
車
の
威

力
が
発
揮
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ー
消
防
車
購
入
ー

消
火
は
ま
か
せ
て

十
一
月
十
一
二
日
、
館
林
文
化
会
館

で
、
東
小
学
校
四
年
生
の
楽
器
演
奏
、

そ
し
て
演
奏
と
同
時
に
三
年
生
女
子

の
踊
り
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
『
心
か
ら
音
楽
の
美
し
さ

を
味
わ
い
表
現
で
き
る
児
童
生
徒
の

育
成
を
め
ざ
し
て
』
と
い
う
テ
ー
マ

で
開
催
さ
れ
た
群
馬
県
小
中
学
校
音

楽
教
育
研
究
会
の
席
上
、
邑
楽
郡
の

小
学
校
代
表
と
し
て
発
表
し
た
も
の

で
す
。

郡
代
表
と
し
て
演
奏

東
小
の
三
•
四
年
生

須
賀
地
先
の
利
根
川
河
川
敷

車
の
乗
人
れ
が
禁
止
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
場
所
は
七
月
大
規
模

な
水
防
涼
腎
が
行
わ
れ
た
と
こ

ろ
で
、
そ
の
跡
地
は
整
地
さ
れ
、

家
族
連
れ
な
ど
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で

十
月
暴
走
車
に
よ
る
死
亡
事
故

が
発
生
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

依
然
と
し
て
暴
走
行
為
車
が
見

ら
れ
る
の
で
、
二
次
発
生
を
防

ぐ
た
め
、
館
林
警
察
署
と
村
で

は
跡
地
へ
の
乗
入
れ
を
禁
止
い

た
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
顧
い
し
ま
す
。

須
賀
地
先
の
河
川
敷

車
の
乗
り
入
れ
禁
止

明
和
農
協
で
は
十
一
月
十
六
日
、

西
小
体
育
館
で
「
明
和
農
協
年
金
友

の
会
」
の
結
成
大
会
、
そ
し
て
、
そ

れ
を
祝
し
て
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
頃
各
種
年
金
を
明
和

農
協
の
窓
口
を
通
じ
て
受
取
っ
て
い

る
約
三
百
二
十
名
の
方
に
、
感
謝
の

意
を
込
め
て
行
っ
た
も
の
で
、
東
毛

地
区
で
は
、
初
め
て
の
結
成
。

午
前
中
「
年
金
友
の
会
」
の
結
成

を
決
議
し
た
の
ち
、
午
後
か
ら
は
農

協
の
職
員
な
ど
の
り
の
ど
自
慢
＂
ゃ

ビ
ク
タ
ー
レ
コ
ー
ド
の
渡
浩
二
さ
ん

を
招
い
て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
、

こ
の
日
の
結
成
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

明
和
農
協
の
年
金
友
の
会
の

結
成
大
会
を
開
催
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青
少
年
の
健
全
育
成
特
に
、

非
行
防
止
ー
|
に
つ
い
て
は
、
家
庭
・

学
校
・
社
会
の
三
者
が
力
を
合
わ
せ
、

地
域
ぐ
る
み
で
努
力
し
て
き
ま
し
た

が
、
県
内
の
本
年
上
半
期
（
一
月
＼

六
月
）
の
非
行
少
年
等
の
補
導
状
況

は
総
数
で
一
万
二
千
四
百
四
人
（
前

年
同
期
と
比
べ
て
四
六
・
七
％
増
）
と

依
然
と
し
て
高
い
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

特
に
、
犯
罪
行
為
に
い
た
ら
な
い

「
ぐ
犯
不
良
行
為
」
に
つ
い
て
は
、

本
年
上
半
期
で
一
万
三
百
七
十
八
人

（
前
年
同
期
と
比
べ
て
五
八
・
六
％

ー
犯
罪
行
為
は
ス
ト
ッ
プ
・
不
良
行
為
は
急
増
中

親の監視は大丈夫？

帰
宅
時
間
総
チ
ェ 総

合
文
化
祭
の
開
催

文
化
協
会
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
恒
例
の
総
合
文
化
祭
が
十
一
月

一
日
1

三
日
ま
で
公
民
館
を
中
心

に
盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
公
民
館
を
利
用
し

て
第
二
回
め
の
文
化
祭
と
あ
っ
て

展
示
発
表
や
芸
能
発
表
等
一
段
と

充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

少
年
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加

で
き
る
よ
う
に
と
各
人
各
層
に
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
参
加

の
な
か
っ
た
少
年
や
青
年
層
の
参

加
が
目
立
ち
、
従
来
の
文
化
祭
と

一
味
ち
が
っ
た
も
の
と
な
り
、
．
公

民
館
は
終
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

こ
。t
 

ッ
ク
運
動
を

増
）
と
著
し
い
増
加
を
示
し
、
中
で

も
「
夜
遊
び
」
と
「
喫
煙
」
が
約
七

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
、
同
じ
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。

年
末
・
年
始
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

ぐ
犯
不
良
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、

本
村
で
も
「
帰
宅
時
間
総
チ
ェ
ソ
ク

運
動
」
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

「
帰
宅
時
間
総
チ
ェ
ソ
ク
運
動
」

の
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
「
夜
遊
び
」
や
「
タ
バ
コ
」
に

注
意
し
あ
う
。

夜
遊
び
な
ど
は
大
き
な
非
行
の
き

ざ
し
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
あ
い
、

注
意
し
あ
う
。

▼
「
帰
宅
運
動
」
「
居
場
所
」
を

常
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
運
動
を
地
域
ぐ

る
み
で
強
力
に
押
し
進
め
る
。

し
か

▼
「
よ
そ
の
子
も
ほ
め
叱
る
運
動
」

と
あ
わ
せ
て
、
夜
う
ろ
つ
い
て
い
る

子
を
見
た
ら
注
意
す
る
。

▼
勉
強
部
屋
に
注
意
す
る

離
れ
の
勉
強
部
屋
は
ル
ー
ズ
な
生

活
1
1

非
行
の
温
床
と
な
り
や
す
い
か

ら
特
に
注
意
す
る
。

▼
手
に
負
え
な
い
場
合
は
進
ん
で

相
談
機
関
に
相
談
す
る
。

▼
「
友
達
と
勉
強
す
る
」
を

l
実

に
夜
出
か
け
る
例
が
相
当
多
い
よ
う

で
す
。
深
夜
ま
で
共
同
学
習
す
る
必

要
は
、
普
通
は
な
い
は
ず
で
す
。

0

0

 

注
・
「
ぐ
犯
少
年
」
と
は

●
保
護
者
の
正
当
な
監
督
に
服
し
な

い
性
癖
の
あ
る
こ
と
。

●
正
当
な
理
由
が
な
く
家
庭
に
寄
り

つ
か
な
い
こ
と
。

●
犯
罪
性
の
あ
る
人
や
不
道
徳
の
人

と
交
際
し
、
ま
た
は
、
い
か
が
わ
し

い
場
所
に
出
入
り
す
る
こ
と
。

●
自
己
ま
た
は
、
他
人
の
徳
性
を
害

す
る
行
為
を
す
る
性
癖
の
あ
る
こ
と
。

以
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、
そ
の
性

格
や
環
境
か
ら
考
慮
し
て
将
来
罪
を

犯
す
お
そ
れ
の
あ
る
少
年
を
い
い
、

家
庭
裁
判
所
の
審
判
の
対
象
に
な
り

（
明
和
村
教
育
委
員
会

ま
す
。

老
人
達
で
組
織
し
て
い
る
寿

学
級
（
級
長
岡
戸
種
次
）
は
十

一
月
二
十
七
日
村
内
の
三
企
業

の
工
場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
や
ま
う
の
漬
物
昧

の
ご
好
意
に
よ
り
会
社
の
大
型

バ
ス
を
借
り
て
、
大
幸
化
成
昧
、

や
ま
う
の
漬
物
卸
、
丸
新
フ
ェ

ル
ト
昧
を
見
学
。

一
同
、
身
近
に
あ
る
工
場
な

の
に
、
入
っ
た
事
も
な
く
知
ら

な
い
事
ば
か
り
な
の
で
、
説
明

を
受
け
る
た
び
に
「
ヘ
ー
そ
う

た

で
す
か
」
な
ど
と
溜
め
息
の
連

続
。

工
場
見
学

寿
学
級
で

マ
ッ
サ
ー
ジ
は

お
ま
か
せ

よ
り
よ
い
生
活
を
過
す
た
め
、
生

活
の
改
善
善
及
を
目
的
と
し
て
、
県

よ
り
三
年
間
指
定
さ
れ
た
新
里
の
／
‘

ら
し
の
会
”
（
会
長
瀬
下
チ
イ
）
は

毎
月
一
回
生
活
に
密
着
し
た
事
を
勉

強
し
て
い
ま
す
が
、
十
一
月
は
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
先
生
を
迎
え
て
『
上
手
な

肩
の
も
み
方
』
を
勉
強
し
ま
し
た
。

先
生
か
ら
教
わ
っ
た
ツ
ボ
を
押
す

と
本
当
に
い
い
ん
で
す
ね
。
こ
の
日

ば
か
り
は
夫
も
喜
ん
で
勉
強
し
て
こ

い
と
言
わ
れ
た
。
な
ど
と
話
し
合
い

な
が
ら
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

帰
っ
て
家
族
に
や
っ
て
あ
げ
た
と

こ
ろ
『
本
当
に
効
果
満
点
』
『
う
ま

い
ね
。
毎
日
た
の
む
』
な
ど
と
み
ん

な
か
ら
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
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口 国
民
年
金
の
老
齢
年
金

や
通
算
老
齢
年
金
は
原
則

と
し
て
六
十
五
歳
か
ら
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
人
が
希
望

し
た
場
合
は
、
六
十
歳
か
ら
六
十
廿

歳
未
満
の
間
で
も
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
六
十

五
歳
前
に
年
金
の
支
給
を
希
望
す
る

こ
と
を
、
年
金
の
繰
り
上
げ
請
求
と

い
い
ま
す
。

裟
紋

璽置置’
繰
り
上
げ
請
求
は

得
か
損
か

と
こ
ろ
が
、
こ
の
繰
り
上
げ
請
求

を
し
た
場
合
の
年
金
支
給
額
は
、
本

来
六
十
れ
歳
か
ら
受
け
る
卯
金
額
か

ら
、
支
給
の
繰
り
上
げ
を
希
望
し
た

と
き
の
年
齢
に
応
じ
た
割
合
で
滅
額

さ
れ
た
額
に
な
り
ま
す
。
（
表
参
照
）

ま
た
、
繰
り
上
げ
請
求
に
よ
っ
て

受
け
ら
れ
る
年
金
支
給
額
は
、
生
涯

同
じ
割
合
で
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、

六
十
五
歳
あ
る
い
は
七
十
歳
に
な
っ

研
担
の
ク
で
ぎ
と

茶
悛

＿
由
緒
】
明
和
村
田
島
に
奈
良
を

名
乗
る
家
が
四
十
軒
あ
る
。

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
館
林
領
四

十
ニ
ヵ
村
の
百
姓
が
、
年
貢
の
滅

免
を
要
求
し
、
江
戸
表
ま
で
強
訴

に
お
よ
び
半
減
を
か
ち
取
っ
た
が
、

同
四
年
名
王
三
人
の
斬
首
が
行
わ

れ
た
館
林
騒
動
な
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
名
主
の
一
人
は
中
谷
村
の
恩

田
佐
吉
で
あ
る
が
、
こ
の
騒
動
の

折
、
近
隣
の
名
主
、
組
頭
多
数
入

牢
さ
せ
ら
れ
た
中
に
田
島
村
の
名

主
奈
良
も

い
る
。
同

じ
奈
良
で

も
い
く
つ

か
の
家
紋

に
分
か
れ

.
t
 

て
い
る
。
為
紋
の
大
本
家
と
い
わ

れ
る
家
の
煤
石
は
窟
氷
十
一
一
年
（

一
六
『
・1
)
の
も
の
が
あ
り
、
ー
ニ
ッ

亀
甲
を
家
紋
と
す
る
家
の
古
い
慕

石
は
窟
文
年
間
で
あ
る
。
こ
の
両

家
が
交
互
に
名
主
を
つ
と
め
た
と

い
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
古
い
家
柄
で

少
な
く
と
も
江
戸
初
期
か
ら
連
綿

と
し
て
続
い
た
家
柄
と
い
え
よ
う
。

【
家
紋
】
四
十
軒
の
う
ち
多
い
の

は
糸
輪
に
蔦
の
紋
と
三
ッ
盛
亀
甲

に
剣
花
菱
で
あ
る
。
ほ
か
に
丸
に

違
い
隈
の
羽
紋
の
家
も
あ
る
。

、
ノ
｀
ヽ
／
ヽ
ノ
ir
/
‘
ノ

※
お
願
い
自
分
の
家
の
苗
字
の

い
わ
れ
、
家
紋
が
わ
か
り
ま
し
た

ら
、
広
報
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

次
回
は
『
鈴
木
』
の
予
定
で
す
。

計
量
に

監
視
の
目
を

今
年
も
．
は
や
年
末
と
な
り
ま
し

た
。
お
正
月
用
品
の
買
入
れ
や
贈
答

品
な
ど
で
、
な
に
か
と
出
費
の
多
い

月
。そ

こ
で
、
県
や
市
町
村
な
ど
が
中

心
に
な
っ
て
十
二
月
を
年
末
正
量
取

引
強
調
月
間
と
定
め
て
、
商
店
は
も

ち
ろ
ん
一
般
家
庭
の
皆
さ
ん
に
も
正

し
い
計
鼠
で
売
り
買
い
し
て
い
た
だ

て
も
満
額
の
年
金
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
十
年
間
保
険
料
を
納
付
し
た
人

が
、
六
十
歳
か
ら
繰
り
上
げ
受
給
し

た
場
合
と
、
六
十
五
歳
か
ら
満
額
の

年
金
を
受
給
し
た
場
合
を
比
較
し
て

み
る
と
、
受
給
額
の
累
計
が
七
十
一

歳
で
ほ
ぼ
同
額
と
な
り
ま
す
。
そ
の

後
は
、
六
十
五
歳
か
ら
受
給
し
た
人

の
方
が
ど
ん
ど
ん
卜
回
っ
て
、
男
子

の
平
均
寿
命
の
七
十
九
歳
で
は
、
約

百
五
十
万
円
の
差
が
生
じ
て
き
ま
す
。

繰
り
上
げ
請
求
す
る
場
合
は
、
自

分
の
老
後
の
年
金
で
す
か
ら
よ
く
考

え
て
か
ら
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

支給の繰り 1：けを希
減額辛（％）

哨したときの年齢

60歳以 1:.61歳未満 42 

61 // 62 l1 35 

62 // 63 ク 28 

63 ケ 64 // 20 

64 ケ 65 ケ 11 

順
次
、
払
込
年
数
に
応
じ
て
有
利

な
割
引
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ー
ナ
ス
期
に
合
わ
せ
て
、
ご
利

用
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

詳
し
く
は
、
郵
便
局
ま
た
は
保
険
外

務
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

年
分

ヵ
月
分

畠
杜
千
P
l

ヵ
月
分

一
千
口

前
納
月
数
一
割
引
額ヵ

月
分
の
保
険
料

ヵ
月
分
の
保
険
料
の
ー
＿

2

割
月
数

ヵ
月
分
の
保
険
料
の1
-
1
0

弓 I

く
よ
う
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

目
方
で
買
物
を
す
る
と
き
は
、
特

に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
値
段
、
品
質
、
量
目
を
よ
く
見
定

め
ま
し
ょ
う
。

▼
は
か
り
買
い
す
る
場
合
、
い
つ
も

「
風
袋
」
の
目
方
を
差
引
い
て
計
っ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
料
金
ば
か
り
で
買
う
場
合

は
、
風
袋
引
の
表
示
（
機
種
に
よ
り

風
袋
引
中
の
表
示
と
、
風
袋
を
載
せ

た
後
0
に
戻
る
方
法
の
二
通
り
が
あ

り
ま
す
。
）
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
―
山
、
一
袋
、
一
皿
な
ど
の
姿
買

い
は
、
で
き
る
だ
け
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
包
装
商
品
は
、
内
容
量
の
表
記
の

あ
る
商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

▼
買
っ
た
商
品
は
、
家
庭
で
、
も
う

一
度
計
っ
て
み
る
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

お
得
な
保
険
料
の

前
納
払
込
み

郵
使
局
の
簡
易
保
険
は
、
保
険
料

を
―
ニ
ヵ
月
以
上
前
納
し
て
い
た
だ
＜

と
有
利
な
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
一
ヵ
月
分
の
保
険
料
一

万
円
で
は
…
…

第2回

▼
そ
の
他

―――~1.0~1.5芍ーズ
------2.ok汎コース

ふ 0~'Jlコース

~) 5.0K訊コース

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

村
体
育
協
会
・
保
健
課
主
催
の

第
一
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
多

数
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日
一
月
十
八
日
（
日
）

▼
対
象
者
小
中
学
生
村
民
一
般

▼
距
離

0

小
学
生

ヶII 

0

中
学
生

II 
し
丈

0
-
刑

一
・
ニ
年
一
．
0
g
2
J
V

三
•
四
年
一
・
ニ
キ
ロ
い
い

仕
ふ
ハ
年
一
・
五
キ
ロ
い
い

男
五
．

0
キ
ロ
い
い

女
三
．

0
キ
ロ2
J
V

（
年
齢
制
限
な
し
）

男
五
．

0
キ
ロ
い
い

女
―
二
．

0
キ
ロ
い
い

〇
壮
年
A

（
三
十
歳
か
ら
三
十
九

歳
ま
で
）
男
三
．

0
よ
認

女
二
．

0
キ
ロ
認

〇
壮
年
B

（
四
十
歳
か
ら
四
十
九

歳
ま
で
）
男
三
．

o
g
以

女
二
．

0
芸
2
い

〇
壮
年
C

（
五
十
歳
以
上
）

男
・
女
二
．

0
キ
ロ2
い

▼
申
込
先
十
二
月
二
十
五
日
ま

で
に
中
央
公
民
館
へ

▼
集
合
場
所
明
和
中
学
校
校
庭

▼
集
合
時
間
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
九
時
ま
で

小
・
中
学
生
の
参
加

は
親
の
同
意
を
必
要

口ロ, -------------
］ロニ［ll~
鱈□□□ 口
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ー
ベ
ル
が
薦
っ
た
ら

1 4
 
t
 z
 

プ
レ
フ
ォ
ン
メ
モ
…
。

「
話
し
上
手
よ
り
聞
き
上
手
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
に
あ
る
通
り
、

聞
き
t
手
で
受
叶
況
い
え
の
う
ま
い

人
に
は
、
だ
れ
で
も
親
し
み
を
感

じ
て
話
し
か
け
た
く
な
る
も
の
で

す
。

「
ま
あ
、
す
て
き
ね
」
「
あ
ら
、

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
」

「
よ
か
っ
た
で
す
ね
え
」
「
ほ

う
、
そ
れ
は
驚
き
ま
し
た
ね
。
そ

れ
で
ど
う
な
さ
い
ま
し
た
」
相
手

の
話
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
、
表
情
や
態
度
で
示
し
な
が
ら

上
手
に
相
づ
ち
を
打
つ
と
、
相
手

は
張
り
合
い
が
出
て
、
初
対
面
の

人
同
士
で
も
会
話
が
ど
こ
ま
で
も

は
ず
ん
で
い
ま
す
。

相
づ
ち
に
は
、
「
そ
し
て
？
」

「
そ
れ
か
ら
？
」
の
よ
う
に
話
を

引
き
出
す
役
目
を
す
る
も
の
、
「
な

る
ほ
ど
」
「
本
当
に
そ
う
ね
」
の

よ
う
に
同
感
を
示
す
も
の
、
「
大

変
だ
っ
た
わ
ね
え
」
「
わ
か
る
よ
」

の
よ
う
に
同
情
・
い
た
わ
り
を
示

す
も
の
、
「
お
も
し
ろ
い
ね
」
「
そ

れ
は
傑
作
だ
」
の
よ
う
に
喜
ん
で

聞
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

相
手
の
愉
快
な
冗
談
を
聞
い
て

笑
い
こ
ろ
げ
る
の
も
、
一
種
の
相

づ
ち
で
す
。

た
だ
、
相
づ
ち
に
は
丁
寧
な
言

い
方
と
そ
う
で
な
い
の
と
あ
り
ま

す
の
で
、
相
手
や
時
と
場
合
に
応

じ
て
使
い
わ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
「
よ
か
っ
た
わ
ね
え
」
は
、

目
上
の
人
に
は
使
わ
な
い
の
が
普

通
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
社
交
的
な
会
話
で

は
、
あ
ま
り
ム
キ
に
な
っ
て
、
「
そ

れ
は
ぼ
く
の
聞
い
た
話
と
違
う
よ
」

な
ど
と
、
相
手
の
話
を
打
ち
消
す

よ
う
な
こ
と
を
言
わ
な
い
の
が
エ

チ
ケ
ッ
ト
で
し
ょ
う
。

む
上
手
な
相
づ
ち

12 

［厚生年金など

現
況
届
の
提
出
期
限
が

誕
生
月
の
末
日
に
変
更

厚
生
年
金
ま
た
は
船

員
保
険
の
受
給
者
は
、

昭
和
五
十
六
年
か
ら
「
現
況
届
」

の
提
出
期
限
が
変
わ
り
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
期
限
は
、
こ
れ

ま
で
、
通
算
老
齢
年
金
お
よ
び
特

例
老
齢
年
金
に
つ
い
て
は
毎
年
一

月
十
五
日
、
遺
族
年
金
、
通
算
遺
族

年
金
お
よ
び
特
例
遺
族
年
金
に
つ
い

て
は
、
毎
年
四
月
十
五
日
、
障
害
年

金
に
つ
い
て
は
毎
年
七
月
十
五
日
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十

六
年
一
月
（
障
害
年
金
に
つ
い
て
は

昭
和
五
十
六
年
七
月
）
か
ら
、
年
金

を
受
け
て
い
る
方
の
「
誕
生
月
の
末

日
」
に
変
わ
り
ま
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
提
出
期
限
の

約
一
ヵ
月
前
（
誕
生
月
の
前
月
）
に

社
会
保
険
庁
か
ら
直
接
本
人
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
昨
年
ま
で
は
十
二
月

に
現
況
届
の
用
紙
が
送
ら
れ
て
い
た

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
お
よ
び

特
例
老
齢
年
金
の
受
給
者
の
み
な
さ

ん
の
う
ち
、
今
年
か
ら
、
一
月
生
ま

れ
で
な
い
方
に
は
十
二
月
に
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
況
届
が
期
限
ま
で
に
提

出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
提
出
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
年
金
の
支
払
い
が
差
し

止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。寄

付
あ
り
が
と
う

▽
晴
山
流
愛
吟
会
明
和
支
部
（
支
部

長
大
川
ト
ク
）
は
恵
ま
れ
な
い
人
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
十
五
万
円
社

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

＿
文
芸
欄
一

君
子
蘭
盛
ん
な
い
の
ち
も
り
上
げ
て

芽
は
鉢
に
み
つ
幼
を
抱
き
て吉

氷
民
子

見
知
ら
ぬ
字
書
き
て
吊
せ
ば
か
な
ふ

か
な

り
て
導
き
し
と
ふ
字
ふ
り
の
松

山
形
ト
メ

揺
危
ピ
手
に
作
ら
な
そ
の
日
よ
り
心

の
は
げ
み
も
ふ
く
ら
み
し
思
ふ

立
岡
正
夫

コ
ー
チ
給
ひ
し
数
学
教
師
の
球
さ
ば

き
今
峡
の
村
に
し
づ
か
に
在
す

坂
上
千
枝
子

押
花
の
仕
上
り
た
れ
ば
何
を
送
ら
む

品
選
び
つ
つ
疲
れ
も
知
ら
ず富

塚
富
江

鈴
虫
は
音
色
競
へ
り
孫
も
留
守
部
屋

ひ
っ
そ
り
と
ひ
と
日
を
過
す細

田
武
子

高
処
よ
り
眼
下
の
磯
の
岩
の
り
に
小

さ
く
う
ご
め
く
生
の
た
し
か
さ

岡
安
ふ
み

ぁ
虐
よ
｀

こ
｀
衣
く
れ
升

自
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

関
口
絵
美
文
雄
二
女
上
江
黒

1
0
月2
4
日

須
永
実
紀
賢
一
長
女
江
口

1
0
月2
5日

高
瀬
留
美
敏
彦
長
女
南
大
島

1
0
月2
5日

安
原
重
雄
八
平
長
男
須
賀

1
0
月2
9
日

江
森
真
弓
保
長
女
南
大
島

1
1月
4
日

小
林
身
依
子
彰
三
女
南
大
島

1
1月
1
1日

江
原
直
城
福
三
長
男
大
輪

1
1月
1
2日

水
道
管
に
も

冬
じ
た
く
を
"
 ... 
ー

、
し
、

r
 

¥
 仇

ー
／

こ
れ
か
ら
一
段
と
寒
さ
も
き
び

し
く
な
り
、
水
道
管
の
防
寒
を
怠

た
る
と
破
裂
す
る
と
い
う
事
故
が

起
こ
り
ま
す
。

水
道
管
に
古
い
毛
布
な
ど
を
巻

き
つ
け
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル

で
包
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
馬
悦
子
孝
夫
長
女
上
江
黒

1
1月
1
4
日

田
ロ
ヵ
ョ
＋
栄
二
長
女
田
島

1
1月
1
6日

神
田
晋
一
博
史
長
男
大
佐
貫

1
1月
1
7日

町
田
留
美
留
吉
長
女
上
江
黒

1
1月
1
8日

小
林
真
理
次
雄
雄
長
女
南
大
島

1
1月
1
9
日

克
亡
—
（
敬
称
略
）

氏
名

世
帯
主

（
）
は
新

年
令

地
区
死
亡
月
日

ー
下
江
黒

1
1月
3
日

（
福
一
）
南
大
島1
1月
5
日

重
忠
江
口

1
1月
6

日

邦
雄
梅
原

1
1月
9
日

昭
一
斗
合
田

1
1月
1
2日

資
大
輪

1
1月
1
8日

年
賀
状
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
受

付
け
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

差
し
出
し
が
遅
く
な
り
ま
す
と
、

元
旦
配
達
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
遅
く
と
も
二
十
日
頃

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

意
外
と
ワ
ラ
が
効
果
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
水
道
管
が
破
裂
し
た

場
合
は
次
の
水
道
工
事
店
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
松
本
水
道
設
備
（
大
輪
）

6
川
俣
二
八
三
九

▼
富
塚
水
道
工
業
所
（
矢
島
）

6
川
俣
三
二
四
七

▼
石
崎
水
道
工
業
所
（
矢
島
）

6
川
俣
四
一
四
七

▼
金
子
水
道
設
備
工
業
所
（
人
ヶ
谷
）

6
川
俣
ニ
―
四
八
、

▼
島
田
設
備
工
業
所
（
南
大
島
）

6
川
俣
三
二
八
二

▼
大
川
管
工
設
備
（
千
津
井
）

6
館
林
三
I
O
七
ニ
―

年
賀
状
は
お
早
く

斉機福奥岡木
藤村田沢安村

新
徳iゐみつい五
ーうよやく良B

79 93 79 88 76 66 
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11月の

一責ク
救急車出動回数
●交通事故 4 件
●急病 3 件

●その他 11 件
計 18 件

三悶 館林邑楽地区 館林地区 明和

産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区
日

12月 14 日
根岸医院小倉医院兼原歯科医院 後藤（愛）医院合 (2)0134 海宝医院 江口医院

曜
ft 02767 (2) 3262 ft 02767 (2) 0606 合 02767(2)1700 ゆたか医院云（3)7308 ff 02767 (2) 3155 ft 027686-3201 

12 月 21 日
古屋（恒）医院後藤康生医院神永歯科医院 上野医院ff(2) 3330 津久井医院 館林地区が

当
云 0276(63) 6161 ff 02767 (2) 3975 合 02767(2)2053 後藤康生医院ff(2) 3975 云 02767(2)3316 担当します

12 月 28 日 佐々 2木(62医)26 院原 医 院北村歯科医院 清河堂医院ff (2)3070 岡田医院 小西医院

番 ft 027 23 ft 02767 (2) 1936 合 02768(2)0158 安良岡医院云（2)0572 ff 02767 (2) 3163 云 027686-2261

1 月 4 日
真中医院川田医院綿貫歯科医院 大島診療所ff(7) 1503 館林医院 館林地区が

医 ff 02767 (2) 1630 ff 02767 (2) 0754 合 02767(2)2057 川生医院ft(2) 3030 ft 02767 (4) 2112 担当します

1 月 11 日
横田医院後藤康生医院小西歯科医院 大石医院ff(4) 2362 寺内医院 竹越医院
ff 02767 (2) 0255 ff 02767 (2) 3975 tt 0276 (62) 5952 堀越医院云（3)4151 云 02767(2) 3031 云 027684-3137 時

▼
願
書
受
付

来
年
一
月
十
六
日
か
ら
一
月
三
十

隈立農業経営
大学校学生募集

農
業
経
営
大
学

校
は
、
こ
れ
か
ら

の
農
業
・
農
村
の

担
い
手
と
な
る
優

秀
な
農
業
経
営
者

の
養
成
を
目
指
し

て
、
高
等
学
校
の

卒
業
者
（
卒
業
予

定
者
を
含
）
を
対

象
に
二
年
間
の
教

育
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
募
集
人
員

〇
園
芸
課
程
ー

三
十
名

●

0

畜
産
課
程
ー

二
十
名

農
業
大
学
校
は
地
域
の
農
村
・
農

業
に
密
着
し
た
中
堅
指
導
者
の
養
成

を
目
指
し
て
、
高
等
学
校
の
卒
業
生

を
対
象
に
二
年
間
の
教
育
を
行
っ
て

い
る
学
校
で
す
。

来
年
度
も
次
の
と
お
り
入
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

県
立
農
業
大
学
校

生
徒
募
集

十
二
月
の
二
十
九
日
、
一
月
二
日

は
勝
手
な
が
ら
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

一
日
ま
で

▼
提
出
書
類
出
頗
書
類
は
農
業
改

良
普
及
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
県
立
農
業
経
営
大
学
校

(
~
o二
七
三
（
七
一
）
三
二
四
四
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

来
年
度
の
保
育
園
の
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
定
員
三
百
名
（
東
九
十
名
・
中

央
百
二
十
名
・
西
九
十
名
）

▼
受
付
期
間
来
年
一
月
五
日
か
ら

一
月
十
七
日
ま
で

▼
申
込
用
紙
役
場
住
民
課
ま
た
は

各
地
区
の
民
生
委
員

方
に
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
場
所
役
場
住
民
課
ま
た
は

民
生
委
員
方
に
。

▼
入
園
資
格
本
村
の
住
民
で
母
親

が
励
い
て
い
た
リ
病
気
な
ど
で
児

童
の
保
育
に
当
た
れ
ず
、
ほ
か
に

も
児
童
の
め
ん
ど
う
を
み
る
人
か

な
く
、
家
庭
で
の
保
育
に
欠
け
る

▼
年
末
・
年
始
の
役
場
業
務
を
十
二

月
二
十
九
日
か
ら
一
月
四
日
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご

用
の
方
は
な
『
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

務

□

汀
日
こ
ろ
か
大
切

〗
『
｀
｀

.
5

年
末
の
こ
み
の
，
9

末
十

]
Bい
い
口

/
I
I
冒

年
]
]
t
i
_
[
J
i

B
□
‘
n
,

カ
ら
と
な
り
ま
す
·

§
§
§
§
§
§
§
§
名
屯
§
§
§
…
-
[
.
'
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

~
寒
さ
が
大
敵
成
人
府
に
気
を
一

う
け
ま
し
ょ
う
一

ロ
一
芦
(
[

業
学
科
二
十
人
、
農
業
協
同
組
合
経

営
学
科
二
十
人

▼
願
書
受
付
来
年
一
月
十
六
日
か

ら
一
月
三
十
一
日
ま
で

▼
そ
の
他
出
願
書
類
な
ど
の
請
求

や
詳
し
い
こ
と
は
農
業
大
学
校
(
6

農
学
科
三
十
人
、
蚕

と
認
め
ら
れ
る
者
で
、
昭
和
五
十

一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
三

年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た
児

童
。

村
で
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
を
清
掃
旬
間
と
定
め
ま
し

た
。
こ
の
期
間
中
に
必
ず
大
掃
除
を

し
て
、
あ
わ
せ
て
越
冬
ハ
エ
の
撲
滅

と
下
水
溝
や
水
の
た
ま
り
や
す
い
所
、

ご
み
拾
場
な
ど
を
き
れ
い
に
し
て
、

お
互
い
住
み
よ
い
環
境
で
明
る
い
お

正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
期
間
中
に
衛
生
委
員

さ
ん
の
巡
視
が
あ
り
ま
す
。

ニ
四
）
ヘ

事
業
所
統
計
調
査
の
意
義
、
内
容

等
を
簡
明
に
表
わ
す
も
の
で
、
厳
密

に
は
標
語
と
い
え
な
く
て
も
調
査
の

内
容
を
示
す
も
の
で
あ
れ
ば
よ
い
。

〔
例
〕
”
工
場
も
店
舗
も

会
社
も
学
校
も
＂

▼
応
募
方
法
ハ
ガ
キ
一
枚
に
標
語

一
点
を
記
載
し
‘
氏
名
、
住
所
、

所
属
機
関
及
び
電
話
番
号
を
明
記
。

▼
締
切
り
十
二
月
二
十
日
（
必
着
）

▼
あ
て
先
〒
一
六
二
東
京
都
新

宿
区
若
松
町
九
五
総
理
府
統
計

局
調
査
部
経
済
統
計
課
．

事
業
所
統
計

調
査
標
語
の
募
集

0
二
七
ニ
ー
六
九
ー
九

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

今
月
の
納
め
は
村
県
民
税
第

四
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
四

期
、
国
民
年
金
第
五
期
及
び
水

道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
二
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
集
落
（
セ
）

二
十
三
日
中
央
公
民
館
和
室

二
十
四
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

今

月
の
納
め

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
掃
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
十
分
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

適談 • • 

切員相 悶 日 父• 1, 

なが談 時
通助皆は

言さ無 ] 時 12 事

' 
ん料 1 月

こて、 贔閂故
行み専 3 相
いご門 時 午則、,
] 0 とのま 談
に相で 10

▼
場
所

▼
日
時

1
2月
1
5日
午
前

1
0

時
＼
午
後
3

時
ま
で

役
場
第
三
会
議
室

月
例
行
政
（
人
権
）
相
談
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
健
勝

と
ご
多
辛
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
平
素
か
ら
村

政
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
に

対
し
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

石
油
を
中
心
に
大
き
く
ゆ
れ
動

い
た
激
動
の
五
十
五
年
も
終
り
、

厳
し
い
な
か
に
も
、
新
し
い
飛
躍

の
可
能
性
を
秘
め
た
八
十
年
代
の

二
年
目
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し

こ
。t
 わが

国
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
依

然
と
し
て
内
に
外
に
多
く
の
不
安

要
因
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

国
際
関
係
で
は
、
イ
ラ
ン
・
イ

ラ
ク
の
戦
争
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢

な
ど
一
刻
も
目
の
離
せ
な
い
重
要

問
題
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
ア
メ
リ
カ
、
西
欧
諸
国
に
対

す
る
自
動
車
の
輸
出
問
題
も
深
刻

化
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
国
内
を
振
り
返
れ
ば
財

政
再
建
、
景
気
の
維
持
拡
大
、
冷

害
対
策
な
ど
い
ず
れ
も
早
急
な
解

決
が
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
情
勢
下
に

あ
っ
て
、
地
方
自

治
体
も
財
源
不
足

に
陥
っ
て
大
変
苦

境
に
あ
り
ま
す
が
、

幸
い
本
村
に
お
い

て
は
、
新
井
議
長

を
中
心
と
す
る
議

会
の
皆
様
、
村
民

の
皆
様
の
ご
理
解

あ
る
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
昨
年
は
、
西
小
学
校
の
増
染
、

村
道
の
改
良
舗
装
等
村
政
全
般
に

わ
た
っ
て
着
実
な
成
果
を
収
め
る

.. 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

わ
た
し
も
皆
様
の
心
か
ら
の
ご

支
援
、
ご
鞭
撻
に
よ
り
ま
し
て
、

こ
の
光
栄
あ
る
職
務
を
努
め
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
新
し
い

年
を
迎
え
一
層
そ
の
責
務
の
重
大

さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
本
年
は
、
中
学
校
の
改
築

を
は
じ
め
と
す
る
文
教
施
設
の
整

備
拡
充
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど

健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
八

十
年
代
の
地
方
行
政
課
題
を
積
極

的
に
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い
所
存

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
「
子
や
孫

に
誇
れ
る
明
和
村
」
の
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
議
決
機
関
で
あ
る
議

会
さ
ら
に
区
長
会
と
手
を
相
携
え

て
邁
進
い
た
し
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
旧
に
倍
し
村
政

に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
ゎ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
ご
一
家
の
ご
繁
栄
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
年
頭
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

村長 奈良丑松

主
な
改
正
は
扶
養
手
当
・
通
勤
手

当
、
そ
れ
に
人
事
院
の
勧
告
に
基
づ

い
て
給
与
が
平
均
四
・
六
一
％
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

高
校
卒
業
者
の
初
任
給
は
八
万
四
千

六
百
円
、
大
学
卒
業
者
は
九
万
七
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
館
林
衛
生
施
設
組
合
の

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

今
ま
で
館
林
衛
生
施
設
組
合
の
規

約
に
は
、
「
副
議
長
の
定
数
は
一
そ
一
人
と

す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
地
方

▼
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
般
会
計
に
お
い
て
は
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
一
千
四
百
四
十
七
万
円
を

追
加
し
て
予
算
総
額
を
十
七
億
六
千

三
百
四
十
七
万
円
と
し
ま
し
た
。

殆
ん
ど
が
人
件
費
の
補
正
で
す
が

そ
の
他
屋
外
放
送
の
増
設
に
五
十
七

て
▼
各
種
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

▼
村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

訓
第
六
回
定
例
村
議
会
が
十
二
月
二
十
三
日
に
招
集
さ
れ
、

血
会
期
一
日
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
①
村
職
員

聞
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
＿
部
改
正
に
つ
い
て
②
館
林
衛

皿
生
施
設
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
③
村
道
路
線
の

皿
廃
止
に
つ
い
て
④
一
般
会
計
及
び
各
種
会
計
の
補
正
予
算

血
⑤
館
林
畜
肉
処
理
場
存
続
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て
な
ど
議

血
案
七
件
請
願
一
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

皿
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

血
ま
た
、
一
般
質
問
が
五
件
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

圃
村
長
や
担
当
課
長
が
答
弁
に
立
ち
ま
し
た
。

〔
主
な
議
案
内
容
〕自
治
法
の
定
め
に
従
い
ま
し
て
議
長

一
人
、
副
議
長
一
人
に
変
更
す
る
も

の
で
す
。

矢
島
・
大
輪
の
工
業
専
用
地
域
内

に
、
矢
崎
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
閥
が

取
得
し
た
敷
地
内
の
村
道
を
廃
止
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
村
道
は
延
長
二

十
メ
ー
ト
ル
、
巾
員
ニ
メ
ー
ト
ル
で

す
。

施
設
園
芸
の

省
エ
ネ
対
策
な
と
可
決

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

農
業
用
水
路
、
特
に
排
水
路
に
つ

い
て
は
計
画
的
に
整
備
を
す
る
事
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
道
路
整
備
と

同
じ
よ
う
に
水
路
関
係
に
お
い
て
も

促
進
協
議
会
を
設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

ま
た
、
基
盤
の
高
低
を
全
域
に
わ

た
り
基
準
測
量
を
行
い
、
そ
れ
を
今

後
の
設
計
に
い
か
し
た
ら
ど
う
か
。

〔
答
〕
道
路
予
算
と
ち
が
っ
て
、

予
算
額
も
ま
だ
少
な
い
の
で
、
協
議

会
を
結
成
す
る
考
え
は
な
い
。

基
準
測
量
に
つ
い
て
は
、
今
後
十

分
検
討
し
た
い
。

農
業
排
水
路
の

計
画
的
改
良
に
つ
い
て

般
質
問

万
円
、
館
林
高
校
大
成
会
館
建
設
寄

付
金
三
十
五
万
四
千
円
、
同
じ
く
女

子
高
校
の
寄
付
金
五
十
二
万
円
、
さ

ら
に
矢
島
大
輪
工
業
専
用
地
域
内
に

あ
る
旧
水
源
用
地
を
開
発
公
社
か
ら

三
七
六
2
mを
九
十
一
万
円
で
購
入
な

ど
の
補
正
で
す
。

▼
館
林
畜
肉
処
理
場
存
続

に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

経
済
連
で
は
館
林
畜
肉
処
理
場
を

王
村
処
理
場
に
集
約
す
る
と
い
う
意

見
に
対
し
畜
肉
処
理
場
利
用
者
は
県

内
で
は
王
村
を
除
く
前
橋
屠
場
に
次

い
で
利
用
が
多
い
の
で
閉
鎖
し
な
い

で
と
い
う
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請
顛

を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

生
活
道
の
拡
幅
舗
装
に
つ
い
て
、

一
・
ニ
人
の
反
対
者
の
た
め
、
工
事

が
出
来
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
場
合
打
ち
切
り
と
い
っ
た

措
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
農
道
の
現
道
舗
装
を
し
て

も
ら
い
た
い
。

妥
二
期
限
打
ち
切
り
と
い
っ
た

措
置
に
つ
い
て
は
道
路
改
良
促
進
協

議
会
に
審
議
し
た
い
。
ま
た
、
農
道

の
舗
装
に
つ
い
て
は
幅
ニ
メ
ー
ト
ル

の
農
道
で
は
拡
幅
し
て
舗
装
し
な
い

と
現
代
に
合
わ
な
い
。

し
尿
浄
化
槽
の
設
置
現
況
と

行
政
指
導
に
つ
い
て

一
般
家
庭
が
し
尿
浄
化
槽
を
設
置

す
る
場
合
、
村
の
指
導
要
綱
が
忠
実

に
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

〔
答
〕
し
尿
浄
化
槽
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
村
が
指
定
し
た
処
理
業
者

と
管
理
契
約
を
結
ば
せ
て
い
る
。

ま
だ
契
約
し
て
い
な
い
家
庭
も
あ

る
の
で
今
後
は
細
か
く
指
導
し
て
い

0
 

< 

中
谷
か
ら
南
大
島
稲
荷
山
に
通
じ

る
南
北
の
道
路
に
つ
い
て
、
も
う
少

し
こ
ま
か
く
整
備
す
べ
き
と
考
え
る

‘
、
、

0

カ

〔
答
〕
あ
の
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は

悔
島
排
水
路
整
備
と
併
せ
て
し
た
い

が
、
排
水
路
整
備
の
実
施
が
後
年
に

あ
る
よ
う
な
ら
ば
防
塵
舗
装
し
た
い

が
、
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
土
地
改

良
事
務
所
と
合
議
し
て
進
め
た
い
。

道
路
管
理
の
不
備
に
つ
い
て

農
道
の
現
道
舗
装
に
つ
い
て
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な
ど
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和
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ど
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村
民
の
皆
様
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l
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
目
、
ま
す
ま
す
地
方
文
化
が
重
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昭
和
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十
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年
の
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思
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今
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春
を
ご
家
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で
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健
勝
後
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政
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行
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し
て

I
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の
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い
年
を
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迎
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た
こ
と
と
、
議
員
一
同
お
祝
い
と
議
会
は
一
致
協
力
し
て
進
み
た
一

I
 一

申
し
上
げ
ま
す
。
い
と
思
い
ま
す
。

l

l

ま
た
、
議
会
に
対
し
ご
理
解
あ
明
和
村
も
村
民
の
生
活
の
安
定

l

I

l

 

I
る
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜
ゎ
り
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
諸
施

l

一
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
第
を
積
極
的
に
推
進
し
、
村
民
の
一

-

l

 

I

昨
年
は
、
近
年
に
な
い
政
治
的
信
頼
と
期
待
に
こ
た
え
る
べ
く
、

I

ー
・
経
済
的
に
世
界
が
波
乱
の
年
で
健
康
で
豊
か
な
住
み
よ
い
地
域
社
一

l

あ
り
ま
し
た
。
会
の
建
設
に
取
り
組
み
、
中
学
校

l

l

l

 
一
ィ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
の
戦
争
ぼ
っ
の
改
築
、
道
路
排
水
路
改
修
の
促

l

l
発
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
進
、
福
祉
対
策
の
拡
充
な
ど
の
諸

l

l

I

 

I

の
侵
入
、
こ
れ
に
対
し
米
国
を
は
問
題
に
対
し
、
村
民
各
位
の
声
を
―

ー
じ
め
と
す
る
同
盟
国
の
経
済
制
裁
、
村
政
に
反
映
実
現
す
べ
く
、
議1只
l

l

l

 関
連
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
。
六
月
一
丸
と
な
っ
て
最
大
の
努
力
を
い

I

l
 ー

に
国
政
史
上
初
の
衆
参
同
時
選
挙
、
た
す
所
存
で
あ
り
ま
ず
。
一

l

七
月
の
知
事
選
挙
な
ど
と
慌
た
だ
今
年
も
明
和
村
の
躍
進
と
、
皆

l

I

I

 

l
し
く
明
け
暮
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
様
が
健
康
で
豊
か
な
良
い
年
で
あ

I

ー
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
明
和
村
り
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
ご
祈
念

l

I

l

 

I
は
村
民
各
位
の
ご
協
力
と
奈
良
村
申
し
土
け
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

I

ー
長
の
卓
越
し
た
行
政
手
腕
に
も
と
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
一

一

l

づ
く
健
全
財
政
を
基
調
に
強
い
責

l

ｭ

贔
·
ー

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
*

ふ
る
さ
と
運
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
西
小
学
校
で
は
、
十
二

月
一
日
『
ふ
る
さ
と
学
習
発
表
会
』

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ふ
る
さ
と
学
習
発
表
会
は
、

ふ
る
さ
と
の
事
は
な
ん
で
も
、
ど
ん

な
事
で
も
知
ろ
う
、
そ
し
て
。
郷
土

に
愛
着
を
持
と
う
と
、
児
童
達
が
独

自
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
調
べ
る
も
の

で
、
一
年
生
は
わ
ら
べ
う
た
、
二
年

生
は
稲
作
り
、
三
年
生
は
自
然
と
産

業
、
四
年
生
は
方
言
と
遊
び
う
た
、

五
・
六
年
生
は
神
社
・
仏
閣
な
ど
の

歴
史
を
地
区
ご
と
に
調
べ
発
表
。

《
み
ん
な
そ
ろ

っ
て
明
る
い
お
正

月
を
》
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
今
年
も

恒
例
の
「
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
」

が
、
一
ヵ
月
間
全

国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
赤
い
羽
根
で
お
な

じ
み
の
共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し

て
十
二
月
に
限
っ
て
行
わ
れ
る
も
の

で
、
運
動
の
進
め
方
は
、
区
長
・
民

生
児
童
委
員
を
中
心
に
実
施
さ
れ
る

「
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
」
と
N
H

K

が
行
う
「
N
H
K

歳
末
た
す
け
あ

い
」
の
”
二
本
立
て
＂
と
な
っ
て
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
で
も
皆
さ
ん
か
ら
の
「
物
・
心
」

両
面
に
わ
た
る
温
か
い
善
意
を
た
＜

さ
ん
の
方
々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
額
は
五
十
一

万
七
千
五
十
一
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
村
内
の
被
保
護
、
準
要

保
護
世
帯
三
十
五
世
帯
（
九
十
三
人
）

及
び
長
期
入
院
、
入
所
者
二
十
八
人

に
贈
り
ま
し
た
。

◎
歳
末
助
け
合
い
に
寄
せ
ら
れ
た
温

か
い
善
意
品

▼
手
ね
ぐ
い
一
四
八
二
本

▼
タ
オ
ル
五
―
二
本

▼
サ
ラ
シ
ニ
―

0
本

マ
戸
別
募
金
四
六
万
七
ニ
―
一
円

▼
梅
原
み
ず
ほ
会
よ
り
九
三
五
0
円

▼
森
尻
重
作
さ
ん
よ
り
四
五

0
0
円

▼
千
津
井
舞
鶴
会
よ
り
六
五
七
0
円

▼
館
林
た
ば
こ
販
売
組
合
よ
り

二
万
九
四
二

0
円

▼
正
田
憐
油
昧
よ
り
(
-
f
入
り
）

三
六
本

各
戸
よ
り
い
た
だ
い
た
手
ぬ
ぐ
い

は
、
婦
人
民
生
委
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
オ
ム
ツ
に
縫
製
し
、
ね

た
き
り
老
人
に
配
布
し
ま
し
た
。

善
意
あ
り
が
と
う

み
な
さ
ん
か
ら
の

児
童
達
は
土
曜

日
や
日
曜
日
を
利

用
し
古
い
民
家
や

古
老
の
い
る
家
を

訪
ね
て
、
昔
の
ふ

る
さ
と
の
よ
う
す

や
苦
労
話
を
聞
き
、

あ
ら
た
め
て
ふ
る

ふ
る
さ
と
見
つ
け
た

西
小
で
ふ
る
さ
と
学
習
発
表
会

さ
と
の
よ
さ
を
知
っ
た
よ
う
で
し
た
。

三
年
生
は
明
和
村
の
立
体
地
図
な

ど
を
作
っ
た
り
、
四
年
生
は
方
言
と

い
う
事
で
ふ
る
さ
と
の
方
言
を
取
り

入
れ
た
方
言
劇
な
ど
も
発
表
。

ま
た
、
農
具
な
ど
を
調
べ
て
い
た

ら
「
学
習
の
た
め
な
ら
ば
農
具
を
寄

付
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

る
人
も
お
り
ま
し
た
。

児
童
か
ら
古
老
ま
で
参
加
し
た
、

西
小
の
ふ
る
さ
と
学
習
発
表
会
で
し

た
。

村
長

助
役

収
入
役

教
育
長

奈
良
丑
松

関
口
浅
次

宮
沢
恒
雄

三
田
惣
三
郎

●
明
和
村
役
場

ク

委
員
長

副
委
員
長

委
員ク

小
松
原
一
好

島
田
誠
司

石
村
嘉
男

野
本
高
男

新
井
初
太
郎

委
員
長
栗
原
利
夫

副
委
員
長
野
本
孝
蔵

委
員
小
平
喜
章

I
I

鯉
沼
兵
吉

委
員
長
始
沢
三
郎

副
委
員
長
泉
田
公
一
郎

委
員
松
本
功

ク
関
口
正
四
郎

ク

委
員
長

副
委
員
長

委
員ク

堀矢斎中泉

口島藤村田

孝光和

正一憲雄作

議
長
新
井
初
太
郎

副
議
長
堀
口
正

賀
正

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

•
明
和
村
議
会

•
総
務
常
任
委
員
会

•
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

•
経
済
常
任
委
員
会

•
建
設
常
任
委
員
会
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村
の
最
高
齢
者
で
あ
っ
た
大
輪

の
村
田
か
ん
さ
ん
が
、
昨
年
十
二

月
三
日
午
前
十
一
時
二
十
五
分
、

老
衰
の
た
め
自
宅
で
逝
去
さ
れ
ま

村
の
最
高
齢
者

村
田
か
ん
さ
ん
逝
去

い
た
る
所
に
は
え
る
。
多
年
性
の
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9
』

身
近
に
自
生
し
て
い
ま
す
よ

薬
用

＿
ン
ジ
ン
と
同
じ
成
分

野
草
の
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
に
、
薬
用
は
、
似
た
よ
う
な
も
の
が
多
く
素
人

ニ
ン
ジ
ン
と
同
じ
薬
効
成
分
『
サ
ポ
で
は
他
の
野
草
と
間
違
い
や
す
い
が
、

ニ
ン
』
が
含
ま
れ
て
い
る
事
が
徳
島
大
輪
の
村
田
謙
一
さ
ん
は
、
裏
の
薮

文
理
大
学
の
竹
本
常
松
教
授
に
よ
っ
の
中
に
あ
っ
た
野
草
を
竹
本
教
授
に

て
発
見
さ
れ
、
最
近
に
わ
か
に
ス
ポ
現
物
を
送
り
鑑
定
し
て
も
ら
っ
た
と

ッ
ト
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ろ
、
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
に
ま
ち
が
い

し
か
し
、
こ
の
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
に
な
い
と
お
墨
付
き
を
い
た
だ
き
ま
し

9
9
9
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9
9
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,
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ま
し
た
。
百
一
歳
で
し
た
。

生
前
の
か
ん
さ
ん
は
九
年
間
も

寝
た
き
り
生
活
で
し
た
が
、
食
事

な
ど
ひ
孫
に
あ
た
る
光
代
さ
ん
が

食
べ
さ
せ
て
や
る
と
「
と
っ
て
も

お
い
し
い
」
な
ど
を
連
発
し
、
と

て
も
元
気
な
様
子
で
し
た
が
。

こ
こ
に
村
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
か
ん
さ
ん
の
冥
福
を
祈
り
ま
し

ょ
う
ノ
〇

こ
。t
 竹本

教
授
も
、
こ
の
種
子
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
と
村
田
さ
ん
に
依
頼
文

が
届
く
程
。

村
田
さ
ん
は
近
い
将
来
高
価
な
薬

用
ニ
ン
ジ
ン
に
か
わ
っ
て
、
ア
マ
チ

ャ
ヅ
ル
の
需
要
が
多
く
な
る
こ
と
を

予
想
し
て
、
去
年
採
種
し
た
の
を
畑

で
栽
培
し
て
み
た
い
と
新
し
い
夢
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

0
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
の
特
徴

ひ
げ
つ
る
は
葉
が
出
て
い
る
茎
の

部
分
か
ら
出
る
。
茎
は
生
長
す
る
と

軟
毛
が
な
く
な
る
。
葉
は
五
枚
に
は

っ
き
り
分
か
れ
て
い
る
。
実
は
球
状

で
ア
ズ
キ
大
。

＊
ァ
マ
チ
ャ
ヅ
ル
の
生
育

多
年
草
の
た
め
冬
は
茎
葉
が
枯
れ

て
も
春
に
な
れ
ば
根
茎
か
ら
芽
を
伸

ば
し
、
生
命
力
は
強
い
。
野
草
の
た

め
根
強
く
、
根
を
掘
り
取
っ
て
植
え

て
も
よ
く
、
実
生
、
さ
し
木
で
も
生

育
す
る
。
実
は
十
ー
十
一
月
頃
黒
く

熟
す
。

総
理
府
で
は
、
広
く
国
民
の
皆
さ

ん
か
ら
、
政
府
の
施
策
に
つ
い
て
意

見
、
批
判
、
要
望
を
お
き
き
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
声
を
国
の
政
策

に
反
映
す
る
た
め
に
、
全
国
か
ら
国

政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

国
の
行
政
に
関
心
を
お
持
ち
の
方

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

国
の
行
政
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民
。

▼
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

お
聞
か
せ
く
だ
さ

あ
な
た
の
〈
声

低
い
山
や
野
原
の
道
端
に
薔
通
み

ら
れ
る
。
つ
る
状
の
多
年
草
。

9
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9
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原
野
・
道
端
、
荒
地
に
多
い
一
年

性
の
つ
る
草
本
。
一
面
に
茂
り
地
面

を
お
お
う
事
が
多
い
。
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つ
る
草
本
で
材
木
の
害
草
。

.. 

子
供
の
目
か
ら
見
た
交
通
対
策

' 

私
は
、
小
さ
い
こ
ろ
に
、
と
び

だ
し
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
動
車
が
こ
な
か
っ
た
か
ら
よ
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
も
し
、
自
動
車

が
き
た
ら
、
私
は
、
交
通
事
故
に
あ

っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
、
私
は
、
大
人
も
、
子
供
も

左
右
か
く
に
ん
し
て
、
ほ
し
い
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

み
ん
な
が
協
力
し
て
、
交
通
事

故
防
ぐ
と
、
健
康
で
、
た
の
し
い

生
活
を
お
く
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
学
校
で
は
、
と
く
に

一
・
ニ
年
生
が
交
通
事
故
に
あ
っ

て
い
ま
す
。
私
の
通
が
く
班
で
は
、

一
年
生
の
子
と
、
四
年
生
の
子
が

ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
て
な
ら
ん
で
、

く
れ
ま
せ
ん
。

「
私
は
、
班
長
で
す
こ

当
面
の
重
要
施
策
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
く
ほ
か
、

随
時
自
発
的
に
国
の
行
政
全
般
に
つ

い
て
の
具
体
的
提
言
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
モ
ニ
タ
ー
す
る
期
間

; 
東小六年

砂賀三千代

だ
か
ら
、
交
通
事
故
に
、
あ
っ

た
ら
、
班
長
・
副
班
長
の
責
任
で

す
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
を
、
な
ら

ば
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

で
も
み
ん
な
、
自
分
一
人
ぐ
ら

い
は
、
平
気
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
。一

人
、
一
人
、
ル
ー
ル
を
、
守

り
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。

「
私
も
、
と
び
だ
し
は
、
し
ま

せ
ん
]
だ
か
ら
、
み
ん
な
も
、
と

び
だ
し
は
、
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ー交
通
安
全
の

ポ
ス
タ
ー
募
集

明
和
村
・
館
林
市
・
板
倉
町
の

小
学
六
年
生
（
現
在
五
年
生
）
の

描
い
た
交
通
安
全
の
ド
ス
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
は
四
月
一
日
か
ら
五

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

一
年
間
（
昭
和
五
十
六
年
四
月
か

ら
五
十
七
年
三
月
ま
で
）

マ
募
集
人
員
、
応
募
方
法
一

申
し
込
み
先
、
人
員
な
ど
は
今
月

末
ま
た
は
二
月
上
旬
の
新
聞
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。

最終回
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小林長三郎さん
（南大島）

あ
る
日
、
ラ
ジ
オ
で
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
体
操
の
選
手
小
野
清
子
さ

ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
タ
イ
ト

ル
は
農
村
に
於
け
る
健
康
法
で
し

た
。
昔
は
農
作
業
、
洗
濯
、
掃
除

等
、
全
身
を
動
か
し
て
筋
肉
を
毎

日
の
様
に
ほ
ぐ
し
た
。
今
や
ほ
と

ん
ど
が
全
自
動
と
な
り
、
ま
た
食

生
活
も
向
上
し
、
み
な
う
ま
い
物

ば
か
り
、
ま
ず
い
物
を
知
っ
て
こ

そ
、
本
当
の
う
ま
い
物
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
事
を
忘
れ
が
ち
な
現
代

で
は
カ
ロ
リ
ー
の
取
り
過
ぎ
は
勿
論

新
し
い
病
気
「
成
人
病
、
脳
卒
中
」

な
ど
を
誘
発
す
る
こ
と
は
必
至
だ
と

い
う
内
容
で
し
た
。

私
は
地
区
の
役
員
と
し
て
、
有
志

の
方
々
と
相
談
し
、
地
区
民
の
健
康

管
理
の
た
め
去
年
の
夏
、
第
一
回
稲

荷
山
地
区
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
村
民
教
養
大
学
で
再
度

小
野
さ
ん
の
講
演
で
勇
気
と
自
信

を
つ
け
、
十
二
月
十
四
日
に
再
度

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
し
て
マ
ラ
ソ
ン
と
併
せ
て
老

人
達
を
対
象
に
し
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
も
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
稲
荷
山
の
年
中
行
事
と

す
る
事
を
決
定
し
、
一
層
健
康
と

融
和
が
深
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

写
真
・
文
・
題
字
と
も
小
林
さ
ん
で
す
）

苓
多
も
（
含
藷
3
笠
＂

（第53回）

2月 25日休）午後2時から
ー電話のかけ方が変わります一

■ 2 月 25 日 午後 2 時から館林局管内（館林・邑楽・板倉・赤岩

・川俣局）の市外局番が0276 になります。
■ それに伴って全局間の通話は 6 ケタ（＇［；人J I，と番＿·/JI~人x匁II\-X；→＇）

ながります。

■館林局の世帯（斗合田・下江黒・上江黒・千津井）は………

市内局番加入者番号

現在 •— xxxx 
変更後 7 • -xxxx 

J I|俣局の世帯は…••…•

市内局番加入者番号
----xxxx (4 ケタダイヤル）
-xxxx (6 ケタダイヤル）

現在

変更後 84 

(5 ケタダイヤル）

(6 ケタ // ) 

合電話のかけ方

(I) 市外局番が0276 となる相互通話の場合

A がB にかける場合

B がA にク

A がC に

B がD に

ヶ

ヶ

でつ

局番相手の番号

8 4-xxxx 
7 • -xxxx 
7 • -xxxx 
8 4-xxxx 

(II) 市外局番が0276以外の相互通話の場合

今までと変わりありません。

※不明な点は 02767- 4 -2991へおたずねください。

(2 月 25 日午後 2 時以降は74-2991番になります）

ア
マ
チ
ュ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
で
活
躍

し
た
新
里
の
谷
津
嘉
章
選
手
は
十
月

下
旬
か
ら
、
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
の
い

る
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
に
入
門
し
、
本

村
で
初
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
誕

生
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
歳
の
と
き
か
ら
五
年
連
続
し

て
全
日
本
選
手
権
を
制
し
、
ア
マ
レ

ス
ヘ
ビ
ー
級
の
ホ
ー
プ
と
な
り
、
昨

年
も
優
勝
し
、
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
行
き
の
切
符
を
手
に
し
な
が
ら

の
ボ
イ
コ
ッ
ト
で
幻
の
五
輪
代
表
選

手
。谷

津
選
手
は
身
長
一
九
一
丑
ノ
、
体

重
―

-
0
キ
ロ
で
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
を
し
て
い
る

の
を
見
た
猪
木
さ
ん
が
谷
津
選
手
の

素
質
に
ほ
れ
こ
み
、
熱
心
に
勧
誘
し

て
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
で
は
と
、
プ

ロ
レ
ス
界
に
入
門
。

昭
和
三
十
一
年
七
月
十
九
日
生
、

二
十
四
歳
。
足
工
大
付
属
高
校
か
ら

レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
、
固
体
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
。
日
大
に
進
み
、

二
年
の
と
き
全
日
本
選
手
権
で
優
勝

し
、
そ
れ
以
後
国
内
で
は
負
け
知
ら

ず
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
．
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔

◎
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

猪
木
さ
ん
は
「
新
日
本
プ
ロ
レ
ス

だ
け
で
な
く
、
将
来
の
日
本
プ
ロ
レ

ス
界
を
背
負
っ
て
立
つ
男
」
と
谷
津

選
手
に
ほ
れ
こ
み
よ
う
。
谷
津
選
手

も
「
二
十
世
紀
後
半
の
偉
大
な
ス
タ

ー
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
入
門

の
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
谷
津
選
手
は
昨
年
の
X

マ
ス

の
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
け
て
出

発
。
同
地
区
の
レ
ス
ラ
ー
と
実
戦
を

重
ね
一
年
間
修
行
を
し
て
き
ま
す
。

新
日
本
ブ
ロ
レ
ス
に
入
門

ア
マ
レ
ス
の
谷
津
嘉
章
選
手

道
の
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
の
ウ
イ

リ
ア
ム
ル
ス
カ
の
ス
パ
ー
リ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー
を
努
め
る
。
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
八
位
。
モ
ス
ク

ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
得
た
が
ボ

イ
コ
ッ
ト
に
あ
い
不
参
加
。

火
の
元
に
は

ご
注
意
を
”
~

年
末
に
な
り
続
け
て
火
災
が
起
こ

り
、
火
の
恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と

見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
年
早
々

火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
火
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
ご
注
意
を
”
~

蒼
火
事
を
出
さ
な
い
た
め
に

□
タ
バ
コ
の
投
げ
す
て
、
置
き
忘
れ

を
し
な
い
。
特
に
飲
酒
し
た
と
き
の

寝
タ
バ
コ
は
危
険
で
す
。

什
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は

正
し
い
取
り
扱
い
を
。
ま
た
、
ま
わ
り

に
燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か
な
い
。

り
た
き
火
を
す
る
と
き
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

•
一
度
に
多
く
の
物
を
燃
や
さ
な

ヽ
4
0

し

●
風
の
強
い
日
、
狭
い
場
所
で
は

絶
対
に
や
ら
な
い
。

●
水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
の
準
備

を
し
て
お
く
。

3
外
出
す
る
と
き
、
就
寝
す
る
と
き

は
必
ず
火
の
元
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

衡
消
火
に
備
え
て

常
に
消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
を
用
意

し
て
お
く
。
ま
た
、
お
風
呂
の
水
は

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
抜
か
な

い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

圏
も
し
火
事
に
な
っ
た
ら

m
ぃ
ち
早
＜
―
-
九
番
で
場
所
、
目

標
、
状
況
を
知
ら
せ
る
。

り
ま
わ
り
の
人
に
大
声
で
知
ら
せ
小

さ
な
火
な
ら
ば
協
力
し
て
消
す
。
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食
中
毒
は
夏
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
冬
季
と
い
え
ど
、
油
断

大
敵
で
す
。

細
菌
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
は
び

こ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
ま
わ
り
は
、

い
わ
ば
、
す
べ
て
細
菌
の
す
み
か
と

い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
う

え
都
合
の
悪
い
こ
と
に
、
食
品
の
中

鈴
木

【
由
緒
】
明
和
村
新
里
に
鈴
木
姓

が
七
戸
あ
る
。
遠
祖
は
下
野
都
賀

，
だ
い
し

L
.
)

郡
小
山
郷
の
豪
族
下
野
大
橡
小
山

行
光
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
子
孫
が

上
州
に
移
住
し
、
青
柳
城
主
佐
貰

氏
に
仕
え
同
氏
滅
亡
後
は
館
林
城

主
赤
井
氏
、
長
尾
氏
に
属
し
荒
野

を
開
拓
し
て
新
里
邑
と
名
付
け
鈴

木
と
称
し
た
。

秀
吉
の
小
田
原
征
伐
の
折
に
は

き
ヵ

北
条
氏
の
磨
下
と
し
て
活
躍
し
た

が
、
役
の

後
帰
農
し

た
と
い
う
。

江
戸
時

代
は
代
々

名
王
を
つ

と
め
た
。

寺
は
地

ｮ 
蔵
寺
で
墓
石
の
古
い
も
の
で
は
寛

文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
も
の
か

ら
、
延
宝
、
宝
氷
、
正
徳
と
古
い
も

の
が
連
っ
て
い
る
。

正
月
三
ヵ
日
は
餅
を
食
べ
な
い

し
き
た
り
。

古
文
書
類
多
数
所
蔵
し
て
い
た

と
い
う
が
、
明
治
四
十
三
年
の
大

洪
水
で
大
半
を
流
失
し
た
。
残
余

の
も
の
は
最
近
処
分
さ
れ
全
く
残

っ
て
い
な
い
。

【
家
紋
】
丸
に
三
つ
亀
甲
。
屋
号

は
本
家
に
当
た
る
鈴
木
健
一
氏
方

を
俗
に
「
蔵
大
尽
ど
ん
」
と
呼
ん

で
い
る
。ヽ

J
f
、
/
‘
ノ
｀
‘
／
‘
J
~
l

※
お
顧
い
自
分
の
家
の
苗
字
の

い
わ
れ
、
家
紋
が
わ
か
り
ま
し
た

ら
、
広
報
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。次

回
は
『
柿
沼
』
の
予
定
で
す
。

で
細
菌
が
増
殖
し
て
い
て
も
、
臭
い
、

味
、
形
な
ど
の
変
化
が
起
こ
ら
な
い

場
合
も
あ
る
の
で
す
。

食
品
の
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
見
え
な
い
敵

を
相
手
に
す
る
こ
と
な
の
で
す
か
ら
、

む
ず
か
し
い
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん

が
”
敵
り
の
性
格
を
知
れ
ば
自
ら
適

卓
球
大
会
の

結
果

氷
点
下
四
度
以
下
は
注
意
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
・
水
道
管
の
冬
じ
た
＜

切
な
対
策
が
た
て
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
第
一
は
「
清
潔
を
保
ち
、
食

品
に
細
菌
を
つ
け
な
い
」
こ
と
で
す
。

食
品
に
調
理
器
具
、
調
理
場
所
な
ど

は
、
よ
く
洗
浄
し
て
い
つ
も
清
潔
に

保
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
台
所

に
立
つ
主
婦
の
み
な
さ
ん
も
十
分
に

手
指
な
ど
の
洗
浄
・
消
毒
が
必
要
な

水
道
管
の
”
冬
じ
た
く
＂
は
で
き

て
い
ま
す
か
。

気
温
が
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
四
度
以
下

に
な
る
と
、
水
道
の
水
が
凍
っ
た
り
、

水
道
管
が
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。

特
に
、
水
道
管
が
次
の
よ
う
な
場

所
に
あ
る
と
き
は
、
防
寒
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
屋
外
に
あ
っ
て
、
む
き
出
し
に
な

っ
て
い
る
場
合

▽
北
向
き
の
寒
い
と
こ
ろ
に
あ
る
場

合
▽
日
照
時
間
の
短
い
と
こ
ろ
に
あ
る

場
合

▽
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る

場
合

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管

は
、
早
目
に
”
防
寒
策
＂
を
講
じ
て

く
だ
さ
い
。

L

簡
単
に
で
き
る
水
道
管
の
°
凍
結
・

破
裂
防
止
法
り
は
次
の
通
り
で
す
。

手
近
に
あ
る
布
や
な
わ
、
こ
も
な

ど
を
露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
巻
き

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

第
二
は
、
調
理
し
た
も
の
は
な
る

べ
く
早
く
食
べ
る
こ
と
で
す
。
長
く

置
く
と
、
細
菌
が
つ
き
増
殖
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。

第
三
は
、
加
熱
で
き
る
も
の
は
煮

る
か
、
焼
く
か
し
て
菌
を
殺
し
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
加
熟
で
き

な
い
も
の
は
、
冷
却
す
る
つ
ま

り
「
加
熱
ま
た
は
冷
却
」
の
原
則
で

す
。
細
菌
を
「
つ
け
ず
、
ふ
や
さ
ず
、

生
か
さ
ず
」
こ
の
三
原
則
を
お
忘
れ

な
く
。

つ
け
て
保
温
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
や
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
布
な
ど
の

I
I防
寒
材
り
が
ぬ
れ
ま
す
と
、
そ
れ

ら
が
凍
っ
て
、
か
え
っ
て
水
道
管
を

破
裂
さ
せ
る
結
果
と
な
る
か
ら
で
す
。

破
裂
し
て
し
ま
っ
て
は
、
た
く
さ

ん
の
水
が
ム
ダ
に
な
る
上
、
修
理
代

も
ば
か
に
な
り
ま
せ
ん
。
水
道
管
に

は
温
か
い
思
い
や
り
を
。

十
二
月
七
日
に
行
わ
れ
た
村
民
卓

球
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し

た
。

屠
シ
ン
グ
ル
ス

▽
中
学
生
男
子
の
部

0

優
勝
長
康
行
●
準
優
勝
奈

良
政
彦
•
第
三
位
奥
沢
健
司

ご
注
意
”
食
中
毒
は
夏
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

細
菌
を

I
I

つ
け
ず. 
ふ
や
さ
ず
. 
生
か
さ
ず
I
I

●
準
優
勝

青
木
勝
美

. 
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ヽ
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赤
ち
ゃ
ん
を
母
乳
で
育
て
よ
う

赤
ち
ゃ
ん
は
安
心
し
て
飲
め
る

お
母
さ
ん
の
お
乳
を
ま
っ
て
い
ま

す
。母

乳
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
ミ
ル
ク

で
育
て
ら
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
よ
り
…

①
お
母
さ
ん
の
免
疫
を
も
ら
え
る

の
で
病
気
に
か
か
り
に
く
い
。

②
ァ
レ
ル
ギ
ー
体
質
に
な
り
に
く

ヽ
,

0
 

し③
ぉ
母
さ
ん
と
の
心
の
交
流
が
で

き
て
精
神
的
に
安
定
し
た
子
に
な

る
。母

乳
は
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も

①
適
温
な
の
で
ミ
ル
ク
の
よ
う
に

手
間
が
か
か
ら
ず
、
い
つ
で
も
与

小
林
聡

▽
一
般
男
子
の
部

0

優
勝
茂
木
暁
至

石
村
正
•
第
三
位

▽
一
般
女
子
の
部

0

優
勝
樽
見
和
江
●
準
優
勝

関
根
ト
シ
子
•
第
三
位
中
村
敬

子
薗
部
里
美

＊
ダ
ブ
ル
ス

え
ら
れ
る
。

②
経
済
的
で
あ
る
。

③
お
母
さ
ん
の
産
後
の
か
ら
だ
を

早
く
回
復
さ
せ
る
。

母
乳
を
出
す
た
め
に
は

①
妊
娠
五
ヵ
月
に
は
い
っ
た
ら
、

乳
房
の
手
当
て
を
は
じ
め
ま
し
ょ

う
。
（
方
法
に
つ
い
て
は
、
妊
婦

検
診
、
家
庭
訪
問
等
で
お
話
し
し

ま
す
。
）

②
睡
眠
を
十
分
と
り
、
疲
れ
を
残

さ
な
い
。

③
心
配
し
な
い
で
、
の
び
の
び
と

暮
ら
す
。

④
ぉ
乳
を
か
ら
に
す
る
。

⑤
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
。
（
赤

飯
、
も
ち
、
う
ど
ん
、
け
ん
ち
ん

汁
等
あ
た
た
か
い
汁
物
が
効
果
が

あ
り
ま
す
。
）

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
、
母
乳
は
必
ず
出
る
も
の
だ
、

と
い
う
確
信
と
、
出
そ
う
と
す
る

努
力
で
す
。
（
高
瀬
記
）

▽
一
般
男
子
の
部

0

優
勝
石
村
・
野
沢
組
●
準
優

勝
青
木
•
青
木
組
•
第
三
位

茂
木
・
塩
田
組

▽
一
般
女
子
の
部

0

優
勝
関
根
，
戸
ヶ
崎
組
•
準

優
勝
中
村
・
清
水
組
•
第
三
位

薗
部
・
王
井
組

第 7 回
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i事業主の方へ I
定年延長奨励金

継続雇用奨励金

令
受
給
で
き
る
事
業
主
〉

①
労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則
に
よ

っ
て
定
年
制
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

定
年
年
齢
を
五
十
六
歳
以
上
に
引
き

〈
奨
励
金
の
額
＞

定
年
延
長
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の

適
用
を
受
け
る
労
働
者
が
生
じ
た
年

か
ら
、
そ
の
労
働
者
が
退
職
す
る
年

ま
で
の
期
間
（
た
だ
し
五
十
五
歳
以

上
六
十
五
歳
未
満
）
一
人
当
た
り
中

小
企
業
で
年
額
四
十
万
円
、
大
企
業

で
三
十
万
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

の支給申請を
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

一
定
年
延
長
奨
励
金
＿

定
年
延
長
を
促
進
す
る
た
め
の
助
成
で
、

定
年
年
齢
を
五
十
六
歳
以
上
に
引
き
上
げ

た
事
業
主
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

上
げ
た
事
業
主
。

六
十
歳
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
年
齢
へ
と
最
近
、
定
年
年
齢
を
引
き
上
げ
る

事
業
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
＿
方
で
、
従
来
の
「
五
十
五
歳
定
年
制
」
を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

な
お
全
体
の
約
四
0
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
五
十
五
歳
と
い
え
ば
平
均
寿
命
が
延
び
た
現
在
、
仕
事
の
上
で

は
経
験
豊
か
な
脂
の
乗
り
き
っ
た
年
齢
と
い
え
ま
す
。

仕
事
の
面
で
も
、
体
力
の
面
で
も
ま
だ
ま
だ
慟
け
る
状
態
に
あ
り
な
が
ら
、

職
場
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
事
業
所
に
と
っ
て

も
、
ま
た
社
会
的
に
み
て
も
大
き
な
損
失
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
労
働
省
で
は
、
「
昭
和
六
十
年
・
六
十
歳
定
年
制
」
の

普
及
を
目
標
に
、
定
年
延
長
な
ど
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
助

成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

定
年
を
延
長
し
た
翌
年
の
一
月
一

日
か
ら
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
「
支

給
申
請
書
」
を
公
共
職
業
安
定
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
添
付

書
顆
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
定
年
に
関
す
る
労
働
協
約
ま
た
は

就
業
規
則
の
写
し

②
定
年
延
長
関
係
労
働
者
名
海

高
齢
者
の
雇
用
の
安
定
を
目
的
と

し
た
助
成
で
、
六
十
歳
以
上
の
定
年

制
を
し
き
、
定
年
到
達
者
を
定
年
退

職
後
も
引
き
続
き
雇
用
し
た
事
業
主

に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
受
給
で
き
る
事
業
主
〉

労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則
に
よ

っ
て
定
年
制
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
年
齢
が
六
十
歳
以
上
で
あ
っ
て

〈
受
け
る
た
め
の
手
続
〉

〈
受
け
る
た
め
の
手
続
〉
定
年
到
達
者
を
、
定
年
退
職
日
の
翌

日
か
ら
七
日
以
内
に
再
び
常
用
労
働

者
と
し
て
一
年
以
上
継
続
雇
用
し
た

事
業
主
。

た
だ
し
、
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る

こ
と
。〈

奨
励
金
の
額
＞

労
働
者
一
人
当
た
り
中
小
企
業
で

年
額
二
十
万
円
、
大
企
業
で
十
五
万

円
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
月
一
日
か
ら
一
月
三
十
一
日
ま

で
に
、
支
給
申
請
書
を
公
共
職
業
安

定
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
添
付
書
頷
は

①
定
年
に
関
す
る
労
働
協
約
ま
た
は

就
業
規
則
の
写
し

②
維
持
雇
用
関
係
労
働
者
名
簿
継
続

※
詳
し
い
こ
と
は
、
公
共
職
業
安
定

所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

館
林
2

ー
四
三
六
五

ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

体
育
協
会
主
催
の
ス
キ
ー
教

室
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

T
期
日
二
月
十
四
・
十
五
日

（
＋
三
日
午
後
八
時
出
発
）

T
場
所
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

T
募
集
人
員
三
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
メ
切
）

T
参
加
費
用
一
万
一
千
円

T
申
し
込
み
中
央
公
民
館
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

55年

1 月 13 日

1 月 15 日

1 月 18 日

1 月 20 日

2 月 2 日

2 月 13 日

2 月 15 日

2 月 28 日

3 月 1 日

3 月 11 日

3 月 15·16 日

3 月 23 日

4 月 26 日

4 月 27 日

5 月 1 1 日

5 月 21 日

6 月 1 日

6 月 22 日

7 月 6 日

7 月 6 日

7 月 12 日

7 月 16 日

8 月 10 日

8 月 10 日

8 月 14 日

8 月 16 日

8 月 27 日

9 月 1 日

9 月 19 日

9 月 20 日

9 月 21 日

9 月 23 日

9 月 25 日

9 月 28 日

9 月 30 日

10 月 5 日

10 月 12 日

10 月 25 日

11 月 1 • 3 日

1 1 月 2 日

1 1 月 3 日

11 月 7 日

11 月 15 日

1 1 月 16 日

11 月 29 日

12 月 6 日

12 月 18 日

12 月 23 日

村の主なニュース

•第 1 回村民マラソン大会行わ

れる（参加者375名）
•村カルタ大会行われる

•臨時村議会行われる

•第 4 回凧上げ大会行われる
(149個の凧上がる）

•中学 2 年生を対象に立春式行
われる（対象者94名）

•第 1 回目の農協合併の話し合

い行われる

•上江黒村営住宅の入居者募集開始
•邑楽郡老人クラブ芸能大会行
われる

•合併25周年記念式典行われる
•村議会行われる (55年度予算

を認定）
●公民館まつり行われる

•剣道大会行われる

•村政功労者の表彰式行われる

（尾花時夫さん、恩田義雄さん、
新井真三郎さん、石崎司郎さ

ん、鯉沼ーニさん、蓮見幸蔵さ

ん、香山清さんが功労者に）

● 20歳以上の独身者を対象に

勇女の集いミ行われる
•下シエ黒嬬人消防隊設立
•村議会行われる（村誌編さん

室の設置を決定）
•村誌編さん室スタートする

•衆・参議員同時選挙行われる

•県知事選挙行われる

•パパさん‘ノフトボール大会行
われる

•一都六県の水防演習行われる

（大輪地先の河川敷で）
•初めての母親学級開かれる
●村民野球大会行われる (1憂勝

矢島）

•第 1 回ポンプ操法大会行われる
●臨時議会行われる

•納涼祭行われる
•西小学校増築工事の起工式行

われる

●一般‘ノフトボール大会行われ

る (1憂勝新里ラークス）

•第 1 回老人クラブ対抗ゲート
ボール大会行われる（女子は

江口、男子は川俣が優勝）

•第 5 回定例村議会（54年度各
種会計決算を認定）
●村民庭球大会行われる

•成人式行われる (109人大人の

仲間入り）

•第 7 回老人福祉大会行われる

•第 1 回総合福祉スポーツ大会

行われる

•中央幼稚園の起工式行われる
•第 2 回防災訓練行われる
•村民体育祭行われる (1憂勝

梅原）

•消防ポンプ自動車購入（第 1
分団に）

•総合文化祭開催

•ママさんバレーボール大会行

われる（優勝矢島・入ヶ谷地区）

•魚つり大会行われる（優勝
田口忠雄）

•村民教養大学（小野清子）行
われる

（萩原進）
•村民バレーボール大会行われ
る（男子はファイターズA 、女

子は愛好会が1憂勝）

•村民教養大学（山本茂実）行
われる

. 

.,,,, 

,,,, 

（酒井広）

•歳末慰問（対象者61 名）
●村議会行われる

グ

ク
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村
で
は
十
二
月
十
八
日
、
村

長
と
助
役
が
二
班
に
分
か
れ
て
、

村
内
の
寝
た
き
り
老
人
・
ひ
と

り
篠
ら
し
の
老
人
や
重
度
心
身

障
害
者
な
ど
六
十
一
人
を
慰
問

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
福
祉
の
谷
間
に
あ
る

弱
者
に
対
し
て
明
る
い
お
正
月

が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
行
わ

れ
た
も
の
で
、
村
長
ら
は
一

A

ひ
と
り
「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
よ
い
お
正
月
を
家

族
全
員
で
迎
え
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
て
、
こ
の
日
の
歳
末

慰
問
を
終
え
ま
し
た
。

高
齢
者
向
け
の
軽
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
普
及
が
全

村
に
広
が
っ
て
き
ま
し

た
が
、
南
大
島
の
稲
荷

山
地
区
で
は
地
区
の
融

和
を
よ
り
深
め
よ
う
と
、

十
二
月
十
四
日
地
区
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開

き
ま
し
た
。

こ
の
日
老
人
三
十
二

人
が
小
磯
茂
さ
ん
宅
の

庭
に
集
ま
り
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
が
、
コ

ー
ト
が
少
し
狭
い
せ
い

か
、
コ
ー
ト
外
に
ポ
ー

ル
が
出
る
事
が
多
く
独

自
の
ル
ー
ル
な
ど
も
採

用
。ロ

ー
カ
ル
色
豊
か
に
、

ね
じ
り
ハ
チ
マ
キ
を
し

て
が
ん
ば
る
人
。
孫
の

応
援
を
受
け
て
が
ん
ば

る
人
。
廊
下
に
腰
か
け

て
お
菓
子
や
お
荼
を
す

す
り
な
が
ら
の
応
援
な

ど
さ
ま
ざ
ま
。

稲
荷
山
で
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
知
ら
な
い
と
、

お
年
寄
同
士
お
付
き
合

い
が
で
き
な
い
と
の
声

も
。村

の
大
会
と
一
味
ち

が
っ
た
稲
荷
山
地
区
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

し
た
。

稲
荷
山
地
区
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

六
十
一
人
を
歳
末
慰
問

カ
メ
―

―
―
ュ
ー

中
央
保
育
園
と
西
保
育
園
で
は
、

＋
ど
も
た
ち
に
昔
な
が
ら
の
モ

チ
つ
き
を
楽
し
ま
せ
て

あ
げ
よ
う
と
、
十

二
月
十
七
・
十
八
日

の
二
日
間
も
ち
つ
き

大
会
を
行
い
ま
し
た
。

保
母
さ
ん
に
助
け

ら
れ
な
が
ら
、
三
人

が
か
り
で
重
い
キ
ネ

を
持
ち
上
げ
、
ペ
ソ

タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン
と

つ
き
あ
げ
ま
し
た
。

大
福
モ
チ
を
作
る

と
き
保
母
さ
ん
は
「

い
つ
も
粘
土
で
や
っ

て
い
る
よ
う
に
丸
め

て
」
な
ど
と
言
わ
れ

な
が
ら
、
か
わ
い
い

ホ
カ
ホ
カ
の
大
福
モ

チ
に
舌
鼓
を
打
ち
ま

し
た
。

消
防
の
し
く
み
をつ

ぶ
さ
に
視
察

村
内
の
各
婦
人
消
防
隊
の
代
表
者

が
十
二
月
九
日
、
館
林
消
防
署
本
部

に
行
っ
て
、
広
域
消
防
で
あ
る
館
林

消
防
組
合
の
し
く
み
や
施
設
な
ど
を

つ
ぶ
さ
に
見
学
し
ま
し
た
。

通
信
司
令
室
で
説
明
を
受
け
て
い

る
際
中
に
一
―
九
番
の
通
毅
（
救
急

車
要
請
）
が
入
り
、
こ
れ
に
署
員
が

対
処
し
、
救
急
車
が
出
動
す
る
ま
で

を
、
目
と
耳
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
消
防
長
や
消
防
署
長

と
の
意
見
交
換
が
あ
り
、
消
防
に
つ

い
て
の
疑
問
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

※
あ
な
た
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体
で

消
防
施
設
を
見
学
さ
れ
た
い
方
は
、

明
和
分
署
（

6
三
一
三
一
）
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

サ
ル

昨
年
は
申
年
。
し
か
も
、

”
か
の
と
申
り
と
い
わ
れ
六
十

年
に
一
度
し
か
め
ぐ
っ
て
来

な
い
年
。
そ
こ
で
、
新
里
の

庚
申
講
六
組

(
3
2人
）
が
六

十
年
ぶ
り
に
天
神
様
の
境
内

に
庚
申
塔
を
建
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
講
の
人
達
が
私
達

が
ち
ょ
う
ど
、
か
の
と
申
に

当
た
っ
た
の
だ
か
ら
建
て
た

ら
ど
う
か
と
老
人
の
間
か
ら

話
が
起
こ
っ
て
建
立
さ
れ
た

も
の
で
す
。

講
の
人
が
見
守
る
な
か
、

二
人
の
小
学
生
が
除
幕
し
て
ヒ
ロ
ウ

真
新
し
い
庚
申
塔
が
披
露
さ

れ
建
立
を
祝
い
ま
し
た
。

6
0年
ぶ
り
に

庚
申
塔
を
建
立
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日
頃
、
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

電
話
も
、
応
対
次
第
で
や
っ
か
い

な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

電
話
局
で
は
応
対
の
方
法
や
映

画
、
モ
デ
ル
電
話
機
を
使
っ
て
生

き
た
マ
ナ
ー
が
身
に
つ
く
よ
う
お

て
つ
だ
い
し
ま
す
。

新
入
社
員
の
皆
さ
ん
ば
か
り
で

な
く
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員
も
初
心
に

か
え
っ
て
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
学
校
、
婦

人
会
、
サ
ー
ク
ル
等
、
小
人
数
で

も
実
施
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
費
用
は
す
べ
て
無
料

で
す
。
＇

▼
申
込
先
館
林
電
報
電
話
局
第

二
営
業
課
調
査
係
C
JO
二
七
六
七

ー
四
I
O
九
四
二

豚
コ
レ
ラ

以
前
猛
威
を
ふ
る
っ
た
豚
コ
レ

ラ
が
全
国
各
地
で
発
生
し
、
養
豚

農
家
に
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い

ま
す
。
予
防
注
射
を
実
施
し
て
い

な
い
養
豚
は
至
急
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

実
施
希
望
者
は
農
協
ま
た
は
役

場
経
済
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

、
。
し

正
し
い
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
よ
う
5
 

テ
レ
フ
ォ
ン
メ
モ
：
．0
1z
 

一
十
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
へ
加
入
を

成
人
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
、
現
在
わ
が
国
の
年
金
制
度
は
、
国

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
民
年
金
を
は
じ
め
と
し
て
、
厚
生
年

皆
さ
ん
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
そ
金
、
各
種
共
済
組
合
な
ど
八
種
類
が

の
日
か
ら
、
成
人
と
し
て
多
く
の
権
あ
り
、
そ
の
人
の
職
業
に
よ
っ
て
、

利
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
義
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
す
る
。

務
も
果
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
国
民
皆
年
金
」
と
い
う
仕
組
に
な

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
っ
て
い
ま
す
。

の
―
つ
で
す
。
＇
国
民
年
金
制
度
は
、

農
林
漁
業
や

日
馴
n
m
-
1
3

「
お
」
の
つ
け
す
ぎ
に
ご
用
心

「
お
」
を
伴
う
敬
語
の
表
現
は
、
特
に
美
化
語
と
よ
ぶ
こ
と
も
あ
り

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ま
す
。
女
性
の
会
話
や
幼
児
向
け

「
お
た
よ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
の
言
葉
に
は
、
こ
の
種
の
「
お
」

い
ま
し
た
」
が
多
く
使
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

「
お
元
気
で
す
か
」
「
お
」
の
つ
け
す
き
が
よ
く
問
題

「
お
客
様
は
お
帰
り
に
な
り
ま
に
さ
れ
ま
す
。

「
お
か
ず
」
「
お
や
っ
」
「
お
な
か
」

こ
れ
ら
は
尊
敬
語
で
す
。
の
よ
う
に
「
お
」
を
省
く
わ
け
に

「
お
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
」
は
い
か
な
い
言
葉
も
あ
る
一
方
、

「
先
月
お
借
り
し
た
本
を
お
返
「
お
コ
ー
ヒ
ー
」
「
お
ケ
ー
キ
」
な

し
い
た
し
ま
す
」
ど
は
、
い
か
に
も
「
お
」
が
余
計

こ
れ
ら
は
謙
譲
語
で
す
。
動
詞
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

に
「
お
」
を
つ
け
る
場
合
、
「
お
「
お
」
と
「
ご
」
を
比
へ
る
と
、

0
0
に
な
る
」
（
尊
敬
）
、
「
お
「
ご
」
は
「
ご
あ
い
さ
つ
、
こ
意
見
、

〇
〇
す
る
」
（
謙
譲
）
の
区
分
が
ご
心
配
」
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
漢
語

大
切
で
す
。
に
つ
く
の
に
対
し
「
お
」
は
和
語

ま
た
、
謙
譲
語
で
「
お
手
紙
」
に
つ
く
ほ
か
「
お
茶
、
お
菓
子
、

の
よ
う
に
自
分
の
側
に
「
お
」
を
ぉ
料
理
」
な
ど
日
常
的
な
漢
語
に

つ
け
る
の
は
、
そ
れ
が
相
手
に
関
っ
き
ま
す
。

係
す
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
ま
た
「
返
事
」
や
「
病
気
」
の

「
ぃ
正
月
」
「
お
サ
ル
さ
ん
」
よ
う
に
「
ご
」
や
「
お
」
が
両
方

こ
れ
ら
は
物
言
い
を
上
品
に
と
も
つ
く
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

や
さ
し
く
す
る
た
め
の
丁
寧
語
で
、

わが家の家計簿
体験談募集

家計簿を通じて体験し、感じられ
たことを文章につづってみませんか。
資源・エネルギーの制約下、雑らし

を見直す必要性が強まってきている
折柄、個性的で、質的に充実しだ生
活をめざしていくためには、しっか

りした家計管理が一段と必要となっ
ており、その手段としての家計簿の
活用がますます重要になってきてい

ます。あなたの貴重な体験を発表し

てみませんか。

► 内 容 ●家計簿をつけはじめた
動機と記庫長上の苦心や工夫●家計簿

を継続してつける工夫や家族の方々

の協力の模様

•家計簿で発見したムリやムダとそ
の改善 ●家計簿をもとにした生活

設計など。
► 原 稿 400字詰原稿用紙 5 枚以内。
本文のほか、月別•項目別支出一覧
表を添付。原稿には応募者の氏名·
住所・職業・年齢·家族一覧·家計

簿記帳年数・電話番号を記載。
► 募集／切り 2 月 28 日まで
►入選特選 5 名、各 5 万円、秀
作10名、各 3 万円、佳作35名程度各

1 万円

►送り先 〒371 前橋市大手町2-6-

14 日本銀行前橋支店 詳しくは役

場経済課でおたずねください。

商
業
な
ど
の
自
営
業
の
人
と
そ
の
家

族
の
た
め
の
年
金
制
度
で
す
。

こ
の
た
め
、
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
人
、
昼
間
部
の
学
生
な
ど

を
除
い
て
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

若
い
人
は
、
老
後
は
ま
だ
ま
だ
先

の
こ
と
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
私
た

ち
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
年
々
延
び

続
け
、
今
や
わ
が
国
は
世
界
一
の
長

寿
国
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
と
も
な
っ
て
、
高
齢
者
の
占
め
る

人
口
割
合
が
増
し
、
家
族
構
成
も
核

家
族
化
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
老
後
の
生
活
を
子
に
頼
る

こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
ま
し

こ
。t
 この

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
た
ち

の
老
後
の
生
活
設
計
は
、
若
い
時
が

ら
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
て
将
来
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

一
文
芸
欄
一

し
み凍

豆
腐
吾
妻
の
雪
の
風
に
干
る

山
茶
花
や
火
葬
の
母
に
勤
行
す

岡
安
福
一

山
茶
花
や
風
な
き
庭
に
散
り
や
ま
ず

福
寿
草
も
し
や
と
芥
そ
っ
と
掻
き

寒
雀
お
い
ら
の
庭
じ
ゃ
遠
慮
す
な

林
倫
常

年
越
や
月
日
の
立
つ
は
夢
の
よ
う

喜
寿
過
ぎ
て
米
寿
を
待
つ
や
老
の
春

田
口
春
栄

祈
祷
し
て
心
新
た
な
り
初
不
動

福
引
き
の
簸
を
肌
身
に
初
詣

清
山
子

恙
な
く
過
ぎ
て
悔
な
き
初
昔

亡
き
父
母
の
面
影
匂
ふ
芋
雑
煮

お
年
王
酒
の
機
嫌
で
は
づ
む
父

北
島
若
水

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
明
和
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
会
長

福
沢
平
一
郎
）
は
恵
ま
れ
な
い
人
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
二
万
円
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
大
輪
の
村
田
達
男
さ
ん
は
社
会
福

祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
三
万
円

と
紙
オ
ム
ッ
百
枚
奉
仕
銀
行
へ
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

ぁ
虐
よ
｀

... ,
 
.... 

ロ
ヽ
｀
衣
く
れ
升

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

消
水
籾
美
信
行
長
女
矢
島

1
1月
2
1日

金
ナ
純
也
弘
長
男
入
ヶ
谷

1
1月
2
5日

中
島
崇
消
二
男
大
佐
貫

1
1月
2
5日

木
村
i
重
太
郎
長
男
下
江
黒

1
1月
3
0日

矢
島
教
博
友
次
長
男
田
島

1
2月
1

日

新
橋
貨
史
茂
長
男
南
大
島

1
2月
2

日

増
田
和
美
新
吉
長
女
田
島

1
2月
9

日

斉
藤
貢
i
正
洋
長
男
大
輪

1
2月
1
2日

烏
田
真
弓
武
長
女
大
輪

1
2月
1
5
日

松
本
布
美
安
司
長
女
大
輪

1
2月
2
0日

ー
死
亡
ー
（
敬
称
賂
）
世
帯
主

氏
名
年
令
地
区
死
亡
月
日

（
）
は
新

村
田
か
ん

1
0
1達
男
大
輪

1
2
H
3日

田
い
ち
い

9
2
文
也
大
輪

1
2
H
1
1
日

帆
足
仙
吉

7
7
邦
雄
南
大
島

1
2月
1
2
H

福
島
政
吉
8
1
鹿
之
助
南
大
島

1
2月
1
7
日

張
谷
い
せ

8
2
文
太
郎
川
俣

1
2月
1
7
日

山
形
と
め

6
9
勇
次
梅
原

1
2月
2
3日

栗
原
啓
次
5
4
（
作
夫
）
南
大
島

1
2月
2
3日

浦
野
卸
和

5
6

（
其
）
南
大
島

1
2月
2
6日
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12 月の

一責ク
救急車出動回数
●交通事故 2 件
●急病 5 件
●その他 2 件

計 9 件

日ロ
館林邑楽地区 館林地区 明和地区

産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田

1 月 18 日 浜野医院小倉医院斉息歯 じ医闘 岡田医院ff(2) 3163 礫川堂医院 江口医院

曜
n 02768 (8) 5678 n 02767 (2) 0606 n 76 (31 増田医院n(2) 1387 合 02767(4)0184 合 027686-3201

1 月 25 日 臼沢医院大神医院坂村027歯67科(2 医院 阿久津医院ft(2) 3315 永寿堂医院 館林地誓が

当
ff 02767 (2) 1600 ff 0276 (62) 2200 n )  0750 田内医院ff(2) 3855 ff 02767 (2) 4464 担します

番 2 月 1 日
落合医院原 医 院武安歯科医院 須田医院ff (2)0862 海宝医院 小西医院
云 02767(2) 0160 ff 02767 (2) 1936 tr 0276 (62) 2264 多々良診療所n(2) 3060 n 02767 (2) 3155 ft 027686-2261 

医 2 月 8 日 根岸医院川田医院中忍7歯67科(3) 医院 大塚医院ft (2)0176 津久井医院 館林地区が
云 02767(2) 3262 ff 02767 (2) 0754 fl 7778 ゆたか医院n(3) 7308 n 02767 (2) 3316 担当します

古屋（恒）医院 後藤康生医院 後藤康生医院ff(2) 3975 岡田医院
後゜

2 月 15 日 長塩 7歯67科(2 医院 竹越医院
n 0276 (63) 6161 云 02767(2)3975 合 02)3900 上野医院ff(2) 3330 ff 02767(2)3163 n 027684-3137 時

高
度
経
済
成
長

に
よ
っ
て
、
私
達

の
く
ら
し
は
非
常

に
豊
か
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、

そ
の
反
面
栄
養
の

過
剰
摂
取
、
片
寄

り
や
運
動
不
足
な

ど
か
ら
肥
満
者
や

健
康
を
損
ね
る
人

が
増
え
健
康
に
不

安
を
抱
く
人
が
多

く
な
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
健
康
を
保

持
、
増
進
さ
せ
る

た
め
に
、
あ
な
た
が
地
域
社
会
で
と

り
組
ま
れ
た
グ
ル
ー
プ
活
動
、
｛
免
庭

内
で
日
頃
ど
ん
な
こ
と
を
実
行
し
て

『〈らしの中の健康づ〈り』
咸
、Cヽ 文募集

変
化
す
る
農
業
情
勢
に
対
応
し
、

園
芸
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び

技
術
の
習
得
を
は
か
り
、
創
造
と
実

県
園
芸
試
験
場
の

研
究
生
募
集

想

こ
の
講
習
会
は
危
険
物
取
扱
者
免

許
取
得
者
で
現
在
危
険
物
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
方
の
五
年
に
一
回

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
講
習
会
で

す
。
な
お
危
険
物
取
扱
者
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
方
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時
一
月
二
十
七
日
午
前

九
時
三
十
分
よ
り
午
後
四
時
ま
で

▼
会
場
館
林
市
文
化
会
館
小
ホ

母
心
…
…
息
母
と
と
息
息
息
屯
心
愈
一
鼠
＇
愈
；
愈
心
息
愈
；
と
息
心
も
息
息
屯

践
力
を
も
っ
た
中
核
と
な
る
地
域
園

芸
の
担
い
手
を
養
成
す
る
事
を
目
的

と
し
て
園
芸
試
験
場
の
研
究
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
十
五
名

援護巡回相談会開催 戦
没
者
遺
族
、
戦
傷
病
者
、
旧
軍

人
そ
の
他
の
方
々
で
、
請
求
も
れ
や

立
証
資
料
の
不
足
等
の
た
め
、
ま
だ

各
種
の
給
付
を
受

け
て
い
な
い
援
護

関
係
未
処
遇
者
の

相
談
に
応
ず
る
も

の
で
、
相
談
事
項

は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
戦
没
者
遺
族
関

係公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
、
遺
族

給
与
金
、
弔
慰
金
、

特
別
弔
慰
金
等

▼
戦
傷
病
者
関
係

傷
病
恩
給
、
障

害
年
金
、
戦
傷
病

請求もれの方等どうぞ

い
る
か
書
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
原
稿
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
七

ー
十
枚
原
稿
に
は
表
紙
を
つ
け
、

氏
名
・
住
所
・
郵
便
番
号
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記

▼
締
切
り
二
月
二
十
八
日

▼
送
り
先
〒
一
天
東
京
都
港
区
高

輪
三
ー
一
三
ー
ニ
ニ
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
懸
賞
文
募
集
係

▼
入
賞
特
選
一
名
十
万
円
入

選
二
名
四
万
円
佳
作
若
干
名
一
万

円

ダ
メ
息
子

過
保
護
が
こ
ど
も
を
ダ
メ
に
す
る

危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
会
の
実
施

者
手
帳
、
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

等▼
旧
軍
人
関
係

普
通
恩
給
、
普
通
扶
助
料
、
一
時

恩
給
、
一
時
金
、
加
算
改
定
等

▼
引
揚
援
護
関
係
等

未
帰
還
者
調
査
、
引
揚
者
の
受
入
、

叙
位
叙
勲
そ
の
他

◎
相
談
日
時

二
月
二
十
六
日
午
前
十
時
三
十

分
か
ら
午
後
三
時
ま
で

◎
相
談
会
場

館
林
市
役
所
会
議
室

二
千
四
百
円
（
教
材
費

レ
) 

▼
受
講
料

含
む
）

▼
申
込
期
間

六
日
ま
で

▼
申
込
先
明
和
分
署

(
6
三
一
三
一
）

な
お
詳
し
く
は
消
防
本
部

(
~
o

二
七
六
七
ー
ニ
ー
三
一
七
一
）
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
不
燃
性
の
危
険
物
収
集
一

不
燃
性
の
危
険
物
収
集
が
行
わ
れ

ま
す
。

金
属
顆
は
一
月
十
八
日
に
、
ガ
ラ

ス
類
は
一
月
二
十
五
日
に
指
定
さ
れ

た
と
こ
ろ
に
丈
夫
な
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格
本
県
に
居
住
し
、
昭

和
五
十
六
年
四
月
一
日
現
在
、
年
令

が
十
八
歳
以
上
で
高
校
卒
業
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
歴
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者
。

▼
専
修
期
間
一
年
間
（
昭
和
五
十

六
年
四
月
か
ら
翌
年
―
二
月
ま
で
。

▼
専
修
科
目
●
ろ
地
野
菜
●
施
設

野
菜
•
花
き
●
環
境
（
病
害
虫
、
土

壌
肥
料
）
•
果
樹

▼
受
付
期
間
二
月
一
日
か
ら
二
月

二
十
八
日
ま
で

※
関
係
書
類
は
五
十
円
切
手
同
封
の

う
え
園
芸
試
験
場
（
〒
三
七
九
ー
二

二
佐
波
郡
東
村
西
小
保
方
四
九
三
）

ヘ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
園
芸
試
験
場
庶

務
課
（
«
JO
二
七
0
六
ー
ニ
ー
一
〇

二
―
)
へ
問
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一
月
十
二
日
か
ら
十

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
躍
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
水
道
使
用
料

だ
け
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
七
日
東
部
児
童
館

ヶ
斗
合
田
集
落
匂

9

.

 

二
十
八
日
中
央
公
民
館
和
室

二
十
九
日
明
和
農
協
第
一
・

ヶ
矢
島
公
民
館

月て

かい今月i び向ら ただ は
行まき 都合 .,.-... 

いす゜ し• 人
まょ撻
す゜ なり 閂

お‘ 休ま
来せ

1

月

2
6日
午
前

1
0

時
＼
午
後
3

時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相

談
員
が
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に

適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
交
通
事
故
相
談
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第233号
行明和村役場
集総務課

広報係
ブレーン刷

切
り
絵
・
文
と
も

上
江
黒
の

多
田
則
夫
さ
ん
で
芍

八
月
中
匂
よ
り
約
一
＿
力
月
間
収
穫

に
出
荷
に
、
そ
し
て
庭
先
既
売
と
せ

わ
し
力
つ
だ
梨
の
生
産
農
家
は
、
十

一
月
上
匂
、
正
月
用
の
あ
く
手
の
新

興
梨
を
圏
う
こ
と
に
よ
り
一
段
落
可

る
ガ
、
ほ
っ
と
可
る
閻
も
な
く
、
落

葉
の
片
づ
け
、
本
肥
え
の
施
肥
、
耕

う
ん
、
そ
し
て
、
せ
ん
定
、
枝
の
し

め
つ
け
と
又
い
そ
ガ
し
く
な
る
。

せ
ん
定
は
整
枝
の
＿
西
で
あ
り
、

一
定
の
樹
形
に
仕
立
て
成
木
の
生
産

能
率
を
高
め
る
こ
と
と
、
管
理
の
合

理
化
ガ
ね
ら
い
で
、
せ
ん
定
に
よ
り

枝
と
と
も
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
養
分

と
奨
来
の
び
て
同
化
作
用
を
行
う
芽

を
切
り
可
て
る
の
で
、
冬
季
休
振
期

間
中
に
行
わ
れ
る
。

鋸
を
首
に
力
け
、
寒
空
の
も
と
静

力
に
一
本
／
＼
は
ぎ
り
落
し
て
行
く

熟
練
し
だ
鋏
さ
ば
き
に
、
4享
年
の
豊

力
な
実
り
ガ
約
束
さ
れ
る
よ
う
で
楽

し
み
だ
。 梨のせん定

` 
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四
十
一
件
、
約

百
六
十
一
万
円
。

こ
の
数
字
は
昨
年

一
年
間
、
館
林
邑

楽
交
通
災
害
共
済

の
対
象
と
な
っ
た

本
村
だ
け
の
件
数

と
見
舞
金
で
す
。

交
通
関
係
の
事

故
は
、
加
害
者
も
被
害
者
も
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。

交
通
事
故
は
い
つ
自
分
が
犠
牲
に

な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
と

き
に
備
え
て
、
い
ま
ま
で
加
入
し
て

ー
ヽ

、
9なってからでは手遅れ

(2) 

』
、

い
た
方
は
今
年
も
忘
れ
ず
に
再
加
入

い
た
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
い
ま
ま

で
未
加
入
の
方
は
、
万
一
の
事
を
考

え
、
こ
の
機
会
に
加
入
い
た
し
ま
し

゜

よ
ヽ
つ安

い
会
費
、
簡
単
な
手
続
き
で
、

死
亡
、
ま
た
は
傷
害
の
程
度
に
応
じ

て
見
舞
金
（
表
I
-
)
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
そ
の
ほ
か
入
院
さ
れ
る
と
、

入
院
見
舞
金
制
度
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
共
済
は
、

三
月
三
十
一
日
で
期
限
か
切
れ
、
新

た
に
再
加
入
す
る
事
が
必
要
で
す
。

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
外
国
人
登
録

し
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

他
の
共
済
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

方
で
も
、
関
係
な
く
加
入
す
る
事
が

で
き
ま
す
。

一
人
に
つ
き
年
額
二
百
五
十
円
で

す
。
な
お
、
期
間
途
中
（
四
月
一
日

以
降
）
に
加
入
さ
れ
て
も
会
費
は
同

じ
で
す
。
年
齢
制
限
な
ど
も
あ
り
ま

せ
ん
。

共
済
の
期
間
は
昭
和
五
十
六
年
四

月
一
日
か
ら
、
昭
和
五
十
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
。
途
中
加
入
し

た
場
合
で
も
、
共
済
の
期
間
は
昭
和

五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

①
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
申
込

書
と
会
員
証
に
必
要
な
事
項
を
記
入

し
、
会
費
を
添
え
て
二
月
二
十
九
日

ま
で
に
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
し
込

加
入
申
し
込
み
方
法

入
院
見
舞
金

共

済
の
期
間

済
会
費

加
入
で
き
る
方

ん
で
く
だ
さ
い
。

②
三
月
十
日
以
後
の
申
し
込
み
は
、

直
接
役
場
総
務
課
で
受
付
け
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
り
入
院
治
療
を
受

け
た
方
に
つ
い
て
、
共
済
見
舞
金
の

ほ
か
に
、
入
院
実
日
数
の
二
分
の
一

に
対
し
一
日
に
つ
き
五
百
円
の
入
院

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
十
日
間
入
院
し
た
場
合

そ
の
二
分
の
一
の
五
日
分
に
対
し
て

一
日
五
百
円
支
給
さ
れ
る
の
で
、
ニ

千
五
百
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

表ー 1

共

共済見舞金

傷 害 の 程 度 金 額（円）

死亡した場合 600,000 

廃疾となったもの

（身障福祉法により 1 級、 2 級
に認定され、身体障害者手帳

を交付されたもの）

見
舞
金
の
請
求
方
法

役
場
に
安
全
セ
ン
タ
ー
の
発
行
す

る
①
交
通
事
故
証
明
書
（
自
損
の
場

合
は
役
場
備
え
付
け
の
事
故
証
明
書
）

②
診
断
書
（
役
場
備
え
付
け
の
も
の
）

③
会
貝
証
④
印
鑑
、
死
亡
の
場
合

は
戸
籍
謄
本
、
死
亡
診
断
書
、
入
院

さ
れ
た
方
は
入
院
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
見
舞
金
の
請
求
は
事
故
の

日
か
ら
二
年
以
内
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
二
年
を
経
過
し
て
請
求
し
た

場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

300,000 

1 年以上の治療を要する傷害 200,000 

6 ヵ月以上の治療を要する傷害 100,000 烈
5 ヵ月以上の治療を要する傷害 80,000 

4 ヵ月以上の治療を要する傷害 60,000 

3 ヵ月以上の治療を要する傷害 40,000 

2 ヵ月以上の治療を要する傷害 20,000 

1 ヵ月以上の治療を要する傷害 10,000 

1 週間以上

1 ヵ月未満の治療を要する傷害
6,000 

千代田村 板倉町 邑楽町 大泉町

郡 町村長 465,000円 480,000 円 490,000 円 526,000 円

内
助役 372,000 384,000 392,000 421,000 

収入役 349,000 360,000 368,000 395,000 

の 教育長 335,000 346,000 353,000 379,000 

状
議長 163,000 168,000 172,000 231,000 

副議長 112,000 115,000 118,000 168,000 

況 常任委員長 108,000 111,000 108,000 152,000 

議 員 103,000 106,000 108,000 147,000 

各
種
給
与
の
引
上
げ

臨
時
村
議
会

一
月
二
十
日
に
村
議
会
の
臨
時

会
か
会
期
一
日
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
は
各
種
給
与
の
引

き
上
げ
の
審
議
が
主
で
次
の
よ
う

に
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
議
長
十
六
万
三
千
円

▼
副
議
長
十
一
万
二
千
円

▼
常
任
委
員
長
十
万
八
千
円

▼
議
員
十
万
三
千
円

▼
村
長
四
十
六
万
五
千
円

▼
助
役
三
十
七
万
二
千
円

▼
収
入
役
三
十
四
万
九
千
円

▼
教
育
長
三
十
三
万
五
千
円
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粋
傘

【
由
緒
】
明
和
村
に
柿
沼
姓
は

三
十
戸
あ
る
か
、
江
口
に
十
戸
あ

り
、
一
族
と
い
わ
れ
る
。

江
口
の
柿
沼
家
の
祖
は
永
禄
年

間
江
口
に
帰
農
し
た
こ
と
か
ら
は

じ
ま
る
。
戦
国
時
代
の
こ
と
で
戦
い

に
敗
れ
こ
の
地
に
逃
れ
土
着
し
た

と
い
う
が
詳
か
で
な
い
。

享
和
三
年
(
-
九
0
三
）
の
生
ま

れ
で
柿
沼
仙
右
衛
門
と
い
う
人
が

い
る
。

館
林
城
主
井
上
河
内
守
の
時
よ

り
秋
元
候
に
至
る
ま
で
、
館
林
領

南
郷
四
十
四
ヵ
村
の
大
総
代
取
締

り
を
つ
と

め
、
多
数

の
岡
引
や

手
先
を
使

役
し
て
、

盗
賊
や
悪

人
を
捕
え
、

取
調
べ
を

霞
明
和
村
青
少
年
問
題
協
議
会
、
同

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
に

よ
る
第
十
四
回
明
和
村
上
毛
カ
ル
タ

大
会
が
一
月
十
一
日
に
公
民
館
で
開

か
れ
、
各
地
区
子
ど
も
会
代
表
の
百

二
十
九
人
が
参
加
し
て
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。

み
な
各
地
区
代
表
だ
け
に
、
読
み

な
す
役
に
任
じ
、
義
侠
心
強
く
弱

き
を
助
け
、
郷
民
か
ら
畏
敬
さ
れ

こ
。f
 こ

の
地
帯
は
利
根
川
沿
岸
に
あ

り
昔
か
ら
水
に
な
や
ま
さ
れ
、
治

水
‘
築
堤
に
力
を
そ
そ
ぎ
、
谷
田

川
の
十
二
社
西
方
の
流
れ
が
現
今

の
よ
う
に
直
流
し
た
の
は
仙
右
衛

門
が
館
林
藩
に
出
頭
尽
力
し
た
た

め
と
い
う
。

勤
役
中
は
常
に
館
林
藩
に
出
入

し
、
出
願
事
件
は
彼
の
手
を
経
て

決
定
す
る
を
常
と
し
た
。

な
お
、
里
人
は
彼
の
家
の
前
を

通
る
と
き
は
馬
か
ら
降
り
て
通
っ

゜

た

明
治
四
年
没
。
三
ヵ
日
は
餅
を

食
べ
な
い
。
う
ど
ん
を
食
す
る
。

【
家
紋
】
釜
敷
き
梅
鉢
゜

の
予
定
で
す
。

※
お
願
い
自
分
の
家
の
苗
字
の

い
わ
れ
、
家
紋
が
わ
か
り
ま
し
た

ら
、
広
報
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

次
回
は
『
森
尻
』

村
子
供
会
カ
ル
タ
大
会

／
イ
と

元
気
よ
く

れ
た
ハ
チ
マ
キ
を
し
て
が
ん
ば
る
人

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

な
お
、
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

◎
個
人
戦

▼
男
子
の
部

優
勝
渡
辺
徹

準
優
勝
大
谷
恒
夫

三
位
門
間
英
治

▼
女
子
の
部

優
勝
秋
草
法
江

準
優
勝
荒
井
則
江

三
位
中
村
洋
美

◎
団
体
戦

▼
男
子
の
部

優
勝

準
優
勝

三
位

▼
女
子
の
部

新
里
チ
ー
ム

矢
島
チ
ー
ム

江
ロ
チ
ー
ム

（
新
里
）

（
江
口
）

下
江
黒

（
矢
鳥
）

（
新
里
）

大
輪
上

館林・邑楽の配分状況

\ 56年目標度転面 積作昨年目標度転面 積作昨年実度施転面 昨面る年積伸のにび率対目標す 悶年汀は 這
ha ha ha % % 

明和村 156 120 130.8 30.0 19.3 

館林市 598.5 477 559.8 25.5 6.9 

板倉町 494.5 381 457 9 29.8 8.0 

千代田村 146 110 139.3 32.7 4.8 

大泉町 46.5 34 43.4 36.8 7.1 

邑楽町 320 252 319. 2 27.0 0.3 

A ロ 計 1,761.5 1,374 1,650.4 28.2 6.7 

~ 

‘` 

そ、、
星二

•/. 

今
後
の
農
業
経
営
確
立
の
た
め
、
目

標
面
積
の
達
成
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

あ
げ
る
と
同
時
に
「
ハ
イ
」
「
ハ
イ
」

と
一
枚
の
札
に
何
人
も
の
手
が
重
な

り
あ
っ
た
り
『
必
勝
』
と
染
め
抜
か

優
勝
新
里
チ
ー
ム

準
優
勝
大
輪
下
チ
ー
ム

三
位
江
ロ
チ
ー
ム

※
各
一
位
の
方
は
二
月
一

日
に
行
わ
れ
た
郡
大
会
に

出
場
し
た
結
果
、
成
績
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

●
男
子
個
人
戦
の
渡
辺
君
優
勝

●
女
子
個
人
戦
の
秋
草
さ
ん
三
位

●
男
子
団
体
戦
の
新
里
チ
ー
ム
三
位

●
女
子
団
体
戦
の
新
里
チ
ー
ム
四
位

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

~
今
年
の
稲
作
転
換
面
積
の
配
分
が
決
定
さ
れ
、
本
村
~

ー
は
百
五
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
三
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
~

｛
の
上
積
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
村
で
は
こ
の
目
標
面
積
｛

~
達
成
の
た
め
農
家
の
皆
さ
ん
に
、
昨
年
以
上
の
転
作
面
~

~
積
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
~

一
協
力
く
だ
さ
い
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

 

昨
年
は
冷
害
な
ど
も
あ

っ
て
、
米
の
収
穫
は
全
国

的
に
少
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

米
の
消
費
減
退
、
古
米
の
在
庫
増
加

に
よ
り
、
今
年
も
稲
転
面
積
を
農
林

水
産
省
は
昨
年
よ
り
き
つ
く
配
分
し

ま
し
た
。

群
馬
県
に
お
い
て
も
、
昨
年
は
七

四
二
o
h
aで
あ
っ
た
も
の
が
、
八
六

九
o
h
aと
―
二
七
o
h
aも
上
積
、
し

か
も
、
こ
の
東
毛
地
方
に
多
く
配
分

さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
従
い
ま
し
て
、
本
村
に
お

い
て
も
、
昨
年
十
二
月
二
十
二
日
に

県
か
ら
一
五
六

h
aの
転
作
面
積
を
割

り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年

の
割
り
当
て
面
積
よ
り
三
0
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
明
和
村
は
百
三
十

h
aの
転

作
か
行
わ
れ
、
今
後
さ
ら
に
転
作
の

拡
大
は
容
易
で
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

稲
転
に
ご
協
力
を
I
I
.

昨
年
よ
り
3
0％
増
の
配
分
面
積

転作奨励補助金
作 物 等 10 a 当たり

惚
料豆・物麦•そば（実とりのもの）

ん皇
5,000円

包2 果そガ樹のス他、（ホ植木ッ栽本プ性後（植作5 年物栽以後（桑内3等年の）以も、 の内アの）スパものラ ) 

①野菜 3,000円

①②上林き記等地 以）外の作物 （小豆、 たばこ、 花

への• 換養魚（新池規、農の業も生の産で施転換設後用地3 等年 3,500円

以内

農協等への水田の預託

し
ま
す
。

な
お
、
三
月
末
頃
ま
で
に
個
人
別

配
分
面
積
を
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

う
る
ち
米

も
ち
米

三
0

、
三
六
四
俵
一
円
六
俵

二
九
、
七
八
二
俵
六
五
八
俵
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生
活
の
向
上
に
よ
り
最
近
、
急
激
に
ト
イ
レ
を
水
洗
化
す
る
家

庭
が
増
え
、
明
和
村
で
は
約
四
軒
に
一
軒
の
割
合
で
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
管
理
が
不
十
分
や
、
誤
っ
た
使
い
方
を
し
て
い
る
家
庭

が
多
く
、
放
流
水
に
対
し
て
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
断
ち
ま

せ
ん
。

し
尿
浄
化
槽
は
魔
法
の
槽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
の
管
理
が
十
分
で
な
い
と
、
浄
化
さ
れ
な
い
汚
水
が
放
流

さ
れ
て
水
路
を
汚
し
、
悪
臭
を
発
生
し
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
浄
化
槽
の
機
能
を
正
し
く
働
か
せ
ま

し
ょ
う
。

水
に

と
け
な

い
新
聞

紙
、
タ

バ
コ
の

吸
い
が

ら
、
紙

お
む
つ
、

衛
生
綿
、

生
理
用

品
な
ど

の
異
物

は
絶
対

に
投
げ

入
れ
な
い
で
下
さ
い
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
も

着
色
し
て
あ
る
も
の
は
比
較

的
と
け
に
く
い
の
で
、
パ
ル

。
フ
製
の
白
い
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
を
使
用
す
る
よ
う
に

がラ

fh1釈
の（せの

異物

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

だ
け
を
使
っ
て

分
で
す
か

便
器
の
掃

除
は
水
、
ぬ

る
ま
湯
で
洗

い
、
塩
酸
、

洗
剤
、
殺
虫

剤
、
消
毒
薬
、

石
ケ
ン
液
等

は
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ

ヽ
~
〇

し

こ
れ
ら
の

も
の
が
槽
内

に
流
れ
込
む

と
、
浄
化
す
る
の
に
必
要
な
バ
ク
テ

リ
ア
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

水
は
き
ち
ん
と

流
し
て

せ
ん
じ
ょ

う
水
は
、
一

日
一
人
に
つ

き
五
十
¢
は

必
要
で
す
。

小
用
の
場
合

に
も
、
き
ち

ん
と
流
す
よ

う
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

水
は
多
す
ぎ

て
も
少
な
す

ぎ
て
も
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。

モ
ー
タ
—
の
電
源
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

好
気
性
バ
ク
テ
リ
ア
を
繁
殖
さ
せ

る
た
め
モ
ー
タ
ー
は
空
気
を
送
り
込

巳 U人 .... 

緩

只
謬琶

5
占* 

し
て
く
だ
さ
い
。

劇
薬
や
洗
剤
は

使
用
し
な
い
で

送
気
口
や
排
気
管
は

ふ
さ
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か

送
気
口
（

格
子
蓋
の
所
）

は
、
槽
内
の

野
気
浄
化
を
助
け
る
た
め
の
空

こ
直
》
汀
汀
0
五

〇
の
上
に
物
を

Q
置
く
と
空
気

が
十
分
に
入

ら
ず
放
流
水

が
悪
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
送
気
口

や
排
出
筒
の
出
口
に
は
防
虫
網
を
つ

け
て
害
虫
の
出
入
を
防
い
で
く
だ
さ

ヽ
~
゜

し

消
毒
薬
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

□]
0
二

]
]
T

ー
ー
ー
／
量
＼

l
l
­

. 
I

、

(

¥

 

ん
だ
り
、
水

を
か
き
ま
わ

す
重
要
な
役

目
を
に
な
っ

て
い
ま
す
。

モ
ー
タ
ー

が
止
ま
る
と

バ
ク
テ
リ
ア

が
死
ん
で
悪

臭
が
発
生
し

た
り
放
流
水

が
悪
化
し
ま

す
。

言
｀
沢
／
唸
‘
竺
心
ね
ど
で
、
ジ
＾
◇
マ

•
C、
ぺ
い
｝
：
5

，
も
心
竺

：
：
履
芦
ヽ
よ
丁
・
[

危
険
な

「
心
筋
硬
塞
」

中
高
年
管
理
職
、
ご
主
人
も
注

意
を
”
~

心
筋
硬
塞
の
原
因
と
な
る
冠
不

全
と
は
、
心
臓
に
酸
素
や
栄
養
を

送
る
冠
状
動
脈
の
血
流
が
悪
く
な

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な

不
快
感
と
不
安
感
が
あ
り
、
そ
の

段
階
が
狭
心
症
。

さ
ら
に
進
ん
で
血
液
が
ス
ト
ッ

プ
し
ま
す
と
、
心
臓
の
筋
肉
が
破

壊
さ
れ
は
じ
め
、
そ
う
な
る
と
、

い
わ
ゆ
る
心
筋
硬
塞
。
発
病
の
初

期
に
死
亡
率
が
高
い
の
で
、
予
防

検
診
が
大
切
で
す
。

•
ニ
ヵ
月
前
か
ら
前
兆

心
筋
硬
塞
の
患
者
の
％
は
、
発

病
の
ニ
ヵ
月
ほ
ど
前
か
ら
胸
痛
、

つ
か
れ
や
す
い
、
息
切
れ
、
胃
も

た
れ
な
ど
を
訴
え
、
な
か
で
も
、

浄
化
さ
れ
た
水
の
中
に
は
、
ま
だ

細
菌
が
生
き
て
い
る
の
で
、
消
毒
の

薬
剤
を
切
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
（
消
毒
の
し
か
た
は
、
錠

剤
を
薬
剤
筒
に
順
次
補
充
す
る
）

管
理
契
約
は

し
て
い
ま
す
か

ス
カ
ム
（
か
す
）
や
汚
泥
が
た
ま

る
と
、
そ
の
分
だ
け
浄
化
す
る
容
量

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
清
掃
お
よ
び

汚
泥
ぬ
き
と
り
を
「
腐
敗
タ
ン
ク
方

胸
痛
が
も
っ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
前
兆
の
な
い
％
の
人

た
ち
で
も
、
全
く
予
知
で
き
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
よ

う
な
人
は
平
素
か
ら
予
防
的
な
診

察
を
受
け
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

゜

二
つ①

高
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

高
い
人

②
糖
尿
病

③
両
親
や
兄
弟
が
心
臓
病
に
な
っ

た
人

生
活
節
制
が
基
本

0

夜
ふ
か
し
を
さ
け
る

0

た
ば
こ
は
必
ず
や
め
る

〇
食
事
は
腹
八
分
目
に

〇
酒
も
ほ
ど
ほ
ど
に

〇
食
後
は
ゆ
っ
く
り
や
す
む

〇
熱
い
ふ
ろ
に
長
く
は
い
ら
な
い

保
健
婦
高
瀬
記

式
で
年
一
回
」
「
ば
っ
気
方
式
で
年

ニ
ー
四
回
」
ぐ
ら
い
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
一
般
の
家
庭
で
は
そ
れ

ら
の
事
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

次
の
業
者
と
管
理
契
約
し
て
く
だ
さ

ヽ
4
0

し

▼
向
館
林
衛
生
興
業
社

代
表
者
遠
藤
和
昭

6
館
林
七
ニ
ー
ニ
四
四
九

▼
向
大
拙
興
業代

表
者
大
拙
善
内

6
館
林
七
三
ー
四
一
八
六 第 8 回
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二
歳
児
に

教
育
委
員
会
主
催
の
「
私
は
二

歳
」
と
い
う
放
送
教
室
に
参
加
し

て
、
は
や
く
も
一
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
放
送
教
室
は
、

つ
い
て
の
健
康
管
理
か
ら
教
育
ま

で
全
般
的
な
問
題
を
学
ぼ
う
と
す

る
二
歳
児
を
持
つ
母
親
グ
ル
ー
プ

で
す
。

群
馬
テ
レ
ビ
放
送
の
「
私
は
二 坂上みよ子さん

（中谷）

歳
」
を
題
材
に
し
て
話
し
合
い
、
疑

問
点
を
解
決
し
、
さ
ら
に
話
し
合
い

の
中
で
以
後
の
活
動
の
指
針
か
徐
々

に
練
ら
れ
次
の
積
極
的
な
活
動
に
つ

な
が
っ
て
行
き
ま
す
。

と
し
て
一
月
十
八
日
に
行
わ
れ
ま
し

こ
。f
 当

日
は
昨
年
の
大
雪
と
ち
が
っ
て

風
も
な
く
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
。

昨
年
よ
り
五
十
二
人
多
い
四
百
二

十
七
人
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
三
位
ま
で
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

（
敬
称
略
）

〇
小
学
生
の
部

▼
一
・
ニ
年
生
（
男
）
―
．

o
k
m

一
位
高
瀬
磨
（
西
小
二
年
）

〈
時
間
四
分
二
十
八
秒
〉

二
位
柿
沼
裕
二
（
東
小
二
年
）

三
位
飯
塚
克
則
（
東
小
一
年
）

▼
―
·
二
年
生
（
女
）
―
．
o
k
m

一
位
川
上
文
子
（
東
小
二
年
）

〈
時
間
五
分
九
秒
〉

二
位
新
井
静
香
（
東
小
一
年
）

三
位
田
口
益
世
（
西
小
二
年
）

▼
三
•
四
年
生
（
男
）
一
・
ニ
k
m

一
位
高
瀬
博
司
（
西
小
四
年
）

を
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
に
ぎ
や
か
だ
け
と

思
っ
て
い
た
テ
レ
ビ
も
有
効
に
利

用
で
き
る
道
具
で
あ
る
こ
と
も
、

こ
の
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
の
一
っ

放
送
枝
室
を
話
る
＿
二
十
行

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
坂
上
さ
ん
で
す
）

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
も
の
に
、
幼

児
食
、
そ
の
調
理
実
習
そ
し
て
医
師

に
よ
る
講
演
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
と
お
し
て
、
母

親
と
し
て
勉
強
す
る
こ
と
の
大
切
さ

で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
事
か

ど
ん
な
に
か
我
が
児
の
成
長
に
役

立
っ
た
か
は
か
り
し
れ
ず
、
メ
ン

バ
ー
全
員
こ
の
放
送
教
室
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

（第54 回）

冒
馨
も
ふ
ぐ
賃

忍
五
襄
~

員
う
竺
i
忍
―
’

墨
疇
音
ル

崎
溢
兄ヽ

、亭｀｀曇ガ
ぢ

‘
4
,
)麟

火
疇
唸7

喜
り
ム

冑
1

心
｀
各
・
'
t
(
‘
•
い

’
§
心
没
”
p
f
.
~

芯
屯
さ
芯
し

決
‘
9ダ
ゎ
襄
3
.

一第 2回村民マラソン大会一

第
二
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、

健
康
づ
く
り
と
村
民
の
融
和
を
目
的

〈
時
間
五
分
0
秒
〉

二
位
高
瀬
賢
志
（
西
小
四
年
）

三
位
赤
坂
享
信
（
東
小
四
年
）

▼
三
・
四
年
生
（
女
）
一
・
ニ
k
m

一
位
山
岸
真
由
美
（
東
小
三
年
）

〈
時
間
五
分
三
十
九
秒
〉

二
位
斉
藤
千
代
子
（
西
小
四
年
）

三
位
新
井
由
美
（
東
小
四
年
）

▼
五
・
六
年
生
（
男
）
一
・
五
k
m

一
位
高
瀬
裕
介
（
西
小
六
年
）

〈
時
間
五
分
五
十
七
秒
〉

二
位
笠
井
康
史
（
東
小
五
年
）

三
位
渡
辺
徹
（
西
小
六
年
）

▼
五
・
六
年
生
（
女
）
一
・
五
k
m

一
位
小
林
博
美
（
西
小
五
年
）

〈
時
間
六
分
三
十
七
秒
〉

二
位
野
中
雪
枝
（
西
小
六
年
）

三
位
赤
坂
好
生
（
東
小
六
年
）

I
l
l中学
生
の
部
（
男
）
五
．
o
k
m

一
位
篠
木
邦
夫
（
二
年
）

〈
時
間
十
八
分
十
五
秒
〉

二
位
本
田
一
夫
（
三
年
）

三
位
大
沢
浩
昭
（
一
年
）

圏
中
学
生
の
部
（
女
）
三
．
o
k
m

一
位
小
林
清
子
（
一
年
）

〈
時
間
十
一
分
五
十
一
秒
〉

二
位
常
見
純
子
（
一
年
）

三
位
福
島
雅
世
（
一
年
）

I
l
l一
般
の
部
（
男
）
五
·
0
k
m

一
位
荻
野
正
志
（
川
俣
）

〈
時
間
十
七
分
二
十
秒
〉

二
位
荻
野
清
二
（
川
俣
）

三
位
今
泉
淳
（
江
口
）

＊
一
般
の
部
（
女
）
三
·
0
k
m

一
位
大
泉
悦
子
（
梅
原
）

〈
時
間
十
四
分
十
二
秒
〉

二
位
横
塚
栄
子
（
千
津
井
）

（
参
加
者
二
名
）

〇
壮
年
A

の
部
（
男
）
三
．
o
k
m

一
位
堀
口
正
敏
（
新
里
）

〈
時
間
十
一
分
0
秒
〉

技
術
改
善
補
助
金
の
ご
利
用
を

位位
二
位
清
水
勝
（
中
谷
）

三
位
横
塚
修
一
（
千
津
井
）

〇
壮
年
A

の
部
（
女
）
ニ
・
0
k
m

一
位
堀
口
美
知
子
（
新
里
）

〈
時
間
十
分
七
秒
〉

二
位
小
平
和
子
（
新
里
）

三
位
香
山
清
子
（
南
大
島
）

圏
壮
年
B

の
部
（
男
）
三
．
o
k
m

一
位
奈
良
原
勇
三
郎
（
千
津
井
）

〈
時
間
九
分
七
秒
〉

落
合
勲
（
須
賀
）

柿
沼
勇
（
江
口
）

国
の
技
術
改
善
費
補
助
金
及
び
群

馬
県
地
域
産
業
技
術
改
善
費
補
助
金

は
、
中
小
企
業
者
自
身
が
、
新
技
術

の
研
究
開
発
や
新
し
い
製
品
の
試
作

を
行
う
場
合
に
、
そ
の
研
究
費
、
試

作
費
の
一
部
を
国
お
よ
び
県
が
補
助

金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

中
小
企
業
者
ま
た
は
、
法
人
格
を

有
す
る
中
小
企
業
者
の
団
体

▼
研
究
開
発
課
題

課
題
は
広
範
囲
に
決
め
ら
れ
ま
す

の
で
、
一
般
の
中
小
企
業
者
が
行

う
研
究
課
題
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ

ま
す
。

▼
補
助
対
象
経
費

①
原
材
料
‘
副
資
材
の
購
入
経
費

②
構
築
物
の
購
入
、
建
造
、
改
良

等
に
要
す
る
経
費

③
機
械
装
置
ま
た
は
エ
具
器
具
の

購
入
、
試
作
、
改
良
等
に
要
す
る

経
費

④
工
業
所
有
権
の
導
入
に
要
す
る

経
費

⑤
外
注
加
工
に
要
す
る
経
費

⑥
技
術
指
導
受
入
に
要
す
る
経
費

圏
壮
年
B

の
部
（
女
）
ニ
・
0
k
m

一
位
小
林
光
子
（
南
大
島
）

〈
時
間
十
分
十
七
秒
〉

二
位
川
島
、
ト
キ
江
（
大
輪
）

三
位
島
田
タ
ミ
江
（
大
輪
）

〇
壮
年
C

の
部
（
男
）
二
．
o
k
m

一
位
岡
安
栄
（
南
大
島
）

〈
時
間
九
分
三
十
八
秒
〉

二
位
小
林
長
三
郎
（
南
大
島
）

（
参
加
者
二
名
、
な
お
女
子
は

参
加
者
は
な
し
）

⑦
そ
の
他
必
要
な
経
費

▼
補
助
率

国
の
技
術
改
善
費
補
助
金
の
場
合

は
、
一
般
の
研
究
課
題
に
係
る
も

の
に
つ
い
て
は
％
以
内
、
公
害
防

止
関
係
等
の
研
究
課
題
に
係
る
も

の
に
つ
い
て
は
％
以
内
で
、
補
助

額
は
、
一
件
当
た
り
三
百
一
万
円

か
ら
千
二
百
万
円
ま
で
の
範
囲
内

で
す
。

県
の
地
域
産
業
技
術
改
善
費
補
助

金
の
場
合
に
は
、
一
律
に
補
助
対

象
経
費
の
％
以
内
で
、
一
件
当
た

り
五
十
万
円
か
ら
三
百
万
円
の
範

囲
内

▼
受
付
期
間

国
の
技
術
改
善
費
補
助
金
に
つ
い

て
は
二
月
九
日
か
ら
三
月
九
日
ま

で
で
す
。

県
の
地
域
産
業
技
術
改
善
費
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
三
月
一
日
か
ら

四
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

▼
申
請
書
類
と
受
付
先

様
式
や
添
付
書
類
等
に
つ
い
て
は

受
付
先
の
県
庁
繊
維
工
鉱
課

(
(
3

＝
―
-
七
―
-
|
―
―
―
―
―
ー
三
一
内
線
写
―
-
)
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どんど焼きを楽しむ

昨
年
十
月
か
ら
千
津
井
地
先
の

河
川
敷
を
一
2
ぃ
ほ
ど
掘
り
下
げ
、

そ
の
土
を
使
っ
て
堤
防
の
補
強
に

使
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら

か
ん
お
け

十
二
月
五
日
丸
い
棺
桶
と
共
に
大

量
の
人
骨
（
棺
桶
が
丸
い
事
か
ら

江
戸
時
代
の
も
の
と
想
定
）
が
続

々
と
出
て
住
民
を
お
ど
ろ
か
せ
ま

し
た
。
昔
、
そ
こ
は
千
津
井
の
密

乗
院
墓
地
跡
と
い
う
事
で
ま
ず
は

ひ
と
安
心
。
千
津
井
の
住
民
達
は
‘

我
々
の
先
祖
を
こ
の
ま
ま
放
っ
て

お
く
事
は
出
来
な
い
と
し
て
、
掘

っ
た
と
こ
ろ
三
百
四
柱
も
出
現
。

そ
れ
ら
の
骨
を
お
寺
に
集
め
て
、

僧
侶
を
呼
ん
で
丁
寧
に
供
養
し
な

が
ら
埋
葬
し
ま
し
た
。

一
年
間
の
無
病
息
災
を
願
い
、
南
大

島
稲
荷
山
地
区
で
一
月
十
五
日
、
ど
ん

ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ど
ん
ど
焼
き
は
、
長
年
と
だ
え

て
い
た
が
「
自
分
達
が
楽
し
ん
だ
の
を

子
供
達
に
味
あ
わ
せ
て
や
ろ
う
」

年
か
ら
復
活
。

高
さ
五
ぃ
ぃ
ほ
ど
に
ワ
ラ
を
積
み
あ
げ

各
家
庭
か
ら
集
め
ら
れ
た
お
飾
り
を
回

り
に
く
く
り
つ
け
、
午
後
六
時
近
く
に

な
る
と
、
も
う
始

ま
る
と
い
う
合
図

の
鐘
を
打
ち
た
た

き
な
が
ら
ふ
れ
回

り
、
六
時
過
き
に

点
火
さ
れ
る
と
、

見
る
み
る
ま
に
燃

え
あ
が
り
、
熟
さ

に
顔
を
そ
む
け
な

が
ら
、
配
ら
れ
た

甘
酒
や
お
菓
子
を

食
べ
な
が
ら
百
人

程
の
人
が
伝
統
の

行
事
を
楽
し
み
ま

し
た
。

人
骨
が
続
々
出
土

と
昨

子供会で空カン拾い

大
輪
地
先
の
河
川
敷
に
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
水
溜
り
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
こ
で
”
う
な
ぎ
か
き
棒
”

と
い
わ
れ
る
棒
を
使
っ
た
め
ず
ら
し

い
漁
法
で
う
な
ぎ
を
と
っ
て
い
る
人

が
三
人
い
ま
し
た
。

こ
の
人
達
は
、
氷
の
張
っ
た
水
面

に
腰
ま
で
つ
か
り
な
が
ら
、
う
な
ぎ

か
き
棒
で
何
回
か
底
を
か
く
と
、
う

な
ぎ
は
も
ち
ろ
ん
、
ら
い
ぎ
ょ
・
ど

じ
ょ
う
な
ど
が
先
に
ひ
っ
か
か
っ
て

め
ず
ら
し
い

漁
法
で

う
な
ぎ
と
り

カ
メ
―
つ
立
—— 
ュ
ー
ス

写
真
提
供

中
村
功
さ
ん

下
江
黒
の
子
供
会
（
会

長
照
内
和
久
）
は
自
分
達

が
住
ん
で
い
る
地
区
内
を

き
れ
い
に
し
よ
う
と
年
に

三
回
空
カ
ン
拾
い
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
下
江
黒
の
老
人

達
が
同
じ
よ
う
に
清
掃
し

て
い
る
の
を
見
た
子
供
達

が
、
老
人
達
ば
か
り
ま
か

せ
て
お
け
な
い
と
、
子
供

達
が
自
主
的
に
奉
仕
活
動

を
開
始
し
た
も
の
で
す
。

下
江
黒
で
は
子
供
か
ら

老
人
ま
で
積
極
的
に
郷
土

美
化
に
努
め
、
常
に
美
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
§
i
`
f
i

明
和
村
船
舶
協
会
（
会
長
岡
安
今

置
朝
雄
会
員
十
六
人
）
は
一
月
十
一
日

設
梅
原
地
先
の
河
原
に
ゴ
ミ
箱
を
二
個

で
箱
設
置
し
ま
し
た
。

会
ミ
船
舶
協
会
の
人
達
は
、
い
つ
も
川

協
ゴ
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

舟
最
近
、
河
原
に
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
空

八
口
舟
缶
が
散
乱
し
、
と
っ
て
も
見
苦
し
い

の
で
、
自
分
達
が
少
し
で
も
な
く
そ

う
と
、
い
つ
も
船
を
係
留
し
て
置
く

場
所
に
『
川
を
き
れ
い
に
』
と
書
か

れ
た
ド
ラ
ム
カ
ン
の
ゴ
ミ
箱
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
設
置
し
終

る
と
、
今
度
は
近
く
に
捨

て
ら
れ
て
あ
る
ゴ
ミ
類

を
拾
い
集
め
、
船
舶

協
会
初
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を

終
え
ま
し

こ
。t
 

て
く
る
と
い

っ
た
、
め
ず
ら

し
い
漁
法
で
し
た
。
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塁圃謹書麟輯四炉狂国鱈 太い注連縄に参拝者もビックリ

江日地区がワースト 1 位（第 1 回目発表）

地域ぐるみ、村ぐるみで交通安全思想の普及徹底を

図るため、昨年11 月より第 2 回目の行政区別無事故無

違反コンクールが始められ、第 1 回目の中間報告は次

のとおりです。

11 月と 12月の 2 ヵ月間で、もう早くも無事故・無違

反地区は 5 地区となってしまい、交通事故が15件、違

反は15件、合わせて30件の事故違反がありました。

人口 減点数 交通事故種別 悪質違反行為 ワ順

行政区名
I 

よ位 昇 闘悶雷；贔 (2速珈違‘辻反) 犀 ら
ス

（持点） 今回 事故率 卜位

斗合田 ‘占’‘‘ ‘占’’‘ 0.2513 1 12 
398 100 

下江黒 345 

゜ ゜
1 

上江黒 530 40 0.0755 2 7 

千津井 609 100 0 1642 1 10 

江口 629 220 0.3498 1 1 1 1 16 

田島 563 150 0 2664 1 1 15 

南大島 1,278 230 0.1780 4 1 1 2 11 

新里 874 80 0.0915 1 3 , 
中谷 641 50 0.0780 1 8 

r 
梅原 832 210 0.2524 1 2 13 

川俣 404 

゜ ゜
1 

須賀 467 

゜ ゜
1 

大輪 897 20 0.0223 1 6 

入ケ谷 125 

゜ ゜
1 

矢島 667 170 0 2549 1 1 1 14 

大佐貫 583 

゜ ゜
1 

計 9,842 1,370 0.1392 6 , 7 4 4 

梅
原
の
三
島
神
社
の
鳥
居
に
大
き

な
注
連
縄
が
張
ら
れ
、
初
詣
に
来
た

人
達
を
お
ど
ろ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
梅
原
の
恩
田
万
吉
さ
ん
が

お
正
月
に
注
連
縄
が
な
い
の
は
寂
し

い
と
、
九
十
歳
に
な
る
万
吉
さ
ん
が

丸
一
日
か
か
っ
て
結
っ
た
も
の
で
す
。

吉
水
神
主
も
一
人
で
は
ど
う
に
も

な
ら
ず
、
息
子

と
二
人
で
や
っ

と
の
飾
り
つ
け
。

万
吉
さ
ん
も

あ
ん
な
大
き
な

も
の
は
初
め
て

で
、
ど
う
し
て

も
太
さ
加
減
が

わ
か
ら
ず
困
っ

た
そ
う
で
、
自

分
と
し
て
は
気

に
入
ら
な
い
が
、

今
度
作
る
と
き

は
も
っ
と
り
っ

ぱ
に
作
り
た
い

そ
う
で
す
。

激
増
”
~

洒
の
み
運
転

上
の
無
事
故
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル

の
発
表
で
も
わ
か
る
よ
う
に
悪
質
違

反
行
為
と
い
わ
れ
る
酒
酔
い
及
び
酒

気
帯
び
運
転
が
大
変
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
の
十
一
月
に
お
い
て
は
十
五

件
中
七
件
が
酒
飲
み
運
転
で
検
挙
さ

れ
、
県
下
の
七
十
市
町
村
の
う
ち
事

故
率
が
下
か
ら
五
番
目
と
い
う
不
名

誉
な
成
績
。

五
十
三
年
十
二
月
の
道
交
法
の
改

正
に
よ
っ
て
「
酒
酔
い
運
転
」
は
免

許
取
消
し
、
と
な
っ
て
か
ら
少
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
年
末
か
ら
年

始
に
か
け
て
本
村
に
お
い
て
は
大
変

増
加
し
て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
、

酒
を
飲
ん
だ
ら
車
の
運
転
は
絶
対
に

や
め
て
く
だ
さ
い
。

明
和
ス
タ
ン
プ
会
の

明
和
村
の
ス
タ
ン
プ
加
盟

店
が
年
末
年
始
の
買
物
は
村

内
で
買
っ
て
も
ら
お
う
と
、

昨
年
の
十
二
月
十
五
日
か
ら

一
ヵ
月
間
一
等
十
万
円
の
賞

金
が
当
た
る
福
引
大
売
出
し

を
行
い
、
こ
の
抽
選
会
が
一

月
十
五
日
商
工
会
館
で
消
費

者
代
表
、
警
察
官
な
ど
の
立

ち
合
い
の
も
と
厳
正
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

抽
選
会
は
数
字
の
書
か
れ

た
板
を
回
転
さ
せ
、
矢
を
放

ち
、
そ
の
番
号
が
当
選
番
号

と
な
る
も
の
で
、
数
字
が
わ

か
る
た
び
に
一
喜
一
憂
゜

な
お
、
当
選
番
号
は
各
店

頭
に
張
り
出
さ
れ
、
引
き
換

え
は
二
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

こ
0

「
北
方
領
土
の
日
」

二
月
七
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」

と
決
め
た
の
は
、
一
八
五
五
年
（
安

政
元
年
）
日
露
通
好
条
約
の
調
印
（

於
下
田
）
に
よ
り
、
平
和
裏
に
択
捉

島
と
得
撫
島
の
間
に
国
境
を
定
め
、

択
捉
島
か
ら
南
は
我
が
国
の
領
土
と

し
て
国
際
的
に
も
明
確
に
さ
れ
た
日

で
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
な
意
義
か
ら

み
て
も
、
平
和
友
好
裏
に
領
土
返
還

を
求
め
る
北
方
領
土
返
還
運
動
の
趣

旨
に
最
も
合
致
し
た
日
で
す
。

ょ
ギ
{
-

北
海
道
の
根
室
沖
に
つ
ら
な
る
歯

舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉

島
の
四
島
の
ら
な
る
北
方
領
土
は
、

ソ
連
に
不
法
に
占
拠
さ
れ
た
ま
ま
、

い
ま
だ
に
返
還
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

北
方
領
土
復
帰
実
現
の
た
め
、
あ

な
た
の
力
と
あ
な
た
の
声
を
”
~

福
引
大
売
出
し
の
抽
選
会
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農
業
所
得
の

標
準
決
ま
る

ヅ
、

", ", 

水
稲
六
五
、
0
0
0
円
ヅ
．

裏
作
三
七
、
四
0
0
円
＂
，

普
通
畑
（
一
等
）
―
ニ
―
‘
五
0
0
円
，
ヘ

”
（
二
等
）
七
四
、
七
0
0
円
＂
●

陸
田
六
五
、
0
0
0
円
＂
，

梨
（
青
）
―
1
0
‘
六
0
0
円
ご

＂
（
赤
）
九
0
、
六
0
0
円
，
＇
ぶ

巨
峰
一
七
二
、
九
0
0
円
ヅ
，

ニ
ラ
ニ
五
六
、
六
0
0
円
ご

ハ
ウ
ス

キ
ュ
ウ
リ
（
加
温
）
八
九
七
、
五
0
0
円
＂
●

＂
（
無
加
温
）
七
六
二
、
八
0
0
円
~
＇

"" 

I
I
＇
（
二
期
作
）

一
、
ロ
―
-
、
九
0
0
円
"
]

ト
マ
ト
（
加
温
）
五
三
九
、
一
0
0
円
ご

”
（
無
加
温
）
四
五
八
、
二
0
0
円
ぷ

イ
チ
ゴ
（
ト
ン
ネ
ル
）
三
―
二
、
六
0
0
円
＂
●

ナ
ス
六
八
三
、
0
0
0
円
~
＇

養
豚
（
一
頭
当
た
り
）
ご

肉
用
豚

0
円
~
．

繁
殖
豚
三
三
、
六
0
0
円
ツ
，

一
貫
飼
育

0
円
ぶ

養
鶏
（
採
卵
用
十
羽
当
た
り
）

一
千
羽
未
満
一
‘
1
0
0
円
”

一
千
ー
五
千
羽
二
、
0
0
0
円
＂
，

五
千
羽
以
上
二
、
五
0
0
円
＂
＇

肥
育
牛
（
一
頭
当
た
り
）
｛

和
牛
―
一
三
、
八
0
0
円
ご

乳
牛
九
一
、
三
0
0
円

w
,

そ
の
他
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
役
場
＂
●

税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご

農
家
の
方
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
農

‘
9

業
所
得
金
額
は
、
農
業
用
自
動
車
の
ッ
＂

償
却
費
、
租
税
公
課
、
耕
う
ん
機
な
：

ど
の
農
機
具
の
償
却
費
、
土
地
改
良
，
＇

区
費
な
ど
の
経
費
を
別
に
差
し
引
い

w
.

て
計
算
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
＂
，

(1 Oa当）

1
1
3
月
1
6日
ま
で
に
1
1

飼
人
事
業
税
の
申
告
は

（
対
象
者1
1

農
業
及
び
一
般
）

相
談
日
二
月
十
九
日
二
十
日

納
税
相
談
の
H

程
決
ま
る

今
年
も
所
得
税
と
住
民
税
の
申

告
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

申
告
期
間
は
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
六
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
行

わ
れ
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
は
、
次
の
日
程

に
よ
り
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
か

ら
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
三
月
三
日

午
前
1
1

斗
合
田
・
上

江
黒

午
後
1
1

千
津
井

相
談
会
場
東
部
児
童
館

※
三
月
四
日
午
前

1
1

江
口

午
後
1
1

下
江
黒
•
田

島

個
人
の
事
業
税
と
は
、
個
人
で
事

業
を
営
ん
で
い
る
か
た
が
、
前
年
中

の
事
業
か
ら
生
じ
た
所
得
に
応
じ
て

納
め
る
県
税
で
す
。

個
人
の
事
業
税
の
申
告
は
三
月
十

六
日
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
年
の
中

途
に
事
業
を
や
め
た
方
は
、
や
め
た

日
か
ら
一
ヵ
月
以
内
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
、

あ
る
い
は
、
村
民
税
、
県
民
税
の
申

告
書
を
提
出
し
た
場
合
に
は
、
個
人

の
事
業
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

納
税
は
、
八
月
と
十
一
月
に
分
け

て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

個
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
詳
し
い

こ
と
は
館
林
財
務
事
務
所
(
~
oニ

七
六
七
ー
ニ
ー
四
四
六
一
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会

場

時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で

中
央
公
民
館

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

相
談
会
場
東
部
児
童
館

※
三
月
五
日
午
前

1
1

川
俣
・
須
賀

午
後
1
1

大
輪

相
談
会
場
明
和
農
協
第
一

※
三
月
六
日
午
前

1
1

矢
島

午
後
1
1

入
ヶ
谷
・
大

佐
貫

相
談
会
場
明
和
農
協
第
一

※
三
月
九
日
午
前

1
1

南
大
島
（
七

軒
・
八
軒
を

除
く
）

午
後
1
1

中
谷
・
南
大

島
（
七
軒
．

八
軒
）

相
談
会
場
中
央
公
民
館

※
三
月
十
日
午
前

1
1

梅
原

午
後
1
1

新
里

相
談
会
場
中
央
公
民
館

®
時
間
は
各
相
談
所
と
も
午
前
は
九

時
三
十
分
よ
り
十
二
時
ま
で
。
午
後

は
一
時
三
十
分
よ
り
四
時
ま
で
。

申
告
書
は
、
各
自
記
入
し
て
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

記
載
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、
後

日
問
題
な
ど
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に

質
問
に
応
じ
ら
れ
、
な
お
自
書
の
出

来
る
方
に
お
願
い
し
ま
す
。
（
住
所
、

氏
名
、
扶
養
親
族
の
記
載
等
、
必
ず

自
書
願
い
ま
す
。
）

生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
ひ
と
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の

払
込
保
険
料
が
九
千
円
を
超
え
る
場

合
は
、
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

、
。
し

ま
た
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保

険
、
農
業
者
年
金
の
保
険
料
等
の
領

収
書
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

損
害
保
険
料
控
除
は
、
所
得
税
の

み
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
金
額
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
払
込
証
明
書
を
必
要

と
し
ま
す
。

パート収入と所得税

最近は、パートタイムで

慟〈主婦が多〈なっていま

す。パートによる収入と税

金の関係ですが、年収が一

定額を超えると、夫の所得

から配偶者控除が受けられ

なくなったり、主婦自身に

税金がかかったりします。

，，←ート
夫の所得 パート収

から配偶 入に所得
の年収 者控除が 税が

70万円 受けられ かからな

以下 る し‘

70万円 受けられ かからな

79万円
ない し‘

79万円 受けられ
かかる

超 ない

そ
れ
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
た
方
及
び
給
与
所
得
の
み
の

方
で
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か

ら
明
和
村
税
務
課
へ
送
付
済
の
方
は

住
民
税
の
申
告
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
還
付
請
求
を
さ

れ
る
方
は
、
い
つ
で
も
手
続
き
が
で

き
ま
す
か
ら
、
早
目
に
申
告
し
て
納

め
過
ぎ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

、
。
し

確
定
申
告
書
の
用
紙
は
役
場
税
務

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

館
林
税
理
士
会
で
は
白
色
納
税
者

の
方
々
の
た
め
に
、
次
の
日
程
で
申

告
手
続
き
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
三
月
四
日
・
五
日
・
六

日
・
七
日

館
林
文
化
会
館

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で

固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧

3

□
1

日
＼

2
0巳
ま
で

村
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
固

6
志
ー
翌
写
―
―
-

▼
会

▼
時

間場
白
色
無
料納税

相
談

税
金
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
。
税

金
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
人
税

務
相
談
室
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

経
験
豊
か
な
相
談
官
か
、
あ
な
た

の
悩
み
ご
と
を
解
決
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
‘
匿
名
で
も
で
き

ま
す
し
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘

密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

＊
館
林
税
務
相
談
室

税
の
相
談
は

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で

定
資
産
税
の
基
準
と
な
る
価
格
を
登

録
し
た
課
税
台
帳
を
三
月
一
日
か
ら

二
十
日
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
の

午
後
は
除
く
）
役
場
税
務
課
で
縦
覧

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

も
し
、
登
録
さ
れ
た
価
格
に
疑
問

か
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
課
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
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村
で
は
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
の

た
め
に
、
少
し
で
も
安
い
家
賃
で
住

□
手
を
貸
そ
う
と
、
今
年
も
上
江
黒
に

[
三
戸
村
営
住
宅
を
建
設
し
、
三
月
中

〗
旬
完
成
い
た
し
ま
す
。

tl
 0

入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た

t
i
 〗

し
ま
す
の
で
、
入
居
を
希
望
す
る
方

b
 

相
手
が
お
話
し
中
に
イ
ラ
イ
ラ
し

0
は
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

iｭ

が
ら
続
け
て
か
け
て
み
て
も
、
か
[-l 

か
る
割
合
は
一
0
パ
ー
セ
ン
ト
。
一

話
し
中
だ
っ
た
ら
、
い
っ
た
ん
切

9
l
i
 

っ
て
、
三
分
程
待
っ
て
か
ら
か
け
直
一

せ
ば
九
0
パ
ー
セ
ン
ト
は
か
か
り
ま

す
。呼

出
音
も
四
ー
五
回
で
セ
ッ
カ
チ

に
切
ら
ず
、
十
回
程
度
は
聞
く
余
裕

が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

相
手
は
、
電
話
機
の
そ
ば
ま
で
来

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
学
校
公
仕
に

松
岡
さ
ん

,

l

 

'~ 

. 

中
学
校
の
公
仕
で
あ
っ
た
野
本
一

時
さ
ん
が
昨
年
十
二
月
三
十
一
日
付

で
退
職
し
ま
し
た
の
で
、
後
任
に
松

岡
勇
さ
ん
が
一
月
一
日
付
で
公
仕
と

な
り
ま
し
た
の
で
野
本
さ
ん
同
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

蛤
品
。

電
話
に
イ
ラ
イ
ラ

セ
ッ
カ
チ
は
禁
物

5
 

ヶ

z
 

プ
レ
フ
ォ
ン
メ
モ
…
。

月
末
日
ま
で

▼
入
居
資
格
入
居
資
格
は
次
の
条

件
を
満
た
す
方
で
す
。

①
村
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が

あ
り
、
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

②
世
帯
員
二
人
以
上
の
家
族
構
成
の

方
（
婚
約
者
を
含
む
）

③
税
金
の
滞
納
が
な
く
、
保
証
人
を

つ
け
ら
れ
る
方

,

'

1

4

 

人
を
訪
ね
る
と
き
の
言
葉

人
を
訪
ね
る
と
き
は
、
前
も
っ

て
電
話
な
ど
で
相
手
の
都
合
を
確

か
め
て
お
く
の
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
で

し
ょ
う
。
さ
て
相
手
に
会
っ
た
ら

初
対
面
の
場
合
は
「
は
じ
め
ま
し

て

C
パ
パ
）
で
ご
ざ
い
ま
す
」
（
と

名
刺
を
出
す
）
「
お
忙
し
い
と
こ

ろ
お
じ
ゃ
ま
い
た
し
ま
す
」
あ
る

い
は
「
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
お
時

間
を
割
い
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
存
じ
ま
す
」
な
ど
と
続
け
、

「
お
電
話
で
お
話
い
た
し
ま
し
た

よ
う
に
、
こ
れ
こ
れ
の
こ
と
に
つ

い
て
ご
相
談
（
お
願
い
）
に
あ
が

り
ま
し
た
…
…
」
と
訪
問
の
目
的

を
述
べ
て
用
件
に
入
り
ま
す
。

も
し
、
前
ぶ
れ
な
し
に
突
然
訪

問
し
た
場
合
は
「
突
然
お
訪
ね
い

た
し
ま
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
実
は
急
い
で
ご
相
談
い
た
し

た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
て
…
」

の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
し
ま
す
。

用
件
が
す
ん
で
辞
去
す
る
と
き

も
あ
い
さ
つ
は
十
分
心
を
込
め
て

丁
寧
に
述
べ
ま
し
ょ
う
。

「
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
お
教
え
い
た
だ
き
（
ご
教

示
に
あ
ず
か
り
）
た
い
へ
ん
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
何
分

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

L
O

ー
と
は
い
え
、
実
際
に
は
、
訪

問
の
目
的
や
相
手
と
の
関
係
が
い

ろ
い
ろ
違
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に

よ
っ
て
あ
い
さ
つ
の
こ
と
ば
も
敬

語
の
用
い
方
の
程
度
も
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
要
は
あ
く

ま
で
礼
を
失
し
な
い
よ
う
な
、
そ

し
て
敬
愛
の
情
を
た
だ
よ
わ
せ
る

よ
う
な
言
葉
の
選
び
方
が
大
切
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

受
付
は
2
月

1
6日
S
2

月
末
日
ま
で

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

---------------------------------------------------------
' 
' 図ー 1 平面図 ! 
' 

1 階 2 階
--------------------------------------------------------

④
そ
の
他
所
得
に
よ
っ
て
制
限
が
あ

り
ま
す

▼
募
集
戸
数
三
戸

▼
入
居
者
の
決
定
方
法

入
居
者
が
三
名
以
上
の
と
き
は
、

公
開
抽
せ
ん
に
よ
る

▼
家
賃
月
額
二
万
三
千
円

▼
住
宅
構
造

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建
、
バ
ル
コ

ニ
ー
付
図
…
一
参
照

▼
床
面
積

六
ニ
・
ニ
九
平
方
2
J
V
l
（
約
十
九
坪
）

▼
申
込
方
法

入
居
申
込
書
（
役
場
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
）
に
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

所
得
証
明
・
住
民
謄
本
を
付
け
役
場

企
画
開
発
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
文
芸
欄
—

抱
へ
帰
り
し
手
作
り
花
瓶
の
優
し
さ

を
亡
母
に
ま
ゐ
ら
す
佛
壇
狭
き
に

奈
良
原
キ
ク
ノ

か
た
ば
み
が
は
じ
け
初
め
を
り
二
人

し
て
坐
り
し
公
園
の
ベ
ン
チ
の
下
に

江
森
佳
世
子

カメラ愛好会を
結成しよう

斤公民館では 4 月より「写真

教室」を開催いたします。そ

れに先立ちまして、カメラに

興味のある方同志で「カメラ

愛好会」を結成したいと思い

ます。

初心者の方も、ベテランの

方も奮って申し込み、カメラ

の知識はもちろん、同じ趣味

を持つ同志の仲間をひろげま

しょう。

なお、愛好会加入申し込み

は 3 月 10 日までに矢島の石川

さん(ft84-2493) までに

匂
賣
‘

花
束
を
受
け
つ
つ
嫁
に
笑
み
か
へ
す

か
な
し
き
ま
で
の
心
ふ
る
へ
も

江
森
政
美

娘
と
夫
と
か
つ
ぐ
お
篭
に
孫
乗
れ
ば

見
世
物
の
如
し
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

る

柿
沼
ま
つ

野
良
猫
の
目
の
鋭
き
に
後
追
へ
ば
納

屋
に
子
猫
の
産
み
し
声
ら
し瀬

下

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
歳
末
助
け
あ
い
運
動
の
募
金
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
次
の
方
々
が
社

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

0

千
津
井
友
の
会
六
六
九
九
円

0

明
和
分
署
八
一
九
三
円

0

立
正
俊
成
会
明
和
支
部
青
年
会

二
0
0
0
0

円

0

や
ま
う
の
漬
物
工
業
卸一

四
四
九
0
円

▼
丸
新
フ
ェ
ル
ト
紡
織
抹
で
は
公
民

館
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
（
五
万
円
相
当
）

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
交
通
安
全
協
会
明
和
地
区
協
議
会

は
村
ヘ
レ
コ
ー
ド
（
母
さ
ん
の
ひ
と

こ
と
）
二
十
三
枚
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

一
江

ー
出
生
1

氏
名

中
島
沙
織

佐
藤
智
恵

堀
江
直
子

矢
島
裕
徳

小
松
原
み
ど
り

木
村
元
博

ー
死
亡
ー

氏
名

島
田
三
郎
次

藤
野
雄
作

橋
本
は
つ

門
間
昇
平

吉
田
龍
次
郎

小
林
幸
一

田
中
倉
次
郎

高
瀬
友
寿

（
敬
称
略
）

保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

孝
史
長
女
大
佐
貫

1

月
1

日

元
久
長
女
新
里

1

月
2
日

喜
芳
長
女
大
佐
貫

1

月
2

日

修
―
二
男
新
里

1
月

1
1日

光
男
長
女
南
大
島

1
月

1
7日

賢
史
三
男
大
佐
貫

1

月

2
2日

（
敬
称
略
）

年
令
（
コ
市
[
-
地
区
死
亡
月
日

9
1
彦
一
南
大
島

1

月
1

日

5
9
（
真
一
）
川
俣
1
月
7

日

6
5

（
勝
）
斗
合
田
1
月

1
7日

7
4
（
徳
吉
）
大
輪

1
月
1
8日

8
7
（
重
信
）
梅
原
1
月

1
9日

6
0
（
ぎ
ん
）
下
江
黒1
月

2
3日

8
7
信
義
南
大
島

1

月

2
7日

7
3
條
太
郎
新
里
1

月

2
9日

あ
：
｀

r`
衣
く
れ
升
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口
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出
事
の
計

L
車
疇
急
そ

一
急... 救

館林邑楽地区 館林地区

産婦人科耳鼻科歯科 内 科 外科

2 月 15日古屋（恒）医院後藤（康）医院長塩歯科医院後藤（康）医院云(72)3975 海宝医院

曜
ff 0276 (63) 6161 合 (72) 3 9 7 5 合 (72) 3 9 0 0 上野医院ff(72) 3330 合 (72) 3 I 5 5 

2 月 22日佐々木医院小倉医院仁木歯科医院後藤（愛）医院合(72)0134 館林医院
当 CO272(62)2623 合 (72)0 6 0 6 合 (86)4 5 3 l 清河堂医院合(72)3070 合 (74)2 1 | 2 

3 月 1 日真中医院大神医院野村歯科医院安楽岡医院合(72)0572 寺内医院
番 合 (72) I 6 3 0 I n 0276 (62) 2200 合0276(62)2807 大島診療所ff(77) 1503 合 (72) 3 0 3 I 

3 月 8 日横田医院原 医 院浜田歯科医院川生医院合(72)3030 礫川堂医院
医 合 (72) 0 2 5 5 合 (72) I 9 3 6 合 (72) 0 7 I 6 大石医院合(74)23621 ff(74) 0 I 8 4 

3 月 15日浜野医院川田医院早川歯科医院堀越医院合(73)415l 永寿堂医院
合 (88) 5 6 7 8 合 (72) 0 7 5 4 合 (74) I 2 0 5 岡田医院合(72)3163 合 (72) 4 4 6 4 

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院
が
担
当
し
ま
す
。

◎
耳
昂
科
・
歯
科
に
限
り
診
療
峙
間
は
午
後
一
時

ロ
ま
で
で
す
。

明和

千代田
地区

高
崎
市
に
あ
る

群
馬
総
合
高
等
職

業
訓
練
校
で
は
、

五
十
六
年
四
月
入

校
の
能
力
再
開
発

訓
練
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
、

中
高
年
の
方
、
離

職
さ
れ
て
い
る
方
、

職
業
を
転
換
さ
れ

よ
う
と
す
る
方
等

に
新
た
な
技
能
や

知
識
を
習
得
し
て

い
た
だ
き
、
再
就

職
を
容
易
に
す
る

と
共
に
、
生
き
か
い
の
あ
る
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
国
か
実
施

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

能力再開発
訓練生募集

な
お
、
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
資

格
の
あ
る
方
で
、
公
共
職
業
安
定
所

長
の
入
校
指
示
を
受
け
て
入
校
さ
れ

た
方
に
は
、
訓
練
校
在
校
中
一
年
間

は
ひ
き
続
き
給
付
金
・
通
所
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
募
集
期
間
三
月
末
日
ま
で

▼
訓
練
期
間
一
年
間

▼
訓
練
職
種
及
び
定
員

機
械
科
十
名
・
板
金
科
二
十
名

溶
接
科
二
十
名
・
電
子
機
器
科
十

名
・
自
動
車
整
備
科
二
十
名
・
塗

装
科
二
十
名

▼
授
業
料
は
無
料
・
教
材
・
エ
具
等

は
貸
与

詳
し
く
は
総
合
高
等
訓
練
校
(
6

0
二
七
三
ー
ニ
ニ
ー
三
四

0
九
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
水
道
メ
ー
タ
ー
器
交
換
―

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
か
、
新

里
地
区
を
中
心
に
、
各
地
区
で
二
月

下
旬
に
行
わ
れ
ま
す
。

999999999999999999999999999999999999999‘,. 

~
二
月
の
合
こ
と
ば

一
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ヽ
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ヽ
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身
体
障
害
者
の
個
別
相
談
会
が
明

和
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

身
体
障
害
者
で
、
ま
だ
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
な
い

方
。
あ
る
い
は
手

帳
の
交
付
を
受
け

た
後
、
障
害
の
程

度
が
重
く
な
っ
た

方
。
ま
た
は
、
補

聴
器
、
車
椅
子
、

松
葉
杖
な
ど
の
交

付
、
及
び
修
理
を

希
望
さ
れ
る
方
。

そ
の
他
身
体
障
害

者
に
関
す
る
事
な

ら
ど
ん
な
事
で
も

結
構
で
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

身体障害者の
個別相談会開催

-------------------------------------------------------

: 危眉 予詈舟 : 

, 

，て9 交 l)た，
! 2 益通こす ダ／タニ
, 

— 

_
あ
し
ら
せ

”
”
”□”
”
”□”
”
”
u

▼
日
時

国
立
栄
養
研
究
所
応
用
食

品
部
長
岩
尾
裕
之

二
月
二
十
七
日
午
後
一

成
人
病
予
防
に
つ
い
て
の

講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す

二
月
二
十
七
日
⑧
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
会
場
中
央
公
民
館

な
お
、
三
月
二
十
三
日
に
は
身
体

障
害
者
巡
回
診
査
か
中
央
公
民
館
で

▼
日
時

開
催
さ
れ
ま
す
。

県
の
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
が

明
和
村
に
来
て
、
障
害
者
の
相
談
や

各
種
の
診
断
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。家

庭
の
主
婦
を
対
象
に
し
た
消
費

者
講
座
か
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
、
成
人
病

予
防
に
努
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

~力゚▼
講
師

年賀ハガキ当選番号
等級 お年玉の品名 組 番号

A 組 598365 

1 等
折りたたみ

A B 組 365872 
自転車 972641 

共通 760926 

日曜大工
A 組 下8506ケ19タ

2 等
セソト 共A B 組通 下2535ケ97タ

A B 組 下3ケタ
3 等 手紙セット

共通
391 
251 

4 等
お年玉切手 A B 組 下2iケ! タ
シート 共通

剣
道
大
会
が
三
月
二
十
一
日
、
村

の
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

試
合
は
小
・
中
学
生
・
一
般
の
三

部
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。

剣
道
の
心
得
が
あ
る
人
は
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

三
月
十
日
ま
で
に
中
央
公
民
館
事
務

局
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
は
物
を
置
か

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
は
村
指
定
の

水
道
業
者
が
伺
い
、
料
金
は
無
料
で

す
。
な
お
、
交
換
の
対
象
と
な
る
の

は
、
管
の
口
径
か
十
三
．
店
で
、
メ
ー

タ
ー
器
の
番
号
は
次
の
と
お
り
で
、

蓋
に
記
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

M
哭
ー
―
-
=
―
ー
一
＿
醤

M

一
六
写
＝
i
一
七
芸

対
象
番
号

□

剣
道
大
会
の

参
加
者
募
集

時
三
十
分
よ
り

▼
会
場
中
央
公
民
館

▼
テ
ー
マ
成
人
病
予
防
に
つ
い
て

▼
対
象
一
般
婦
人

砿及今月 今11 ++II+  

六五四
日日 日 ; びの月水納

矢島明央中斗合i 使道めは の
公協和農公田 入

日 貫贋納
館民 ー第 館土民和去 一集̂ 落セ すで゜年金第 め

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

適談 • • 

切員相 言 日 31と, 
なが談 時通助皆は

言さ 胃 り 時 2 事ん 1 月導指 ので 午 19 故
を悩‘ 畠 後日
行み専 3 相
し‘ご門 : 嘉 ＝畝火
] 0 との
に相 で 1

▼
場
所

▼
日
時

2

月

1
6日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

役
場
第
三
会
議
室

月
例
行
政
（
人
権
）
相
談
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発行明和村役場
編集総務課

広報係
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ヽ
・

ル
な
タ
コ
が
あ
が
り
ま
し
た
。

（
二
月
八
日
タ
コ
あ
げ
大
会
に
て
）
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新入学児童の交通安全
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新
学
期
ま
で
あ
と
わ
ざ
力
。

新
入
学
児
童
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
で
は
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
な
が
ら
、
入
学
の
準
硼
に
な
に
力
と
あ
忙
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
子
さ
ん
の
入
学
に
あ
だ
っ
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
＿
つ

に
、
交
逹
ル
ー
ル
の
し
つ
け
ガ
あ
り
ま
芍
゜

い
ま
ま
で
は
、
比
較
的
家
の
近
所
で
遊
ん
で
い
だ
子
供
だ
ち
も
、

学
校
に
適
つ
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
行
き
帰
り
を
初
め
、
新
し
い
友

だ
ち
も
で
き
る
な
ど
し
て
、
行
動
範
囲
は
し
だ
い
に
広
ガ
つ
て
い
き

ま
弓
゜

こ
こ
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
ガ
、
交
適
事
故
で
す
。

[
f
B
年
、
こ
の
時
季
は
、
新
入
学
児
童
の
交
適
事
故
が
自
立
ち
ま
可
。

入
学
を
前
に
、
正
し
い
交
逹
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
親
子
で

よ
く
話
し
4
0い
ま
し
ょ
う
。「

飛
び
だ
し
」

子
供
の
交
通
事
故
で
一
番
多
い
の
は
、
い
わ
ゆ
る

「
飛
び
出
し
」
で
す
。
警
察
庁
の
統
計
に
よ
り
ま
す

と
、
昭
和
五
十
四
年
の
幼
児
と
小
学
生
の
交
通
事
故

の
う
ち
六
六
％
、
つ
ま
り
全
体
の
七
割
近
く
が
路
地

か
ら
大
通
り
な
ど
へ
の
「
飛
び
出
し
」
が
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

に
よ
る

事
故
が
約
七
割

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

登
校
前
はゆ

と
り
を
も
た
せ
ま
し
ょ
う

子
供
の
行
動
特
性
を
知
ろ
う

小
学
生
の
「
飛
び
出
し
」
に
よ
る

事
故
は
、
一
1

三
年
生
が
四
ー
六
年

生
に
比
べ
て
約
四
倍
に
も
の
ぼ
っ
て

お
り
、
低
学
年
ほ
ど
危
険
が
多
い
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

「
飛
び
出
し
」
に
次
い
で
事
故
件

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
に
は
‘

ま
ず
子
供
の
行
動
の
特
性
を
よ
く
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
い
く
つ

か
を
あ
げ
て
み
る
と

▼
子
供
は
―
つ
の
こ
と
に
気
が
向
く

と
、
ま
わ
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な

く
な
る
。
ボ
ー
ル
が
道
路
に
こ
ろ
か

り
出
す
と
つ
い
走
り
出
す
の
も
そ
の

た
め
で
す
。

▼
も
の
ご
と
を
単
純
に
し
か
理
解
で

き
な
い
。
い
つ
で
も
、
黄
色
い
小
旗

を
あ
げ
る
と
車
は
必
ず
止
ま
る
と
思

い
こ
み
か
ち
で
す
が
、
車
は
急
に
止

ま
れ
ま
せ
ん
。

▼
「
あ
ぶ
な
い
よ
」
と
か
「
注
意
し

な
さ
い
よ
」
と
い
う
抽
象
的
な
言
葉

だ
け
で
は
、
具
体
的
な
行
動
と
結
び

子
供
の
い
る
家
庭
で
は
、
ふ
だ
ん

か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
教
え
る
と

と
も
に
、
朝
、
学
校
に
送
り
出
す
と

き
は
、
次
の
点
に
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

◎
出
か
け
る
と
き
に
し
か
ら
な
い

◎
忘
れ
も
の
を
さ
せ
な
い

④
通
学
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
た
せ
る

子
供
は
、
し
か
ら
れ
る
と
そ
の
こ

と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
周
囲

の
状
況
が
目
に
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。

数
が
多
い
の
は
「
横
断
中
の
事
故
」

で
、
停
車
し
て
い
る
車
や
走
っ
て
い

る
車
の
直
前
直
後
の
横
断
、
信
号
無

視
、
路
上
で
遊
ん
で
い
て
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
け
て
理
解
す
る
こ
と
か
む
ず
か
し

、
。

し▼
信
号
無
視
を
し
て
い
る
大
人
や
年

上
の
子
供
を
見
る
と
す
ぐ
ま
ね
を
し

た
り
、
自
分
で
状
況
を
判
断
し
な
い

で
大
人
や
年
上
の
子
に
依
存
し
か
ち

で
、
人
の
流
れ
に
た
よ
っ
て
信
号
も

み
な
い
で
横
断
歩
道
を
平
気
で
渡
っ

た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。

▼
応
用
動
作
か
で
き
な
い
。
例
え
ば
、

い
つ
も
通
る
道
路
で
は
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
別
の
道

路
で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
が
多

、
。

し▼
物
の
か
げ
で
遊
ぶ
傾
向
が
あ
る
。

例
え
ば
、
空
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
っ

た
り
、
車
の
そ
ば
で
遊
び
た
が
る
。

ま
た
、
時
間
に
ゆ
と
り
が
な
か
っ

た
り
、
忘
れ
も
の
を
し
て
途
中
か
ら

引
き
返
し
た
り
す
る
と
、
非
常
に
あ

わ
て
る
た
め
注
意
力
が
散
漫
に
な
り

事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
か
ら
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
、

こ
う
し
た
子
供
の
行
動
特
性
を
十
分

理
解
し
て
、
子
供
を
見
た
ら
「
赤
信

号
」
と
思
い
、
細
心
の
注
意
を
払
い

ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
ど
、
群
馬
県
公
安
委
員
会

及
び
館
林
警
察
署
の
は
か
ら
い
に
よ

り
、
村
内
の
危
険
箇
所
（
交
差
点
等
）

に
百
三
基
の
一
時
停
止
標
識
（
路
面

標
示
を
含
む
）
と
四
基
の
横
断
歩
道

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
最
近
本
村
で
増
加
の
一

途
を
た
ど
る
交
通
事
故
の
発
生
を
防

ぎ
、
悲
惨
な
交
通
犠
牲
者
を
こ
れ
以

上
出
さ
な
い
よ
う
に
と
、
特
別
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

一
時
停
止
（
止
ま
れ
）
の
標
識
や

路
面
標
示
が
直
接
あ
な
た
を
交
通
事

故
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
村
民
の
一
人
ひ
と
り
が

こ
の
「
止
ま
れ
」
の
規
制
標
識
の
意

味
を
十
分
理
解
し
、
こ
の
交
通
ル
ー

ル
を
実
践
、
遵
守
し
な
け
れ
ば
交
通

事
故
は
防
げ
な
い
の
で
す
。

村
内
の
交
通
事
故
撲
滅
の
た
め
、

自
動
車
を
運
転
す
る
人
も
、
自
転
車

に
乗
る
人
も
、
こ
の
「
止
ま
れ
」
の

標
識
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
停
止
線

の
直
前
で
必
ず
一
旦
止
ま
り
、
左
右

の
安
全
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め

1
0
3
基
の
交
通
標
識
を
設
置

〈
答
〉

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

〈
問
〉
毎
年
冬
に
な
る
と
上
州

名
物
の
か
ら
っ
風
が
吹
き
荒
れ
、

あ
た
り
一
面
砂
ぼ
こ
り
に
な
り
ま

す
が
、
私
の
家
一
帯
で
は
、
そ
れ

に
加
え
て
、
中
学
校
校
庭
の
砂
や

土
が
ま
と
も
に
当
た
り
、
洗
濯
物
や

ふ
と
ん
が
干
せ
な
い
時
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。

学
校
に
は
砂
塵
を
防
止
す
る
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
も
し
、
あ
る
と
す
れ
ば

出
来
る
だ
け
使
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

し
て
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
中

学
校
に
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
撒

水
装
置
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

に
応
じ
撒
水
し
、
少
し
で
も
砂
塵

を
防
止
す
る
よ
う
中
学
校
と
協
力

し
て
努
力
い
た
し
ま
す
。

村
の
行
う
仕
事
の
こ
と
な
ど
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
お
き
き
し
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
解
答
い
た
し
ま
す
の

で
、
ど
し
ど
し
役
場
総
務
課
広
報

係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
の
砂
ぼ
こ
り
に
困
っ
て
い
る
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【
由
緒
】
明
和
村
南
大
島
に
森
尻

姓
が
二
十
戸
余
り
あ
る
。
遠
祖
は

清
和
源
氏
の
流
れ
を
く
む
見
田
平

三
郎
貞
利
と
称
し
た
。

現
在
も
屋
敷
内
に
稲
荷
、
八
幡

の
社
と
共
に
三
体
観
音
を
ま
つ
る

観
音
堂
が
残
さ
れ
て
い
る
。
徳
川

時
代
は
名
主
を
つ
と
め
た
家
柄
、

屋
敷
の
ま
わ
り
に
は
堀
が
め
ぐ
ら

さ
れ
今
も
そ
の
名
残
り
を
伝
え
て

い
る
。
明

治
四
十
三

年
(
-
九

I
 

0
)
の

大
洪
水
の

の
ち
、
こ

の
堀
は
埋

め
立
て
ら

霞 森
尻

れ
水
田
と
化
し
た
。

正
月
五
日
ま
で
五
元
日
と
い
い

屋
内
の
掃
除
を
し
な
い
。
家
で
は

風
呂
を
た
て
な
い
。
ま
た
、
ツ
ル

の
あ
る
作
物
は
禁
じ
ら
れ
、
祖
先

が
そ
の
ツ
ル
に
足
を
奪
わ
れ
た
と

き
に
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
の
で
今

も
作
ら
れ
な
い
。

三
ヵ
日
は
餅
を
食
し
四
日
目
に

う
ど
ん
を
食
す
る
と
い
う
。

邸
内
に
国
学
者
本
居
宣
長
の
養

子
大
平
に
よ
る
天
保
四
年
(
-
八

三
三
）
造
立
の
邑
楽
水
害
復
興
碑

か
あ
る
。

【
家
紋
】
丸
に
違
い
鷹
の
羽

※
お
願
い
自
分
の
家
の
苗
字
の

い
わ
れ
、
家
紋
が
わ
か
り
ま
し
た

ら
、
広
報
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

次
回
は
『
塩
谷
』
の
予
定
で
す
。

発
展
途
上
国
に
送
る

医
薬
品
・
医
療
機
器
を
買
う

現
金
化
す
る

お
礼
状
を
書
く

協
力
者
の
カ
ー
ド
を
作
る

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

整
理
す
る

日
本
全
国
か
ら
切
手
が

送
ら
れ
て
く
る

切手の切り方

ボ
＿
フ
ン
テ
ィ
戸
汚
動

家
庭
、
職
場
に
い
な
が
ら
あ
な
た

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
使
用
済
み

切
手
（
古
切
手
）
を
集
め
る
だ
け
で

す
。皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
古
切
手
は

東
南
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
の
た
め
の

B

C
G

の
薬
（
一
本
分
古
切
手
二
百
枚

に
相
当
）
や
医
療
器
具
に
な
っ
て
、

病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
（

使
わ
れ
ま
す
。

使
用
済
み
切
手
を
捨
て
な
い
で
、

あ
る
程
度
た
ま
っ
た
ら
社
会
福
祉
協

議
会
（
役
場
内
）
に
お
送
り
く
だ
さ

、
。
し

門
を
つ
あ

n
〗
白
取
は

—
余
り
。
要
。

同
〗
の
切
い
必
ん

リ
て
さ
す
せ

同
ミ
し
下
が
ま

同
・
残
て
は
り. 

□
]
 

柏
だ
ち
に
も
で
き
る

あ
な
た
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か

い
で
社
会
福
祉
に
役
立
つ
事
か
で
き

ま
す
。

手
づ
く
り
の
タ
コ
で
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
よ
う
と
、
二
月
八
日
教

育
委
員
会
と
子
ど
も
会
育
成
団
体
の

主
催
で
利
根
川
梅
原
地
先
の
堤
防
で

タ
コ
あ
げ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
パ
ン
ダ
や
ド
ラ
エ
モ
ン

な
ど
の
テ
レ
ビ
マ
ン
ガ
の
主
人
公
が

書
か
れ
た
和
凧
が
上
州
名
物
の
か
ら

っ
風
に
向
か
っ
て
八
十
五
個
の
タ
コ

8
5個
の
タ
コ
が
舞
う

第
五
回
タ
コ
あ
げ
大
会

省エ字は雀ロネー
・・・・・・・..①

【電気こたつ】
●調節切替つまみを手まめに調節

しましょう。
(I 日 8 時間⑮を⑱にすると）
月約 16.8kWhで473円の

節約になります。
●こたつの下にマットを敷きまし

ょう。

月約 13kWhで367円の
節約になります。

●コタツ掛けの下に毛布をかけま

しょう。
月約4.3kWhで 121 円の

節約になります。

これだけで合計961 円の
節約になります。

制
度

5
5年
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
実
施
で
す

結
核
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
た
め

に
、
結
核
予
防
法
に
よ
り
、
定
め
ら

れ
た
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
注
射
及
び

検
査
を
受
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

村
で
は
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

の
で
該
当
者
は
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

▼
該
当
者
昭
和
五
十
五
年
中
に
生

ま
れ
た
者
お
よ
び
前
年
度
、
未
実
施

者
の
う
ち
四
オ
に
達
し
て
い
な
い
者
。

▼
期
日
四
月
八
日
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
注
射
（
通
知
書
、
母
子
手
帳
持

参
）
四
月
十
日
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
検
査
（
問
診
票
、
母
子
手
帳

持
参
）

▼
受
付
時
間
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
二
時
ま
で

▼
会
場
中
央
公
民
館

※
該
当
者
に
は
通
知
を
差
し
あ
げ
ま

す
が
、
通
知
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

明
和
村
へ
転
入
以
前
に
実
施
さ
れ
た

方
は
事
前
に
役
場
保
健
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
問
診
票
に
は

必
ず
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

ヘ

が
空
高
く
舞
い
あ
が
り
ま
し
た
。

高
度
と
安
定
を
審
査
し
た
と
こ
ろ

次
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。

▼
一
～
位
笠
井
徹
也
（
江
口
）

▼
二
位
今
成
正
智
（
上
江
黒
）

▼
三
位
川
島
啓
靖
（
大
佐
貫
）

▼
四
位
蓮
見
雄
一
（
南
大
島
）

▼
五
位
加
藤
健
二
（
梅
原
）

▼
六
位
田
村
努
（
千
津
井
）

▼
七
位
薗
部
賢
司
（
千
津
井
）

▼
八
位
岡
安
和
美
（
南
大
島
）

英
全
話
教
材
の
強
引
な
売
り
込
み

や
消
防
署
員
を
装
っ
た
消
火
器
の
押

し
売
り
な
ど
、
訪
問
販
売
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
は
相
変
わ
ら
ず
後
を
た
ち

ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
内
容
も
、
格
安
で
行

け
る
海
外
旅
行
の
会
員
募
集
に
み
せ

か
け
、
実
は
英
会
話
テ
ー
。
フ
の
売
り 込

み
だ
っ
た
と
か
、
消
防
法
で
設
置

を
義
務
付
け
ら
れ
た
と
言
っ
て
消
火

器
や
ガ
ス
警
報
装
置
を
押
し
売
り
す

る
な
ど
、
詐
欺
ま
が
い
の
巧
妙
な
手

ロ
や
強
引
な
売
り
込
み
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く

は
、
ご
く
一
部
の
不
心
得
な
セ
ー
ル

ス
マ
ン
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
事
態
を
改
善

す
る
に
は
、
ま
ず
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の

＂
体
質
改
善
“
が
第
一
と
四
月
か
ら

「
訪
問
販
売
員
登
録
制
度
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
は

「
I
D

カ
ー
ド
（
登
録
証
）
」
が
交

付
さ
れ
、
携
行
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
登
録
制
度
は
、
業
界
の
自

浄
作
用
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
あ
く
ま
で
任
意
の
も
の
で
、

「
I
D

カ
ー
ド
」
が
な
け
れ
ば
セ
ー

ル
ス
活
動
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
消
費
者
も
セ
ー
ル
ス
マ
ン

と
は
安
易
に
契
約
を
結
ん
だ
り
、
品

物
を
買
っ
た
り
せ
ず
、
い
ら
な
い
も

の
は
勇
気
を
も
っ
て
は
っ
き
り
断
わ

る
な
ど
、
賢
い
消
費
者
に
な
り
ま
し

よ
ヽ
つ
。
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一西小学校
●中央幼稚園

▼人工芝を取り入れた中庭

. 
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充実

ミ

◄

ス
テ
ー
ジ
を
備
え
た
遊
戯
室

同時完成一

; 
: 
I 子ども達に快適な学習環境を
i与え、知・徳・体の調和のとれた人
i間l‘生豊かで意志の強い園児・児
i童•生徒の育成をはかることは
i全村民の願いであり、本村発足
！以来、村行政の重点施策として
i一貫して推進してまいりました。
i 
] このたび、明和西小学校の児

l 童増による教室不足の解消とゆ
◄ 1 とりと充実をめざす新教育課程
内iによる教育を推進するため校舎
側iの増築工事を進めてまいりまし
のiた。
言！ また、危険園舎の解消と明和
丸］中学校々庭の拡張のため、明和
型］中央幼稚園々舎の移転改築も同

l 時に進めてまいりました。
l 二つの工事とも関係各位の御
i指導御鞭撻により順調に進み、
本日めでた＜竣工の運びになり

ました。ここに改めて国・県・

御当局の御指導ならびに、建

委員をはじめ村民皆様方の御支

援、御協力に深甚なる謝意を表

しますとともに、直接、教育を担

当される先生方に、教育の重要

性を深く認識され、．．よりよい効

果をあげますよう特段の御努力

をお願い申し上げ、子ども達の健
やかな成長を心よりご祈念申し

あげまして御挨拶といたします。

竣工にあたり

昭和56年 3 月 10 日

明和村長

(4) 

奈良丑松
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●西小学校

教

ー呵-~.

工

④西小学校

事 概 要

④中央幼稚園
＊名 称 明和村立明和西小学校 ＊名 称 明和村立明和中央幼稚園
＊所在地群馬県邑楽郡明和村大字川俣26番地 ＊所在地群馬県邑楽郡明和村大字新里 107番地
＊構 造鉄筋コンクリート 2 階建 ＊構 造鉄骨平屋建
＊建築面積 I, 568 57 m' 

＊建築面積 453.30m'＊工事費 239,406千円
＊教室数普通教室 6 、特別教室 7 ＊工事費 57,787千円

プレールーム、特別活動室、印刷教材室、 ＊室 数保育室 2 、遊戯室 I I 遊具教具室 I 、
視聴覚室、映写室、教育機器室、教材室

職員室 l 、保健室 I
＊設計管理 阿佐美ー級建築設計事務所

＊設計管理 亦野建築設計事務所＊施 工 明和西小学校増築工事共同企業体

（大成建設・荒井建設・小曽根建設・渡 ＊施 工荒井建設事務所

辺建設） ＊起 工昭和55年 9 月 30 日
＊起 工昭和55年 8 月 27 日

＊竣 工昭和56年 2 月 28 日
＊竣 工昭和56年 2 月 28 日
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笠井成泰さん
（江口）

（第55 回）

E籟
璽
日
日
目
日
田
閾
·

お
済
み
で
す
か

商
工
業
や
農
業
な
ど
を
営
ん
で
所

得
の
あ
る
人
は
、
自
分
で
所
得
や
税

額
を
計
算
し
、
申
告
、
納
税
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、

有
利
な
の
が
青
色
申
告
で
す
。
税
金

の
面
ば
か
り
で
な
く
、
記
帳
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
経
営
の
合
理
化
に
役
立

つ
こ
と
か
ら
、
青
色
申
告
を
利
用
す

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
新
た
に
青
色
申
告
を
す

る
方
は
、
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」

を
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
提
出
期
限
は
三
月
十
六

日
で
す
。

青
色
申
告
の
特
典
、
手
続
き
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

二
月
八
日
、
村
の
凧
上
げ
大
会

は
、
絶
好
の
日
よ
り
に
恵
ま
れ
た
。

父
と
子
三
人
で
夜
お
そ
く
ま
で

の
製
作
に
悪
戦
苦
闘
し
た
和
凧
は

利
根
川
上
空
を
快
調
に
泳
い
だ
。

息
子
た
ち
は
、
指
示
さ
れ
た
通

り
に
竹
を
削
り
、
か
ら
む
糸
に
手

を
や
い
た
苦
労
も
、
当
日
よ
く
あ

か
っ
て
い
る
凧
を
見
て
満
足
そ
う

で
、
顔
は
喜
び
に
満
ち
て
い
た
。

事
業
者
の

青
色
申
告
申
請
書
の
提
出

〔
青
色
申
告
の
で
き
る
人
〕

青
色
申
告
を
す
る
こ
と
の
で
き
る

人
は
、
商
工
業
、
農
業
、
自
由
業
な

ど
を
営
む
人
や
不
動
産
所
得
、
山
林

所
得
の
あ
る
人
な
ど
で
す
。

必
要
な
軟
簿
は
、
一
般
の
場
合
、

①
現
金
出
納
軟
②
経
費
帳
③
売

掛
帳
④
買
掛
瞑
⑤
固
定
資
産
台

帳
な
ど
で
、
規
模
の
小
さ
い
事
業
者

に
つ
い
て
は
、
現
金
出
納
帳
だ
け
つ

け
れ
ば
よ
い
方
法
も
あ
り
ま
す
。

〔
青
色
申
告
の
特
典
〕

▼
青
色
申
告
控
除
…
…
所
得
金
額
か

ら
十
万
円
を
控
除
す
る
こ
と
か
で
き

ま
す
。

▼
青
色
専
従
者
給
与
・

一
生
懸
命

妻
や
十
五
歳
以
上
の
親
族
で
、
そ
の

事
業
に
も
っ
ぱ
ら
従
事
し
て
い
る
人

に
支
払
っ
た
給
与
は
、
金
額
必
要
経

費
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
給
与
の

額
は
常
識
的
に
見
て
妥
当
な
範
囲
の

額
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
純
損
失
の
繰
越
し
と
繰
戻
し
…
…

事
業
所
得
が
赤
字
に
な
っ
た
と
き
‘

そ
の
赤
字
額
を
翌
年
以
降
三
年
間
に

わ
た
り
、
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と

か
で
き
ま
す
。
ま
た
、
前
年
も
青
色

申
告
を
し
て
い
る
場
合
は
赤
字
額
を

前
年
か
ら
控
除
し
、
す
で
に
納
め
て

い
る
前
年
分
の
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
青
色
申
告
に
は

約
四
十
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

〔
青
色
申
告
の
手
続
〕

新
た
に
青
色
申
告
を
し
よ
う
と
す

る
人
は
そ
の
年
の
三
月
十
五
日
（
今

年
は
十
六
日
）
ま
で
に
「
青
色
申
告

承
認
申
請
書
」
を
税
務
署
に
提
出
し

す
べ
て
の
も
の
か
自
動
化
へ
と
向

か
っ
て
い
る
現
在
、
今
回
行
っ
た
凧

作
り
は
父
と
子
の
共
同
作
業
、
面
倒

な
作
業
で
は
あ
る
か
、
そ
こ
に
は
、

親
子
の
心
か
ふ
れ
あ
う
最
高
の
場
な

谷
社
を
謬
る
予
行

束
小
毛
牙
泉
史

親
と
し
て
身
に
付
け
て
や
り
た
い
。

そ
し
て
、
真
の
意
味
で
の
教
育
専

門
家
は
、
そ
の
子
の
親
以
外
に
は

い
な
い
事
も
知
っ
た
。

当
日
あ
げ
よ
う
と
‘

（
写
真
・
文
は
笠
井
成
泰
さ
ん
、
題
字
は
康
史
く
ん
で
す
）

の
だ
。
凧
糸
を
引
く
我
か
子
を
見
て
「
親

凧
作
り
を
通
じ
、
息
子
た
ち
と
交
と
子
の
つ
な
か
り
は
な
ん
だ
ろ
う
」

流
す
る
中
で
、
今
後
は
、
個
性
や
潜
と
疑
問
に
思
っ
て
い
た
事
が
、
お

在
能
力
を
み
つ
け
、
ど
ん
な
条
件
の
ほ
ろ
げ
な
が
ら
わ
か
っ
て
き
た
、

中
で
も
生
き
ぬ
い
て
行
け
る
力
を
父
親
と
子
の
共
同
凧
作
り
で
し
た
。

所
得
税
の
確
定
申
告
が
三
月
十
六

日
で
終
わ
り
ま
し
た
か
、
税
金
の
計

算
に
間
違
い
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

~力゚

も
し
、
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と

き
は
、
修
正
申
告
で
訂
正
し
て
く
だ

さ
い
。
反
対
に
、
多
く
申
告
し
て
い

た
と
き
は
、
更
正
請
求
に
よ
っ
て
訂

正
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。
こ
の
更

正
請
求
は
来
年
の
三
月
十
五
日
ま
で

で
す
。

ま
た
、
税
務
署
か
ら
、
申
告
し
た

税
金
が
少
な
い
の
で
不
足
分
を
納
め

る
よ
う
通
知
を
受
け
た
と
き
、
そ
の

内
容
に
不
服
か
あ
れ
ば
ニ
ヵ
月
以
内

に
異
議
申
立
て
か
で
き
ま
す
。
こ
の

異
議
申
立
て
の
結
果
に
な
お
不
服
が

あ
れ
ば
、
国
税
不
服
審
判
所
へ
審
査

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
税
務
課
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

退
職
金
と
税
金

ま
だ
慟
け
る
と
思
っ
て
い
て
も
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
な
ら
い
つ
か
は

退
職
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
と
き
に
手
に
す
る
の
が
退
職

金
で
す
。

不
服
の
申
立
て

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
そ
の
年
の
一
月
十
六
日
以

後
に
新
し
く
開
業
し
た
人
は
、
開
業

の
日
か
ら
ニ
ヵ
月
以
内
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
訂
正
と

三亨言
ゾ心'‘<¢}`9/0ン
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現
在
、
日
本
人
は
四
人
に
一
人

が
ガ
ン
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

三
十
五
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で

の
働
き
盛
り
で
は
死
因
の
第
一
位

を
し
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に

ガ
ン
の
恐
ろ
し
さ
は
身
に
し
み
ま

す
。し

か
し
、
ガ
ン
も
早
期
に
発
見

で
き
れ
ば
手
術
に
よ
り
‘
は
と
ん

ど
一
0
0

％
治
り
ま
す
。

こ
の
早
期
発
見
は
、
定
期
的
に

検
診
を
受
け
る
し
か
方
法
は
あ
り

ま
せ
ん
。
家
庭
の
幸
福
の
た
め
に

も
、
年
一
回
（
理
想
的
に
は
二
回
）

は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら

直
ち
に
み
て
も
ら
っ
て
、
ガ
ン
か

ガ
ン
で
な
い
か
を
確
か
め
ま
し
ょ

゜

、
つ▼

胃
の
具
合
が
わ
る
＜
、
食
欲
が

な
い

▼
お
り
も
の
や
不
正
出
血
が
あ
る

退
職
金
に
は
、
所
得
税
と
住
民
税

が
か
か
り
、
退
職
金
の
支
給
を
受
け

る
と
き
に
そ
れ
ぞ
れ
の
税
金
が
源
泉

徴
収
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
退
職
金
は
長
い
間
の
勤
労

の
対
価
で
あ
り
退
職
後
の
生
活
の
た

め
に
も
大
切
な
も
の
で
す
か
ら
、
こ

れ
ら
を
考
え
て
、
退
職
金
に
か
か
る

所
得
税
や
住
民
税
は
他
の
所
得
と
分

離
し
て
課
税
さ
れ
た
り
、
勤
続
年
数

に
応
じ
て
控
除
額
が
定
め
ら
れ
る
な

ど
、
は
か
の
所
得
よ
り
軽
い
負
担
で

済
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
く
わ
し
く
は
役
場
税
務
課
で

、
。

` ▼
乳
房
の
中
に
し
こ
り
が
あ
る

▼
の
み
こ
む
と
き
に
つ
か
え
る
感

じ
か
す
る

▼
便
に
血
や
粘
液
が
ま
じ
る

▼
咳
が
つ
づ
く
・
痰
に
血
が
ま
じ

る
・
声
が
か
す
れ
た

▼
尿
の
出
か
わ
る
い
・
尿
に
血
が

ま
じ
る

＊
村
で
は
次
の
と
お
り
検
診
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

・
婦
人
科
・
乳
房
検
診
…
…
五
月

十
九
日
・
五
月
二
十
六
日

．
胃
集
団
検
診
…
…
八
月
十
八
日

八
月
十
九
日

高
瀬
記

恐
ろ
し
い
ガ
ン
か
ら
身
を
守
ろ
う
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貸
し
借
り
、
売
り
買
い
が
で
き
る

_ 
全
農
地
が
対
象

十
年
間
の
期
間
で
農
地
を
貸
す
と
、
※
詳
し
く
は
、
役
場
農
業
委
員
会
へ

貸
付
料
を
十
年
分
ま
と
め
て
も
ら
え
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

市
街
化
区
域
を
除
く

遊
ば
せ
て
い
る
農
地
を
貸
せ
る
も

の
な
ら
貸
し
た
い
、
場
合
に
よ
っ
て

は
売
っ
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
る
人
、

あ
る
い
は
農
地
を
借
り
る
か
、
ま
た

は
買
っ
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い

と
望
ん
で
い
る
人
は
、
面
倒
な
手
続

き
を
し
な
く
て
も
安
心
し
て
貸
し
借

り
ま
た
は
売
り
買
い
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

謳 支
払
わ
れ
ま
す

農
用
地
な
ど
を

貸
す
場
合
、
貸
付

料
金
と
は
別
に
、

十
ア
ー
ル
あ
た
り

契
約
期
間
が
三
年

か
ら
五
年
で
あ
れ

ば
一
万
円
、
裏
作
な
ど
の
”
期
間
貸

出
“
な
ら
五
千
円
の
奨
励
金
が
契
約

当
初
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
契

約
期
間
が
六
年
以
上
の
場
合
は
、
奨

励
金
は
倍
額
に
な
り
ま
す
。

一な自集ど主落
が的等
行なの
え土団
ま地体
す改単

良睾

集
落
、
大
字
な
ど
地
区
単
位
で
相

談
し
あ
っ
て
作
付
地
の
巣
団
化
を
図

る
た
め
の
交
換
耕
作
や
農
地
の
貸
し

借
り
を
し
た
り
、
機
械
や
施
設
の
共

同
利
用
に
よ
る
効
率
的
な
農
作
業
が

鵬闊置肩闘疇塵量鵬

貸場 10
付合年
料‘間
がまの
もと貸
らめし
えて出
まし
すの

と行なにに 靡鵬馴鵬圃闘鵬冒
簡うどあ関在手農権

冑；も、畠tば続業利
なにほ地許の き委取
りなとの可農 で員得
まりん転や地 への
し‘ど用‘法き＝ニ
た手農届市上 まで許
°続業け街のす 可
き委出化権 な
が員の区利 ど
ず会処域取 は
つが理内得

一貸
出
奨
励
金
が

農用地が
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

農
地
は
あ
る
が
、
慟
き
手
が
い
な
い
。
も
っ
と
耕
地
を
広
げ
た
い
が
土

地
は
う
ま
く
借
り
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

遊
ん
で
い
る
農
地
を
有
効
に
生
か
し
、
や
る
気
の
あ
る
人
が
農
地
を
十
分

活
用
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
ほ
ど
農
地
関
係
の
三
つ
の
法
律
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

三
つ
の
法
律
と
は
、
農
用
地
利
用
増
進
法
、
農
地
法
、
農
業
委
員
会
法

で
す
。

こ
の
う
ち
の
農
用
地
利
用
増
進
法
、
農
地
法
を
中
心
に
、
そ
の
要
点
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

一売農面り地倒
買のな
い貸手
がし続
で借な
きりし
ま‘で
す

の
は
、
原
則
と
し
て
市
街
化
区
域
を

除
く
村
区
域
一
円
で
、
農
地
の
ほ
か

農
業
用
施
設
川
地
（
畜
舎
、
温
室
な

ど
）
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

一手由ョ主刀只万大

任業約
を委期
も員間
つ会満
てが了
返時
ヽ czZ9

逗し
は

契
約
期
間
満
了
時
に
は
、
離
作
料

を
要
求
さ
れ
る
こ
と
な
く
返
還
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
村
は
農
業

委
員
会
の
協
力
を
得
て
そ
の
円
満
な

解
決
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
再
び
貸

し
出
す
時
も
希
望
に
添
う
よ
う
世
話

を
し
ま
す
。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

一
こ
れ
ま
で
よ
り
簡
単
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
団
体
単
位

で
自
主
的
な
土
地
改
良
事
業
も
行
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
ら
え
ま
す

農
地
は
貸
し
て
い
る
が
、
自
分
で

食
べ
る
米
は
現
物
で
欲
し
い
と
希
望

す
る
貸
し
手
の
要
望
に
こ
た
え
て
、

貸
付
料
を
お
金
の
代
わ
り
に
米
で
、

水
田
裏
作
の
場
合
は
う
な
い
返
し
（

耕
起
、
代
か
き
と
し
て
返
す
）
で
、
受

け
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

簗
団
で
大
規
模
な
農
業
を
経
営
す

る
た
め
の
農
業
生
産
法
人
の
要
件
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
家
の
後
継

者
な
ど
も
、
農
地
や
未
墾
地
を
取
得

し
て
農
業
経
営
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

貸
付
料
は
飯
米
で
も

一要
件
が
緩
和

有
効
に
活
用
で
き
ま
す
。

ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
都
道
府
県
の
農
地

保
有
合
理
化
法
人
が
行
っ
て
い
ま
す
。

農
業
生
産
法
人
の

乳
幼
児
検
診

妊
娠
検
診

ぜ
ひ
受
け
て

村
で
は
毎
月
第
二
•
第
三
木
曜

日
に
乳
幼
児
検
診
．
妊
婦
検
診
を

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

該
当
者
は
進
ん
で
受
け
て
、
障

害
な
ど
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し

ょ
‘
つ

圏
乳
幼
児
検
診

▼
日
時
第
二
木
曜
日
午
後
一

時
よ
り
公
民
館
で
実
施

▼
内
容
身
体
計
測
診
察
指

導
離
乳
食
展
示
、
試
食

▼
対
象
三
、
六
、
九
、
十
二
、
十
八

ヵ
月
児
、
該
当
月
に
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
は
次
の
月
で
も
受

け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
育
児
上
の
問
題
、
心

配
の
あ
る
場
合
は
月
令
を
と
い

ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
お
い
で

下
さ
い
。

＊
妊
婦
検
診

▼
日
時
第
三
木
曜
日
午
後
一

時
よ
り
公
民
館
で
実
施

▼
内
容
検
尿
血
圧
測
定
貧

血
の
検
査
・
診
察
・
指

導

▼
対
象
妊
娠
し
て
い
る
火
、
月

令
は
と
い
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
、
保
険
料
の

納
付
期
限
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
第
一
期
及

び
前
納
の
納
期
限
は
今
ま
で
五
月

三
十
一
日
で
し
た
が
、
四
月
三
十

日
ま
で
と
一
ヵ
月
早
ま
り
ま
し
た
。

四
月
中
旬
頃
納
付
書
を
送
り
ま

す
の
で
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
期
以
降
の
納
期
限
は

今
ま
で
と
同
じ
で
す
。
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下
江
黒
の
小
山
田
一
幸
く
ん
は
ク

ラ
ス
の
友
達
か
ら
い
た
だ
い
た
年
賀

状
が
二
等
に
当
た
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
。

家
族
の
方
に
話
し
た
ら
、
う
そ
だ

ろ
う
な
ど
と
い
わ
れ
た
そ
う
で
す
か

こ
の
ほ
ど
、
江
黒
郵
便
局
長
か
ら
、

ノ
コ
ギ
リ
、
カ
ン
ナ
、
ノ
ミ
な
ど
の

入
っ
た
日
曜
大
工
セ
ッ
ト
を
い
た
だ

き
一
幸
く
ん
に
ん
ま
り
。

局
長
の
話
だ
と
、
三
等
は
出
た
事

は
あ
る
が
、
二
等
は
開
局
以
来
だ
そ
う

で
、
盛
ん
に
周
り
か
ら
『
一
幸
く
ん
お
め

で
と
う
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

早
速
、
愛
犬
チ
ビ
の
犬
小
屋
を
作
る
ん

だ
と
は
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。

年
賀
ハ
ガ
キ
で
二
等
が
当
た
る

明
和
村
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
二
月
二
十

一
日
六
十
歳
以
上
の
ひ

と
り
暮
ら
し
（
二
十
八

人
）
の
方
に
給
食
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

．
こ
れ
は
地
区
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
時

々
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老

人
を
訪
問
し
て
い
ま
す

が
、
給
食
で
も
持
参
し

て
伺
え
ば
一
層
効
果
的

と
い
う
事
で
実
施
。

社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
こ
の
給
食
友
愛
訪

問
か
好
評
で
あ
れ
ば
、

毎
月
実
施
し
た
い
そ
う

で
す
。

一
人
暮
ら
し
の
老
人
に

給
食
サ
ー
ビ
ス

カ
メ
―
っ
ご

西
小
で
楽
し
い

親
子
の
つ
ど
い

—— 
ュ
ー
ス

村
の
婦
人
学
級
で
は
、
村
内
の
史

跡
め
ぐ
り
を
一
月
二
十
八
日
に
行
い

ま
し
た
。

学
級
生
十
六
人
は
江
黒
古
墳
や
、

三
五
詠
歌
碑
な
ど
を
文
化
財
調
査
委

員
の
森
尻
重
作
さ
ん
の
案
内
で
十
ヵ

所
の
史
跡
を
勉
強
し
ま
し
た
。

学
級
生
の
一
人
は
、
身
近
に
こ
ん

な
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
る
と
は
知

ら
な
か
っ
た
。
今
度
は
子
供
達
と
一

緒
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
も
し
な
か
ら
め

ぐ
っ
て
み
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

西
小
学
校
で
は
一
月
二
十
五
日
「

「
親
と
子
の
楽
し
い
集
い
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
今
年
で
四
回
目
で
、

子
供
達
と
一
緒
に
竹
を
使
っ
た
昔
の

遊
具
（
竹
で
っ
ぽ
う
、
竹
と
ん
ぱ
、

竹
け
ん
玉
な
ど
）
を
作
る
事
に
よ
り

親
と
子
の
対
話
、
ふ
れ
あ
い
を
よ
り

一
層
深
め
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

「
昔
、
父
ち
ゃ
ん
は
こ
う
し
て
作

っ
た
ん
だ
ぞ
な
ど
と
話
し
な
か
ら
、

子
供
と
一
緒
に
手
を
動
か
し
、
そ
の

作
り
方
も
自
慢
そ
う
に
伝
授
し
て
い

ま
し
た
。

省
エ
ネ
で
雨
の
日
も
風
の
日
も
快

適
と
い
う
原
付
免
許
（
五
十
g
)
で

乗
れ
る
自
動
車
が
あ
り
ま

す
か
、
田
島
で
食
堂
を
経

営
し
て
い
る
新
井
紀
夫
さ

ん
か
購
入
。
こ
の
バ
イ
ク

自
動
車
は
群
馬
県
で
二
台

目
だ
そ
う
で
す
。

ほ
ん
の
超
ミ
ニ
自
動
車

の
た
め
、
最
初
は
み
ん
な

が
振
り
返
る
の
で
、
は
ず

か
し
か
っ
た
か
、
今
は
も

う
慣
れ
、
バ
イ
ク
の
免
許

し
か
持
っ
て
な
い
人
で
、

自
動
車
に
乗
り
た
い
と
願

っ
て
い
る
人
に
は
最
適
と

新
井
さ
ん
。

婦
人
学
級
で

史
跡
め
ぐ
り

オートバイ・自動車？
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小
さ
い
こ
ろ
、
ほ
っ
ぺ
た
に
ご

飯
粒
な
ど
を
付
け
た
ま
ま
遊
ん
で

い
る
と
「
0
0

ち
ゃ
ん
、
お
弁
当

付
け
て
ど
こ
行
く
の
」
と
か
ら
か

わ
れ
た
も
の
で
す
。

食
事
の
あ
と
す
ぐ
畳
の
上
に
横

に
な
っ
た
り
す
る
と
「
食
べ
て
寝

る
子
は
牛
に
な
る
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

道
を
歩
い
て
い
て
、
う
っ
か
り

犬
の
ふ
ん
を
踏
み
付
け
て
困
っ
て

い
る
と
、
通
り
か
か
っ
た
人
が
「

坊
や
、
ウ
ン
コ
を
踏
ん
づ
け
る
と
、

お
金
持
ち
に
な
る
ん
だ
よ
」
と
慰

め
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
言
い
方
に
は
ど
れ
も
ユ

ー
モ
ア
か
あ
っ
て
、
思
い
出
す
と

な
つ
か
し
い
気
が
し
ま
す
。

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
言
葉
遣
い
は
‘

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
笑
い
を
誘
い
、

周
囲
に
な
ご
や
か
な
空
気
を
か
も

し
出
す
も
の
で
す
。

島
崎
藤
村
も
「
ユ
ー
モ
ア
の
な

い
一
日
は
極
め
て
寂
し
い
一
日
で

あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ー
モ
ア
は
人
間
関
係
の
潤
滑

油
だ
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
ユ
ー
モ

ア
は
心
の
ゆ
と
り
か
ら
生
ま
れ
る

も
の
で
相
手
へ
の
思
い
や
り
、
温

か
い
気
持
ち
か
必
要
で
す
。

家
庭
で
も
職
場
で
も
、
明
る
＜

楽
し
い
ふ
ん
囲
気
を
作
る
の
に
ユ

ー
モ
ア
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

同
じ
人
を
笑
わ
す
の
で
も
、
皮

肉
や
悪
ふ
ざ
け
は
ユ
ー
モ
ア
と
違

い
ま
す
。
露
骨
に
人
の
欠
点
に
触

れ
た
り
相
手
を
傷
つ
け
た
り
す
る

よ
う
な
冗
談
も
禁
物
で
す
。
時
や

場
所
を
考
え
な
い
で
、
例
え
ば
忙

し
く
働
い
て
い
る
人
に
、
一
人
よ

か
り
の
し
ゃ
れ
や
冗
談
を
言
っ
て

も
迷
惑
か
ら
れ
る
だ
け
で
す
。

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

i
 

脅
氾

た
だ
し
、
五
十
七
年
四
月
以
降
は

物
価
上
昇
で
年
金
額
が
増
額
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

国
民
年
金
で
は
、
老
齢
年
金
を
は

じ
め
各
種
年
金
の
額
が
物
価
上
昇
に

よ
り
目
減
り
し
な
い
よ
う
に
、
毎
年

増
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
、

年
金
受
給
者
も
急
増
し
て
い
る
の
で

国
民
年
金
の
保
険
料
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

給
付
費
が
増
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
給
付
財
源
は
、
加
入

者
か
納
め
た
保
険
料
の
積
立
金
と
国

の
負
担
金
と
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
給
付
費
だ
け
を
引
き
上
げ

て
い
き
ま
す
と
、
健
全
な
財
政
を
維

持
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
将
来
に
向
か
っ
て
国
民

年
金
を
健
全
に
発
展
、
充
実
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
国
の
負
担
と
と
も

に
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
も
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

段
階
的
な
引
き
上
げ
は
、
加
入
者

の
み
な
さ
ん
の
急
激
な
ご
負
担
を
避

け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

今
回
引
き
上
げ
る
保
険
料
が
適
正

な
負
担
で
あ
り
、
将
来
、
よ
り
よ
い

年
金
を
受
け
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Y

シ
ャ
ツ
の
ア
イ
ロ
ン
が
け
の
苦
も

去
り
て
兼
業
に
慣
れ
太
き
指
撫
づ

石
村
艶
子

土
手
の
家
廃
娼
前
に
生
き
た
酌
婦
成

す
が
ま
ま
か
と
歯
が
ゆ
か
れ
ど
も

江
森
征
子

マ
イ
ク
手
に
カ
ラ
オ
ケ
歌
う
友
の
顔

自
信
に
み
ち
て
身
振
り
ゆ
た
け
き

始
沢
良
子

沢
渡
に
半
身
癒
え
ぬ
新
春
を
寿
は
ぐ

左
文
字
の
た
し
か
さ

篠
木
よ
しまみ
、

宿
下
駄
の
お
ぱ
つ
か
な
き
ま
ま
転
び

た
り
新
雪
に
三
十
路
の
手
形
留
め
て

砂
賀
久
美
子

妃
殿
下
の
う
す
紫
の
お
召
物
祝
辞
を

の
べ
る
殿
下
に
映
え
る

薗
部
き
よ
子

二
人
目
の
母
と
な
る
ら
し
娘
の
電
話

突
然
の
報
夢
の
如
く
に

立
川
ツ
ヤ
子
ひ
と

出
稼
せ
ぎ
か
雪
の
故
郷
を
語
る
男
東

北
な
ま
り
を
し
み
じ
み
と
聞
く立川

ふ
さ

老
人
星
見
れ
ば
余
命
永
ら
ふ
と
ふ
瞳

を
凝
ら
す
う
す
き
光
に

立
川
文
子

風
た
て
ば
吾
か
足
元
を
襲
ひ
つ
つ
野

焼
の
炎
は
土
手
駆
け
登
る

橋
本
悦
子

灰
色
の
空
は
雪
降
ら
す
出
勤
の
娘
は

も
う
一
度
と
チ
ェ
ー
ン
確
か
む

蓮
見
タ
カ

っ
ち
く
れ
つ
ま

耕
や
せ
る
土
塊
ひ
と
つ
汗
垂
り
し
夫

の
み
た
ま
の
泌
み
て
あ
ら
む
か野ロ

タ
カ

芝
焼
き
し
燃
屑
さ
さ
え
蓬
草
小
さ
き

命
の
陽
だ
ま
り
に
萌
ゆ

野
村
初
枝

剣
道
を
習
い
し
技
で
成
し
と
げ
よ
学

ぶ
楽
し
さ
幼
い
け
れ
ど

横
塚
純
江

欲
ば
り
な
願
ひ
ご
と
多
き
を
詫
び
つ

つ
も
投
げ
し
十
円
の
音
大
き
か
り

磯
川
千
秋

▼
田
島
の
北
島
忠
四
郎
さ
ん
は
社
会

福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
二
万

円
奉
仕
銀
行
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
川
俣
の
藤
野
勝
江
さ
ん
は
中
学
校

に
備
え
て
く
だ
さ
い
と
ス
チ
ー
ル
製

書
庫
（
二
万
円
相
当
）
を
、
さ
ら
に

西
小
学
校
に
も
児
童
用
図
書
（
二
万

円
相
当
）
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
大
輪
に
あ
る
丸
新
紡
織
卸
で
は
公

寄
付
あ
り
が
と
う

I

死
亡
ー

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

小
池
宏
美
文
雄
長
女
江
口
1
月

2
3日

松
本
沙
緒
里
重
好
二
女
中
谷
1
月

2
7日

阿
部
知
子
政
男
長
女
斗
合
田
1
月

2
7日

砂
賀
香
織
三
郎
長
女
斗
合
田
2
月
1
日

田
村
綾
子
敏
夫
二
女
上
江
黒
2
月
3
日

渡
部
逸
世
博
長
男
中
谷
2
月
7
日

堀
口
賢
二
郎
慎
―
二
男
新
里

2

月
1
0
日

秋
野
貴
之
光
大
長
男
矢
島
2
月

1
2日

右
崎
英
人
文
雄
長
男
矢
島
2
月
1
4
日

本
沢
友
裕
久
雄
二
男
南
大
島
2
月
1
4
日

氏
名
年
令
謬
[
臣
塁
月
日

松
本
き
ぬ

4
9
太
一
大
輪
1
月
3
1
日

奥
沢
か
つ

7
8
（
藤
七
）
須
賀
2
月
2
日

藤
野
昌
一
4
8
（
勝
江
）
川
俣

2

月
5
日

小
菅
か
ね

6
2
守
夫
田
島
2

月
7
日

荒
木
一
郎
5
6
（
住
夫
）
大
輪
2
月
1
5
日

秋
山
作
次

5
7
（
ふ
み
）
須
賀
2
月
1
5
日

長
柄
英
信

8
5
（
克
己
）
梅
原
2
月
1
8日

鯉
沼
た
ま
7
4
秋
吉
大
佐
貫
2
月
1
9
日

田
口
研
作
7
4
（
明
良
）
大
輪
2
月

2
3日

池
浦
ち
ょ

4
6
三
男
三
郎
川
俣
2
月

2
4日

`.,'’ f
し
｛
応
霜
＼

K
'ゞ、
：
カ
ー
＼
．

[ 

ー
出
生
ー

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

` 
ニ
｀
も
く
れ
升

あ
わ
＼
オ

民
館
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
（
五
万
円
相
当
）

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
中
谷
の
内
山
利
子
さ
ん
は
杜
会
福

祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
五
千
円

奉
仕
銀
行
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。



昭和56年 3 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第234号 (10) 

の

l
l
[
[
e

月
朽
己
叫

3
 

一貪ク
救急車出動回数
●交通事故 2 件
●急病 8 件
●その他 4 件

計 14 件

: 館林邑楽地区 ／—-―ー館林地区 明和

産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 干代田地区
日

浜野医院川田医院早） ~4r 科医院 堀越医院云{ 73 } 4151 永寿堂医院 竹越医院
3 月 15 日

曜
ff (88) 5 6 7 8 云 (72) 0 7 5 4 云(I 2 0 5 岡田医院ff 72 3163 合 (72) 4 4 6 9 合 (84) 3 I 3 7 

3 月 22 日 白沢医院後藤2¥ 康）医院平川嘉は）医院 増田医院合{ 72 } 1387 海宝医院 館林担地当区が
当

ff (72) I 6 0 0 云 (7 3 9 7 5 合 02 2290 阿久津医院云 72 3315 云 (72) 3 I 5 5 します

3 月 29 日 落合医院小 7~ 医院福(田86歯)2 科I 医院 田内医院云{ 72 } 3855 津久井医院 江口医院

番 合 (72) 0 I 6 0 合(0 6 0 6 云 8 3 須田医院合 72 0862 合 (72) 3 3 I 6 合 (86) 3 2 0 I 

4 月 5 日
根 喜 医院大神 喜 院森下歯科医院 多々良診療所合{ 72 } 3060 寺内医院 館林地区が

医 云（ 3 2 6 2 云0276(2200 云 (73) 4 7 5 8 大塚医院云 72 0176 云 (72) 3 0 3 I 担当します

4 月 12 日
古屋（恒ぶ 医院原 医 院石井歯科医院 後藤（愛）医院合{ 72 } 0134 館林医院 小西医院
云0276(6 6161 合 (72) I 9 3 6 云 (73) 4 2 6 4 ゆたか医院ff 73 7308 ff(74) 2 I I 2 ff (86) 2 2 6 I 時

身
体
障
害
者
更

生
相
談
所
が
明
和

村
に
出
張
し
て
身

体
障
害
者
の
相
談

や
各
種
の
診
断
を

無
料
で
行
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
三
月
二

十
三
日
同
午

前
十
時
＼
午
後

二
時
ま
で

▼
会
場
中
央
公

民
館

▼
内
容

〇
医
学
診
断

（
整
形
外
科
・
眼
科
）

〇
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
に
伴

う
診
断

身体障害者の
巡回診査の実施

学
校
施
設
（
体
育
館
・
校
庭
）
を

利
用
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
十
人
以

上
の
団
体
は
新
た
に
登
録
を
し
て
く

だ
さ
い
。

―
つ
の
団
体
が

長
期
に
わ
た
っ
て

借
り
る
事
を
防
ぐ

た
め
の
登
録
で
す
。

登
録
し
た
団
体

は
毎
月
二
十
日
に

キ
ャ
ッ
プ
テ
ン
会

議
を
行
い
、
翌
月

の
使
用
日
を
決
定

し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体

は
三
月
二
十
日
ま

で
に
公
民
館
事
務

局
へ
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

スポーツ団体は
登録してください

◎
日
本
野
鳥
の
会
館
林
分
会
で
は
、

毎
月
探
鳥
会
を
城
沼
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。
も
う
一
度
身
の
回
り
の
野
鳥

を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日
毎
月
第
一
日
曜
日

六
月
1

九
月
七
時
集
合

十
月
1

四
月
九
時
集
合

探
鳥
会

城
沼
多
々
良
沼

〇
身
体
障
害
者
手
帳
の
程
度
変
更

に
伴
う
診
断

0

補
装
具
（
補
聴
器
・
義
足
な
ど
）

の
交
付
．
修
理
に
伴
う
要
否
の
判

定〇
障
害
年
金
の
診
断

0

福
祉
手
当
の
診
断

0

そ
の
他
一
般

-------------------------------------------------------------------

、。f

讐魯］厚／今
:( ：誓曇

`̀': ,_ -------------------------------------------------------------------

登
録
用
紙
は
公
民
館
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

◎
日
本
野
鳥
の
会
群
馬
県
支
部
で
は

三
月
十
五
日
多
々
良
沼
に
お
い
て
、

（
五
月
は
休
み
）

▼
集
合
場
所
尾
曳
橋

ー
／
、ー
ハ
》
―

こ
[
》

言
心
ク
]
]

ロ
〗と

リ
―

，
ぃ
伊
り

—— 

9
9
,
 

桐
生
女
子
高
校
に
は
通
信
制
の
課

程
が
あ
り
、
男
女
共
学
の
普
通
科
で

年
齢
に
関
係
な
く
入
学
で
き
ま
す
。

通
信
制
は
毎
日
登
校
し
な
く
て
も

よ
い
の
で
働
き
な
が
ら
学
ぱ
う
と
す

る
人
や
、
家
庭
の
主
婦
な
ど
に
は
、

最
も
適
し
た
方
法
と
い
え
、
学
費
も

わ
ず
か
し
か
要
り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間
は
三
月
十
六
日
か
ら
四

月
十
一
日
ま
で
で
す
。

入
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
桐
生

女
子
高
等
学
校
（
~
o
二
七
七
ー
三

ニ
ー
ニ
―
八
二
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

_
あ
し
ら
せ
”
”
”
”
”

□”
”□”
”

だ

II++  II+  けで ＾月7 ムーフ、
七六五
日日 日 悶納 t g 月

矢島和明央中斗合i 入仁の
館公民 農協ー第 至公館和民—· ー集̂ 落セ田

日 水納

料霜用 め

犬
の
散
歩
に
ょ

。

\
l

／
ー
ト
プ
ー
ム

通
信
教
育
で

高
校
卒
業
資
格
を

県
立
館
林
高
校
で
は
、
五
十
六
年

度
の
定
時
制
生
徒
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
学
の
普
通
科
で
年
齢
を
問

い
ま
せ
ん
。
働
き
な
が
ら
、
夜
問
学

ぼ
う
と
す
る
意
欲
的
な
か
た
に
、
最

も
適
し
た
制
度
で
す
。
学
費
も
わ
ず

か
し
か
か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
第
一
次
募
集
三
月
十
四
日
か
ら

三
月
十
九
日
正
午
ま
で

▼
入
試
三
月
二
十
五
日
（
国
語
・

数
学
・
面
接
）

▼
第
二
次
募
集
三
月
二
十
八
日
か

ら
四
月
二
十
五
日
ま
で

ご
希
望
の
か
た
は
出
身
中
学
校
か
、

館
林
高
校
(
6七
ニ
ー
四
三
0
七
）
へ

探
鳥
会
を
行
い
ま
す
。

早
春
の
一
日
を
可
愛
い
野
鳥
達
と

過
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日
三
月
十
五
日
同
雨
天
中
止

▼
集
合
多
々
良
沼
舟
付
場
午
前

九
時
三
十
分
（
午
後
三
時

頃
解
散
）

▼
持
ち
物
双
眼
鏡
、
昼
食

の
登
録
を
”
~

ト
ラ
ク
タ
ー

コ
ン
バ
イ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
（
歩

行
式
は
除
く
）
の
ナ
ン
バ
ー
登
録
を

受
け
る
と
各
種
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

所
有
者
は
三
月
末
日
ま
で
に
、
印

鑑
、
エ
ン
ジ
ン
番
号
、
車
体
番
号
、

車
名
、
型
式
、
購
入
領
収
書
を
持
っ

て
、
住
民
課
窓
口
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

適談 • • 

切な員相談場所 日 クX, 1ヽ”, 

助皆か は 時通
言さ無 [ 時 3 事
ん料 1 月導指 ので 午 19 故

を悩‘ 闊 後日
行み専 3 相
し、ご門 時 午月9 9 IJ 
亭゚ との ま 談
に相で 10

• • 月
喜 日例

時 ー1丁一
役 廿］ 3 政
場月―‘
三第 午後 1日6 権人

議会室 時ま3 午前 、閂ノ
で 10
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